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ᕳ㢌ゝ 
 

山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校長  石川 真澄 
 
 「௧」とึ࡚ࡗ࡞め࡚の年度１ࢁࡑࢁࡑࡶ年と࡞り、本校で進め࡚࠸るＳＳＨ２ࡶᮇ３

年が㐣࠺ࡼࡂとし࡚࠸るࠋ目ᶆとし࡚࠸る研究開発課㢟「『TSURUOKA SCIENCE 
CLUSTER』におけるＳＳＨ活動の深化にࡼる科学技術の発展を担࠺『ே㈈』の育成」ࡶ、

ᵝ࡞ࠎ方ࠎのᨭ࡚ࡗ࠶ࡶ࠼年ࡶ成果がぢࡁ࡚࠼たࠋ課㢟ࡑのࡶのが、地ᇦに࠶る᭱先端の

研究機㛵や大学・企業・⮬体や㏆㞄のＳＳＨ校等をጞめとするᵝ࡞ࠎ高等学校（SCIENCE 
CLUSTER）と連携し࡞がࡽ研究を活ᛶ化し࡚ࡇࡃ࠸とを目的とし࡚おり、地ᇦの方ࠎとの

 ࠋるࢀࡉとにẼ࡙ࡇる࠸࡚ࡗࡇኚᐜが㉳࡞ࡁのጼに大ࡕりの中で、生徒たࢃ
る探究活動「鶴南ゼミ」࠶ᰕで࡞ࡁ本校におけるＳＳＨ事業の研究開発で大、ࡣࡘとࡦのࡑ 

の活動が 8 年๓とẚ大ࡃࡁኚࡗࢃたࡇとで࠶るࠋ本校でࡣ、理数科や理⣔の生徒ࡔけで࡞

ᛮ⪃力やコンピテンシー࡞とで、全生徒が科学的ࡇるࢃの研究活動にࡇࡶ⣔の生徒ᩥࡃ

をఙ長ࡏࡉるࡇとを目的とし࡚進め࡚࠸るࠋゼミの㞟大成と࡞る࣏スࢱー発⾲をぢ࡚ࡳると、

研究の目的にᑐし࡚௬ㄝを❧࡚、実験࡞を㏻し࡚検証を進め、⤖ㄽを導ࡁฟすとࡗ࠸たㄽ

理的࡞展開がしࡗりし࡚࠸る発⾲が大ᖜに増࠸࡚࠼るࡲࢀࡇࠋで、ࡣンࢱーࢵࢿト等を

㏻し࡚ㄪるࡇとで‶㊊し࡚しࡺࢃ࠸、࠺ࡲる「ㄪ学⩦」ࡽᢤけฟ࠸࡞ࡏ研究や、⪺ࡁ

ᡭࡽの㉁問にᑐし࡚ᅇ⟅に❓し࡚し࠺ࡲ⮬分のࡶのと࠸࡞࠸࡚ࡗ࡞発⾲ࡶከࡃぢࢀࡽた

が、２᭶㸴᪥に⾜ࢀࢃた課㢟研究発⾲会でࡣ、ㄽ理をしࡗりと組ࡳ❧࡚࡚検証し࡚࠸る発

⾲が増ࡁ࡚࠼たのࠋࡔ≉にேᩥ科学の分野ࡣ、⮬↛科学分野の࠺ࡼに実験等を㏻し࡚検証し

ࡁ⣡ᚓでࡶᡭࡁ⪺、が࠸࡞ࡏけに先⾜研究等とのẚ㍑や分ᯒがḞࡔ࠸࡞ࡁとがでࡇࡃ࠸࡚

る発⾲がከ࠸࡚ࡗ࡞ࡃるࠋ 
 2 の㢧ࡑࠋる࠶とでࡇ࠺࠸ると࠸࡚ࡁ࡚࠼研究活動が増ࡃ࠸外部に✚ᴟ的にฟ࡚、ࡣ目ࡘ

ⴭ࡞とし࡚ࡣ、年度ࡽ研究をጞめた「地ᇦ活ᛶ化ゼミ」がࢀࡽࡆ࠶るࡣࢀࡇࠋ地ᇦの

㥐๓ၟᗑ⾤の活ᛶ化に࡚࠸ࡘ高校生のどⅬで⪃࠼実㊶した研究で࠶るが、ᕷの担当者や㥐๓

ၟᗑ⾤の方ࠎと㆟ㄽを㔜ࡡ、ᕷෆに࠶るの高校と༠ാした取組にࡲで発展࠸࡚ࡏࡉるࠋ㏆

㡭ࡣ、高校生が࣎ランテア活動࡞を㏻し࡚地ᇦに㈉⊩するとࡗ࠸た活動ࡃࡼࡣ⪥にする

が、地ᇦに目を向け࡚地ᇦの方ࠎと共にఱを⪃࠼ᥦゝし実⾜するとࡗ࠸た活動ࡣめࡽࡎし

に࠺ࡼ࠺⾜ࡽた活動を᪥㡭ࡆのሙを広ࡧた学ࡗ࠸本校生が研究機㛵や高等教育機㛵とࠋ࠸

地ᇦにᑐしࡃ࡞けでࡔ生徒達、ࡣとࡇたࡗ࡞に࠺ࡼࡘをᣢࢻーࣝࣇのࡑり、学校の外に࡞

が改め࡚地ᇦの㨩力をࡕた活動を㏻し࡚、生徒たࡗ࠸࠺ࡇࠋる࠸し࡚ࡰᙳ㡪をཬ࡞ࡁ大ࡶ࡚

▱り、ࡑの⤖果地ᇦ創生に࡞ࡘがるே材が育ࡘ㊊がりと࠸࡚ࡗ࡞るࠋ 
 3 ࠋる࠶とでࡇ࠺࠸たとࡁ࡚࠸ࡘの研究を㏻し࡚ウㄽする力や発⾲力が㌟にࡇ、ࡣ目ࡘ

年度ࡽ 1 年生の基礎ゼミに取り入ࢀた࣋ࢹートの実㊶ࡣ、課㢟研究を進める࠼࠺でࡶ

大࡞ࡁ力と࠸࡚ࡗ࡞るࠋゼミの中ࡔけで࡞ࢁ࠸ࢁ࠸、ࡃ࡞ሙ㠃で⮬分の問をゎỴするため

にࡶࡘࡃ࠸の㉁問がฟ࡚ࡃる、࡞ࢇࡑ✚ᴟ的࡞ጼໃがぢ࠼る࠺ࡼにࡁ࡚ࡗ࡞たࡲࠋた、年

で 7 年目とࡗ࡞たྎ‴への進路研修におྠࡶ࡚࠸ᵝで࠶るྎࠋᕷ❧ᘓ国高⣭中学と࠸

に研究を発⾲し、英語で㉁をࢃすጼࡣ௨๓の高校生ࡽすると⪃࠸࡞ࢀࡽ࠼ගᬒで࠶るࠋ

 ࠋる࠸を育࡚࡚ࡕが生徒たࡡ㔜ࡳ✚でのＳＳＨをとおしたࡲࢀࡇ
 一方、全校体ไにࡼる成果と⭡に理数科のᏑᅾព⩏が࡚ⷧࢀし࠺ࡲ中で「理数ᡯ能のఙ

長」にᚲせ࡞カリキュラムの開発࠶࠺ࡣる࡞ࡁの、本校の⦅ᩚഛにࡼり数年後にࡣ

中高一㈏校と࡞る中で中高連携した理数教育のᅾり方࡞、本校にࡲࡣた᪂た࡞課㢟がぢ࠼

⫢とがࡇࡃ࠸࡚ࡗ課㢟ゎỴに向ࡁ続ࡁが、ᘬ࠸㞴しࡣとࡇ一ᮅ一ኤに進めるࠋる࠸࡚ࡁ࡚

せで࠶るࠋ 
に、᮶年度௨㝆のࡶるととࡆにឤㅰ⏦し上ࠎの方ࡃたከࡗࡉࡔࡃ࡚࠼で本事業をᨭࡲࢀࡇ 

本事業の᥎進に向け࡚改め࡚お力ῧ࠼をお㢪࠸し⤖ࡧとしたࠋ࠸ 

�



 

 

目  ḟ 

ู⣬ᵝᘧ１㸫１௧元年度スーࣃー࢚ࢧンスࣁスクーࣝ研究開発実施報࿌（せ⣙）・・・・・・・・３ 

ู⣬ᵝᘧ２㸫１௧元年度スーࣃー࢚ࢧンスࣁスクーࣝ研究開発の成果と課㢟・・・・・・・・・・㸵 

➨１❶ Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した 

探究活動の深化発展に向けた研究・・・・１１ 

Ａ㸫①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 

Ａ㸫②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 

Ａ㸫③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 

Ａ㸫④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 

Ａ㸫⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 

 

➨２❶ Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力と 

コミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向けた研究・・・・２㸲 

Ｂ㸫⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 

Ｂ㸫⑦ＩＣＴ機器を活用する能力、コミュニケーション能力の育成 

Ｂ㸫⑧英語力の向上と海外の高等教育校との交流、連携の拡大 

 

➨３❶ Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる 

広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究・・・・２㸶 

Ｃ㸫⑨鶴南キャリアプログラムの研究開発 

Ｃ㸫⑩小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究（成果のබ⾲・ᬑཬ） 

Ｃ㸫⑪研究成果の社会への還元と発信（成果のබ⾲・ᬑཬ） 

Ｃ㸫⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充 

Ｃ㸫⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 

 

➨㸲❶ Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究・・・・・・・・・・・・・・・・・３㸶 

Ｄ㸫⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究（事業の評価） 

Ｄ㸫տ運営指導委員会の開ദ 

Ｄ㸫ր報࿌書のస成 

 

➨㸳❶ 㛵ಀ㈨ᩱ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸲１ 

 㸳㸫１ 教育課⛬⾲ 

  㸳㸫２ ௧元年度 山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校スーࣃー࢚ࢧンスࣁスクーࣝ運営指導委員会 

         ①➨１ᅇ運営指導委員会    ②➨２ᅇ運営指導委員会 

  㸳̿３ ࢹーࢱおࡧࡼ参⪃㈨ᩱ 

㸳㸫㸲 課㢟研究テー࣐一ぴ 

 㸳㸫㸳 山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校ＳＳＨ体ไ 
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ู⣬様ᘧ㸯㸫㸯 
ᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ ᣦᐃ➨㸰ᮇ┠ 㸰㸷㹼㸮㸱 

 
 ーࣝ◊✲㛤Ⓨᐇሗ࿌㸦せ⣙㸧ࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧーࣃーࢫ௧ඖᖺᗘ

 
 ձ ◊✲㛤Ⓨㄢ㢟  

 ே㈈࠘の⫱ᡂࠗ࠺ᢸࢆᏛᢏ⾡のⓎᒎ⛉ࡿࡼ㹑㹑㹆άືの῝ࡿࡅ࠾TSURUOKA SCIENCE CLUSTERࠖࠕ

 ղ ◊✲㛤Ⓨのᴫせ  
 地ᇦに᰿᭱ࡃ先端の研究機㛵や大学・企業・⮬体、㏆㞄のＳＳＨ、Ｓ㹎Ｈ校等（TSURUOKA SCIENCE CLUSTR）
との連携にࡼり、ᖜ広࠸ど野でከᵝ࡞テー࣐での探究活動を深化・発展ࡏࡉるࡇとで、地ᇦや᪥本、ୡ⏺が┤
㠃する課㢟を発ぢしゎỴする能力を㌟にけ、学術ᩥ化㒔ᕷ「鶴ᒸ」を≌ᘬし、ୡ⏺で活㌍する科学技術の発
展を担࠺高࠸ᚿをᣢࡗた『ே㈈』のᣢ続的࡞育成を⾜࠺ために௨ୗの研究を⾜ࠋ࠺ 
㸿 ⌮ᩘᡯ⬟ࢆఙ㛗ࠊࡏࡉ◊✲ᶵ㛵࣭Ꮫ࣭ᴗ࣭⮬య➼㐃ᦠࡓࡋ᥈✲άືの῝Ⓨᒎࡓࡅྥ◊✲ 
㹀 ⛉Ꮫⓗࢩࣥࢸࣆࣥࢥーࢆఙ㛗ࠊࡋ㹇㹁㹒ά⏝⬟ຊࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩ⬟ຊのྥୖࠊⱥㄒຊのྥୖࡅྥ

 ✲◊ࡓ
㹁 ⌮ᩘయ㦂ᐇのࡵࡓの࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨࡿࡼᗈ࠸ど㔝ࢆᣢࡓࡗ⌮ᩘ⣔ே㈈ࢆ⫱ᡂࡿࡍ◊✲ 
㹂 㹑㹑㹆ᴗࢆ᥎㐍ࡵࡓࡿࡍのホ౯᳨࣭ド᪉ἲの◊✲ 

 ճ ௧ඖᖺᗘᐇつᶍ  
基本的にࡣ全校生徒（㸳㸷㸲ྡ）と全教員をᑐ㇟とするࠋ 

学科 
コース 

➨１学年 ➨２学年 ➨３学年 ィ 
生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数 

理数科 ͤ㸲㸮 １ 㸲１ １ 㸲３ １ １２㸲 ３ 

ᬑ㏻科 
理⣔ ͤ㸶１ ２ 㸵㸴 ２ 㸵㸲 ２ ２３１ 㸴 
ᩥ⣔ ͤ㸵㸶 ２ 㸶１ ２ 㸶㸮 ２ ２３㸷 㸴 

ィ １㸷㸷 㸳 １㸷㸶 㸳 １㸷㸵 㸳 㸳㸷㸲 １㸳 
（ഛ⪃）ͤࡲとめເ㞟のため、➨１学年ࡣḟ年度のணᐃே数 

Ӑ全校生徒をᑐ㇟とする取組ӑ 
Ａ㸫①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 
Ａ㸫②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
Ｂ㸫⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 
Ｂ㸫⑦ＩＣＴ機器を活用する能力、コミュニケーション能力の育成 
Ｂ㸫⑧英語力の向上と海外の高等教育校との交流、連携の拡大 
Ｂ㸫⑨研究成果の社会への還元と発信 
Ｃ㸫⑩鶴南キャリアプログラムの研究開発 

Ӑ理数科ࡲたࡣ科学部の生徒をᑐ㇟とする取組ӑ 
Ａ㸫④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
Ｃ㸫⑪小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究 
Ｃ㸫⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充 

Ӑ≉ูに⯆をᣢ࡚ࡗ研究を進める生徒をᑐ㇟とする取組ӑ 
Ａ㸫③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 
Ａ㸫④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
Ａ㸫⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 

Ӑ教員中ᚰの取組ӑ 
Ｂ㸫⑨研究成果の社会への還元と発信 
Ｃ㸫⑪小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究 
Ｃ㸫⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 
Ｄ㸫⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究 
Ｄ㸫տ運営指導委員会の開ദ 
Ｄ㸫ր報࿌書のస成 

 մ ◊✲㛤Ⓨෆᐜ  
 ⏬ィ✲◊ۑ

➨１年ḟ 
ᖹ成 2 9 年度 

研究体ไの☜❧、各プロジェクトのෆᐜのᩚഛ 
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究をするࠋ 
・学校設ᐃ教科「探究」学校設ᐃ科目「鶴南ゼミ（基礎）」の実施にక࠺シラࣂスのᩚഛと評

価方法の࿘▱を⾜࠸、スムーࢬに進め࡚࠸ける࠺ࡼにするࠋ 
・「鶴南ゼミ」における「地方創生」分野の充実を目指すࠋ 
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・科学部の活動を充実ࡏࡉるࠋ 
・外部コンテスト等への✚ᴟ的に参加する࠺ࡼാࡁけるࠋ 

Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・学校設ᐃ科目「情報・科学コンピテンシー」を開設し、ＩＣＴ活用能力向上カリキュラムの
開発を⾜ࠋ࠺ 

・海外の高等教育校との┦交流を実施するࠋ 
・本校鶴南ゼミ発⾲会にお࡚࠸校生徒にࡼる発⾲を取り入ࢀるࠋ 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 
・鶴⩧アカ࣓ࢹア（大学ᶍᨃㅮ⩏）を充実ࡏࡉるࠋ 
・鶴南キャリアプログラムを充実ࡏࡉるࠋ 
・鶴南ゼミの活動で小中学生と㛵ࢃる部分を創ࠋࡃ࠸࡚ࡗ 
・理数セミナーを充実ࡏࡉるࠋ 
・探究活動が進路実⌧への࠺ࡼに㛵連し࡚࠸るの研究を進めるࠋ 

Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 
・鶴南ゼミ発⾲会でࣝーࣈリࢵクにࡼる評価を導入するࠋ 
・༞業生㏣㊧ㄪᰝの実施ࠋ 

➨２年ḟ 
ᖹ成 3 0 年度 

研究体ไの改善、各プロジェクトのෆᐜの拡大・深化 
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・学校設ᐃ教科「探究」学校設ᐃ科目「鶴南ゼミ（探究）」の実施にక࠺シラࣂスのᩚഛと評

価方法の࿘▱を⾜࠸、スムーࢬに進め࡚࠸ける࠺ࡼにするࠋ 
・「鶴南ゼミ」における「地方創生」分野でࡣ鶴ᒸᕷや地ᇦのᅋ体との連携企画を実施するࠋ 
・外部コンテスト等への参加者にᑐしຮᙉ会を開ࠋࡃ 

Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・海外の高等教育校とጜጒ校⥾⤖を目指すࠋ 
・鶴南ゼミ発⾲会でࡣ࿘ᅖの高校の発⾲本数の増加を目指すࠋ 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 
・小中学生に本校の探究活動に࠺ࡽࡶ࡚ࡗ▱࡚࠸ࡘ機会の増加を目指すࠋ 

Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 
・各✀評価方法を実施し࡚࡚ࡳの┬Ⅼをฟし、ᑓ㛛的どⅬࡽ助ゝを㡬ࠋࡃ 

➨３年ḟ 
௧元年度 

୰㛫᳨ドのᐇ 
㸿 ⌮ᩘᡯ⬟ࢆఙ㛗ࠊࡏࡉ◊✲ᶵ㛵࣭Ꮫ࣭ᴗ࣭⮬య➼㐃ᦠࡓࡋ᥈✲άືの῝Ⓨᒎྥ

 ✲◊ࡓࡅ
࣭㸰࣭㸱ᖺ⏕のྜྠ࣑ࢮのᐇୖࠊࡾࡼᏛᖺࡽの⥅ᢎࢆ┠ᣦࠋࡍ 

㹀 ⛉Ꮫⓗࢩࣥࢸࣆࣥࢥーࢆఙ㛗ࠊࡋ㹇㹁㹒ά⏝⬟ຊࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩ⬟ຊのྥୖࠊⱥㄒຊ
のྥୖࡓࡅྥ◊✲ 

࣭ᾏእの㧗➼ᩍ⫱ᰯ┦ὶのୖࠊጜጒᰯ⥾⤖ࠋࡿࡍࢆ 
㹁 ⌮ᩘయ㦂ᐇのࡵࡓの࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨࡿࡼᗈ࠸ど㔝ࢆᣢࡓࡗ⌮ᩘ⣔ே㈈ࢆ⫱ᡂࡿࡍ◊✲ 

࣭㧗➼Ꮫᰯ㛫࡛࠾࠸のⓎ⾲の⾜ࡁ᮶ࢆᣑࠋࡃ࠸࡚ࡋ 
࣭ᑠ୰Ꮫᰯ⤌⧊ⓗ㐃ᦠࡓࡋάືࢆ⏬ࠋࡃ࠸࡚ࡋ 

㹂 㹑㹑㹆ᴗࢆ᥎㐍ࡵࡓࡿࡍのホ౯᳨࣭ド᪉ἲの◊✲ 
࣭ᩍဨ㛫の┠⥺ྜࡏࢃࣝ࠸ࡍࡸ࠸ーࢡࢵࣜࣈ⾲のసᡂࢆ┠ᣦ࡚ࡋホ౯㛵ᰯࡿࡍෆ◊ಟ

 ࠋࡃ࠸࡚࠼ᩚࢆホ౯のᙧࡓࡋ㐺ᮏᰯࡾࡼࠊࡋᐇࢆ

➨㸲年ḟ 
௧２年度 

中間評価を㋃࠼ࡲた取組のぢ┤し、改善 
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・中間評価を㋃࡚࠼ࡲ取組のぢ┤し、改善を図るࠋ 
・鶴南ゼミ２ࡣᮇ目⤊後の探究活動のᅾり方ࡶᶍ⣴し࡚ࠋࡃ࠸ 

Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・中間評価を㋃࡚࠼ࡲ取組のぢ┤し、改善を図るࠋ 
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 
 ・中間評価を㋃࡚࠼ࡲ取組のぢ┤し、改善を図るࠋ 
Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 
 ・中間評価を㋃࡚࠼ࡲ取組のぢ┤し、改善を図るࠋ 
 

�



➨㸳年ḟ 
௧３年度 

㸳年間のＳＳＨ事業の検証 
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
 ・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・⥲括 
Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力

の向上に向けた研究 
・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・⥲括 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 
 ・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・⥲括 
Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 
 ・㸳年間のＳＳＨ事業の検証・⥲括 

 
 㡯ࡁࡍᩍ⫱ㄢ⛬ୖの≉➼≉グۑ

学科 
コース 

開設する科目ྡ ༢数 ௦᭰科目等 ༢数 ᑐ㇟ 

理数科 
情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ ➨１学年 
鶴南ゼミ（基礎） １ ⥲ྜ的࡞学⩦の間 １ ➨１学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 課㢟研究 １ ➨２学年 

ᬑ㏻科
理⣔ 

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ ➨１学年 
ＳＳ数学 １㸶 数学Ϩ�Ａ�ϩ�Ｂ�Ϫ １㸶 ➨１㹼３学年 
ＳＳ≀理 
ＳＳ化学 
ＳＳ生≀ 

１㸶 
≀理基礎・≀理 
化学基礎・化学 
生≀基礎・生≀ 

１㸶 ➨１㹼３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ ⥲ྜ的࡞学⩦の間 １ ➨１学年 
鶴南ゼミ（探究） １ ⥲ྜ的࡞学⩦の間 １ ➨２学年 

ᬑ㏻科
ᩥ⣔ 

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ ➨１学年 
ＳＳ数学 １㸲㹼１㸵 数学Ϩ�Ａ�ϩ�Ｂ�Ϫ １㸲㹼１㸵 ➨１㹼３学年 
ＳＳ≀理 
ＳＳ生≀ 
ＳＳ地学 

１１ 
≀理基礎 
生≀基礎・生≀ 
地学基礎・地学 

１１ ➨１㹼３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ ⥲ྜ的࡞学⩦の間 １ ➨１学年 
鶴南ゼミ（探究） １ ⥲ྜ的࡞学⩦の間 １ ➨２学年 

 ௧ඖᖺᗘのᩍ⫱ㄢ⛬のෆᐜۑ
 ูῧ ➨㸳❶ 㛵連㈨ᩱ ௧元年度教育課⛬⾲参↷ 
 㡯࣭άືෆᐜ✲◊࡞ලయⓗۑ

Ａ㸫①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 
・「ＳＳ数学」「ＳＳ≀理」「ＳＳ生≀」の継続した教材開発、指導法の研究（１、２、３年生ᑐ㇟） 
・「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の継続した教材開発、指導法の研究（２、３年生ᑐ㇟） 

Ａ㸫②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
 ・探究活動「鶴南ゼミ」のテー࣐設ᐃ・ゼミ運営ィ画の改善 

  ・上学年ࡽの継ᢎを目指し、２・３年ྜྠゼミの開ദ 
Ａ㸫③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 
 ・地ᇦ課㢟のゎỴに㛵ࢃるㅖᅋ体と連携し࡞がࡽの探究活動実㊶ 
Ａ㸫④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
 ・「鶴南ゼミ」での外部との連携ㅮᗙの拡大と」数年にࢃたる継続研究の拡大 

・山ᙧ大学㎰学部㣗ᩱ生⎔ቃ学科加᮶ఙ夫教ᤵの指導・助ゝを㡬࡞ࡁがࡽ、研究活動の深化・発展 
Ａ㸫⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 
 ・参加大会数１㸶、参加生徒の数２２㸵ྡ 
Ｂ㸫⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 
 ・「情報・科学コンピテンシー」の指導法と教材開発、㜵⅏に㛵するㅮ₇会の実施 
Ｂ㸫⑦ＩＣＴ機器を活用する能力、コミュニケーション能力の育成 
 ・ＩＣＴ機器を活用したᤵ業の拡大と効果の検証、指導方法の改善 
Ｂ㸫⑧英語力の向上と海外の高等教育校との交流、連携の拡大 
 ・「ྎ‴での海外進路研修の実施」（１１᭶㸴᪥㹼㸷᪥）と英語を用࠸た交流に向けた事๓学⩦と「鶴南

ゼミ（探究）」の研究ෆᐜの英語を用࠸た発⾲交流会の実施 
Ｂ㸫⑨研究成果の社会への還元と発信 
 ・「鶴南ゼミ中間発⾲会」「鶴南ゼミ全体発⾲会」の実施 
Ｃ㸫⑩鶴南キャリアプログラムの研究開発 
 ・鶴ᒸᕷおࡧࡼ地元企業の༠力のୗ「鶴南キャリアプログラム」を実施 

�



Ｃ㸫⑪小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究 
・中学生ᑐ㇟の一᪥体験入学（㸵᭶３１᪥）で生徒にࡼるᤵ業・実験・ステージ発⾲のᢨ㟢 
・本校生徒にࡼる外部施設での子ࡶ向け科学教室と英語体験の実㊶ 

  ・本校生徒にࡼる小中学校でのᤵ業実㊶ 
  ・校の発⾲会での࣏スࢱー発⾲ 

・ＳＳＨ生徒研究発⾲会、ᮾ地༊࢚ࢧンスコミュニテ研究校発⾲会、山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発
⾲会への参加 

Ｃ㸫⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充 
 ・「理数セミナーϩ（ᖹ成３１年３᭶１㸶᪥㹼２㸮᪥）」（理数科２年生ᑐ㇟㸸ࡤࡃࡘ研修） 

「理数セミナーϨ（ᖹ成３１年㸲᭶２３᪥㹼２㸳᪥）」（理数科᪂２年生ᑐ㇟㸸ᐑᇛ研修）の実施 
Ｃ㸫⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 
 ・「鶴南ゼミ」や科学部の研究成果や活動ෆᐜをᕼᮃする進路の実⌧に活用するために、᥎⸀・Ａ㹍入ヨ

の✚ᴟ的࡞活用と研究 
Ｄ㸫⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究 
 ・評価に㛵する教員研修会の実施 
 ・「基礎ㄪᰝ（生徒アンケート）」、Ẹ間業者のᛮ⪃力等をㄪᰝするヨ験の実施 
 ・༞業生㏣㊧ㄪᰝの実施 
Ｄ㸫տ運営指導委員会の開ദ 
 ・年２ᅇの運営指導委員会における運営指導委員の方ࡽࠎの指導・助ゝにࡼる事業改善 
Ｄ㸫ր報࿌書のస成 

  ・年度の取組にࡲ࡚࠸ࡘとめた研究開発実施報࿌書のస成、発⾜ 
 յ ◊✲㛤Ⓨのᡂᯝㄢ㢟  
 ࡚࠸ࡘᡂᯝのᬑཬ✲◊ۑ

成果のᬑཬ方法ࡣḟのとおりで࠶るࠋ 
 ࠋージに各✀取組の⤂をᥖ㍕する࣌ーム࣍ ①
② ＳＳＨ㏻信（年㸲ᅇ）をస成し࡚、㛵ಀ者に㓄ᕸするࠋ 
③ １㸮᭶に鶴南ゼミ中間発⾲会、２᭶に鶴南ゼミ全体発⾲会を開ദし࡚研究成果を発⾲、බ開するࠋ 
④ 年度ᮎにస成する研究開発実施報࿌書と鶴南ゼミ（探究）せ᪨㞟を㛵ಀ者に㓄ᕸするࠋ 

 のホ౯ࡑᡂᯝࡿࡼᐇۑ
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

・鶴南ゼミでの探究活動の成果とし࡚≀事をぢるどⅬが㣴࡚ࡁ࡚ࢀࢃおり、発⾲会での㉁問等のやりとりが
１・２年生問ࡎࢃに活発にࡗ࡞たࠋ 

・２・３年生のྜྠゼミを実施し、≉に後㍮たࡕにとࡣ࡚ࡗ有┈࡞情報をᚓるࡇとがでࡁたࠋ 
・地ᇦ活ᛶ化ゼミの活動を外部コンテストで発⾲し、᭱ඃ⚽賞をཷ賞するࡇとがでࡁたࠋ 

Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け
た研究 

・ྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学とࡣ㸲᭶にࡣ᮶࡚࠸た１１、ࡁࡔ᭶にࡣ本校が⾜ࡁ、┦交流を⾜ࡗたࠋ 
・１１᭶の際にྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学とጜጒ校⥾⤖を⾜ࡗたࠋ 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 
・鶴南ゼミ全体発⾲で㸴校１㸵テー࣐の㏆㞄高校ࡽ発⾲のࡈ༠力を࠸た࠸ࡔたࠋ 

Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 
・年度ึめ࡚、評価に࡚࠸ࡘの教員研修会を⾜࠸、⫋員の目⥺をྜ࡞ࡏࢃがࣝࡽーࣈリࢵク⾲をస成したࠋ 

 ⤌ᚋのྲྀᐇୖのㄢ㢟ۑ
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
 ・鶴南ゼミの࣐ニュアࣝをస成し、ㄡでࡶィ画的࡞ゼミ活動がでࡁる࠺ࡼにするࠋ 
 ・鶴南ゼミでྠྜࡣゼミの実施の方をᕤ夫し࡚ࡼり効果的࡞ෆᐜや発⾲ᡭ法の継ᢎを目指すࠋ 
Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け

た研究 
・ጜጒ校⥾⤖をしたྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学と┦交流を᭦に進めるためにのࡇ࡞࠺ࡼとがでࡁるの検ウ

をするࠋ 
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 

・中高一㈏校に࡞るࡇとをど野に入ࢀた中学生への発信をᙉ化するととࡶに、鶴ᒸ高校との࡞࠺ࡼ取組
をするࡇとがでࡁるの検ウを⾜ࠋ࠺ 

・研究ෆᐜの発信と⮬ᕫの研㚼を࠸ࡽࡡとし࡚生徒の外部発⾲機会の増加を図るࠋ 
・理数セミナーに࡚࠸ࡘ㓇田ᮾ高校と༠力し࡞がྠྜࡽ開ദを実り࠶るࡶのにするࠋ 

Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 
・評価に㛵する⫋員研修会を後ࡶ実施し࡚ࡁ࠸、⫋員全体での目⥺ྜࡏࢃを⾜࠺ととࡶに、本校に㐺した

評価方法を探ࠋࡃ࠸࡚ࡗ 
 

�



ู⣬様ᘧ㸰㸫㸯 
ᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ ᣦᐃ➨㸰ᮇ┠ 㸰㸷㹼㸮㸱 

 
 ㄢ㢟ーࣝ◊✲㛤Ⓨのᡂᯝࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧーࣃーࢫ௧ඖᖺᗘ

 
 ձ ◊✲㛤Ⓨのᡂᯝ 㸦᰿ᣐࡿ࡞デーࢆ➼ࢱሗ࿌᭩߀ࠕ㛵ಀ㈨ᩱ㸦௧ඖᖺᗘᩍ⫱ㄢ⛬⾲ࠊデー 
 㸧ࡇࡿࡍῧཧ⪃㈨ᩱ㸧ࠖࠊࢱ
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

Ａ㸫①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 
 「ＳＳ数学」「ＳＳ≀理」「ＳＳ化学」「ＳＳ生≀」「ＳＳ地学」の継続した教材開発と指導法の研究が

理⣔のࠋる࠸࡚ࢀࡉたᤵ業が展開ࢀラーニングやＩＣＴ機器を✚ᴟ的に取り入ࣈおり、アクテ࡚ࢀࡉ࡞

リ࢜数学」ࡣおり、年度࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃጼໃの生徒がከ࡞のに✚ᴟ的ࡶクやコンテストᙧᘧのࢵリンピ࢜

ンピࢵク」のண㑅に㸶ྡ、「数学⏥子ᅬ」のண㑅に㸷ྡと数学分野の参加ே数ࡣ㐣ཤ᭱高とࡗ࡞たࠋ 
Ａ㸫②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
 ・「鶴南ゼミ（基礎）」（➨１学年生徒全員ᑐ㇟） 
  １年を㏻１࡚ࡌ༢で⮬↛クラスẖの活動で「≀理」「化学」「生≀」「地学」「数学」「英語」を各

３間「࣋ࢹート」を㸴間で実施したࠋの生徒のプࣞゼンを⪺࠸たり、࣋ࢹートのᡭ法を学ࢇ

ᴟ的に㉁問をす✚ࡣおり、発⾲会で࡚ࡁ࡚࠸ࡘ方への共ឤやㄽのどⅬが㌟に࠼⪄りする中でேのࡔ

る１年生のጼが目❧ࡗたࠋ 
 ・「鶴南ゼミ（探究）」（➨２学年生徒全員ᑐ㇟） 
  １㸳ゼミ（≀理Ａ、≀理Ｂ、化学Ａ、化学Ｂ、生≀Ａ、生≀Ｂ、地学、数学、ᐙᗞ科、ಖ体育、᠕

⩏ሿ先端研≉ู研究生、社会科学、国語、英語、ⱁ術）で実施したࠋ年度の課㢟とし࡚上学年ࡽの

継ᢎがᣲ࡚ࢀࡽࡆおり、㸲᭶に２・３年生のྜྠゼミを実施したࠋ先㍮の成果や┬とᘬࡁ継࠸でし

 ࠋたࡗ࡞間と࡞⩏㠀ᖖに有ព、ࡁと等を┤᥋やり取りでࡇ࠸
・「鶴南ゼミ（発展）」（➨３学年生徒全員ᑐ㇟） 

  㸵ㅮᗙ（上⣭国語、ᶆ‽国語、数学Ϫ、数学ϨＡϩＢ、英語①、英語②、学問研究）を๓ᮇ・後ᮇࢀࡑ

者ࡘをᣢ࣐共㏻するテーࢀࡒࢀࡑࠋㅮᗙを取るᙧで実施したࡘࡎࡘ๓ᮇ・後ᮇで１ࡣ開設し、生徒ࢀࡒ

での学⩦活動とࡇ࠺࠸と࠶ࡶり、グࣝープෆでࡣ活発࡞ពぢ交等がࢀࡉ࡞、ಶࠎの学ࡧが深ࡲるࡔけ

でࡃ࡞、コミュニケーション能力、⾲⌧力の向上に࡞ࡘࡶがࡗたࠋ 
Ａ㸫③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 

石ᶫ動⏘ᰴᘧ会社௦⾲取⥾ᙺ社長石ᶫ㑈大Ặ、ྜྠ会社 w o r k  l i f e  s h i f t ௦⾲ఀ藤㯞⾰子Ặ、ࣖࢹࢱ࣐࢞

に分࣐２３ྡの生徒が３テーࡽが࡞ࡁࡔた࠸スを㐺ᐅࣂࢻアࡽンᰴᘧ会社ᴮ本ᣅᕭẶの３ྡࢨ

活動ࡣで鶴ᒸ㥐๓の活ᛶ化を研究をしたグࣝープ࠸継ࡁ年度の取組をᘬࡶ中でࠋ探究活動を進めた࡚ࢀ

ෆᐜの発⾲で地ᇦ活ᛶ化ゼミとし࡚ึめ࡚外部のコンテスト（㒓ᅵ Y a m a g a t a （と探究コンテストࡉるࡩ

で᭱ඃ⚽賞を࠸たࡁࡔ、大ࡃࡁ発信するࡇとがでࡁたࠋ 
Ａ㸫④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 

・科学部の部員数２３ࡣで㐣ཤ᭱高とࡗ࡞たࠋ山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会でࡣ≀理部㛛でඃ⚽賞を

ཷ賞し、ḟ年度の全国⥲ྜᩥ化⚍高▱大会へのฟሙᶒを⋓ᚓ（１㸮年連続）、地学部㛛でඃ良賞をཷ賞

したࠋ᪥本学生科学賞山ᙧ┴大会で᭱ࡣඃ⚽賞をཷ賞したࠋ 
・鶴南ゼミにお࡚࠸外部研究機㛵・教育機㛵と連携をし࡚࠸る部分にࡣ࡚࠸ࡘ生徒数㸳㸲、テー࣐数１３

で࠶るࠋテー࣐数のෆヂࡣ᠕⩏ሿ大学先端生科学研究ᡤ１、鶴ᒸ高ᑓ㸲、山ᙧ大学㎰学部㸴、山ᙧ

┴Ỉ⏘ヨ験ሙ１、ᮾබ┈ᩥ科大学１ࠋ 
Ａ㸫⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 
 ・᪥本Ỉ⏘学会Ꮨ大会高校生࣏スࢱー発⾲ 㸳ྡ参加、発⾲ 
 ・ジュニア㎰ⱁ化学会２㸮１㸷 ２ྡ参加、発⾲ 

・化学グランプリ 㸳ྡ参加 
・全国高等学校⥲ྜᩥ化⚍ 㸲ྡ参加、発⾲ 

トࢵミࢧ࢜ࣂ・  i n 鶴ᒸ ２ྡ参加、発⾲ 
成果発⾲部㛛 鶴ᒸᕷ長賞、ィ画発⾲部㛛 ᑂᰝ員≉ู賞各１ྡཷ賞 

 ・全国ＳＳＨ生徒研究発⾲会 ３ྡ参加、発⾲ 
 ・数学⏥子ᅬ 㸷ྡ参加 
 ・᪥本᳜≀学会高校生࣏スࢱー発⾲ ２ྡ参加、発⾲ 
 ・᪥本⒴学会学術⥲会 １ྡ参加、発⾲ 

・科学の⏥子ᅬ ２ࢳーム（１㸴ྡ）参加、１ࢳームが⥲ྜ３、の１ࢳームがリケジョዡບ賞ཷ賞 
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 ・山ᙧ┴高等学校英語ᘚㄽ大会 １ྡ参加 
 ・山ᙧ┴高校生英語࣋ࢹート大会 ２ࢳーム（１２ྡ）参加 
・᪥本学生科学賞山ᙧ┴大会 １ྡ参加、᭱ඃ⚽賞、┴高等学校長会長賞、┴高等学校ᩥ化連┕会長賞ཷ賞 
・海のᐆアカࢹミࢵクコンテスト２㸮１㸷全国大会 ２ྡ参加、発⾲、࣐リンスࣀー賞（ዡບ賞）ཷ賞 

  ・㒓ᅵ Y a m a g a t a  と探究大賞（᭱ඃ⚽賞）ཷ賞ࡉるࡩ、⾲と探究コンテスト 㸳ྡ参加、発ࡉるࡩ
 ・科学地理࢜リンピࢵク᪥本㑅ᡭᶒව国際地理࢜リンピࢵク㑅ᢤ大会 

１㸮１ྡ参加、２ྡࡕ࠺一ḟண㑅㏻㐣、ࡽࡉに１ྡࡕ࠺㖟࣓ダࣝཷ賞 
・数学࢜リンピࢵク 㸶ྡ参加 

 ・山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会 ３㸳ྡ参加、発⾲、 
科学ᑓ㛛部の部 ≀理分野 ඃ⚽賞ཷ賞㸴ྡ、地学分野 ඃ良賞ཷ賞㸳ྡ 

 ・ᮾ地༊࢚ࢧンスコミュニテ研究発⾲会 １㸲ྡ参加、発⾲ 
Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に 

向けた研究 

Ｂ㸫⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 
 ᖹ成２㸷年度、ࡲࢀࡑでの「情報・科学リテラシー」を発⾲能力等の向上に᭦に力を入ࢀるࡃ「情報・

科学コンピテンシー」に改め࡚実施したࡲࠋた、３᭶にࡣ㜵⅏ㅮヰをẖ年実施し、⅏ᐖに࡚࠸ࡘ、ṇし࠸

▱㆑、向࠸ྜࡁ方を学ࢇで࠸るࠋ年度ࡣ≉に࣏スࢱー発⾲の活動に㔜Ⅼ的に取り組ࡳ、発⾲を⪺ࡃጼໃ、

どⅬを㣴࠸、発⾲会での活発࡞やりとりにࡆ࡞ࡘるࡇとがでࡁたࠋ 
Ｂ㸫⑦ＩＣＴ機器を活用する能力、コミュニケーション能力の育成 

教員がカ࣓ラでࡗたࡶのをスクリーンにᫎしたり、生徒が発⾲会等でࢵࣞࣈࢱト端ᮎを用࡚࠸ㄝ明をし

たり、学校全体とし࡚ＩＣＴ機器を活用し、స業やㄝ明の効⋡化が図࠸࡚ࢀࡽるࠋ 
Ｂ㸫⑧英語力の向上と海外の高等教育校との交流、連携の拡大 
 ・ྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学が生徒３㸲ྡと教員２ྡが㸲᭶１㸴᪥に᮶校し、ⰼぢ࡞をし࡚交流を深めたࠋ 
 ・２学年生徒全員が１１᭶にྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学を訪ࢀ、研究発⾲交流を⾜ࡗたࠋᅇࡣጜጒ校⥾⤖の

⣙ᐃを取り交ࢃしたࠋ 
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 

Ｃ㸫⑨鶴南キャリアプログラムの研究開発 
 ・年度ࡣ㸴᭶１㸶᪥に発生した山ᙧ┴Ἀ地㟈のために中Ṇとࡗ࡞たが、ணᐃし࡚࠸たෆᐜࡣㅮᖌᮾබ

┈ᩥ科大学ᖹᑿ清教ᤵ、ྜྠ会社 w o r k  l i f e  s h i f t ఀ藤㯞⾰子Ặにࡼる全体ㅮ₇「地ᇦ活ᛶ化のためにᗉෆ

で㉳業するព⩏」と鶴ᒸ㏆㑹の企業２㸮社にࡼる企業ㄝ明会ࠋ 
・年度ࡣ鶴南キャリアプログラムの௦᭰とし࡚１᭶１㸴᪥にㅮᖌྜྠ会社 w o r k  l i f e  s h i f t ఀ藤㯞⾰子Ặに

」るㅮ₇ࡼ r e a d i n e s s  f o r  2 0 2 5  ⮬分のྍ能ᛶࡣ⮬分で拡࠺ࡼࡆ」が実施ࢀࡉたࠋ 
Ｃ㸫⑩小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究（成果のබ⾲・ᬑཬ） 
 ・中学生ᑐ㇟の一᪥体験入学（㸵᭶３１᪥）における取組（生徒にࡼる研究発⾲と体験ᤵ業） 
 ・本校生徒にࡼる小学校でのᤵ業実㊶（英語ゼミ３ᅇ） 
 ・௧元年度ＳＳＨ生徒研究発⾲会（㸶᭶㸵᪥・㸶᪥）への参加 
 ・ᮾᱜ学㤋ＳＳＨ課㢟研究「ᮍ᮶創㐀プロジェクト」中間発⾲会（１㸮᭶１㸴᪥）への参加 
 ・山ᙧ┴❧㓇田ᮾ高等学校課㢟研究中間発⾲会（１㸮᭶２３᪥）への参加 
 ・本校生徒にࡼる小学生ᑐ㇟の理科・英語活動の実㊶（１２᭶１᪥） 
 ・௧元年度山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会（１２᭶２１᪥）への参加 
 ・本校生徒にࡼる小学生ᑐ㇟の理科活動の実㊶（１᭶１㸷᪥） 
 ・山ᙧ┴❧加ⱱỈ⏘高等学校課㢟研究発⾲会（１᭶２３᪥）への参加 

・௧元度ᮾ地༊࢚ࢧンスコミュニテ研究発⾲会（１᭶２㸲᪥・２㸳᪥）への参加 
Ｃ㸫⑪研究成果の社会への還元と発信（成果のබ⾲・ᬑཬ） 
 ・鶴南ゼミ中間発⾲会（１㸮᭶１㸮᪥）実施 
  発⾲者ࡣ本校２学年生徒全員１㸷㸵ྡࠋテー࣐数ࡣＳＳ探究３㸵、ＨＳ探究３２のྜィ㸴㸷の࣏スࢱー

発⾲を本校鶴⩧会㤋に࡚⾜ࡗたࠋ 
 ・鶴南ゼミ全体発⾲会（２᭶㸴᪥）実施 

発⾲者ࡣ本校２学年生徒全員１㸷㸵ྡと外部高校生㸲㸴ྡࠋ༗๓࣏ࡣスࢱー発⾲を本校体育㤋に࡚⾜ࡗ

たࠋテー࣐数ࡣＳＳ探究３㸶、ＨＳ探究２㸷、山ᙧ┴❧加ⱱỈ⏘高等学校３、山ᙧ┴❧ᗉෆ㎰業高等学

校１、山ᙧ┴❧㓇田ᮾ高等学校１、山ᙧ┴❧㓇田ග㝠高等学校３、㓇田南高等学校㸴、山ᙧ┴❧ᮾᱜ学

㤋高等学校３のྜィ㸶㸲ࠋ༗後ࡎࡲࡣ、年度にᘬࡁ続１࡚࠸年生にࡼる࣋ࢹート大会Ỵᡓが本校

鶴⩧会㤋に࡚⾜ࢀࢃたࡑࠋの後ステージ発⾲を⾜ࡗたࠋテー࣐数ࡣＳＳ探究㸲、ＨＳ探究３のྜィ㸵ࠋ 
Ｃ㸫⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充 
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理数セミナーϩ（ᖹ成３１年３᭶１㸶᪥㹼２㸮᪥）（理数科２年生ᑐ㇟㸸ࡤࡃࡘ研修） 
理数セミナーϨ（ᖹ成３１年㸲᭶２３᪥㹼２㸳᪥）（理数科２年生ᑐ㇟㸸ᐑᇛ研修） 

Ｃ㸫⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 
 鶴南ゼミや科学部の研究成果や活動ෆᐜを進路実⌧に⤖ࡘࡧけるための᥎⸀・Ａ㹍入ヨの✚ᴟ的࡞活用と

研究を⾜ࡗたࠋ 
 㸺௧元年度の主࡞進学実績㸼ྜィ２㸶ྡ 

   ᮾ大学 Ａ㹍ϩ（ᕤ学部㟁Ẽ情報≀理学科１、ᩥ学部１）ྜィ２ 

        Ａ㹍Ϫ（ᕤ学部材ᩱ科学⥲学科１、法学部１、⤒῭学部１）ྜィ３ 
山ᙧ大学 Ａ㹍入ヨ（理学部１、㎰学部１）ྜィ２ 
     ᥎⸀入ヨ（㎰学部１、་学部་学科２、་学部┳ㆤ学科１）ྜィ㸲 
ᘯ๓大学 Ａ㹍入ヨ ㎰学生科学部１ 
㟁Ẽ㏻信大学 ᥎⸀入ヨ 情報理ᕤ学ᇦϩ㢮１ 
ᮾி学ⱁ大学 ᥎⸀入ヨ 教育学部ึ等教育教員㣴成課⛬１ 
᪂₲大学 ᥎⸀入ヨ（་学部ಖ学科１、ேᩥ学部ேᩥ学科１）ྜィ２ 
㟼ᒸ大学 ᥎⸀入ヨ ㎰学部１ 
ᶓ国❧大学 ᥎⸀入ヨ 教育学部１ 
山ᙧ┴❧ಖ་⒪大学 ᥎⸀入ヨ ಖ་⒪学部┳ㆤ学科１ 
国際教㣴大学 ᥎⸀入ヨ 国際教㣴学部１ 
⛅田┴❧大学 ᥎⸀入ヨ システム科学技術学部１ 
᪂₲┴❧大学 ᥎⸀入ヨ ே間生活学部１ 
᪩✄田大学 指ᐃ校᥎⸀ ᩥ学部１ 
ᮾ་科⸆科大学 指ᐃ校᥎⸀ ⸆学部１  

Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 

Ｄ㸫⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究 
  ・１年生徒全員ᑐ㇟の「鶴南ゼミ（基礎）」に࡚࠸ࡘ、各科目で「㛵ᚰ・ពḧ・ែ度」「ᛮ⪃・ุ᩿・⾲

⌧・技能」「▱㆑・理ゎ」の３ほⅬに㛵する活動ෆᐜに༶した評価項目をస成し࡚࠸ࡽࡶ、各科目３

間（࣋ࢹートのࡳ㸴間）のㅮᗙ⤊後にㅮᗙ担当者が評価を⾜ࡗたࠋ 
・学校設ᐃ教科『探究』 学校設ᐃ科目「鶴南ゼミ（探究）」の評価の実㊶ 

   ２年生徒全員ᑐ㇟の「鶴南ゼミ（探究）」に࡚࠸ࡘ、研究に㛵する㸳項目と研究⤒㐣報࿌࣏ࣞート

（学年ᮎ１ࡣ年間の研究せ᪨）をࡶとに、学ᮇࡈと各ゼミ担当教員が評価を⾜ࡗたࠋ 
  ・鶴南ゼミ中間発⾲会・全体発⾲会における生徒発⾲の評価の実㊶ 

１㸮᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ中間発⾲会、２᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ全体発⾲会に࡚、評価の指ᶆ（㈨ᩱＤ

㸫２）ࡶ用し࡚స成した『発⾲会り㏉りシート』（㈨ᩱＤ㸫３）やࣝーࣈリࢵクを用࠸た『࣏ス

・とで、発⾲会を㏻し࡚探究活動の⮬ᕫ評価ࡇー発⾲評価シート』（㈨ᩱＤ㸫㸳）をస成し用するࢱ

ᕫ評価を⾜ࡗたࡽࡉࠋに、２ࡘの発⾲会に࡚『࣏スࢱー発⾲・ステージ発⾲教員評価シート』（㈨

ᩱＤ㸫㸴）を教員にࡼる評価ࡗ⾜ࡶたࠋ中間発⾲会後ࡽ全体発⾲会๓にけ࡚、教員評価シート

を改良したࡇと࠶ࡶり、年度２ࡣ᭶の全体発⾲会๓に評価に㛵する校ෆ研修を⾜࠸、評価項目や

ẁ㝵に࡚࠸ࡘ教員間で目⥺ྜࡏࢃをしたり、ࣝーࣈリࢵク⾲や方法に࡚࠸ࡘのពぢ交を⾜ࡗたり

したࠋ 
  ・基礎アンケートㄪᰝの実施 

   ＳＳＨ事業開ጞ๓のព㆑ㄪᰝとし࡚ＳＳＨ基礎アンケート（㈨ᩱＤ㸫㸶）を㸴᭶１１㹼２１᪥のᮇ

間に１・２・３年生ᑐ㇟に実施したࠋ✚ࢀࡉたࢹーࢱをࡶとに、生徒の⯆・㛵ᚰ・学⩦ពḧ等、

ព㆑のኚᐜに࡚࠸ࡘ分ᯒ・検証を⾜࠸、各部㛛の事業の⥲括と改善を⾜ࠋ࠺ 
   ・中間発⾲会・全体発⾲会⤊後の生徒・教員・外部にᑐするアンケート実施 

   １㸮᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ中間発⾲会、２᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ全体発⾲会に参加したಖㆤ者・

校の教員や生徒・外部指導者をᑐ㇟に発⾲会に㛵するアンケートを実施・分ᯒし、生徒の活動を検

証するࠋ 
  ・㹅㹎Ｓテストの実施 
   一年度ࡲで⾜࠸࡚ࡗた本校⊂⮬のＳＳＨテストを、ࡼりᐈほᛶを㔜どすると࠺࠸ほⅬࡽẸ間業者に

 ࠋ実施した࡚࠼ࡁ⨨ᛮ⪃力等を るྠෆᐜのアセス࣓ントテストに࡞る、問㢟発ぢ・ゎỴにᚲせࡼ
  ・༞業生㏣㊧ㄪᰝの実施 
   ᖹ成２㸳年度༞業生（大学㝔修ኈ課⛬修をᐃ）おࡧࡼᖹ成２㸵年度༞業生（大学学部༞業をᐃ）

をᑐ㇟に༞業生㏣㊧ㄪᰝを実施したࠋ実施方法ࡣ ࡣがࡁにࡼり㉁問項目にᅇ⟅し࡚࠺ࡽࡶ方法、ࡲ

たࡑࡣの ࡣがࡁにグ㍕し࡚࠶る㹏㹐コーࡽࢻ㹵㹣㹠上で㉁問項目にᅇ⟅し࡚࠺ࡽࡶ方法に加࡚࠼ 

�



Ｓ㹌Ｓを用し࡚ྠ⣭生に拡ᩓし࡚࠺ࡽࡶ方法ࡶ用࠸たࠋ 
 Ｄ㸫տ運営指導委員会の開ദ 
  ௧元年度 ➨１ᅇ 山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（㸵᭶㸳᪥） 
  ௧元年度 ➨２ᅇ 山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（１᭶２２᪥） 
 Ｄ㸫ր報࿌書のస成 
 㸨上グＤ㸫⑭の評価・検証を⾜࠺と共に、年度ᮎに研究成果を報࿌書とし࡚ࡲとめるࠋ 
 ղ ◊✲㛤Ⓨのㄢ㢟  㸦᰿ᣐࡿ࡞デーࢆ➼ࢱሗ࿌᭩߀ࠕ㛵ಀ㈨ᩱ㸦௧ඖᖺᗘᩍ⫱ㄢ⛬⾲ࠊデー 
 㸧ࡇࡿࡍῧཧ⪃㈨ᩱ㸧ࠖࠊࢱ
Ａ 理数ᡯ能をఙ長ࡏࡉ、研究機㛵・大学・企業・⮬体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
 ・鶴南ゼミの࣐ニュアࣝస成に࡚࠸ࡘ 
  鶴南ゼミの࣐ニュアࣝをస成し、１年間のぢ㏻しを࡚ࡗࡶ取り組むࡇとがでࡁる࠺ࡼにするࡲࠋた、᪂し

බࡶージ上で࣌ーム࣍にࡽࡉࠋにする࠺ࡼける࠸࡚ࡗࢃ本校の探究活動に㛵ࡃ࡞㉱任した先生方が㈇担ࡃ

開し、本校の探究活動の流ࢀや࢘ࣁ࢘ࣀを発信し࡚ࠋࡃ࠸ 
 ・鶴南ゼミの２・３年生ྜྠゼミに࡚࠸ࡘ 
  年度実施し࡚２、࡚ࡳ年生ࡣ有┈࡞情報をᚓるࡇとがで࡚ࡁ良ࡗたので、ࡼり効果的࡞ᮇや実施つ

ᶍに࡚࠸ࡘ検ウし࡚ࠋࡃ࠸ 
 ・先⾜研究のㄪᰝに࡚࠸ࡘ 
  探究活動を進めるに࠶た࡚ࡗ本校で先⾜研究ㄪᰝの部分が࡞࡞ᚭᗏでࡎࡁにおり、課㢟研究の進め方

に࡚࠸ࡘᕤ夫するᚲせが࠶るࠋ 
 ࡚࠸ࡘートの効果に࣋ࢹ・ 

࣋ࢹ、り検証しࡗをしすのࡰののᙳ㡪をཬとがḟ年度の探究活動にࡇたࢀートを取り入࣋ࢹ

ートの㐺ษ࡞ᅾり方を検ウし࡚ࠋࡃ࠸ 
 ・地ᇦ活ᛶ化ゼミの進め方に࡚࠸ࡘ 
  年度⤖果をṧすࡇとがฟ᮶たࡇとに࡚࠸ࡘ᮶年度へしࡗりとしたᘬࡁ継ࡂをし࡚๓進を続け࡚ࠋࡃ࠸ 
Ｂ 科学的コンピテンシーをఙ長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に 

向けた研究 

 ・ྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学との連携に࡚࠸ࡘ 

┦交流を᭦に進め࡚ࡃ࠸ためにのࡇ࡞࠺ࡼとがฟ᮶るを検ウし࡚ࠋࡃ࠸ 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発にࡼる広࠸ど野をᣢࡗた理数⣔ே㈈を育成する研究 

 ・中高一㈏校の開校へ向けた取組 
  中高一㈏校の開校をど野に入࡚ࢀ、中学生へ向けた本校の取組を発信する機会を増やすࡇとや、統ྜと࡞

る鶴ᒸ高校と後のࡇ࡞࠺ࡼとがでࡁるを検ウし࡚ࠋࡃ࠸ 
・外部発⾲機会の増加 

  研究ෆᐜの発信おࡧࡼ発⾲ෆᐜや発⾲ᡭ法の研㚼を࠸ࡽࡡとし࡚外部発⾲会へ⾜ࡃ機会を増やすࠋ 
 ・理数セミナーに࡚࠸ࡘ 
  理数セミナーϩにࡣ࡚࠸ࡘ山ᙧ┴❧㓇田ᮾ高等学校とのྜྠ開ദの方を検ウし、お࠸にと࡚ࡗ実り࠶

るࡶのと࡞る࠺ࡼィ画するࠋ 
 ・Ａ㹍入ヨ等へのᑐᛂ 
  国බ❧、⚾❧をྵめ࡚、Ａ㹍入ヨの取ᢅ࠸が、ᚿᮃ理⏤や活動実績のࡎࡽ࡞ࡳ、入学後の研究活動にᚲせ

たため、探究活動と教科指導でのᛮ⪃力やุ᩿力、⾲⌧力等ࡁᙳ㡪するഴ向がฟ࡚ࡃࡁ大ࡶ学力の評価࡞

をព㆑ࡏࡉたＳＳＨにおける探究活動、ᬑẁのᤵ業の㉁的向上や生徒への情報ᥦ౪と指導体ไの☜❧がᮃ

 ࠋるࢀࡲ
Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 

 ・鶴南ゼミの評価法に࡚࠸ࡘ 
  年度⾜ࡗた評価に㛵する研修会ࡣ「教員の目⥺ྜࡏࢃ」と「本校の実情にࡗ࠶た評価方法の検ウ」と࠸

 ࠋࡃ࠸継続し࡚ࡽが࡞をᕤ夫し࡞開ദのᮇやෆᐜࡶたのでḟ年度௨㝆ࡗ࠶のពで効果がࡘ２࠺
 ・༞業生㏣㊧ㄪᰝに࡚࠸ࡘ 
  年度Ｓ㹌Ｓࡶ用し࡚༞業生㏣㊧ㄪᰝを実施したが、ࢀࡑでࡶ十分࡞ᅇ⟅数ࡣᚓࡗ࡞ࢀࡽたࠋᅇ⟅⋡

向上を目指し、ᕤ夫し࡞がࡽ᮶年度௨㝆ࡶ継続し࡚取り組ࢇでࠋࡃ࠸ 
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【ᚲせࡿ࡞ᩍ⫱ㄢ⛬の≉ࡑの㐺⏝⠊ᅖ】 
 ༢数をኚ᭦した 

  科目（⌧⾜の科目） 

ᒚ修 

学年 

༢ 

数 
э 

᪂たに設⨨する科目 

   （㸳㸳分ᤵ業） 

ᒚ修 

学年 

༢ 

数 

ᬑ
㏻
科
理
⣔ 

社会と情報 １ ２ э 情報・科学コンピテンシー １ ２ 

数学Ϩ㸪数学Ａ㸪数学ϩ 

数学Ｂ㸪数学Ϫ 
１㹼３ １㸶 э ＳＳ数学 １㹼３ １㸶 

≀理基礎・生≀基礎 

化学基礎 

化学 

≀理・生≀（ࡽࡕを㑅ᢥ） 

１ 

２ 

２㹼３ 

２㹼３ 

２× ２ 

２ 

㸴 

㸴 

э 

ＳＳ≀理 

ＳＳ化学 

ＳＳ生≀ 

１㹼３ １㸶 

⥲ྜ的࡞学⩦の間 

⥲ྜ的࡞学⩦の間 

１ 

２ 

１ 

１ 
э 

「鶴南ゼミ（基礎）」 

「鶴南ゼミ（探究）」 

１ 

２ 

１ 

１ 

ᬑ
㏻
科
ᩥ
⣔ 

社会と情報 １ ２ э 情報・科学コンピテンシー １ ２ 

数学Ϩ㸪数学Ａ㸪数学ϩ 

数学Ｂ 
１㹼３ 14㹼17 э ＳＳ数学 １㹼３ 14㹼17 

≀理基礎・生≀基礎 

地学基礎 

生≀・地学 

１ 

２ 

２㹼３ 

２× ２ 

２ 

㸲㸩１ 

э 

ＳＳ≀理 

ＳＳ生≀ 

ＳＳ地学 

１㹼３ １１ 

⥲ྜ的࡞学⩦の間 

⥲ྜ的࡞学⩦の間 

１ 

２ 

１ 

１ 
э 

「鶴南ゼミ（基礎）」 

「鶴南ゼミ（探究）」 

１ 

２ 

１ 

１ 

理
数
科 

社会と情報 １ ２ э 情報・科学コンピテンシー １ ２ 

⥲ྜ的࡞学⩦の間 １ １ э 「鶴南ゼミ（基礎）」 １ １ 

課㢟研究 ２ １ э 「鶴南ゼミ（探究）」 ２ １ 

㸺㹑㹑ᩘᏛ㸼 

（１）目ᶆ 
数学における基本的࡞ᴫᛕ、原理・法๎࡞に࡚࠸ࡘの⣔統的࡞理ゎを深め、数学的に⪃ᐹし⾲⌧する能力

とែ度を育࡚、創㐀的࡞能力を高めるࠋクロスカリキュラムにࡼり体⣔的࡞理ゎを深めるととࡶに、発展的

 ࠋ࠺的☜にฎ理し、明☜に⾲⌧するែ度と能力を㣴࡚࠼⪄り、理ㄽ的にࡼとにࡇ࠺ෆᐜをᢅ࡞
（２）௬ㄝ 
 㹟 本校⊂⮬のクロスカリキュラムや学⩦プリントの⊂⮬教材等に࡚ࡗࡼ、生徒が基礎ࡽᛂ用ࡲで‶㐢ࡃ࡞

取り組ࡲ、ࡳた、本校数学科とし࡚一㈏した指導をྍ能にするࡇとで、生徒の体⣔的࡞理ゎへと⧅ࡆるࠋ 

 㹠 学⩦プリントを子化したＳＳ数学テキストを年度ึめに㓄ᕸしたり「数学࢜リンピࢵク」࡞のෆを

✚ᴟ的に⾜ࡗたりするࡇとに࡚ࡗࡼ、発展的࡞ෆᐜへ取り組む生徒や数学に㛵する各✀コンテスト等に参

加する生徒࡞が増࠼、⮬発的に数学に取り組む㞺ᅖẼが生ࢀࡲるࠋ 
（３）実㊶と成果 
 㹟 ᑐ㇟生徒と༢数 
  ᬑ㏻科１年生（㸳༢）、ᬑ㏻科２年生（㸴༢）、ᬑ㏻科３年生（理⣔㸵༢・ᩥ⣔㸴༢） 
 㹠 ᴫせ 
  ３年間をぢ㏻し࡚、高校数学のෆᐜを鶴ᒸ南高校⊂⮬に⦅成し┤し、ࡼり効果的࡞ᒚ修がྍ能に࡞る࠺ࡼに

するࡲࠋた、ᤵ業ࡣ⊂⮬にస成した学⩦プリントを用し、発展的࡞ෆᐜにࡶ取り組める࠺ࡼᕤ夫するࠋ 
 㹡 評価のほⅬ 
  ア ᪥㡭のᤵ業ែ度・学⩦ጼໃ、ヨ験⤖果等 
   ・各✀ヨ験⤖果、ᤵ業でのアンケート、グࣝープ学⩦でのり㏉り等のෆᐜが๓年度ࡲでにẚ࠺、࡚

ኚ化し࡚࠸るࠋ 
 各✀コンテストへの参加者数・成績   
   ・๓年度ࡲでにẚ࡚、参加者数が増加し࡚࠸るࡲࠋた、コンテストでの成績ࠋ࠺ࡣ 
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 㹢 ௬ㄝの検証 
  ௬ㄝ㹟にࡣ࡚࠸ࡘ、⊂⮬教材を用したᤵ業や᪥ࠎの₇⩦を㏻し࡚、基本のᐃ╔ࡽᛂ用力の育成ࡲでᖜ広

ࡔࢇの上で、実≀ᢞᙳ機や㹎Ｃを活用したᤵ業の実㊶、グࣝープ学⩦を┒り㎸ࡑࠋたࡁとがでࡇ指導するࡃ

アクテࣈラーニングの実㊶等、各教ㅍが✚ᴟ的に取り入ࢀたࡲࠋた、ࡑのᵝ子を࠸に参ほしたり、数学

科会㆟で情報交したりするࡇとで、教員間の指導力向上にࡶ⧅が࠸࡚ࡗるࠋ教員のＩＣＴに㛵するスキࣝ

アࢵプを目的とした校ෆでの研修会ࡶ実施するࡇとがでࡁたࡑࠋのࡇとがࡲたᤵ業にࡶ活ࢀࡉ、生徒の✚

ᴟ的࡞ጼໃを㣴ࡇ࠺とに⧅が࠸࡚ࡗると⪃ࢀࡽ࠼るࡽࡉࠋに、「大学入ヨ共㏻テスト」に向け࡚、１㸪２年生

のᐃᮇテストでࡣ「ᛮ⪃力・ุ᩿力・⾲⌧力」をព㆑した問㢟స成にດめたࠋ 
  ௬ㄝ㹠にࡣ࡚࠸ࡘ、⮬主的に発展的࡞ෆᐜへ取り組む生徒や、学⩦を進め࡚ࡃ࠸中で㛵連࡙けࢀࡽるෆᐜに

ᡠり、ෆᐜの理ゎを深め࡚ࡃ࠸生徒のᵝ子がぢࢀࡽたࡑࠋの࡞࠺ࡼ取り組ࡳを㏻し࡚、数学に㛵する各✀コ

ンテストに参加する生徒がẖ年一ᐃ数࠸るࡇとࡣ評価でࡁるࠋ（年度ࡣ「数学࢜リンピࢵク」のண㑅に２年

生㸶ྡ、「数学⏥子ᅬ」のண㑅に２ࡣ年生㸷ྡがฟሙする࡞㏆年でࡗࡶとࡶከࡃの生徒が数学的࡞外部コ

ンテストに✚ᴟ的に参加したࠋ） 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
  ＳＳＨ１ᮇ目の㸳年間で本校⊂⮬のカリキュラム࠶ࡘࡘࢀࡉ❧☜ࡣるが、ࡼり㐺ษで効果的࡞カリキュラム

が࠸࡞、継続し࡚研究を進め࡚ࡲࠋࡃ࠸た、௨๓ࡽ課㢟と࠸࡚ࢀࡉる教科と連携した教科ᶓ᩿的࡞ᤵ

業・取り組ࡳに㛵する部分でࡣ、≀理で用࠸る三ゅẚ・࣋クトࣝや化学で用࠸る指数ᑐ数࡞、教科で学

理科を中ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳ࡣに体⣔化にࡔるが、ᮍ࠸ࡣ࡚ࡆ࡞ࡘ指導に࡞ᮇ・ෆᐜを情報交し࡚効果的ࡪ

ᚰに、教科との連携をࡣり࡞がࡽ、教科ᶓ᩿的࡞ᤵ業の展開に㛵し࡚本校⊂⮬の教育プログラムᵓ築に

ດめ࡚ࡽࡉࠋࡃ࠸に、「大学入ヨ共㏻テスト」に向けた「ᛮ⪃力・ุ᩿力・⾲⌧力」をព㆑した教材やテスト

問㢟のస成をḟ年度ࡶᘬࡁ続࠸⾜ࡁ、深化ࠋࡃ࠸࡚ࡏࡉ 
 
㸺㹑㹑≀⌮㸼 

（１）目ᶆ 
「≀理基礎」と「≀理」のᯟにとࡎࢀࢃࡽ༢元を⣔統的に学⩦するࡇとで≀理の理ゎを深めるࠋ発展的࡞ෆ

ᐜや༠ാ的࡞ほᐹ・実験࡞を十分に⾜࠸、ＩＣＴ機器を効果的に活用した発⾲活動を✚ᴟ的に取り入ࢀる

科学技術の進展にᑐする⯆・㛵ᚰや、ࡏࡉ╔㆑をᐃ▱࡞☜る࡞研究や探究活動の⣲地と࡞とで、高度ࡇ

▱㆑を活用する能力࡞を育成するࠋ 

（２）௬ㄝ 
 㹟 学⩦指導せ㡿の科目「≀理基礎」と「≀理」の方にࡲたがる༢元を、科目のᯟにとࡎࢀࢃࡽ⣔統的に学

⩦するࡇとで理ゎを深めるࡇとがでࡁるࠋ 
 㹠 『Ἴ動』と『力学』とࡗ࠸た␗࡞る༢元間でࡶ、༢動࡞の共㏻事項にࡣ࡚࠸ࡘ共有し࡚学⩦するࡇと

で理ゎを深めるࡇとがでࡁるࠋ 
 㹡 生徒が≀理⌧㇟を┤᥋的に࣓ージするࡇとがでࡁる࠺ࡼに、実≀や実際の⌧㇟をでࡁるࡔけ取りᢅࡏࢃ

るととࡶに、ど⫈ぬ教材やᤵ業プリントの活用、⌜ࡈとのアクテࣈラーニングとࡗ࠸た࣓ࢻࢯࢵを効果

的に用࠸るࡇとで理ゎを深めるࡇとがでࡁるࠋ 
（３）実㊶と成果 
 㹟 ᑐ㇟生徒と༢数 

１年生２༢、２年生２༢、３年生㸲༢ 
１年生でࡣ全員（201 ྡ）が≀理と生≀をᒚ修、２年生（63 ྡ）と３年生（71 ྡ）が㑅ᢥ者にࡼるᤵ業 

 㹠 ᴫせ 
  ༢元の組࠼᭰ࡳにࡼり、『力学・⇕力学』（≀理基礎㸩一部≀理）、『Ἴのᛶ㉁』（≀理基礎㸩≀理）、『㡢』（≀

理基礎㸩≀理）、『ග』（≀理）、『力学・⇕力学』（≀理）、『㟁☢Ẽ』（≀理基礎㸩≀理）、『原子』（≀理）の㡰

に学⩦するࠋ༢元を分野ࡈとに学⩦するࡇとで、⣔統❧࡚た⥲ྜ的࡞理ゎを目指すࠋ 
 㹡 評価のほⅬ 
  ༢元ࡈとのෆᐜを理ゎでࡁたࠋ㺃㺃㺃ᤵ業での発⾲、❶ᮎ問㢟₇⩦、ᐃᮇテスト、課㢟テスト 
  「≀理基礎」と「≀理」を⥲ྜ的に理ゎでࡁたࠋ㺃㺃㺃ᤵ業での発⾲、課㢟₇⩦、ᶍᨃヨ験、大学入ヨ 
 㹢 ௬ㄝの検証 
  『Ἴ動』と『㟁☢Ẽ』にࡲ、ࡣ࡚࠸ࡘとࡗࡲた༢元を⣔統的に学⩦するࡇとがでࡁ、㢧ⴭ࡞効果がᚓࢀࡽたࠋ

┤理⌧㇟を≀、ࡃ࡞とࡇるࢀࢃࡽけにとࡔ⟭とで、බᘧやィࡇ学⩦するࡽが࡞た、༢元間の㛵連にὀ目しࡲ

どし࡚ᢕᥱでࡁる࠺ࡼに࡞り、生徒の理ゎの深ࡲりがぢࢀࡽたࠋ 
のの理ࡶのࡑ理⌧㇟の≀、ࡃ࡞ࡣとでࡇとや大学入ヨ問㢟がゎけるࡇ問㢟のṇゎが導ける、ࡣの࡞㔜せࡶ᭱  

ゎで࠶るࡇとがᾐ㏱でࡁたとᛮࢀࢃるࠋ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
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≀理が全員ᚲ修の１年生でࡣ、数学的࢛ࣇ࡞ローがᚲ㡲と࠸࡚ࡗ࡞るࠋ二ḟ㛵数・指数・三ゅẚࡑ、࡞の

取ᢅ࠸にࡣ改善のవ地が࠶る２ࠋ年生ࡽの㑅ᢥ者にࡼるᤵ業におࡶ࡚࠸、ィ⟬ࡣで࡚ࡁ問㢟がゎけたとし

ࡘ❧ពけが、≀理の理ゎ向上にᙺ࡞ィ⟬ᘧへの≀理的ࠋる࠸生徒が࠸࡞ࡽのពが分࠼⟆のࡑ、ࡶ࡚

 ࠋるࢀࢃがるとᛮ࡞ࡘࡶローに࢛ࣇ数学への、ࡃ࡞けでࡔ
⌧㇟をゝⴥでヰしたり書ࡁ⾲したりするࡇとの⾲⌧力にࡶὀ目ࡏࡉたࠋ࠸実験⤖果やணࢀࡉるኚ化࡞を

ṇ☜にఏ࠼るᡭẁとし࡚、⾲やグラࣇの活用、㐺ษ࡞ὀ㔘ᩥのῧࡣ࡞、探究活動（ゼミ活動）の成果を

ᤵ業にᫎࡏࡉるࡇとがでࡁるࠋ 
２年生で２༢とᤵ業がᑡࠋ࠸࡞本᱁的に≀理を学ࡧጞめた２年生のᤵ業を充実ࡏࡉるࡇとが、３年間で学

 ࠋࡔࢁࡇと࠸たࡏࡉプࢵシュアࢵラࣈ継続し࡚ࠋる࠼㔜せとᛮࡶ理力を高めるために᭱≀ࡪ
実≀をぢࡏるための実験や₇♧実験࠶ࡣる⛬度実施で࠸࡚ࡁるが、ＩＣＴ機器やど⫈ぬ教材の活用に࡚࠸ࡘ

るࡁとがでࡇ࠺る力を㣴ࢀࡽ࠼と、ㄽ理的に≀理⌧㇟をᤊࡇ生徒の⯆㛵ᚰを高めるࠋる࠶改善のవ地がࡣ

ᤵ業展開のᅾり方を、ࡶࡽࢀࡇ研究し࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 

 
㸺㹑㹑Ꮫ㸼 

（１）目ᶆ 
「基礎をした科目」と「基礎を࠸࡞ࡉ科目」のᯟにとࡎࢀࢃࡽ、発展的࡞ෆᐜや༠ാ的࡞ほᐹ・実験や、

発⾲活動を✚ᴟ的に取り入ࢀ、ＩＣＴ機器を効果的に活用した上で、⣔統的に学⩦するࡇとで、高度࡞研究

や探究活動の⣲地と࡞る☜࡞▱㆑をᐃ╔ࡏࡉ、科学技術の進展にᑐする⯆・㛵ᚰやࡽࢀࡑの▱㆑を活用

する能力࡞を育成するࠋ 
（２）௬ㄝ 
 ・「化学基礎」「化学」の༢元のᯟにとࡎࢀࢃࡽ、生徒の実情にྜࡏࢃた༢元の入࠼᭰ࢀにࡼり⣔統的に学⩦す

るࡇとで、化学⌧㇟にᑐする生徒の理ゎを深めるࡇとがでࡁる 
・ᤵ業の中で発展的࡞ෆᐜや⎔ቃ問㢟等を取り上ࡆ༠ാ的࡞活動、ほᐹ・実験等を取り入ࢀるࡇとで科学技術

の進展にᑐする⯆・㛵ᚰや▱㆑を活用する能力を育成するࡇとがでࡁるࠋ 
 ・の教科（数学、≀理、生≀等）のෆᐜと㔜」ཪࡣ᪤⩦事項を๓ᥦとする༢元にࡣ࡚࠸ࡘ学⩦ෆᐜや学⩦す

るᮇを情報交し、ᚲせにᛂ࡚ࡌ教科の担当者の༠力のୗにＴＴ（ࢳームテーࢳング）を実㊶するࡇ

とで効果的で効⋡的࡞指導がでࡁるࠋ 
 ・「₇♧実験」「生徒実験」に加࡚࠼、実験のᵝ子や化学ᛂのᵝ子を㓄信࠸࡚ࢀࡉる動画を効果的に活用する

 ࠋるࡲとで、生徒の⯆㛵ᚰが向上し、理ゎが深ࡇ
（３）実㊶と成果 
㸺実㊶㸼 

・学校設ᐃ科目開設㸵年目、⌧⾜の教育課⛬㸴年目とࡗ࡞たࠋ年度におࡶ࡚࠸、๓年の生徒の基礎学力（

≉に数学的࡞⣲㣴）、理ゎ度のᕪ␗にక࠺、㒔ྜ࡞Ⅼに改善を加ࡘࡘ࠼、௨ୗのᵝ࡞≉ᚩをᣢたࡏ、生

徒の理ゎ度、ᐃ╔度等をẚ㍑したࠋ 
・年とྠᵝ、化学ᛂᘧとࡑの㔞的㛵ಀの▱㆑がὸࡲࡲ࠸「化学ᖹ⾮」の分野を᪩࠸ẁ㝵で学⩦ࡏࡉるࡇ

とにࡼる生徒のΰを㑊けるととࡶに、数学の学⩦ෆᐜを㋃࠼ࡲ、᭦に外部ᶍヨのฟ㢟範ᅖの㛵ಀࡶ有り

㓄⨨を一部ኚ᭦したࠋ 
㸺๓年度㸼 
「≀㉁㔞と化学ᛂᘧ」Ѝ「㓟とሷ基」Ѝ「化学ᛂと⇕・ග」Ѝ「化学ᖹ⾮」Ѝ「Ỉ⁐ᾮ中の化学ᖹ⾮」

Ѝ「㓟化還元ᛂ」Ѝ「㟁池と㟁Ẽ分ゎ」 

㸺年度㸼 
 「≀㉁㔞と化学ᛂᘧ」Ѝ「㓟とሷ基」Ѝ「㓟化還元ᛂ」Ѝ「㟁池と㟁Ẽ分ゎ」Ѝ「化学ᛂと⇕・ග」

Ѝ「化学ᖹ⾮」Ѝ「Ỉ⁐ᾮ中の化学ᖹ⾮」 

᪂教育課⛬㺀化学基礎㺁㺀化学㺁を࣋ースにし࡚࠸るが、生徒の実情にྜࡏࢃた༢元の入࠼᭰ࢀにࡼり、ḟの࠺ࡼ

 ࠋる࠸࡚ࡏᚩをᣢた≉࡞

① 㺀≀㉁㔞と化学ᛂᘧ㺁を࣋ースにした⣔統❧࡚た指導 

௨๓、≀㉁㔞を学⩦した┤後に化学ᖹ⾮を学ࡏࡤ、一部生徒の理ゎが深ࡗ࡞ࡽࡲた┬をୗに、㺀≀㉁㔞と

化学ᛂᘧ㺁を十分理ゎした上で、化学ᛂᘧのಀ数のẚにక࠺ィ⟬で㔞的࡞㛵ಀがゎỴでࡁる「「≀㉁㔞と

化学ᛂᘧ」Ѝ「㓟とሷ基」を㓄⨨したࡇ「ࠋのࡇとにࡼり、中学の理科で化学分野を学ࢇで１年間のࣈラ

ンクが࠶る生徒にᑐし࡚、中学分野で学ࡇࡔࢇとを☜ㄆし࡞がࡽ、高校での取りᢅ࠺᪂し࠸事項へ発展ࡏࡉ

のࡃከࡣෆᐜの理ゎのᐃ╔にࡣ生徒に࡞し、౫↛とし࡚数的ฎ理のⱞᡭしࠋたࡗ࡞の指導がྍ能とࡽが࡞

間をせしたࠋ 

② ↓機分野、有機分野での実験ほᐹ、₇♧実験、㓄信動画を効果的に取り入ࢀた指導 

↓機化学と↓機≀㉁のᛶ㉁、有機化学と有機≀のᛶ㉁でࡣ、一方的࡞▱㆑のワめ㎸ࡳにࡼる生徒の学⩦ពḧ 
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のపୗを㜵ࡂ、⯆㛵ᚰをᣢたࡏるためにでࡁるࡔけ「₇♧実験」や「生徒実験」を取り入ࢀる࠺ࡼ務めたࠋ 
、る実験で࠸࡚ࢀࡽࡆる↓機≀㉁のᛶ㉁に㛵する実験や、㈨ᩱ㞟で取り上࠸࡚ࢀࡽࡆた、教科書で取り上ࡲ

教科書会社にࡼる動画㓄信࠸࡚ࢀࡉるෆᐜに㛵し࡚ࡣ、㓄信ࢧトࡽの動画をᤵ業に効⋡的に取り入ࢀる

ດ力をしたࠋ 
③ 教科との連携をព㆑した進度 

年とྠᵝに、数学で指数・ᑐ数を学ࡧᮇが⤒ࡗた後に学⩦する「㓟とሷ基」で取り上ࡆる㹮H をồめる

㐣⛬でᚲせと࡞るᖖ用ᑐ数の数的ฎ理の指導、᭦に年ࡣ、「化学ᖹ⾮」「Ỉ⁐ᾮ中の化学ᖹ⾮」で取り上

ㅖ࠺る指数の数的ฎ理の指導、「Ẽ体のᛶ㉁」で取りᢅ࡞る、ᖹ⾮ᐃ数、㟁㞳ᐃ数をồめる㐣⛬でᚲせとࡆ

法๎とࡑのබᘧが⾲すグラࣇのᙧ≧に㛵し࡚ࡣ、≉に数学的࡞▱㆑のᐃ╔がὸࡗたり、数的ฎ理、グラࣇ

の࣓ージがࡘめ࠸࡞ᵝ子のクラスにࡣ࡚࠸ࡘ数学の担当者と༠ാしたＴＴを⾜࠸生徒の理ゎを深める

りࡼ、࠸⾜る学⩦分野に㛵する情報交を࠸㔜」し࡚ࡶ࡚࠸ࡘ教科との連ಀに、ࡶ後とࠋたࡁとがでࡇ

理ゎが深ࡲる࠺ࡼにព㆑した指導をᚰけたࠋ࠸ 
㸺成果㸼 
・㺀≀㉁㔞と化学ᛂᘧ㺁を࣋ースにした⣔統❧࡚た指導にࡼり、௨๓ࡼり㔞的㛵ಀのィ⟬でࡃࡎࡲࡘ生徒ࡣῶ

ᑡしたとᛮࢀࢃるࠋ一方、౫↛とし࡚༢のኚ、ẚ、ẚ㛵ಀのグラࣇの理ゎ等、数学的࡞⣲地が⬤

ᙅ࡞ために、理ゎにከࡃの間をせする生徒が年ࠎ増加し࡚࠸るࡇࠋのഴ向ࡣ後ࡶ続ࡶࡃのとᛮࢀࢃるࠋ 
 ・↓機理ㄽࡲでの流ࡣࢀ、一部改善を加࠼たࡇとࡼり、生徒の理ゎ度ࡣ๓年の生徒ࡼりᗄ分ࡣ向上したとᛮࢃ

 ࠋるࢀ
 ・実験室や教室での₇♧実験ࡼり、実験のᵝ子を「㓄信動画」にࡼり生徒に♧すࡇとにࡼり、一ᐃ⛬度の理ゎ

の深ࡲり、⯆㛵ᚰの向上ࡣぢࢀࡽたが、実際の実験᧯సでᚓࢀࡽる⌧実にࡣཬࠋ࠸࡞ࡤしし、効果的

に用でࡁるෆᐜࡶከ࠶ࠎるため継続し࡚研究を進め࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
・年度の┬を活すととࡶに生徒のኚᐜ（生徒の基礎学力（≉に数学的࡞⣲㣴）、理ゎ度のᕪ␗）にᑐᛂ

したカリキュラムの᭦࡞る改善 
にＩＣＴを取り入≉ࠋの教材研究「たࢀ㓄信動画を効果的に取り入」「生徒実験」「実験♧₇」࡞り効果的ࡼ・

 ࠋた実験教材の開発ࢀ
・継続したの教科（数学、≀理、生≀等）のෆᐜと㔜」する༢元に࡚࠸ࡘの効果的࡞指導方法や༠力体ไの

ᵓ築に向けた情報交やＴＴの実施に㛵する研究ࠋ 
 

㸺㹑㹑⏕≀㸼 

（１）目ᶆ 
「基礎をした科目」と「基礎を࠸࡞ࡉ科目」のᯟにとࡎࢀࢃࡽ、発展的࡞ෆᐜや༠ാ的࡞ほᐹ・実験࡞

、とでࡇＩＣＴ機器を効果的に活用し、⣔統的に学⩦する、ࢀ発⾲活動を✚ᴟ的に取り入、࠸⾜を十分に

高度࡞研究や探究活動の⣲地と࡞る☜࡞▱㆑をᐃ╔ࡏࡉ、科学技術の進展にᑐする⯆・㛵ᚰや▱㆑を活

用する能力࡞を育成するࠋ 

（２）௬ㄝ 
カリキュラムの効⋡化とෆᐜの⢭㑅を⾜ࡇ࠺とで「生≀基礎」「生≀」のᯟにとࡎࢀࢃࡽ、全体とし࡚のᤵ

業展開の流ࢀをᵓ築でࡁるࡲࠋた、ෆᐜの⢭㑅に㛵し࡚ࡣ取り上ࡆるࡁ項目と、࠺ࡑで࠸࡞項目でける

間にᕪをࡘけ、生徒ࡶព㆑でࡁる࡞࠺ࡼᙧに࡞る１ࠋ年生の「生≀基礎」でࡣ学ᮇに１ᅇ、テー࣐をỴめ

࡚アクテࣈラーニングのᤵ業を⾜ࡲࢀࡇ、࠸でに学⩦した▱㆑を活用する間を設けるࡇとで、ᛮ⪃力や

ุ᩿力をࡘけるࡇとがでࡁるࠋ 

（３）実㊶と成果 
 㹟 ᑐ㇟生徒と༢数 

１年全員２༢ 

２年理⣔２༢、２年ᩥ⣔㑅ᢥ者２༢、 

３年理⣔㸲༢、３年ᩥ⣔㑅ᢥ者２༢、３年ᩥ⣔「SS地学」㑅ᢥ者１༢ 

１年でࡣ全員が SS 生≀をᒚ修するࠋ 

２・３年理⣔「生≀」にお࡚࠸、㑅ᢥ者にࡼるᤵ業を展開するࠋ 

２・３年ᩥ⣔「生≀基礎」にお࡚࠸、㑅ᢥ者にࡼるᤵ業を展開するࠋ 

SS」ࡣた３年ࡲ 地学」㑅ᢥ者１ࡶ༢ࡔけᤵ業を展開するࠋ 

 㹠 ᴫせ 
᪂教育課⛬「生≀基礎」、「生≀」を࣋ースに学⩦するࠋ学⩦分野の組࠼᭰ࡳにࡼり㺀生≀基礎㺁を、᳜生のከ

ᵝᛶと分ᕸ、生ែ⣔とࡑのಖ全、生≀の体ෆ⎔ቃ、生≀の≉ᚩ、㑇ఏ子とࡑのࡣたࡁࡽの㡰に学⩦するࠋ中

学の学⩦ෆᐜと「生≀基礎」との࡞ࡘがりや、㺀生≀基礎㺁と㺀生≀㺁の࡞ࡘがりを⪃࡚࠼学⩦ࡏࡉるࡇとで、
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⣔統❧࡚た⥲ྜ的࡞理ゎを目指すࠋ教材ࡣ「生≀基礎」、「生≀」の教科書を用࠸、㐺ᐅ図㘓やプリント、ど

⫈ぬ教材等で補充を⾜ࠋ࠺ 

᪂教育課⛬におࡣ࡚࠸探究的࡞ෆᐜが≉に㔜せど࠸࡚ࢀࡉるため、₇♧実験をྵめ実験をでࡁるࡔけ⾜࠸、

理ゎをಁす効果のᮇᚅでࡁるど⫈ぬ教材を用࠸るࠋ 

 㹡 評価のほⅬ 
 ༢元ࡈとのෆᐜの理ゎに㛵し࡚ࡣᐃᮇテストや課㢟テストの成績、ᥦฟ≀のෆᐜ等で⥲ྜ的に評価するࠋ全

体的࡞理ゎࡣセンࢱーヨ験や２ḟヨ験等の≧ἣ、⯆・㛵ᚰにおࡣ࡚࠸実験や探究活動での取り組ࡳ≧ἣを

⥲ྜ的に評価するࠋ 
 㹢 ௬ㄝの検証 

ＳＳ生≀にお２ࡣ࡚࠸年ḟの理科の㑅ᢥに㛵ࡎࡽࢃ、す࡚の生徒が㺀生≀基礎㺁をᒚ修したࡇとࡣ、⮬↛事

㇟にᑐする⯆・㛵ᚰをᘬࡁฟし、生≀学的基礎的▱㆑とㄽ理的࡞ᛮ⪃力を㣴࠺ために大ኚព⩏が࠶る２ࠋ

年ḟでࡣ「生≀基礎」の学⩦ෆᐜを㋃࡚࠼ࡲ、㺀生≀㺁のᤵ業を展開したࠋ学⩦する㡰␒をᩚ理するࡇとで「生

≀基礎」と「生≀」との㛵連ᛶをࡼり深ࡃ理ゎし、ᤵ業に⮫むࡇとがでࡁたࠋ᪂カリキュラムでࡣ教科書の

ෆᐜが大ᖜに増加したࡑࠋの㛵ಀで、ᤵ業ࡣ教科書を進めるࡇとがඃ先と࡞り、と₇ࢇ⩦をするࡇとが

でࡗ࡞ࡁたࠋしし、᭱㏆ࡣ進度の流ࡶࢀᢕᥱし࡞がࡽ、でࡁるࡔけ₇⩦の間を設ける࠺ࡼにᚰけ࡚

 ࠋたࡁ方を実㊶でࡁゎ࡞ࠎるためにᵝ࠼事㇟をከ㠃的にᤊ、࡚࠸３年ḟの後༙の問㢟₇⩦におࠋる࠸
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 

１年生でࡣ鶴南ゼミ（基礎ゼミ）のෆᐜと㛵連࡚ࡏࡉ、「生≀基礎」に㛵する実験やほᐹを✚ᴟ的に⾜ࡇ࠺と

がでࡁたが、２年生ࡽの「生≀」でࡣ間が㊊ࡇ࠺⾜、ࡎࡽとがでࡁた実験やほᐹが㝈࡚ࢀࡽしࡗࡲたࠋ

ᤵ業展開の流ࢀをᵓ築する中で、ほᐹ・実験࡞ィ画的に⾜࠺ᚲせがࡗ࠶たࡑࠋのために、中学の生≀分野

のෆᐜと「生≀基礎」、「生≀基礎」と「生≀」の࡞ࡘがりをࡼり充実ࡏࡉ、カリキュラムの効⋡化とᤵ業ෆ

ᐜの⢭㑅で実験・ほᐹの間を᭦に☜ಖでࡁる࠺ࡼにດめるࠋ 
 
㸺㹑㹑ᆅᏛ㸼 

（１）目ᶆ 
「基礎をした科目」と「基礎を࠸࡞ࡉ科目」のᯟにとࡎࢀࢃࡽ、発展的࡞ෆᐜや༠ാ的࡞ほᐹ・実験࡞

、とでࡇＩＣＴ機器を効果的に活用し、⣔統的に学⩦する、ࢀ発⾲活動を✚ᴟ的に取り入、࠸⾜を十分に

高度࡞研究や探究活動の⣲地と࡞る☜࡞▱㆑をᐃ╔ࡏࡉ、科学技術の進展にᑐする⯆・㛵ᚰや▱㆑を活

用する能力࡞を育成するࠋ 
（２）௬ㄝ 

ྠ୪⾜で「基礎をした科目」と「基礎を࠸࡞ࡉ科目」の学⩦を進めࡤࢀ、地学的࡞⌧㇟をࡼり深ࡃ理

ゎしᤊ࠼るࡇとがでࡁる࠺ࡼに࡞るࡲࠋたＩＣＴの活用にࡼり、目でぢるࡇとがᅔ㞴࡞⮬↛⌧㇟や地⌫ྐを

 ࠋる࡞に࠺ࡼるࡁとがでࡇるࡌり⌧実的にឤࡼ
（３）実㊶と成果 

㹟 ᑐ㇟生徒と༢数 
２年生 ᩥ⣔ 全員２༢、地学㑅ᢥ者２༢ 
３年生 ᩥ⣔ 地学㑅ᢥ者２༢、生≀㑅ᢥ者１༢ 

㹠 ᴫせ 
２年生のᩥ⣔全員が「地学基礎」を㏻年学ࢀࡑࠋࡪに加࠼地学㑅ᢥ者ࡣ๓㏙の㏻年開ㅮの 2 ༢で学ࡔࢇ「地

学基礎」にᑐᛂする「地学」のෆᐜを学⩦する２ࠋ年ࡌࡣࡣめに「ᅛ体地⌫とࡑのኚ動」、ḟ࠸で「⛣りኚ

で࠸ḟࠋり地⌫にᑐする▱㆑を深めるࡼとにࡇࡪる地⌫」、「大Ẽと海ὒ」の㡰で学ࢃ 3 年に「Ᏹᐂのᵓ成」

を学ࡇࡪとで地⌫を取りᕳࡃ᭦に大࠸ࡁ⮬↛にᑐし࡚のṇし࠸⮬↛ほを㣴࠸、᭱後に「⮬↛との共生」を学

教科書「地学基礎」と「地学」を用ࡣ教材ࠋ理ゎを深める࡚࠸ࡘりにࢃ地⌫⎔ቃとே㢮の㛵࡚ࡗࡼとにࡇࡪ

 ࠋ࠺⾜た、㐺ᐅᤵ業プリントや図⾲、問㢟㞟等で補充をࡲࠋる࠸
学⩦に࠶たࡣ࡚ࡗ、大つᶍ࡞実験⨨がᚲせ࡞⮬↛⌧㇟の⌧やⅆ山ᄇⅆ等の地学⌧㇟やኴྂの地⌫のጼ、

Ᏹᐂで㉳࠸࡚ࡗࡇるኳ体⌧㇟࡞、実際にぢるࡇとがᅔ㞴࡞事に࡚࠸ࡘ、スラࢻを用࠸た画ീのᥦ♧や

動画࡞を✚ᴟ的に活用し࡚進めるࡲࠋた、生徒⮬㌟がᛮ⪃する機会を設けるほⅬࡽ、生徒のᡭに㈇ࡑ࠼

 ࠋるࡏࢃ⾜を࡞にグࣝープ༢でのணࡎ教科書をぢ、ࡣෆᐜ・事㇟に㛵し࡚࡞࠺
㹡 評価のほⅬ 
部分的࡞ෆᐜの理ゎに㛵し࡚ࡣᐃᮇテスト、課㢟テスト、ᥦฟ≀のෆᐜ等で、全体的࡞理ゎࡣセンࢱーヨ験

の≧ἣࡽ⥲ྜ的に評価したࠋ⯆・㛵ᚰにおࡣ࡚࠸ᤵ業ែ度や実験の取り組ࡳ≧ἣ、ヨ験へ向けた学⩦の

取り組ࡳ≧ἣで⥲ྜ的に評価したࠋ 
㹢 ௬ㄝの検証 
ྠ୪⾜で「基礎をした科目」と「基礎を࠸࡞ࡉ科目」のᯟにとࡎࢀࢃࡽ学⩦を進めるⅬに㛵し࡚ࡣ、
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ᥦฟ≀やテストのෆᐜ、センࢱーヨ験の⤖果等ࡣࡽ、効果が࠶るとㄆめࢀࡽる成果ࡣฟࡗ࡞ࡏたࠋᐃᮇ

⪃ᰝ等ࡣከᑡ地学㑅ᢥ者の方がᖹᆒが高࡞ࡃるഴ向ࡗ࠶ࡣたが、間数がಸで࠶るࡇとを⪃࠺ࡶࡤࢀ࠼ᑡし

ᕪがฟ࡚ࡶ良࠸と⪃࠼るࠋＩＣＴの用にࡣ࡚࠸ࡘ✚ᴟ的に⾜࠸、生徒のᤵ業中のᛂࡣࡽ一ᐃの成果ࡣ

 ࠋる࠼⪄たとࢀࡉり、実証࠶
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 

地学㑅ᢥ者の２༢の࠸方に㛵し࡚ࡣ⪃のవ地が࠶るࠋ༢⣧に「地学」のෆᐜを取りᢅࡔ࠺けでᩥࡣ⣔

の生徒にࣁࡣーࣝࢻが高ࠋ࠸⮬↛科学とし࡚の深ࡳを㏣ồするࡇとが理科の一ࡘの目的で࠶ると⪃࠼るが、

ྠに⮬↛科学と社会の࡞ࡘがりをព㆑ࡏࡉるࡇとࡶ、⌧௦社会でࡣ㔜せ課㢟で࠶ると⪃࠼るࡇࠋのほⅬで

教科ᶓ᩿、࡞࠺ࡼる࠼地⌫科学をᤊࡽഃ㠃࡞ᨻ・⤒῭的、ࡌ⅏ᐖ教育や㈨※教育を㏻ࡤ࠼、ࡤࢀ࠼⪄

的࡞教育がᚲせとࡃ࡚ࡗ࡞ると⪃࠼るࠋ地学の分野でࡣ「⮬↛との共生」がࢀࡇに㏆࠸分野と࡞るが、ཷ験

をព㆑すると࠺し࡚࠸ᢅࡶが㍍࡞ࡃりが࡞ࡕ部分で࠶るࠋ᮶年度ࡣ㑅ᢥ者の２༢をࡇ࡚ࡗの分野にࡶ

ᤵ業࡞࠺ࡼるࡁとがでࡇるࡏࡉࡌとឤ「る࠶ᚲせで」トを当࡚、ᩥ⣔の生徒に⮬↛科学をトラࢵ࣏とスࡗ

を展開したࡲࠋ࠸た、年度グࣝープ活動を教科のෆᐜで取り入ࢀたが、▱࠸࡞ࡽ≧ែで⪃࠼るのࡣ間が

た後、⅏ᐖや㈨※の分野に⤡めるᙧでのグࣝࡗࢃ⤊と㏻り教科書がࡦ、ࡣḟ年度ࠋたࡗ࠶る上にᅔ㞴で

ープ学⩦を⾜ࡇ࠺とで、基礎▱㆑のᐃ╔とᛂ用的ෆᐜの✚ᴟ的理ゎ、分野ᶓ᩿的࡞理ゎに࠸࡚ࡆ࡞ࡘけࡤࢀ

と⪃࠼るࠋ 
ＩＣＴ活用に㛵し࡚ࡣ、大ᆺのスクリーンを導入するࡇとで教室全体に画㠃をぢやすࡃするࡇと、教科書や

図ㄝのࢹジࣝࢱᥦ♧にࡼり、ಶࠎの学⩦を⾜࠸やすࡃするࡇと࡞を⪃࠸࡚࠼るࠋ 
 
㸿㸫ղ ᰯ⏕ᚐࡓࡋ⥆⥅ࡴ⤌ࡾྲྀࡀ᥈✲άືࠗ㭯༡࣑࠘ࢮの῝࣭Ⓨᒎ 

㸯ᖺ⏕ 㸰ᖺ⏕ 㸱ᖺ⏕ 
ᑐ㇟ 

⛉┠ྡ ༢ᩘ ⛉┠ྡ ༢ᩘ ⛉┠ྡ ༢ᩘ 

㭯༡࣑ࢮ㸦ᇶ♏㸧 㸯 㭯༡࣑ࢮ㸦᥈✲㸧 㸯 
⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦の㛫 
㸦㭯༡࣑ࢮ㸦Ⓨᒎ㸧㸧 

㸯 ᰯ⏕ᚐ 

㸺㭯༡࣑ࢮ㸦ᇶ♏㸧㸼 

（１）目ᶆ 
２年ḟの「鶴南ゼミ（探究）」での探究活動に࡞ࡘがる࠺ࡼに基礎的࡞実験ᡭ法、ࢹーࢱฎ理、情報検⣴、

プࣞゼンのᡭ法、ࣞ に生徒ྠኈのコミュニケ㸫ションを㏻しࡶとめ方等の▱㆑を㌟にけるととࡲートの࣏

た課㢟ゎỴに取り組ࡏࡲるࠋ 
（２）௬ㄝ 
㹟 ึᮇẁ㝵で理科の㸲㡿ᇦ（≀理、化学、生≀、地学）

の基礎的࡞実験᧯సのᡭ法の学⩦、英語を用࠸た発

⾲の基本を学ࡇࡪとで⮬↛⌧㇟を科学的、ㄽ理的に

⪃ᐹする能力の向上や科学英語の学⩦に㛵する⯆

㛵ᚰが向上するࠋ英語、数学２㡿ᇦにおࡣ࡚࠸テ

ー࣐設ᐃࡽ発⾲ࡲでの探究活動を体験するࡇと

でプࣞゼンのᡭ法や࣏ࣞートのࡲとめ方を㌟に

けるࠋ社会科分野でࡣᵝ࡞ࠎゅ度ࡽ地ᇦ社会がᢪ

࠸のㅮヰを㏻し࡚⪃ᐹを深め࡚࡚࠸ࡘる問㢟に࠼

ート活動を㏻し࡚≀事をし࣋ࢹࠋとがฟ᮶るࡇࡃ

りと理ゎした上で、ㄽ理的ᛮ⪃、ᢈุ的ᛮ⪃をࡗ

し、┦ᡭと㆟ㄽする力を㌟にけるࠋ 
㹠 情報機器の活用方法や効⋡的࡞情報検⣴の方法の

⩦ᚓにࡼり、ᖜ広࠸探究活動を展開し࡚ࡇࡃ࠸とが

ฟ᮶るࠋ 
㹡 年間を㏻ࡌた、⣔統❧࡚た取組を㏻２࡚ࡌ年ḟの探究活動のテー࣐設ᐃや活動に、りࡃ࡞⛣⾜するࡇと

がฟ᮶るࠋ 
（３）実㊶と成果 
㹟 学⩦ィ画 
ア 科目ྡ 「鶴南ゼミ（基礎）」（１学年全生徒ᑐ㇟） 

 ༢数 １༢（ⅆ᭙㸵校）   

 ᙧែ・ෆᐜ ࢘  

各科目３コ࣐�㸴教科㸩࣋ࢹート㸴コ࣐㸻２㸲コ࣐の᪥⛬で⾜࠺ 

ᴫせࡣ௨ୗの㏻り 

【㭯༡࣑ࢮ㸦ᇶ♏㸧≀⌮の様子】 
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㹠 評価のほⅬ 
各科目でస成し࡚ࡗࡽࡶた「㛵ᚰ・ពḧ・ែ度」「ᛮ⪃・ุ᩿・⾲⌧・技能」「▱㆑・理ゎ」の３ほⅬに㛵す

る活動ෆᐜに༶した評価項目にࡼり評価を⾜ࠋ࠺ 
㹡 ௬ㄝの検証 
各分野にお࡚࠸、『（２）௬ㄝ』を実⌧するためにテー࣐を設ᐃしたࠋ各担当者ࡣࡽ、「生徒が課外の間ࡶ

࡚ࡗ✚ᴟ的に活動した」「ࣂラ࢚テにᐩࡔࢇᡭ法を生徒が⪃࠼た」「ከゅ的࡞ど野、༠ㄪᛶが㔊成でࡁた」

とࡗ࠸た報࿌をཷけたࠋ 
ーࢳ⾲各クラスでのண㑅、クラス௦ࠋたࡗ⾜上で実際にヨྜをࡔࢇ全体でやり方を学ࡣ࡚࠸ࡘートに࣋ࢹ

ムにࡼるトーナ࣓ントを⤒࡚、鶴南ゼミ全体発⾲会で１ࡣ㸪２学年、校生等の๓でỴᡓに⮫ࠋࡔࢇ๓年

度ྠᵝ、࣋ࢹートを㏻࡚ࡌᐈほ的・ከゅ的࡞どⅬやㄽ理的ᛮ⪃力、⾲⌧力を㣴ࡇ࠺とがでࡁたࠋỴ２ࡣ 
プࢵシュアࢵラࣈにࡶㄽ・㉁と❧、ࢀࡘるにࡡᅇを㔜ࡽたが、クラスでのண㑅ࡗ࠶のでࡶるࡼームにࢳ

で࣐テー࠺࠸と「鶴ᒸの㨩力を外国のேにプࣞゼンする」、ࡣ英語ゼミでࠋたࡗ࡞ートと࣋ࢹⓑ⇕したࢀࡉ

各クラスを１㸮のグࣝープに分け、⤂するࡇとを１ࡘỴめ、ࡑの㨩力、課㢟、ゎỴ法をྵめ࡚プࣞゼンし

たࠋプࣞゼンの基礎指導࠸⾜ࡶ、英語ゼミࡔけでࡃ࡞プ

ࣞゼンを⾜ࡺࡽ࠶࠺る活動でのࣈラࢵシュアࢵプがࡉ࡞

る統ィ学を࠸㏆年㔜せᛶが増し࡚、ࡣ数学ゼミでࠋたࢀ

 ࠋたࡗ事㇟を統ィ的にぢる目を㣴࡞㌟㏆、࠸ᢅ
理科（≀理・化学・生≀・地学）ゼミでࢀࡒࢀࡑ、ࡣの

分野での実験・ほᐹを㏻し、ᑓ㛛的࡞▱㆑の一端にゐࢀ、

୪⾜し࡚௬ㄝ・⤖果への進め方、研究の方とほ ࢹー

どⅬや地学࡞に生≀のミクロ≉ࠋࡔࢇのฎ理方法を学ࢱ

の࣐クロ࡞スケーࣝឤにࡣ生徒のୡ⏺ほのẆを◚ࡗたឤ

がឤࡽ᥎ ࢀࡉるࠋ 
基礎ゼミでのの生徒のプࣞゼン、２年生のゼミ探究で

の発⾲に参加するࡇとで、⪺ࡃጼໃ（のேの⪃࠼方へ

の共ឤやㄽするどⅬ࡞）にࡶ良࠸ᙳ㡪がฟ࡚࠸るࠋ 

 科目 ᴫせ 

１ ≀理 
有効数Ꮠの⪃࠼方と実験等における数್の取りᢅ࠸を学ࠋࡪ 
グ㘓࣐ࢱーを用࠸⢭度ࡃࡼ ᐃ器をᢅ࠺方法を探り、 ᐃ数್のฎ理における有効数Ꮠのᙳ㡪を学ࠋࡪ 
 ᐃ⤖果と理ㄽ್とのᕪの原ᅉを探るࠋ 

２ 化学 
２年生ࡽのＳＳ化学、鶴南ゼミの学⩦・実験ィ画・࣏ࣞートのస成等に⧅がる࠺ࡼに、ḟの࡞࠺ࡼෆᐜに࡚࠸ࡘ学ࡏࡤるࠋ 

・中学で学⩦した化学分野の▱㆑や器ලの用法に࡚࠸ࡘ☜ㄆを⾜࠺ととࡶに、₇♧実験を㏻࡚ࡌ高校化学の導入を⾜ࠋ࠺ 

・⡆༢࡞実験᧯స、ほᐹを㏻し࡚、ఱᨾࡑの࡞࠺ࡼ⤖果にࡗ࡞たのを௬ㄝを❧࡚、ࡽࢀࡑを☜めるための実験ィ画をస成

 ࠋるࡏࡉけࡘ進める研究のᡭ法を㌟にࡽが࡞果をணし⤖、ࡏࡉ

３ 生≀ 

ḟのࡇとを主࡞目的とし、２年生での探究活動の際にスムーࢬに実験を⾜ࡇ࠺とがでࡁる࠺ࡼにするࠋ 
・㢧ᚤ鏡でミクロのୡ⏺をぢ࡚、ᬑẁでࡣẼが࠸࡞ࡘ発ぢの中ࡽ、⮬↛事㇟にᑐする⯆・㛵ᚰをᘬࡁฟすࠋ 
・基礎的࡞ほᐹ実験を㏻し࡚、スケࢳࢵのᡭ法や࣏ࣞートのࡲとめ方を学ࡧ、実験の⤖果ࡽ⮬↛の事㇟に࡚࠸ࡘ⪃ᐹでࡁる

力を㣴ࠋ࠺ 
 ࠋを⤒験するࢀとで、研究活動における一連の流ࡇるࡳ࡚ࡗでを実際にやࡲートのᥦฟ࣏ࣞࡽンプࣝ᥇㞟ࢧ・

㸲 地学 
とで、地⌫のスケࡇ࠺⾜の ᐃをࡉࡁ地⌫の大࡚࠸方法を用࠸㏆、ࡧの ᐃᡭ法を学ࡉࡁた地⌫の大ࡗ⾜スがࢿラトステ࢚・

ーࣝを実ឤするととࡶに、ᕤ夫ḟ➨でឤ▱するࡇとが㞴し࠸スケーࣝのࡶのを ᐃྍ能で࠶るࡇとを体験ࡏࡉるࠋ 

・グーグࣝアースとグーグࣝスカを࡚ࡗ地⌫のスケーࣝを体験し、ṇし࠸⮬↛ほを㌟にࡘけるためのୗ地をసるࠋ 

㸳 

ࢹ
䣵
࣋
䤀
ト 

ୗグの㸳Ⅼࡣ目ᶆとし࡚࡞ල体的ࠋすࡊる「ᛮ⪃力」「⾲⌧力」の育成をめࢀࡉるሙ㠃でᚲせとࡺࡽ࠶、࡚ࡌートを㏻࣋ࢹ

で࠶るࠋ 

 ࠋ࠺の主ᙇをㄽ理的にᵓ成するㄽ理的ᛮ⪃力を㣴ࡽ⮬ ①

② ᚲせ࡞情報や㈨ᩱを㞟、ᩚ理し、ከゅ的に分ᯒする力を㣴ࠋ࠺ 

 ࠋるࡁとがでࡇの主ᙇを的☜に⾲⌧するࡽ⮬ ③

④ ┦ᡭの主ᙇをṇ☜に理ゎし࡚⪺ࡇࡃとがでࡁるࠋ 

⑤ 社会問㢟にᑐし࡚⯆・㛵ᚰを深めるࠋ 

㸴 数学 

２年生で⾜࠺探究活動の導入とし࡚、 
① ㌟のᅇりに࠶る数学 
② 社会生活と数学 
③ 数学の発展とே間の活動 

のほⅬࡽテー࣐を１ࡘ㑅ࢇで、ࡑのテー࣐にᚲせ࡞基礎▱㆑の⩦ᚓと⪃ᐹ、発⾲を⾜࠸、テー࣐設ᐃࡽ発⾲ࡲでの探究活

動の流ࢀを⤒験ࡏࡉるࠋ 
 ࠋにする࠺ࡼに⧅がるࡳ２年ḟの取り組、ࡏࡉとに⮬ᕫ評価ࡶᕫ評価・指導者評価をۻ

㸵 英語 ２年生での「ྎ‴研修」、「鶴南ゼミ発⾲会」でのプࣞゼンテーションをࡼり効果的に⾜࠺ための基礎力（テー࣐設ᐃ力、リࢧ

ーࢳ力、分ᯒ力、英語での発⾲力、㉁にᑐするᛂ⟅力）を㌟にࡘけるࠋ 

【ディベートの様子】 

��



ゼミ活動で࠸࡞ࡣが、情報の間に⾜ࡗたプࣞゼンで

ࡲࠋたࢀࢃ⾜㆟ㄽが࡞の成果が㢧ⴭにฟ࡚、活発ࡑࡣ

た、２年生の全体発⾲会で１ࡣ年生の✚ᴟ的࡞㉁問が

ぢࢀࡽ、プࣞゼンや࣋ࢹートの指導を㏻࡚ࡌ「㉁問

力」がᾰ㣴࠸࡚ࡁ࡚ࢀࡉるࠋ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
・各教科のゼミのཷㅮᮇがクラスに࡚ࡗࡼ㐪࠺ため᪤

⩦事項を用࡚࠸研究でࡁるクラスと࠺ࡑで࠸࡞クラス

がฟ࡚しࠋ࠺ࡲ地学ゼミࡣ࡞ኳೃにࡶᕥྑࢀࡉるた

め、ᚲྠࡎᵝ࡞ෆᐜで⾜࠼るಖ証がࡑࠋ࠸࡞のために、

取り組ࡳやෆᐜにᕪがฟ࡚しࡇ࠺ࡲと࠶ࡶるため、評

価にᕪがฟ࠺ࡼ࠸࡞にし࡞けࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ 
・間が３間とࡇ࠺࠸とで、間㊊をᠱᛕするኌが

ከࡗたࠋ基礎ゼミで࠶るためࡲ࠶り深࠸ෆᐜをᢅ࠺

にࡕ࠺ࡃ࠸࡚ࡗやࡶでࢀࡑ、が࠸࡞࠸ᐃし࡚ࡣとࡇ

局㠃࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀけ࡞ࡽ入ࡕ❧ෆᐜに࠸深ࡶし࡚࠺

 ࠋるࡌとが㔜せとឤࡇ࠺⾜ෆᐜの⢭㑅をࠋるࡃฟ࡚ࡶ
 
㸺㭯༡࣑ࢮ㸦᥈✲㸧㸼 

（１）目ᶆ 
⮬分の⯆㛵ᚰの࠶る分野で⮬ࡽテー࣐を設ᐃし、探

究し࡚ࡇࡃ࠸とで、主体的に学⩦に取り組むጼໃを育

成するととࡶに学問のᴦしࡉやዟ深ࡉにẼ࡙ࡏるࠋ

ーにࢱス࣏研究ෆᐜをࡣる部分でࢃた、発⾲会に㛵ࡲ

大ໃのேの๓で発ࡧࡼートస成能力、お࣏とめるࣞࡲ

⾲するプࣞゼンテーション能力の育成を図るࡽࢀࡇࠋ

の活動を㏻࡚ࡌ進路ᕼᮃ実⌧へのព㆑を高めるࠋ 
（２）௬ㄝ 
㹟 １ࡘのテー࣐を深ࡃ探究する課㢟研究を㏻し࡚、ㄪ

ᰝィ画・実験ィ画の❧࡚方、ㄪᰝ・実験の進め方、

⤖果のฎ理方法やࡲとめ方に㛵する能力が高ࡲるࠋ 
㹠 ㄪᰝ・実験⤖果を発⾲、ぢ学するࡇとを㏻し࡚、プ

ࣞゼンテーション能力ととࡶにの研究のෆᐜやᡭ

法に࡚࠸ࡘ㆟ㄽする能力や⾲⌧力が高ࡲるࠋ 
㹡 各✀取組を㏻し࡚生徒の科学リテラシーと課㢟ゎỴ能力をఙ長するࡇとがでࡁるࠋ 

（３）実㊶と成果 

㹟 学⩦ィ画 

ア 科目ྡ 「鶴南ゼミ（探究）」（２学年全生徒ᑐ㇟） 

 ༢数 １༢ 

 ෆᐜ ࢘

生徒１ࡣ年ḟの３᭶に、ゼミ担当者のㄝ明を⪺ࡁ、ᡤᒓし研究するゼミをỴᐃするࠋ 
本校各教科教員が中ᚰと࡞り、各ゼミをᵓ成するࠋ各ゼミࡣ、㸲᭶当ึにグࣝープࡲたࡣಶேの探究テー

、のをࡶとめたࡲの探究活動やෆᐜをࡑࠋ探究活動を開ጞするࡽỴᐃしたグࣝープ・ಶேࠋを設ᐃする࣐

１㸮᭶の中間発⾲会で࣏スࢱー発⾲するࡽࡉࠋに中間発⾲会をࡶとに㑅ࢀࡤたグࣝープが１１᭶の海外研

修（ྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学）で発⾲し、研究交流するࡑࠋの際、英語です࡚プࣞゼンテーションするࠋ

２᭶の全体発⾲会でࡣ、中間発⾲会のࡶのを改善・深化࣏、࡚ࡏࡉスࢱーࡲたࡣプࣞゼンテーションࣇࢯ

トを用࠸た発⾲を⾜ࠋ࠺ 
㹠 評価のほⅬ 

ア 発⾲࣏スࢱー・㈨ᩱのෆᐜ 

・活動ෆᐜを㐺ษに⪺ࡁᡭにࢃりやすࡃ、㈨ᩱをࡲとめ、発⾲࣏スࢱーࡣస成でࡁたࠋ 

 ⾲発 

・探究活動の成果と実⩦のෆᐜを⣔統❧࡚࡚ࡲとめ、⪺ࡁᡭが理ゎしやす࠺ࡼ࠸に発⾲でࡁたࠋ 

 㛵ᚰ・ពḧ・ែ度 ࢘

・⮬分たࡕの╔║Ⅼ・テー࣐にᑐし࡚、探究活動の࠸ࡽࡡをࡃࡼ理ゎしㄪᰝ・実験し、ពḧ的に取り組ࢇ 

㭯༡࣑ࢮ㸦ᇶ♏㸧 ᖺ㛫ணᐃ 
 ᭶᪥ 1 組 2 組 3 組 4 組 5 組 

1 4/16 ＳＳＨ・鶴南ゼミ࢞ダンス（鶴⩧会㤋） 

2 4/23 英語 化学 生≀ 地学 数学 

3 5/7 英語 化学 生≀ 地学 数学 

4 5/14 英語 化学 生≀ 地学 数学 

5 5/28 ≀理 英語 化学 生≀ 地学 

6 6/4 ≀理 英語 化学 生≀ 地学 
 

6/20 鶴⩧キャリアプログラム（１・３年生） 

7 6/25 ≀理 英語 化学 生≀ 地学 

8 7/9 数学 ≀理 英語 化学 生≀ 

9 7/23 数学 ≀理 英語 化学 生≀ 

10 8/27 数学 ≀理 英語 化学 生≀ 

11 9/3 地学 数学 ≀理 英語 化学 

12 9/10 地学 数学 ≀理 英語 化学 

13 9/17 地学 数学 ≀理 英語 化学 

14 9/24 生≀ 地学 数学 ≀理 英語 

15 10/10 鶴南ゼミ中間発⾲会 

16 10/15 生≀ 地学 数学 ≀理 英語 

17 10/31 ２年ゼミ海外研修発⾲リࣁーࣝࢧのぢ学 

18 11/5 生≀ 地学 数学 ≀理 英語 

19 11/12 化学 生≀ 地学 数学 ≀理 

20 11/19 化学 生≀ 地学 数学 ≀理 

21 12/3 化学 生≀ 地学 数学 ≀理 

 ート࣋ࢹ 12/10 22

 ート࣋ࢹ 12/17 23
ࢹ ト 

 
 
 

 ート࣋ࢹ 1/7 24
ࢹ ト 

 
 
 

 ート࣋ࢹ 1/14 25
ࢹ ト 

 
 
 

 ート࣋ࢹ 1/21 26

 ート࣋ࢹ 1/28 27

28 2/6 鶴南ゼミ全体発⾲会 

29 2/18 ḟ年度鶴南ゼミにむけた࢞ダンス 
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 ࠋたࡁとがでࡇ理ゎ・ㄽする、ࡁ⪺た、の発⾲者の発⾲を真にࡲࠋࡔ
と実㊶・成ࡳの取り組ࡑ、ート等を⥲ྜ的にุ᩿し࣏取組≧ἣ、⮬ᕫ評価⾲、ᥦฟ࡚ࣞ࠸ࡘの項目にࡽࢀࡇ

果・ࡲとめにᑐし࡚、担当教員が評価するࠋ 
㹡 ௬ㄝの検証 

・๓㏙㹟に࡚࠸ࡘ、指導者の助ゝをཷけ࡞がࡽ、ㄪᰝィ画・実験ィ画の❧࡚方、ㄪᰝ・実験の進め方、⤖果

のฎ理方法やࡲとめ方の能力が高ࡗࡲたࠋ年度ࡣ年ゼミ活動を⾜ࡗた３年生ࡼり๓年の┬や進める

に࠶た࡚ࡗのアࣂࢻスをࡇ࠺ࡽࡶとがでࡁ、各⮬がぢ㏻しを࡚ࡗࡶゼミ活動を進めるࡇとがでࡁた࠺ࡼ

 ࠋࡔ

・๓㏙㹠に࡚࠸ࡘ、探究活動の発⾲を㏻࡚ࡌ⾲⌧力やプࣞゼンテーション能力が高ࡗࡲた生徒がከࡗたࠋ

 ࠋたࡗከࡶ⾲し全体発⾲に⮫めた発た、中間発⾲の┬を活ࡲ

・๓㏙㹡に࡚࠸ࡘ、の生徒が取り組ࡔࢇ探究活動の発⾲を⫈ࡃ⤒験を㏻࡚ࡌ、課㢟ゎỴへのᡭ法や▩┪

Ⅼをぢᢤࡃ目、ࡼり良࠸発⾲へのアࣂࢻスをおࡃるࡇとࡶ学ࡪ事がでࡁたࠋ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
 ・評価方法の研究（アンケート・ࢹーࢱの取り方、活用の方の研究）ࠋ 
 ・先⾜研究ㄪᰝのᚭᗏࠋ 
 ・上学年ࡽの継ᢎ（年度の࠺ࡼにᘬ継ࡂ会の実施）ࠋ 
・本校のゼミや㏆㞄高校との連携ࠋ地ᇦの方をᕳࡁ㎸ࡔࢇ発⾲会の࠶り方の検ウࠋ 

 

㸺㭯༡࣑ࢮ㸦Ⓨᒎ㸧㸼 

（１）目ᶆ 
１、２年ḟの探究活動に࡚ࡗࡼ育ࢀࡲた≀事を探究し࡚ࡃ࠸ጼໃで教科の学⩦や進路実⌧の取組に向࠸、

グࣝープ活動等を㏻ࡼ࡚ࡌり深࠸ᛮ⪃を目指し、共ྠព㆑やプࣞゼンテーション能力のఙ長を図るࠋ 
（２）௬ㄝ 

㹟 発展的࡞問㢟や課㢟をグࣝープで学ࡧ発⾲する活動を㏻࡚ࡌ、コミュニケーション能力や⾲⌧力、ᛮ⪃力、

課㢟ゎỴ能力が高ࡲるࠋ 
㹠 １㸪２年ḟに探究したෆᐜを進路実⌧にࡆ࡞ࡘるための研究を⾜ࡇ࠺とで進路ព㆑が高ࡲり、⤖果とし࡚

進路実⌧を図るࡇとがでࡁるࠋ 
（３）実㊶と成果 

㹟 学⩦ィ画 

ア 科目ྡ ⥲ྜ的࡞学⩦の間「鶴南ゼミ（発展）」（３学年全生徒ᑐ㇟） 

 ༢数 １༢     

 ダンスЍゼミのỴᐃЍゼミẖの探究活動࢞ᙧែ  ゼミ ࢘    

 ෆᐜ ࢚    
ゼミ ෆᐜ 

国
語 

上⣭国語 入ヨ問㢟ࡽ≀事の本㉁へࡆ࡞ࡘるࠋ 

ᶆ‽国語 ྂᩥ・₎ᩥࡣグࣝープ学⩦のᙧែでᩥ❶のㄞゎをするࡌྠࠋテー࣐で小ㄽᩥを書࡚࠸グࣝープで

評価、アࣂࢻスをするࠋ 

数
学 

数学Ϫ グࣝープ学⩦のᙧែで進めるࠋ数学Ϫ分野の問㢟にᑐし࡚グࣝープෆで㆟ㄽし࡞がࡽ理ゎを深化

 ࠋ方を共有する࠼⪄全体で࠼࠺たゎ⟅をプࣞゼンテーションし、ពぢ交のࡲࠋࡃ࠸࡚ࡏࡉ

数学ϨＡϩＢ 
グࣝープ学⩦のᙧែで進めるࠋ数学ϨＡ・ϩＢ分野の問㢟にᑐし࡚グࣝープෆで㆟ㄽし࡞がࡽ理

ゎを深化ࡲࠋࡃ࠸࡚ࡏࡉた、ゎ⟅をプࣞゼンテーションし、ពぢ交の࠼࠺全体で⪃࠼方を共有

するࠋ 

英
語 英語①② 

⩦⇍度ูクラスに分ࢀ、グࣝープで Opinion Writing, Story Making, Translation を⾜ࡗたࠋ（⤮

をぢ࡚ࢀࡑがఏ࠼る࣓ࢵセージをᵝ࡞ࠎどⅬࡽ⪃ᐹし、グࣝープでពぢをࡲとめ࡚発⾲する、

方を㌟に࠼⪄࡞にከ㠃的ࡶととࡪ方法を学⌧⾲࡞ࠎを㏻し࡚ᵝ࡞ࡳたᅇしㄞࡲࠋ（の活動࡞

けたࠋ 

学問研究 

・⮬ᕫ分ᯒをし、ᕼᮃの学部・学科研究とࢀࡑを実⌧でࡁる大学を研究・ㄪᰝするࢀࡑࠋにకࡗ

たᚿᮃ理⏤書స成の研究や㐣ཤ問研究、㠃᥋法研究をし、進路実⌧を目指すࠋ 
・ᚿᮃ学部・学科で学ࡪ分野に࡚࠸ࡘ英語のᩥ⊩をㄞࡳ、グࣝープでㄞࡶࡔࢇののせ⣙を発⾲し

ゎỴ⟇࡞に࡚࠸ࡘヰしྜࡗたࠋ 
   b 評価のほⅬ 

ア 㛵ᚰ・ពḧ・ែ度 

・各活動の࠸ࡽࡡをࡃࡼ理ゎし࡚ពḧ的に取り組ࢇで࠸るࠋゎ⟅ࡲでのᛮ⪃の㐣⛬が㐺ษࠋのேの

ゎ⟅や発⾲を⪃ᐹし、ពぢ交でࡁるࠋ 

 ⾲発     
      ・⮬分のゎ⟅ࡲでのᛮ⪃の㐣⛬を、のேに理ゎでࡁる࠺ࡼに発⾲でࡁたࡲࠋた、㉁問やពぢにᑐし࡚ 
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ᛂᑐでࡁたࠋ 
㹡 ௬ㄝの検証 

   ア 共㏻するテー࣐をᣢࡘ者での学⩦活動で࠶る

⎔・ἣ≦࠺࠶㆟ㄽし、࠸࠶࠼グࣝープෆで教、ࡽ

ቃがで࠶ࡁがり、㉁問やពぢ交するコミュニケ

ーション能力や⾲⌧力の向上に⧅がࡗたとᛮࢃ

 ࠋるࢀ
とでྠព・⣡ᚓするࡇࡃ⪺のேのពぢや発ゝを 

るᛮ⪃力やࡁ方を理ゎで࠼⪄る࡞␗、ࡃ࡞けでࡔ

課㢟ゎỴにᛂ用する能力ࡶ高ࡗࡲたとᛮࢀࢃるࠋ 
るが、Ｈ㹐やᤵ業のᵝ子、㠃ㄯでの࠶ࡣにでࠎᚎ ࢘

生徒とのヰࡽ、進路ព㆑や学⩦ពḧ・目的、学

が向上しࡧ႐・ࡉとへのᴦしࡇと・理ゎするࡇࡪ

たとᛮࢀࢃるࠋ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 

ア ゼミに向࠺ព㆑改㠉࠺ࠋし࡚ࠏࡶษᮇが㏆࡙࠸࡞と取り組ࡳが活発化し࠸࡞が、ィ画的に、ࡼ

り実⌧に㏆࡙けるためにィ画を修ṇ࡞ࡏࡉがࡽ、⮬発的に動࠺ࡼࡃにពḧ的に取り組࡞ࡏࡲけࡽ࡞ࡤࢀ

 ࠋ࠸࡞
のたࡑࠋる࠶目ᶆ設ᐃと、目ᶆ達成のための課㢟開発、⢭㑅がᚲせで࡞たල体的ࡏࢃた㞟ᅋにྜࡗࡲ㞟   

めの指導法ࡣẖ年（後ࡶ）、研究・実㊶し࡞けࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ 
 
㸿㸫ճ ᥈✲άືࠗ㭯༡ࠗࡿࡅ࠾࣑࠘ࢮᆅ᪉⏕࠘ศ㔝の㛤タᣑ 

（１）目ᶆ 
先端企業や研究機㛵をࡌࡣめとし、β ークᵓと本校の探究活動ࣃンス࢚ࢧ施設が㞟✚する鶴ᒸᕷの࡞ࠎ

「鶴南ゼミ」の⼥ྜにࡼる᪂た࡞地方創生ࣔࣝࢹのᥦၐをヨࡳ、地ᇦや᪥本のᢪ࠼る課㢟や問㢟を発ぢしゎ

Ỵする㺀『地方創生』に㈨する࣋ࣀーションシステムのᵓ築㺁を担࠺『ே㈈』の育成を目指すࡇࠋの取組を

本校が中᰾と࡞り㏆㞄の高校と༠ാした活動に発展ࡏࡉ、後㸳年ィ画で⮬体に『地ᇦ活ᛶプラン』『地

方創生プラン』をᥦゝする力を㌟にࡘけࡏࡉるࠋ 
（２）௬ㄝ 
㹟 地ᇦ活ᛶ化に࡚࠸ࡘ探究活動を進め࡚ࡇࡃ࠸とで地方㒔ᕷのᢪ࠼るᵝ࡞ࠎ課㢟を⮬分⮬㌟のテー࣐とし

࡚と࠼ࡽ、大࡞ࡁどⅬで≀事にᑐᛂするጼໃを㌟にࡘけるࡇとがでࡁるࠋ 
㹠 ࢚ࢧンスࣃークや࣋࢜ࣂンࢳャー企業、先端研究機㛵等と連携した探究活動に取り組むࡇとで科学に

ᑐする探究ᚰを高めるࡇとがでࡁるととࡶにアントࣞプࣞナーシࢵプが㔊成ࢀࡉるࠋ 
（３）実㊶と成果 
㹟 実㊶ෆᐜ 

  Ａ 「鶴ᒸ㥐๓改㐀ィ画㹼ࡽࢳ࢘が㥐๓ኚࡗࡷࡕ࠼た㸟㸽㹼」 
   鶴ᒸ㥐๓が地ᇦఫẸの㞟࠸᠁࠺のሙと࡞るࡇとを目的とし࡚、

㸷᭶２３᪥に鶴ᒸ㥐๓࣐リカ広ሙに࡚年にᘬࡁ続࠸ 「࡚➨２

ᅇ鶴おⳫ子ࡘࡲり」を開ദしたࠋ年度ࡣ地ᇦ活ᛶ化ゼミෆの

１㸵ྡの生徒で実⾜委員会を組⧊し࡚鶴ᒸ㥐๓ၟᗑ⾤⯆組

ࡽ㸲᭶、ࡁࡔた࠸༠力をࡈにࢇࡉと鶴ᒸᕷᙺᡤၟᕤ課ࢇࡉྜ

‽ഛを⾜ࡁ࡚ࡗたࡲࠋた、石ᶫ動⏘ᰴᘧ会社௦⾲取⥾ᙺ社長

石ᶫ㑈大Ặとྜྠ会社 work life shift ௦⾲ఀ藤㯞⾰子Ặにࡣ㝶

アࣂࢻスを࠸た࡞ࡁࡔがࡽ進め࡚ࡁたࠋ地元高校生と鶴ᒸ

ᕷෆのⳫ子ᗑ⯒をࡌࡣめとし、ከࡃの地元ᅋ体の方ࡽࠎฟ

₇、༠㈶等ᵝ࡞ࠎᙧでࡈ༠力を࠸たࡁࡔ、当᪥⣙㸲㸮㸮ேのお

ᐈᵝで㥐๓を㈰やにするࡇとがでࡁたࡑࠋし࡚、鶴おⳫ子ࡲ

ࡗ⾜活動をࠎ各࡚ࢀのグࣝープに分ࡘ１㸵ேが㸳ࡣり後ࡘ

たࠋテーࡣ࣐௨ୗの㏻りࠋ 
    ①ス࣐࣍Ỵ῭が地ᇦ活ᛶ化に࡞ࡘがる࡚࣍ࡗント㸽 
    ②ᒃ㓇ᒇ㣧めࡶ࡚ࡃ࡞⾜けࡲす 
    ③㥐๓改㐀ィ画㹼ࣝࡲࢇࡲーム▱ࡲ࡚ࡗす㸟㸽㹼 
    ④㥐๓ࣚࡔ㸟高校生全員㞟ྜ㸟㸟 
    ⑤鶴ᒸ㥐๓改㐀ィ画㹼ࡽࢳ࢘が㥐๓ኚࡗࡷࡕ࠼た㸟㸽㹼続 

࠙⌫యගࢆᙜ࡚ࡓࡿࡁ࡛ᙳࢆ⪃ᐹࡿ࠸࡚ࡋ様子】 

【㭯࠾Ⳬ子ࡾࡘࡲのࢩࣛࢳ】 
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㛵ಀする各方㠃のࡶの取組ࡽࢀࡇ

方ࠎのࡈ༠力をᚓ࡚プランのᥦや

企画の実施をし࡞がࡽ探究活動をす

るࡇとがでࡁたࠋ 
  Ｂ 「科学の子㹼science with you㹼」 
   鶴ᒸᕷෆに増ࡁ࡚࠼たᵝ࡞ࠎ研究施

設に地元の子ࡶたࡕがᑗ᮶ᡠ࡚ࡗ

⯆が科学にࡕたࡶ子ࡣるためにࡃ

をᣢࡇࡘとが大事ࡔとࡇ࠺࠸とを

テー࣐とし࡚探究活動を⾜ࡁ࡚ࡗたࠋ

年間３ᅇの科学実験教室を企画、運営

し、アンケートで᮶ሙ者のពぢ等を㞟

⣙したࠋ 
  Ｃ 「ᗉෆのⱝ者ேẼを⥔ᣢするために」 
   ᗉෆ地方のⱝ者ே口が増加し࡚࠸ると࠺࠸グ事をࡗࡁけにし࡚、ᵝ࡞ࠎㄪᰝを⊂⮬に⾜࠸、࠸にし࡚

ே口ῶᑡを㣗࠸Ṇめるをテー࣐とし࡚探究活動を⾜ࡁ࡚ࡗたࠋ活動に࠶たࢨࢹࢱ࣐࢞ࣖࡣ࡚ࡗンᰴᘧ

会社のᴮ本ᣅᕭẶࡽ㝶アࣂࢻスを࠸た࡞ࡁࡔがࡽ進め࡚ࡁたࠋ 
 㹠 評価のほⅬ 
   ・地ᇦのᢪ࠼る問㢟を⮬分⮬㌟の問㢟とし࡚ᤊ࠼るࡇとがでࡁたࠋ 
   ・探究活動を進めるに࠶たࡣ࡚ࡗ㛵ಀ機㛵と㐺ษに連携するࡇとがでࡁたࠋ 
   ・᪂しࡇ࠸とにᑐし࡚ኻᩋをᜍࡎࢀヨ⾜㘒ㄗを⧞り㏉すࡇとがでࡁたࠋ 
 㹡 ௬ㄝの検証 
  各活動がࢀࡒࢀࡑのどⅬで地ᇦ活ᛶ化を目指すࡶのとし࡚実施ࢀࡉ、一ே一ேの生徒が地ᇦの課㢟を⮬分の

問㢟とし࡚ᤊ࠼るࡇとがでࡁたࡲࠋた、地ᇦ活ᛶ化ゼミのの活動ࡶ地ᇦの大ேと┤᥋㛵ࢃるࡇとがでࡁたࠋ

ᚲせࢯ࡞ーシャࣝスキࣝや࣐ナーを㌟にࡘけたり、地ᇦをᨭ࠼る大ேのᛮ࠸を⪺ࡇࡃとがでࡁるࡇとࡣ生徒

にと࡚ࡗ㠀ᖖに実の࠶る⤒験と࠸࡚ࡗ࡞るࡽࢀࡇࠋのࡇとࡽ௬ㄝ㹟、㹠のṇ当ᛶࡣ高࠸とゝ࠼るࠋ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
  地ᇦ活ᛶ化のためのල体的࡞テー࠶ࡣ࣐る⛬度ᅛࡲり࠶ࡘࡘるࡲࠋた、年度ࡣ地ᇦ活ᛶ化ゼミのグࣝープ

が「㒓ᅵ Yamagata 地ᇦ活ᛶ化ゼミ設⨨௨᮶ึめ࡚ࡣࢀࡇ、と探究コンテスト」で᭱ඃ⚽賞をཷ賞しࡉるࡩ

で࠶り、⮬分たࡕの活動を広ࡃ発信すると࠺࠸㠃でࡶ大࡞ࡁពをᣢࡘฟ᮶事とࡗ࡞たࠋ後ࡲࢀࡇࡣでの

活動をしࡗりとᘬࡁ継ࡂ、┬等ࡶ活し࡞がࡽ、生徒のアࢹアにࡼる⊂⮬のアプローࢳを上ࡏし

分⮬ࡣ際にࡃ࠸࡚ࡗࢃのとするために、地ᇦの大ேと㛵ࡶ࠸り良ࡼた、活動をࡲࠋるࢀࡉ活動がᮇᚅࡃ࠸࡚

の⪃࠼をしࡗりとᣢࡗた上で向ࡇࡃ࠸࡚ࡗとがᚲせとࢀࡉるࠋ 
 
㸿㸫մ ⛉Ꮫ㒊άືのᐇⓎᒎࠊ㧗ᗘ࣭ඛ➃◊✲ࡴ⤌ࡾྲྀ⏕ᚐの⫱ᡂ 

（１）目ᶆ 
研究成果の国ෆ学会での発⾲、ࡲた、海外研究機㛵での発⾲ࡶど野に入࡞ࢀがࡽ、ᵝ࡞ࠎሙ㠃で✚ᴟ的に発

信し࡚ࡃ࠸活動を㏻し࡚、生徒の主体ᛶの向上を図るࡲࠋた、⮬分達が地ᇦの理数教育のリーダーと࡞り、

〈野を拡大・発展ࡏࡉるࡃ成果のᬑཬに取り組む体ไをᵓ築するࠋ 
（２）௬ㄝ 

㹟 各✀発⾲会で研究成果の発⾲を⾜࠺機会をከࡃ⤒験するࡇとにࡼり、プࣞゼンテーション能力やコミュニ

ケーション能力の向上、研究の㉁の向上を図るࡇとがでࡁるࠋ 
㹠 大学等の高等教育機㛵との連携にࡼり恵ࢀࡲた⎔ቃの࡞で活動を進め࡚ࡇࡃ࠸とで、㈗㔜࡞⤒験を✚ࡳ、

科学にᑐする⯆㛵ᚰをࡼり深ࡃᙉࡶ࠸のとするࡇとがでࡁるࠋ 
（３）実㊶と成果 

年度ࡣ科学部の部員数にお３࡚࠸年生が㸴ྡ、２年生が２ྡ、１年生が１㸳ྡとྜィ２３ྡと年௨上に、

科学部の活ᛶ化が数Ꮠとし࡚⾲࠸࡚ࢀる３ࠋ年生の齋藤美ᑦと田中㣁真が全国⥲ྜᩥ化⚍佐㈡大会に参加、

地学部㛛で発⾲を⾜ࡗたࡲࠋた、２年生の㯮ἑ❧ுと２年生のᚫ田ᮒ㡢が㸷᭶に⾜ࢀࢃた᪥本᳜≀学会ᐑᇛ

大会に参加し࣏スࢱー発⾲を⾜ࡗた１２ࠋ᭶の探究ᆺ課㢟研究発⾲会でࡣ高ᩥ連科学ᑓ㛛部≀理部㛛にお࠸

࡚ඃ⚽賞をཷ賞し、᮶年度の全国⥲ྜᩥ化⚍高▱大会へのฟሙᶒを≀理部㛛で⋓ᚓするࡇとがでࡁたࠋ高ᩥ

連科学ᑓ㛛部地学部㛛におࡶ࡚࠸ඃ良賞をཷ賞でࡁたࢀࡇࠋで全国⥲ྜᩥ化⚍のฟሙが１㸮年連続と࡞り、

⮬↛科学部㛛が全国⥲ྜᩥ化⚍に設❧ࡽ࡚ࢀࡉẖ年参加し࡚࠸るࡇとに࡞るࡲࠋた、年度ࡣ᠕⩏ሿ大

学先端生科学研究ᡤ≉ู研究生の２年生の野⿱㈗が᪥本⒴学会学術⥲会で࣏スࢱー発⾲し、大࡞ࡁ活㌍

をぢࡏたࠋ 

【㭯࠾Ⳬ子ࡾࡘࡲの᪂⪺グ】 
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鶴南ゼミにお࡚࠸外部研究機㛵・教育機㛵と連携をし࡚࠸る部分ࡣ生徒数㸳㸲㸪テー࣐数１３で࠶るࠋ 

  ᠕⩏ሿ大学先端生科学研究ᡤ １テー࣐ 
「⒴⣽⬊㌿⛣ᢚไ効果を有する₎方⸆の探⣴」 

Ѝ᪥本⒴学会学術⥲会、ࢧࣂミࢵトで発⾲ 
鶴ᒸᕤ業高等ᑓ㛛学校 㸲テー࣐ 
「動ࡃ㔠ᒓ㸟㸽㹼ࣝࢱ࣓࢜ࣂのேᕤ➽⫗へのᛂ用㹼」 
 →㓇田ᮾ高校課㢟研究中間発⾲会、山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会で発⾲ 
ケース࣐࣍たス࠸クスに基࡙ミ࣓テ࢜ࣂ」 ver.ࣖࣔリ㸤ࣅ࣊」 
 →ᮾ地༊࢚ࢧンスコミュニテ研究校発⾲会で発⾲ 
「㡪ࡁすࡂる㸟トラアングࣝ」 
「運動方⛬ᘧと数್ィ⟬を用࠸た࣎ーࣝの運動の⪃ᐹ」 

 山ᙧ┴Ỉ⏘ヨ験ሙ １テー࣐ 
 「࡚࠸ࡘる㨶✀での部ẖの『㹉್』の⤒᪥ኚ化に࡞␗」  
   →加ⱱỈ⏘高校課㢟研究発⾲会、山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会で発⾲ 

山ᙧ大学㎰学部 㸴テー࣐ 
 「㹼࡚࠸ࡘキングにࢵクロクラ࣐トの⓶と࣐トのୡ⏺へ㹼ト࣐ト࠸࡞ࡽ▱ࡔࡲ、ࡑࡇ࠺ࡼ」
 Ѝ山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会で発⾲ 
「㸡ࡷࡕࡔࡔ㇋と᰿⢏⳦の┦㛵ಀ」 
 →㓇田ᮾ高校課㢟研究中間発⾲会、ᮾ地༊࢚ࢧンスコミュニテ研究校発⾲会で発⾲ 
「Oryze, be ambitious」 
 →ᮾ地༊࢚ࢧンスコミュニテ研究校発⾲会で発⾲ 
「⸆が効࠸࡞㸟㸽㹼⸆⪏ᛶ⳦の༴㝤ᛶに࡚࠸ࡘ㹼」 
→ᮾᱜ学㤋高校「ᮍ᮶創㐀プロジェクト」中間発⾲会、山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会で発⾲ 

「高ᕊのⰼをࡃࡘりたࡗ࠸㸟」 
「美しࡘ࠸やጲをᏲࢀ㸟㸟㸟㸟」 

ᮾබ┈ᩥ科大学 １テー࣐ 
    「小ᝨᫍの⮬㌿の᥎ 」 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 

科学部ࡣ部員数、全国つᶍの大会での発⾲数、大学等との連携研究数ࡶ良࠸≧ែを⥔ᣢで࠸࡚ࡁるが、入賞

数でぢると、山ᙧ┴ෆの探究ᆺ課㢟研究発⾲会科学ᑓ㛛部≀理部㛛ඃ⚽賞とྠࡃࡌ地学部㛛がඃ良賞、᪥本

学生科学賞山ᙧ┴大会᭱ඃ⚽賞に␃࠸࡚ࡗࡲるᙧで࠶るࠋ全国でのཷ賞ࡣᖹ成２３年全国⥲ྜᩥ化⚍ᐩ山大

会ᩥ化ᗇ長ᐁ賞、ᖹ成２㸲年全国⥲ྜᩥ化⚍長ᓮ大会ዡບ賞、ᖹ成２㸳年᪥本学生科学賞ㄞ理ᕤ学㝔賞௨

᮶ฟ࡚࠸࡞࠸≧ែ࡞ので、᮶年度ࡣ全国༊での活㌍を目指し࡚‽ഛを進め࡚ࡲࠋࡃ࠸た、全国⥲ྜᩥ化⚍へ

【᪥ᮏ⒴ᏛᏛ⾡⥲࡛のⓎ⾲の᪂⪺グ】 【᪥ᮏ᳜≀Ꮫ࡛のⓎ⾲の様子】 

22



のฟሙが１㸮年連続と࠸࡚ࡗ࡞るࠋḟ年度ࡶฟሙをỴめ࡚、１１年連続ฟሙと࠺࠸グ㘓に向け࡚㡹ᙇࡏࡽた

 ࠋる࠸࡚࠼⪄と࠸
先し࡚外部発⾲会等にฟሙし、発⾲し࡚お⋠ࡣる生徒達࠸た、鶴南ゼミにおける高等教育機㛵と連携し࡚ࡲ

り、本校の探究活動の≌ᘬᙺと࠸࡚ࡗ࡞るࠋᘬࡁ続ࡁ高等教育機㛵との連携をᙉ化し࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 
 
㸿㸫յ ᅜ㝿⛉Ꮫᢏ⾡ࢫࢸࣥࢥト➼の⏕ᚐのཧຍᩘࠊධ㈹ᩘのቑຍྲྀࡓࡅྥ⤌ 

（１）目ᶆ 
国際科学技術コンテストや科学の⏥子ᅬへの参加生徒を増加ࡏࡉ、上入賞に⧅がる取組ࡳを拡大するࠋ᭦

に上入賞に⧅がる࠺ࡼに学⩦会等のᑐ⟇ㅮᗙを充実ࡏࡉるࠋ 
（２）௬ㄝ 

㹟 国際科学技術コンテスト等への参加に向けた生徒の活動を㏻࡚ࡌ、科学リテラシーとコミュニケーション

能力を向上ࡏࡉるࡇとがでࡁるࠋ 
（３）実㊶と成果 

・ᖹ成３１年度᪥本Ỉ⏘学会Ꮨ大会高校生࣏スࢱー発⾲ 㸳ྡ参加、発⾲ 
・ジュニア㎰ⱁ化学会２㸮１㸷 ２ྡ参加、発⾲ 
・化学グランプリ 㸳ྡ参加 
・全国高等学校⥲ྜᩥ化⚍ 㸲ྡ参加、発⾲ 
・➨㸷ᅇࢧ࢜ࣂミࢵト in 鶴ᒸ ２ྡ参加、発⾲ 
 成果発⾲部㛛 鶴ᒸᕷ長賞 ２年 野⿱㈗、ィ画発⾲部㛛 ᑂᰝ員≉ู賞 ３年 石川ឡⳀ 
・全国ＳＳＨ生徒研究発⾲会 ３ྡ参加、発⾲ 
・数学⏥子ᅬ 㸷ྡ参加 
・᪥本᳜≀学会高校生࣏スࢱー発⾲ ２ྡ参加、発⾲ 
・᪥本⒴学会学術⥲会 ２年 野⿱㈗参加、発⾲ 
・科学の⏥子ᅬ山ᙧ┴大会 ２ࢳーム（１㸴ྡ）参加 
Ａࢳーム（２年生主体）３ྜ⥲ࡣ、Ｂࢳーム（１年生主体）ࡣリケジョዡບ賞をཷ賞 

 ・山ᙧ┴高等学校英語ᘚㄽ大会 １ྡ参加 
・山ᙧ┴高校生英語࣋ࢹート大会 ２ࢳーム（１２ྡ）参加 
・᪥本学生科学賞山ᙧ┴大会 １ྡ参加 
᭱ඃ⚽賞、┴高等学校長会長賞、┴高等学校ᩥ化連┕会長賞 ２年 㯮ἑ❧ு 

・海のᐆアカࢹミࢵクコンテスト２㸮１㸷全国大会 ２ྡ参加、発⾲ 
 ー賞（ዡບ賞） ２年 小ᯘἨ、ᱜࣀリンス࣐

 ・㒓ᅵ Yamagata  ⾲と探究コンテスト 㸳ྡ参加、発ࡉるࡩ
 子ࠎと探究大賞（᭱ඃ⚽賞） ２年 ఀ藤ᮥ、五十嵐၏、野ᮥ၏、本間ྩె、佐藤⳯ࡉるࡩ  
・➨１㸲ᅇ科学地理࢜リンピࢵク᪥本㑅ᡭᶒව➨１㸵ᅇ国際地理࢜リンピࢵク㑅ᢤ大会山ᙧ┴ண㑅 

１㸮１ྡ参加、㖟࣓ダࣝ ２年 㢼㝠ử 一ḟண㑅㏻㐣２ྡ ２年 㢼㝠ử、ᚫ田ᮒ㡢 

・数学࢜リンピࢵク 㸶ྡ参加 
・山ᙧ┴探究ᆺ学⩦課㢟研究発⾲会 

３㸳ྡ参加、発⾲、科学ᑓ㛛部の部 
 ≀理分野 ඃ⚽賞 ２年 㯮ἑ❧ு １年 五十嵐ၨኴ 佐藤 ᐩᶔᣅ海 石川リ 田ᶞ 
 地学分野 ඃ良賞 ２年 ᚫ田ᮒ㡢 １年 野⃝㈼ྐ 佐藤ᛌᬂ 三浦㱟ᫍ 川村♸Ẏ 

・ᮾ地༊࢚ࢧンスコミュニテ研究発⾲会 １㸲ྡ参加、発⾲ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
 ・地ᇦ活ᛶ化ゼミのグࣝープが㒓ᅵ Yamagata 地ᇦ活ࡣとࡇたࡗ࡞と探究コンテストで᭱ඃ⚽賞ཷ賞とࡉるࡩ

ᛶ化ゼミ設⨨௨᮶ึめ࡚で࠶り、⮬分たࡕの活動を広ࡃ発信するពでࡶ後ࡶ✚ᴟ的に外部のコンテスト

や発⾲会にฟ࡚ࡇࡃ࠸とがᮇᚅࢀࡉるࠋ 
・「科学の⏥子ᅬ」全国大会へのฟሙに向け࡚、‽ഛㅮᗙをࡽࡉに充実ࡏࡉるᚲせが࠶るࠋ⤒験を✚１ࡔࢇ年生

の活㌍をḟ年度ᮇᚅしたࠋ࠸ 
・学会等での発⾲数やコンテストへの参加数ࡣ増加し࡚࠸るので、࡞ࡽࡉる充実を図࠸࡚ࡗける࠺ࡼᨭし࡚

 ࠋ࠸たࡁ࠸
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㹀 ⛉Ꮫⓗࢩࣥࢸࣆࣥࢥーࢆఙ㛗ࠊࡋ㹇㹁㹒ά⏝⬟ຊࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩ⬟ຊのྥୖࠊⱥㄒຊのྥୖࡓࡅྥ

◊✲ 

ᮏᰯ⏕ᚐのᐇែ༶ࡓࡋ⊂⮬ᩍᮦࠊᏛᰯタᐃ⛉┠の࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝の㛤Ⓨࠊࡾࡼ࡚の⏕ᚐの⛉Ꮫⓗࣆࣥࢥ

ຊ⬟ࣥࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥࡴྵࢆຊ⬟ࣥࣙࢩーࢸࣥࢮࣞࣉࠊຊ⬟ࡿࡍ⏝άࢆ㹇㹁㹒ᶵჾࠊࡏࡉఙ㛗ࢆーࢩࣥࢸ

⫱ࢆど㔝࡞ࣝࣂーࣟࢢࠊࡾࡼෆᐜ➼のὶ✲◊ࡓࡋ⥆⥅のᾏእの㧗ᰯࠊࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍୖྥࢆ

 ࠋࡿࡁᡂ࡛⫱ࢆே㈈࠘ࠗࡿࡍୡ⏺࡛ά㌍ࠊࡳ

㹀㸫ն ࠕሗ࣭⛉Ꮫࢩࣥࢸࣆࣥࢥーࠖの㛤タ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤Ⓨ 

（１）目ᶆ 
のとするため、情報ࣔラࣝをᏲり、端ᮎࡶ࠸り良ࡼＳ㹌Ｓが発達した社会を、ࡣーࠖでࢩࣥࢸࣆࣥࢥሗࠕ

機器を活用し࡚課㢟ゎỴの情報㞟と加ᕤ・発信を⾜࠸、᪥本語と英語でのプࣞゼンテーションにࡼり⎔ቃ

㐺用能力が高ࡲるุ᩿࡞࠺ࡼ力の育成と活用能力の向上を目指すࠋ 

科学分野の発展のṔྐを学⩦し、基礎研究の㔜せᛶを理ゎしᛂ用研究のỗ用、ࡣーࠖでࢩࣥࢸࣆࣥࢥᏛ⛉ࠕ

ᛶを創㐀・創సする取組の中で、科学的࡞どⅬに基࡙ࢹ࡚࠸ーࢱの分ᯒや検証、⪃ᐹがでࡁる能力を㣴࠺た

めのカリキュラム開発、教材開発を進めるࠋ≉にே㢮のに㛵ࢃる「⮬↛⅏ᐖ」にࡣ࡚࠸ࡘ、㜵⅏とῶ⅏の

ほⅬࡽ理の社会を科学的に⾲⌧する能力の向上を目指し、㔜Ⅼ的に取り組むࠋ 
（２）௬ㄝ 
㹟 ᤵ業実㊶にࡼり情報の㞟、ฎ理に࡚࠸ࡘの能力が高ࡲるࡑࠋの際、ンࢱーࢵࢿト࡞を用するሙྜ

の࣐ナーやࢵࢿト上の༴㝤にᑐする▱㆑とែ度を育むࡇとがでࡁるࠋ 
㹠 ᤵ業実㊶にࡼりㄪた情報を࣡ࣃー࣏ントや࣡ー࡞ࢻに⡆₩にࡲとめ、効果的にఏ࠼る力を高めるࡇ

とがでࡁるࠋ 
㹡 ࣀーࣝ࣋賞ཷ賞者や大学教ᤵのㅮ₇࡞を⫈ㅮするࡇとで科学や㜵⅏に㛵するព㆑を向上ࡏࡉるࡇとが

でࡁるࠋ 
（３）実㊶と成果 
㹟 学⩦ィ画 
ア 科目ྡ 情報・科学コンピテンシー 

 ༢数 ２༢ 

 学⩦、発⾲、ㅮ₇の⫈ㅮᙧ ែ ㅮ⩏、ㄪ ࢘

 とෆᐜ࣐テー ࢚

㸺ㅮ⩏、ㄪ学⩦、発⾲㸼 
・「⮬ᕫ⤂」のస成・発⾲・┦評価 

 ントの基本᧯సと技術࣏ー࣡ࣃ・・・・
・情報セキュリテーとࢳࢿケࢵトに࡚࠸ࡘ 

・・・・ᗙ学とンࢱーࢵࢿト 
・情報に㛵するᶒ（ⴭసᶒ）に࡚࠸ࡘ・・・・・・・・ᗙ学とンࢱーࢵࢿト 
・「࣡ーࢻ」にࡼるᩥ書స成・・・・・・・・・࣡ーࢻの基本᧯స 
・アカࢹミࢵクスキࣝアࢵプ①「⫋業」と「大学・学部・学科」ㄪ・・・検⣴ㅮᗙ 
・アカࢹミࢵクスキࣝアࢵプ②「⅏ᐖと㜵⅏」のㄪ学⩦・発⾲・┦評価・・・「⮬↛⅏ᐖ」 
・アカࢹミࢵクスキࣝアࢵプ③࣏スࢱー化・・・⮬↛⅏ᐖのスラ１ࡽࢻᯛの࣏スࢱーをస成するࠋ 
・アカࢹミࢵクスキࣝアࢵプ④英語∧࣏スࢱーస成・・・⮬↛⅏ᐖの࣏スࢱーを英語でస成するࠋ 
 （分ᯒࢱーࢹたࡏࢃྜࡳฎ理と」数の㛵数を組ࢱーࢹ㛵数を用した）①るฎ理ࡼに「クセ࢚ࣝ」・
 ↷参ࢱーࢹẼ㇟ᗇや⥲務┬の・・・・・・（స成ࣇグラ）②るฎ理ࡼに「クセ࢚ࣝ」・
・ケーススࢹࢱ 情報ࣔラࣝ の☜ㄆ・・・・・・・・ᗙ学（᭱㏆の事ࡼり） 
・３年生⃭ບ࣏スࢱーไస・・・⃭ບ会にྜ１࡚ࡏࢃ年生がᛂ࣓ࢵセージを３年ᗯୗにᥖ♧ 
 ࠋとめるࡲをࡳస成・・・１年間の高校生活をり㏉り、⮬分の取り組࢜リ࢛ࣇート࣏・
・情報社会探究・・・ニュースやฟ᮶事に࡚࠸ࡘㄪ࣏、スࢱーをస成しグࣝープෆで発⾲するࠋ 

㸺ㅮ₇会㸼 
㜵⅏ㅮヰ（３᭶３᪥） 

『2019 年 6᭶ 18 ᪥山ᙧ┴Ἀの地㟈ࡣ本␒の大地㟈ࡗࡔたの㸽Ѹṇし࡚ࡗ▱ࡃṇしࡃᜍࢀるѸ』 

ㅮᖌ㸸鶴ᒸᕤ業高等ᑓ㛛学校 ⃝ ⚈ 教ᤵ 

㹠 用教材 
ア 教科書「ぢ࡚ࢃる社会と情報」（᪥本ᩥ教ฟ∧） 
ࢹࢱ副教材①「ケースス  Ver12 情報ࣔラࣝ」（➨一学⩦社） 
 （∧᪥本ᩥ教ฟ）「ートࣀ情報の」②副教材 ࢘
 ㅮ₇に㛵するプリント（ㅮ₇に㓄ᕸ） ࢚

 【ーⓎ⾲の様子ࢱࢫ࣏】
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㹡 評価の方法とほⅬ 
 ほⅬە

ア 㛵ᚰ・ពḧ・ែ度 ᤵ業にᑐする取り組ࡳලྜを㹊㹊教室の࣐ナーと評価する 
 ࠋるࡏࡉ検証のᚲせᛶを理ゎ࡞科学的、ࡏࡉ࠼⪄௬ㄝをࡣᛮ⪃   発⾲に࡞科学的 
 加ᕤするࡃりやすーを࿘ᅖに分ࢱス࣏・ࢻゝ語活動と技能  課㢟のไస≀やスラ ࢘
 る▱㆑の☜ㄆࡼーテストにࣃー࣌     ㆑理ゎ▱ ࢚

 評価方法ە
ア ⮬ᕫ評価 ㄪ学⩦のプࣞゼンࡣไస≀と発⾲にᑐし࡚⮬ᕫ評価を⾜࠸後に活す 
 㠃を評価する࠸の良ࢻ発⾲やスラ、࡚࠸⪺評価 発⾲者のプࣞゼンを┦ 
 すࡃ࡞る೫りをࡼる⤯ᑐ評価 科会㆟の中で評価つ‽を明☜にし、クラスにࡼ教ᖌに ࢘
 り▱㆑理ゎ度を るࡼコン入力⤖果をྠ一基‽での᥇Ⅼにࢯࣃ ࢚
 ート࣏ࢧとでᒚ修と⩦ᚓをࡇḞᖍ者へのᑐᛂ（సရไస間┦ㄯや技術ᨭ）をする ࢜

㹢 ௬ㄝの検証 
・㹟にࡣ࡚࠸ࡘ情報の㞟、ฎ理に࡚࠸ࡘの能力を高めるࡇとに࡚ࡗࡼ、アプリケーションࣇࢯトの᧯స技

能を高めるࡇとがでࡁたࡲࠋた、᪂た࡞問が生ࡌたとࡣࡁンࢱーࢵࢿトを活用し࡚、༶に課㢟をゎ

Ỵするࡇとがでࡁたࡽࡉࠋにಶே情報の流ฟにࡣៅ㔜に࡞るととࡶにࢵࢿト上のࢳ࢚ケࢵトや࣐ナーにᑐ

するព㆑を高め、情報社会の中で法ᚊとの㛵ࢃりの中で生࠸࡚ࡁる⌧実を理ゎするࡇとがでࡁたࠋ 

・㹠にࡣ࡚࠸ࡘㄪた情報を࣡ࣃー࣏ントに⡆₩にࡲとめるࡇとに࡚ࡗࡼ、効果的に⮬分の⪃࠼を┦ᡭに

ఏ࠼る力が高ࡗࡲたࠋプࣞゼンテーションࡣアニ࣓ーション効果を㥑したスラࢻをస成し࡚発⾲࣏ࠋ

スࢱーセࢵションの発⾲のために࣏ࡣスࢱーをไసしせⅬをࡲとめ࡚ヰをする⤒験を✚むࡇとでࡼり効

果的࡞アピーࣝがでࡁる࠺ࡼにࡗ࡞たࡲࠋたேの発⾲にࡣ๓向ࡁに⪺ࡃែ度が育ࡕ、▱㆑の共有が図ࡽ

 ࠋたࢀࡽࡳࡶのሙでゎỴするために✚ᴟ的に㉁問をし࡚㆟ㄽをする生徒ࡑࡽたࡌ問をឤ、ࢀ

・㹡にࡣ࡚࠸ࡘ鶴ᒸᕤ業高等ᑓ㛛学校 ⃝⚈ 教ᤵࡼり２㸮１㸷年㸴᭶に㉳ࡁたᗉෆ地方での大࡞ࡁ地㟈

に࡚࠸ࡘㅮ₇を࠸た࠸ࡔたࠋ後ྠࡶ⛬度の地㟈が㉳ࡇるྍ能ᛶに࡚࠸ࡘ学ࡧ、⮬↛⅏ᐖに࡚࠸ࡘ

の理ゎを深めたࠋ 

（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
「情報コンピテンシー」でࡣ情報がỏ℃する⌧ᅾの社会で生ࡃ࠸࡚ࡁために、情報ࣔラࣝをᏲり、端ᮎ機器

を活用し࡚課㢟ゎỴのための情報㞟と加ᕤ・発信がでࡁる⎔ቃ㐺ᛂ能力が高ࡲる࡞࠺ࡼ「ุ᩿力の育成と

活用能力の向上」を目指し、ேをᛮ࠸やるࡇとのでࡁる生徒を育成したࡲࠋ࠸た᭱㏆のＳ㹌Ｓへの㐺ษ

 ࠋ࠸たࡁ࠸にし࡚࠺ࡼ࠸࡞ࡉࡇ㉳ࡽ⮬動を問㢟どし⾜࡞࠺ࡼのࡑ、࡚࠸ࡘ動画ᥖ㍕のከ発に࡞
「科学コンピテンシー」でࡣ科学分野の発展のṔྐを学⩦し、基礎研究の㔜せࡉを理ゎすると共にᛂ用研究

のỗ用ᛶをീ・創సでࡁる取組の中で、科学的࡞どⅬに基࡙ࢹ࡚࠸ーࢱの分ᯒや検証、⪃ᐹがでࡁる能力

を㣴࠸たࡲࠋ࠸た、㜵⅏とῶ⅏のほⅬࡽ理の社会を科学的に⾲⌧する能力を高めࡽ⮬、࡚ࡏࡉのと社

会をᏲるࡇとがでࡁるே間を育成したࠋ࠸ 
 
㹀㸫շ 㹇㹁㹒ᶵჾࢆά⏝ࡿࡍ⬟ຊࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊーࣥࣙࢩ⬟ຊの⫱ᡂ 

（１）目ᶆ 
教員ഃの各教科ᤵ業ෆでのＩＣＴの効果的࡞活用方法の開発と実㊶、ࡲた、情報機器を活用したࡼり効果的

理数教育の研究開発、生徒ഃの発⾲活動や探究活動「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」におけるプ࡞

ࣞゼンテーション活動の充実を図るࡽࢀࡇࠋの取り組ࡳを㏻࡚ࡌ、生徒全員がＩＣＴ技術を一㏻り⩦ᚓし、

プࣞゼン力やコミュニケーション力を⋓ᚓし、⮬ᕫ⾲⌧の⣲㣴が一ᒙ高め࡞とで、高度ࡇるࡌの活用に㏻ࡑ

コミュニケーション能力を㌟にけた『ே㈈』の育࠸ための㉁の高ࡃ࠸࡚ࡆ国ෆ外に発信し交流を広、ࢀࡽ

成に⧅ࡆるࡇとを目指すࠋ 
（２）௬ㄝ 

㹟 教員がＩＣＴを効果的に活用するࡇとで生徒の理ゎが深ࡲるととࡶに、ᤵ業ෆでの間㓄分の効⋡化にࡼ

り、ࡁめ⣽や࡞指導にࡇࡃ࠸࡚ࡆ࡞ࡘとがでࡁるࠋ 
㹠 探究活動に情報機器を活用するࡇとで生徒の機器の活用能力の向上、プࣞゼンテーション能力をྵむコミ

ュニケーション能力の向上を図るࡇとがでࡁるࠋ 
㹡 情報機器をィ ・分ᯒに活用するࡇとで生徒の探究活動のᖜや㉁の向上、科学にᑐする探究ᚰを高めるࡇ

とがでࡁるࠋ 
（３）実㊶と成果 

㹟 各教科のᤵ業にお࡚࠸ＩＣＴ機器を活用するࡇとで、事㇟をどぬ的にᤊ࠼、理ゎを深めるࡇとがで࠸࡚ࡁ

るࡲࠋた、教員が学⩦ෆᐜを㹎Ｃのプࣞゼンテーション機能を用࡚࠸スクリーンにᢞᙳし、ㄝ明するࡇと

に࡚ࡗࡼ、ㄝ明間が▷⦰ࢀࡉるሙ㠃をసるࡇとがฟ᮶たࡑࠋの分、生徒が主体と࡚ࡗ࡞取り組む間や
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探究する間が☜ಖࢀࡉたࡇとࢇࢁࡕࡶࡣ、ᮘ間指導をᑀに⾜ࡁ、࠸め⣽や࡞指導するࡇとࡶでࡁたࠋ

ＩＣＴ機器を用、ࢀࡉ㊶実ࡶト端ᮎを用するᤵ業ࢵࣞࣈࢱとりがࡦ生徒一ே、ࡃ࡞けでࡔに、教員ࡽࡉ

 ࠋる࠸࡚ࡗ࡞る一助とࡏࡉとが、学⩦を拡大深化ࡇる࠸
 㹠  ᪥ᖖのᤵ業の中でࡶ、生徒がࣀートやプリントに書࠸たゎ⟅を書画カ࣓ラ・ࢵࣞࣈࢱト端ᮎのカ࣓ラ機能

を活用しスクリーンや大ᆺテࣞࣅにᫎしฟし、生徒⮬㌟が⮬分のゝⴥでㄝ明する࡞࠺ࡼ取り組ࡳがࢀࡉ࡞

の統ࢱーࢹーస成、実験ࢱス࣏情報機器が先⾜研究のㄪᰝや、ࡣに、探究活動「鶴南ゼミ」で≉ࠋる࠸࡚

ィ分ᯒ、１年ḟの࣋ࢹートのテー࣐に࡚࠸ࡘのㄪ学⩦࡞に有効に࠸࡚ࢀࢃるࠋ≉に、２年ḟの࣏

スࢱーセࢵションにお࣏、ࡣ࡚࠸スࢱー・発⾲原✏・参⪃㈨ᩱ࡞を‽ഛし、⮬分達の研究が理ゎし࡚ࡶ

たプࣞࢀࢃ学校生活を㏻し࡚㣴ࠋた࠸࡚ࢀࡉ動画を流す等のᕤ夫が࡚࠸ト端ᮎを用ࢵࣞࣈࢱに࠺ࡼる࠼ࡽ

ゼンテーション能力を活し、参加者ࡽの㉁問へのཷけ⟅ࡶ࠼㐺ษでࡗ࠶たࠋ 
㹡 「鶴南ゼミ（探究）」でࢹ、ࡣーࢱにᑐし࡚ᅇᖐ分ᯒや㹲検ᐃ࡚࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡶ、情報機器ࡣィ ・分ᯒに

有効活用࠸࡚ࢀࡉるࡲࠋた、各✀ᩥ⊩・ㄽᩥの検⣴ࢇ┒ࡶに⾜ࢀࢃたࡽࢀࡇࠋのࡇとにࡼり、ㄝᚓ力の࠶

る研究発⾲が࠸࡚ࢀࡉ࡞たࠋ 
 （㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
 ・㹊㹊‽ഛ室のᮘ・᳔子をྍ動ᘧの≀に入࠼᭰ࢀするࡇとにࡼり、用方法のᕤ夫を図りたࠋ࠸ 
・プロジェクࢱーをᖖ設⨨し࡚࠶る教室を‽ഛし、ࡼりᡭ㍍に㹎Ｃやࢵࣞࣈࢱト端ᮎを用࠸たᤵ業展開がで

 ࠋ࠸る⎔ቃをᩚഛしたࡁ
・ＩＣＴを活用するࡇとでどぬ的࡞理ゎを深めるࡔけでࡃ࡞、ㄝ明間を▷⦰し、グࣝープ活動の間や生徒

の発⾲間を☜ಖするࡇとで、コミュニケーション能力のఙ長を図りたࠋ࠸ 
 
㹀㸫ո ⱥㄒຊのྥୖᾏእの㧗➼ᩍ⫱ᰯのὶࠊ㐃ᦠࢆᣑ 

（１）目ᶆ 
⾲、に、ᛮ⪃力ࡶとと࠺るㄞゎ力を㣴ࡁとがでࡇ分野のㄽᩥや㈨ᩱを英語でㄞむ࡞にᚲせ࣐の探究テーࡽ⮬

⌧力の育成ࡶ図るࡲࠋた、海外の高校生との交流にᚲせ࡞英語にࡼるコミュニケーション能力を㌟にࡘけ、

交流を㏻し࡚国際的࡞ど野を㌟にࡘけるࠋ

（２）௬ㄝ 
㹟 ከᵝ࡞英語⾲⌧活動にࡼり英語用の間を充実ࡏࡉるࡇとで、⥲ྜ的࡞英語の能力が向上し、英語をࢶ

ーࣝとし࡚࠼る力が㌟にࠋࡃࡘ 
㹠 ⮬ᕫの探究テー࣐に㛵する英語のᩥ⊩をㄞࡔࢇり、英語でࡲとめたり、発⾲したりするࡇとで、英語力と

とࡶにプࣞゼンテーション能力ࡶ向上ࡏࡉるࡇとがでࡁるࠋ 
㹡 海外の高校生と実際に交流するࡇとで英語のᚲせᛶをࡼりᙉࡃ実ឤするࡇとがでࡁるࡲࠋた、国や地ᇦに

ࢀࡉど野が㔊成࡞り、国際的࡞す機会と┤࠼⪄࡚࠸ࡘとྠに、᪥本にࡃにẼ࡙࠸方の㐪࠼⪄るᩥ化やࡼ

るࠋ 
（３）実㊶と成果 
㹟 入学ࡽ指導ィ画にἢ࡚ࡗ英語のᤵ業を進め࡚ࡁたࠋ学⩦指導せ㡿の「ᅄ技能（五㡿ᇦ）のゝ語活動の

統ྜをࡣり、発信力を向上ࡏࡉるࡇと」をព㆑し、実際に英語を用ࡏࡉる機会をከࡃ設ᐃし࡚࠸るࠋ

ཪ、᪂学⩦指導せ㡿で㔜どࢀࡉる͆発⾲͇と͆やりとり͇に㛵する活動を、ᤵ業に取り入࡚ࢀ指導し࡚ࡁ

たࠋ 
 ࠒ指導方法と生徒の活動࡞ල体的ࠑ 
 ࠋ࠺⾜基本的に英語でࡣ♧ᤵ業の指ۑ 
ア࣡ーク・グࣝープ࣡ークでのពぢ交࣌）ࠋる活動をᤵ業に設ᐃするࡏࡉ生徒が英語の五㡿ᇦの力を向上ۑ 

・発⾲と㉁ᛂ⟅、࢛ࣇࣃー࣐ンステストでのプࣞゼンテーションや▷࠸スピーࢳ等ࢀࡑ（ࠋに࡚ࡗࡼ

Fluency（㔞・流ᬸࡉ）ࡽ Accuracy（ṇ☜ࡉ）へのព㆑けをᚎࠎにし࡚ࠋࡃ࠸ 
ࡣᤵ業でࠐ  Input ࡽ Output への流ࢀを㔜どするࠋOutput と࠺࠸目的のⅭに Input 活動をするព㆑をᣢ

たࡏるࠋ 
 、ࡏ⪺ࡃࡼた活動（ᴫせᢕᥱ、せ⣙、㡢ㄞ）、クラス࣓ートのヰをࡗInput㸸ᴫせэヲ⣽理ゎへ、目的をᣢࠐ 

 ࠋるࡏࡉけࡘ理ゎする⩦័（やりとり）をࡃࡼりࡼにᑐし࡚㉁問し࡚、ෆᐜをࢀࡑ
せ⣙した、࡚࠸ࡘのにࡶたりした࠸⪺りࡔࢇཪ、ㄞࠋるࡏࡉ⌧⾲ࢇࢇ㔞をඃ先し࡚ࡣࡎࡲOutput㸸ࠐ 

りពぢを発信する機会を㢖⦾に࠼るⅭの小࡞ࡉ発信活動を継続的に実㊶するࠋ 
スコアᖹᆒⅬ（㸲技能ࣝࢱGTEC㸸トーࠑ  Official）の᥎⛣ࠒ 
 １年１２᭶ 792.0 э ２年１２᭶ 878.2ࠐ

㹠 本校の探究活動「鶴南ゼミ」（１༢）の研究ෆᐜを、ྎ‴のᘓ国高⣭中学で交流┦ᡭに英語でఏ࠼るࡇ

とࡶど野に入࡚ࢀ取り組２ࠋࡔࢇ学ᮇのᤵ業で２、ࡣ年生全員が⮬分の研究のせ⣙を英語でస成し、2 学

ᮇの࢛ࣇࣃー࣐ンステストの中でプࣞゼンテーションを⾜ࡗ࡞たྎࠋ ‴で発⾲する生徒にᑐし࡚ࡣ、ゼミ 

2�



担当教員の༠力のୗ、Ａ㹊Ｔや英語科教員が発⾲原✏やスラ

とࣝࢧーࣁཪ、本␒のリࠋ方の指導をしたࡳク、ㄞࢵェࢳのࢻ

し࡚、ᤵ業で１・２年生に向け࡚プࣞゼンテーションを⾜࠸࡞、

１年生にᑐし࡚のព㆑けの一助とࡗ࡞たࠋ 
  「鶴南ゼミ英語」の生徒２ࡣグࣝープ（小学校での英語教育⌜、

国際⌜）に分ࢀࡒࢀࡑ࡚ࢀ活動を英語で⾜ࡗたࠋ教育⌜ࡣ、

小学校でඣ❺に英語でのᤵ業を実㊶し、ࡑの成果と課㢟を発⾲

にࡆ࡞ࡘたࠋ国際⌜ࡣ、ＣＢＳ（Columbia Business School ）
主ദのセミナーに参加し、参加者（大学生、社会ே、カࢱーࣝ

࠸ࡘのពぢ交や改善⟇に࡚࠸ࡘの␃学生）と社会問㢟にࡽ

࡚英語でヰしྜ࠸をし、ཪ、山ᙧ大学へのンࢿࢻシアࡽの

␃学生とࡶ英語での情報交を実施したࡽࡉࠋに、ゼミ全員で

１２᭶に「ࢯラ」で地元の子౪たࡕをᑐ㇟とし࡚、英語をࡇ࠺とをᴦしむ活動（英語のḷにྜࡏࢃた

ダンスやࢤーム等）を実施し、地元との࡞ࡘがりを深めたࠋ 
㹡 進路研修で交流し࡚࠸るྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学の生徒３㸲ྡと教員２ྡが㸲᭶１㸴᪥に᮶校したࠋᅇの

᮶校ࡣᖹ成２㸷年௨᮶２度目で、Ḽ㏄⾜事等の企画運営２ࡣ年生が⾜ࡗ࡞たྎࠋ‴の高校生１ேにᑐし࡚

２年生数ྡをり࡚࡚࠶グࣝープをసり、英語にࡼる交流や鶴ᒸබᅬでのⰼぢをᴦし１１ࠋࡔࢇ᭶の進路

研修でࡣ、度２ࡽࡽࡕࡇࡣ学年１㸷㸵ྡでྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学を訪ࢀ、交流したࠋᅇࡣጜጒ校⥾

⤖の⣙ᐃを取り交ࢃしたࡲࠋた、英語にࡼる研究発⾲でࡣ、間のไ⣙のⅭ、㉁ᛂ⟅の間が取࡞ࢀ

けた生徒ࡘり、⮬信を࠶の生徒と英語でのやりとりが‴ྎࡣののሙ㠃でࡑ、たがࡗ࠶ࡣたのがṧᛕでࡗ

り、ど野が広がり、⮬国や地ࡲの交流を㏻し࡚、┦ᡭの国のゝⴥ、ᩥ化への⯆㛵ᚰが深ࡽࢀࡇࠋた࠸ࡶ

元への㛵ᚰࡶ深ࡗࡲたࠋ 
 ᕷ❧ᘓ国高⣭中学での発⾲活動ྎࠐ 
   ᮇ᪥㸸௧元年１１᭶㸵᪥ 

訪問校㸸ྎᕷ❧ᘓ国高⣭中学 
ෆᐜ㸸全体Ḽ㏄会、探究活動発⾲会、࣌アにࡼる交流等 
用ゝ語㸸英語 

 ࠒ࣐での発⾲テー‴ྎࠑ
1, Making a Smartphone Case based on Biomimetics 
2, Growing Flowers using LED Light 
3, Paper Glider 
4, Long-time Seller SNACKS 
5, MESSAGE from TEZUKA OSAMU in BLACK JACK 
6, How to Jump Higher 

（㸲）ྎ‴との交流に࡚࠸ࡘのḟ年度へ向けた課㢟 
   年度ࡶ๓年にೌ࡚ࡗ英語科௨外の先生が進路研修主担当と࡚ࡗ࡞全体の‽ഛを進めたⅭ、ᘓ国高⣭中学と

の交流ࡶスムーࢬにࡁ࠸、英語科が生徒の研究発⾲の指導にᑓᛕでࡁたࠋ後ࡽࡉࡣにᙺ分担やෆᐜのぢ

┤しをすると、ࡽࡉにスムーࢬにࡶࡃ࠸のとᛮࢀࢃるࡲࠋた、発⾲にࡣ࡚࠸ࡘ、用でࡁるሙᡤのไ⣙のⅭ、

本数が㝈ᐃࢀࡉたが、᮶年度ࡣ発⾲数や方法に࡚࠸ࡘ（࣏スࢱーセࢵションを取り入ࢀる࡞）、ከࡃの生

徒が主体的に参加でࡁる࡞࠺ࡼᙧに࡞る࠺ࡼ検ウがᚲせで࠶るࠋ年度ࡣጜጒ校ᥦ携を交ࢃしたࡇと࠶ࡶり、

後の࡞ࡽࡉる活発࡞活動（共㏻テー࣐での共ྠ研究э情報㏻信機器等でのやり取りэ発⾲、交␃学生ὴ

㐵等）を充実ࡏࡉるࡇとがồめ࠸࡚ࢀࡽるࠋ 
 

【ྎ‴の⏕ᚐ㭯ᒸ࡛ὶࡁࡓࡋの様子】 

【ྎ‴࡛◊✲ὶࡿ࠸࡚ࡋࢆ様子】 

【ጜጒᰯ⥾⤖】 
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㹁 ⌮ᩘయ㦂ᐇのࡵࡓの࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨࡿࡼᗈ࠸ど㔝ࢆᣢࡓࡗ⌮ᩘ⣔ே㈈ࢆ⫱ᡂࡿࡍ◊✲ 

ᴗ࣭⮬యの㐃ᦠࢆᙉࣜࣕ࢟ࡓࡋᩍ⫱ࡸᑠ࣭୰࣭㧗のྛⓎ㐩ẁ㝵࠸ࡋࢃࡉࡩ⌮ᩘయ㦂ࢆ㔜ࡿࡡᶵ

ࢆタࡿࡅ୰᰾ᣐⅬࠊ࡚ࡋ⏕ᚐ࣭⫋ဨのὶのᶵࢆタࠊ࡛ࡇࡿࡅᑗ᮶の⫋ᴗほࠊᆅᇦの≉Ⰽのࡿ࠶⮬

 ࠋࡿࡁᡂ࡛⫱ࢆඣ❺࣭⏕ᚐࡘᣢࢆ࣭㛵ᚰ⯆➼⾡Ꮫᢏ⛉ࠊᴗ⏘ࡸ↛

㹁㸫չ 㭯༡࣒ࣛࢢࣟࣉࣜࣕ࢟の◊✲㛤Ⓨ 

（１）目ᶆ 
生⏘・科学技術でඃࢀた実㊶や技能をᣢࡘ地元ඃ良企業をᣍ⪸し、各企業のㄝ明を⪺ࡇࡃとに࡚ࡗࡼ、地元

にᑐし࡚のりを㣴࠺ととࡶに⮬分達ࡣ地元をᨭ࠼る大ษ࡞ᙺが࠶るࡇとを理ゎࡏࡉるࠋ大学の先の社会

をぢᤣ࠼るࡇとで、ࡼり✚ᴟ的に大学での学⩦に取り組ࡳ、༞業後の社会への⛣⾜をスムーࢬに実⌧でࡁる

力を㌟にけࡏࡉるࡲࠋた、㉳業のㄝ明を⪺ࡇࡃとで᪂つ事業を᥀り㉳ࡇし、地ᇦ活ᛶに㈉⊩でࡁるே㈈の

育成を目指すࠋ 

（２）௬ㄝ 
㹟 地ᇦで活㌍し࡚࠸る企業ࡽල体的࡞事のෆᐜをヰし࡚㡬ࡇࡃとにࡼりࡑの事のやりが࠸やⱞປを

ᑡしでࡶ理ゎし、ᑗ᮶⮬分の㑅ࡔࢇ事にりをᣢ࡚ࡗ取り組ࡳ、地ᇦ社会に㈉⊩でࡁるே㈈を育成する

 ࠋるࡁとがでࡇ
㹠 ࡇのプログラムを㏻し࡚、ᑗ᮶にᑐする展ᮃをᣢࡕ、進路Ỵᐃや大学進学の動機けとするࡇとがでࡁるࠋ 
㹡 ㉳業のㄝ明を⪺࡚࠸、アントࣞプࣞナーシࢵプの㔜せᛶを理ゎするࡇとがでࡁるࠋ 

（３）実㊶と成果 
࠙実施ணᐃෆᐜࠚ 

ᮇ᪥ ௧元年㸴᭶２㸮᪥（木） 
ᑐ㇟ １学年生徒２㸮１ྡ ３学年生徒１㸷㸵ྡ 
ෆᐜ ① 全体ㅮ₇「地ᇦ活ᛶ化のためにᗉෆで㉳業するព⩏」 

ㅮᖌ ᮾබ┈ᩥ科大学 地ᇦ⤒営⣔⤒営コース ᖹᑿ清 教ᤵ 
ㅮᖌ ྜྠ会社 work life shift ఀ藤㯞⾰子 Ặ 
ෆᐜ ᖹᑿ教ᤵࡣࡽ、アントࣞプࣞナー（㉳業ᐙ⢭⚄）のᚲせᛶのㅮヰఀࠋ藤Ặࡣࡽ 
Ｉࢱーンで鶴ᒸに᮶た理⏤、ࡲた、⮬ࡽ会社を❧ࡕ上ࡆた⤒⦋等に࡚࠸ࡘのヰࠋ 

② 企業ㄝ明会 
参加企業２㸮社  各社１ᅇ１㸮分⛬度�３ᅇ  一ேの生徒ྜࡣィ３社のㄝ明をཷけるࠋ 

上グのෆᐜで実施するணᐃࡗࡔたが、㸴᭶１㸶᪥に発生した山ᙧ┴Ἀ地㟈のために中Ṇとࡗ࡞たࠋ 
 ࠋたࢀࡉの௦᭰とし࡚௨ୗの事業が実施ࡑ  

࠙実施ෆᐜࠚ 
ᮇ᪥ ௧２年１᭶１㸴᪥（木）１１:㸳㸮㹼１２:㸲㸳 
ᑐ㇟ １学年生徒２㸮㸮ྡ 
ෆᐜ 全体ㅮ₇「地ᇦ活ᛶ化のためにᗉෆで㉳業するព⩏」 

ㅮᖌ ྜྠ会社 work life shift ఀ藤㯞⾰子 Ặ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 

年度ࡣ地㟈のために実施でࡗ࡞ࡁたがḟ年度ࡣணᐃ㏻り⾜ࡇ࠺とで、地元企業にᑐする生徒の理ゎを深

めࡏࡉ、⮬分⮬㌟のᑗ᮶の生ࡁ方に࡚࠸ࡘ生徒が⪃࠼る機会をసるࠋ 
 
㹁㸫պ ᑠ୰Ꮫᰯ࡛の⌮ᩘయ㦂ᐇ㧗➼Ꮫᰯ㛫࡛の⌮ᩘయ㦂ࢆඹ᭷ࡵࡓࡿࡍの◊✲㸦ᡂᯝのබ⾲࣭ᬑཬ㸧 

（１）目ᶆ 
一᪥体験入学で中学生をᑐ㇟とした実験や体験ᤵ業の実施、探究活動の発⾲、ࡽࡉに小学校を訪問し、本校

生徒にࡼるᤵ業実㊶、ࡑのにࡶ小中学生や一⯡ᕷẸをᑐ㇟とした࣋ントへの参加等を㏻࡚ࡌ⮬分達の取

組を深化発展ࡏࡉるととࡶに、本校での実㊶を広ࡃ࿘▱、ᬑཬし࡚ࡇࡃ࠸とを目指すࡲࠋた、㏆㞄の学校と

のࢵࢿト࣡ークを本校が中ᚰと࡚ࡗ࡞ᵓ築し、生徒間の交流や༠ാ体験の充実、教員間の交流や、学校のᣢ

 ࠋる࠼とで、地ᇦ全体の科学的⣲㣴の㔊成をᨭࡇの共有を図る࢘ࣁ࢘ࣀࡘ
（２）௬ㄝ 
㹟 探究活動にお࡚࠸実㊶したෆᐜを小中学生や一⯡ᕷẸをᑐ㇟とし࡚発⾲するࡇとにࡼり、探究活動ෆᐜの

深化発展を図るࡇとがでࡁるࠋ 
㹠 探究活動にお࡚࠸実㊶したෆᐜを小中学生や一⯡ᕷẸをᑐ㇟とし࡚発⾲するࡇとにࡼり、本校での実㊶を

地ᇦに広ࡃ࿘▱、ᬑཬし࡚ࡇࡃ࠸とがでࡁるࠋ 
㹡 ㏆㞄の学校とのࢵࢿト࣡ークをᙉᅛにし、生徒間の交流や༠ാ体験の充実、教員間の交流や、学校のᣢࡘ

 ࠋるࡁとがでࡇࡃ࠸࡚ࡆ࡞ࡘとで、地ᇦ全体の科学的⣲㣴の㔊成にࡇの共有を図る࢘ࣁ࢘ࣀ
 

2�



（３）実㊶と成果 
㹟 実㊶ෆᐜ 
㸿 ⏣ᕝᆅ༊୰Ꮫᰯ㛗࣭㧗➼Ꮫᰯ㛗㆟㸦㸴᭶㸲᪥㸧࡛のᮏᰯのྲྀ⤌の⤂ 

   田川地༊の中学校長１㸲ྡと高等学校長１㸮ྡが一ᇽに会する校長会㆟が本校を会ሙにし࡚⾜ࢀࢃたࠋ

鶴南ゼミのᵝ子のぢ学の後に本校のＳＳＨの取り組ࡳෆᐜの⤂を⾜ࡗたࠋ 
㹀 ୰Ꮫ⏕ᑐ㇟のᮏᰯ୍᪥య㦂ධᏛ㸦㸵᭶㸱㸯᪥㸧ྲྀࡿࡅ࠾⤌ 

・本校教員にࡼる体験ᤵ業（実験をྵむ）の実施ࠋ 
参加者に事๓にᕼᮃを取り、１１のコースに分࡚ࢀ実施したࠋ 

・本校生徒（地ᇦ活ᛶ化ゼミᡤᒓ㸸テー࣐「ࡉ࠶がおのⰍをኚ࠺ࡼ࠼」）にࡼる体験ᤵ業の実施ࠋ 
参加者に事๓にᕼᮃを取り、１１のコースに分࡚ࢀ実施したࡕ࠺の１ࡘのコースࠋ 
中学３年生３㸵ྡへの実験ࠋ 

・参加者（ಖㆤ者ྵࡶむ）全員をᑐ㇟とし࡚、３年安野ࡳ࡞࡞、佐藤ள美、佐藤ャ美、佐藤の、㇏原

᭸ె（年度の鶴南ゼミ全体発⾲会ステージ発⾲グࣝープ）にࡼるステージ発⾲「ᗫࢀた㥐๓を高校生

がᩆ࠺㸽㸟」のᢨ㟢ࠋ 
  㹁 ௧ඖᖺᗘࢫーࣃーࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧーࣝ⏕ᚐ◊✲Ⓨ⾲㸦㸶᭶㸵᪥࣭㸶᪥ ⚄ᡞᕷ㸧のཧຍ 

 「分け࡚生理活ᛶ≀㉁を✚するࡁ⪺㡢をࡣ大᰿ࣞ࣡カ」⾲ー発ࢱス࣏

発⾲者 ３年 ᒾᇛ᭸ᕼ、佐藤ᫀ⣖ ２年 㯮ἑ❧ு 

㹂 ᮏᰯ⏕ᚐࡿࡼᑠ୰Ꮫᰯ࡛のᤵᴗᐇ㊶ 

本校生徒３ྡ（英語ゼミᡤᒓ㸸テー࣐「Let's enjoy using English and get better!」）にࡼる小学校での

ᤵ業実㊶ࠋ 
鶴ᒸᕷ❧ᮅᬰ➨三小学校に࡚㸵᭶㸲᪥、１㸮᭶１᪥、１１᭶２㸴᪥に実施したࠋⰍやឤ情、⮬ᕫ⾲⌧を

テー࣐にした英語⾲⌧活動を実㊶し、実㊶の、学年主任・担任・学⩦ᨭ員と一⥴に英語教育やᤵ業

に࡚࠸ࡘヰしྜ࠺機会を設けたࠋ㉁問ࡶ✚ᴟ的に⾜ࡲ、࠸たከࡃの助ゝをᚓるࡇとࡶでࡁ、ゼミ活動に

大࡞ࡁ効果がࡗ࠶たࠋ 
㹃 ᮏᰯ⏕ᚐࡿࡼᑠᏛ⏕ᑐ㇟の⌮⛉࣭ⱥㄒάືのᐇ㊶ 

   ・本校生徒１㸮ྡ（英語ゼミᡤᒓ㸶ྡ、地ᇦ活ᛶ化ゼミᡤᒓ２ྡ）が１２᭶１᪥に鶴ᒸᕷキࢻࢬࢵームࢯ

ラで小学生ᑐ㇟にスラムసり体験、クリス࣐スをテー࣐とした英語活動を⾜ࡗたࠋ 
   ・本校生徒㸳ྡ（地ᇦ活ᛶ化ゼミᡤᒓ㸳ྡ）が１᭶１㸷᪥に鶴ᒸᕷキࢻࢬࢵームࢯラでの「科学࣡ーク

ショࢵプ」にお࡚࠸、小学生ᑐ㇟にࣂス࣎ムロケࢵトไసを⾜ࡗたࠋ 
  㹄 ᮾᱜᏛ㤋㹑㹑㹆ㄢ㢟◊✲ࠕᮍ᮶㐀ࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖ୰㛫Ⓨ⾲㸦㸯㸮᭶㸯㸴᪥ ᮾᱜᏛ㤋㧗ᰯ㸧のཧ

ຍ 

    発⾲者㸵ྡが࣏スࢱー発⾲を⾜ࡗたࠋ 
    「⸆が効࠸࡞㸟㸽㹼⸆⪏ᛶ⳦の༴㝤ᛶに࡚࠸ࡘ㹼」 
    「Ｃ㹋に࠼るミࣝククラ࢘ンを目指し࡚」 
    の２テー࣐をฟ展したࠋ 
  㹅 ᒣᙧ┴❧㓇⏣ᮾ㧗➼Ꮫᰯㄢ㢟◊✲୰㛫Ⓨ⾲㸦㸯㸮᭶㸰㸱᪥ 㓇⏣ᮾ㧗ᰯ㸧のཧຍ 

    発⾲者㸵ྡが࣏スࢱー発⾲を⾜ࡗたࠋ 
    「動ࡃ㔠ᒓ㸟㸽㹼ࣝࢱ࣓࢜ࣂのே口➽⫗へのᛂ用㹼」 
    「㸡ࡷࡕࡔࡔ㇋と᰿⢏⳦の┦㛵ಀ」 
    「㞃ࢀຌ主⩏者㹼᭱大ከ数の᭱大ᖾ⚟㹼」 
    の３テー࣐をฟ展したࠋ 

【ᑠᏛᰯ࡛のᤵᴗᐇ㊶の様子】 【ࢻࢬࢵ࢟ー࡛ࣛࢯ࣒の⛉Ꮫᐇ㦂ᩍᐊの様子】 
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  㹆 ௧ඖᖺᗘᒣᙧ┴᥈✲ᆺᏛ⩦ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲㸦㸯㸰᭶㸰㸯᪥ ᒣᙧᕷ㸧のཧຍ 

    発⾲者２㸶ྡ（２年生徒３３ྡ、科学部生徒１１ྡ）、発⾲者のに１年生３１ྡ（理数科進学ணᐃ者）

が参加したࠋ 

    科学ᑓ㛛部の部・・・・・・・・・・２テー࣐ฟ展 

    一⯡の部、ࢳャࣞンジ発⾲の部・・・各㸳テー࣐ฟ展 

 ࠋ科学ᑓ㛛部の部でḟの賞をཷ賞したࡕ࠺のࡇ     

      ≀⌮ศ㔝 ඃ⚽㈹ ࠕ⌫య≀యの㌿ࡾࡀ㏿ᗘの◊✲ࠖ  

㸰ᖺ 㯮ἑ❧ுࠊ㸯ᖺ ༑ᔒၨኴࠊబ⸨ࠊᐩᶔᣅᾏࠊ▼ᕝリࠊ⏣ᶞ 

      ᆅᏛศ㔝 ඃⰋ㈹ ࡐ࡞ࠕ㫽ᾏᒣ㞼ࡿࡀ㞵ࡀ㝆ࡿの㸽ࠖ 

       㸰ᖺ ᚫ⏣ᮒ㡢ࠊ㸯ᖺ 㔝⃝㈼ྐࠊబ⸨ᛌᬂ୕ࠊᾆ㱟ᫍࠊᕝᮧ♸Ẏ 

  㹇 ᒣᙧ┴❧ຍⱱỈ⏘㧗➼Ꮫᰯㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲㸦㸯᭶㸰㸱᪥ ຍⱱỈ⏘㧗ᰯ㸧のཧຍ 

    本校生徒㸴ྡ（化学Ａゼミᡤᒓ㸸テー࣐「␗࡞る㨶✀での部ẖの『㹉್』の⤒᪥ኚ化に࡚࠸ࡘ」）が

 ࠋたࡗ⾜ー発⾲をࢱス࣏

  㹈 ௧ඖᖺᗘᮾᆅ༊ࢸࢽ࣑ࣗࢥࢫ࢚ࣥࢧィ◊✲ᰯⓎ⾲㸦㸯᭶㸰㸲᪥࣭㸰㸳᪥ ᮾᱜᏛ㤋㧗ᰯ㸧の 

ཧຍ 

    発⾲者１３ྡが参加したࠋ 

    口㢌発⾲「Dear ࢜リゼ ⏑࠼るࢁ࠼⏑、࡞」 
 「ࣅ࣊ケース ver.ࣖࣔリ㸤࣐࣍たス࠸クスに基࡙ࢵミ࣓テ࢜ࣂ」⾲ー発ࢱス࣏    
 「と᰿⢏⳦の┦㛵ಀ㇋ࡷࡕࡔࡔ#」⾲ー発ࢱス࣏    

    ௨上３テー࣐をฟ展したࠋ 

㹠 評価のほⅬ 

ア 㛵ᚰ・ពḧ・ែ度 

・各活動の࠸ࡽࡡをࡃࡼ理ゎし࡚ពḧ的に取り組ࢇで࠸るࠋ 
・連携と発信をព㆑し࡚主体的に取り組ࢇで࠸るࠋ 

 ⾲発     

      ・⮬分達の取り組ࡳを、⪺ࡃேにࡃࡼ理ゎでࡁる࠺ࡼに発⾲でࡁたࠋ 
   ・活動のᑐ㇟と࡞る┦ᡭにྜࡏࢃたᑐᛂをし࠺ࡼとし࡚࠸たࠋ 
㹡 ௬ㄝの検証 

  ア ௬ㄝ㹟に࡚࠸ࡘ 
 ࠋたࡁとがでࡇࡃ࠸たෆᐜ、ㄝ明方法を㐺ษに㑅ᢥし、進め࡚ࡗる┦ᡭにྜ࡞ᑐ㇟とࡶ࡚࠸の活動にお    
とࡇのࡽࢀࡇࠋたࡗ࠶ࡃ数ከࡶሙ㠃ࡃࡘとにẼがࡇる࠶どⅬが࡞ࠎやりとりを㏻し、Ⰽ࡞ࠎた、ᵝࡲ    

 ࠋる࠼とゝ࠸ṇ当ᛶが高ࡣ௬ㄝ㹟ࡽ
 ࡚࠸ࡘ௬ㄝ㹠に   
࠸ためにពḧ的に発⾲し࡚࠺ࡽࡶ࡚ࡗ▱ࡃࡼる研究ෆᐜを࠸でࢇ分達の取り組⮬、ࡶ࡚࠸の取組にお    

るᵝ子がぢࢀࡽたࠋ年度ࡣ小学校でのᤵ業実㊶にとࡗࡲたが、ࡣࢀࡇ⮬分達の探究活動の一⎔とし

ពをᣢ࡞ࡁり、大࠶ࡶ㠃࠺࠸る㠃と⮬分達の探究活動を地元小中学校に࿘▱、ᬑཬすると࠸࡚ࡗ⾜࡚

 ࠋる࠼とゝ࠸ṇ当ᛶが高ࡣ௬ㄝ㹠ࡽとࡇのࡽࢀࡇࠋる࠸とを実ឤし࡚ࡇる࠶取組でࡘ
 ࡚࠸ࡘ௬ㄝ㹡に ࢘  
    㸶᭶の全国のＳＳＨ校との交流、１２᭶の山ᙧ┴ෆ各校との交流、１᭶のᮾ地༊ෆＳＳＨ校との交流

に加࡚࠼、年度ࡶ山ᙧ┴❧ᮾᱜ学㤋高等学校、山ᙧ┴❧㓇田ᮾ高等学校、山ᙧ┴❧加ⱱỈ⏘高等学校

で発⾲交流を࠸࡚ࡏࡉた࠸ࡔたࠋ᭦に上グ௨外に２ࡶ᭶の鶴南ゼミ全体発⾲会にࡣ山ᙧ┴❧加ⱱỈ⏘高

等学校、山ᙧ┴❧ᗉෆ㎰業高等学校、山ᙧ┴❧㓇田ᮾ高等学校、山ᙧ┴❧㓇田ග㝠高等学校、㓇田南高

等学校、山ᙧ┴❧ᮾᱜ学㤋高等学校の㸴校ࡽ発⾲に参加࠸た࠸࡚࠸ࡔる（１㸮᭶ࡣ㸴᭶の地㟈のᙳ㡪

で体育㤋がࡗ࡞࠼たため、校の参加をไ㝈した）ࠋᵝ࡞ࠎ高校と交流をᣢࡇࡘとで᪂し࠸価್ほ

やどⅬにẼがࡇࡃࡘとがでࡁ、お࠸にと࡚ࡗ大ኚ有ព⩏࡞機会とࡗ࡞たࡽࢀࡇࠋのࡇとࡽ௬ㄝ㹡ࡣ

ṇ当ᛶが高࠸とゝ࠼るࠋ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
  本校ࡣ௧㸴年度に㏆㞄の山ᙧ┴❧鶴ᒸ高等学校と統ྜし中高一㈏校が設⨨ࢀࡉる方向と࠸࡚ࡗ࡞るࡑࠋ

のࡇとを㋃࡚࠼ࡲ、௨ୗをḟ年度の課㢟としたࠋ࠸ 
 ① 小中学校への発信 
  鶴南ゼミの活動の一⎔とし࡚小学校でᤵ業実㊶をする、小学生ᑐ㇟に実験や英語活動を⾜࠺と࠺࠸ケースが

年ࡶ㝶ᡤでぢࢀࡽたࡣࡽࢀࡇࠋ⮬分達の探究活動の一⎔とし࡚⾜࠸࡚ࡗる㠃と⮬分達の探究活動を地元の

小学生に࿘▱、ᬑཬすると࠺࠸㠃࠶ࡶり、中高一㈏校が設⨨ࢀࡉるࡇとࡶព㆑し࡞がࡽ、後とࡶ✚ᴟ的に

 ⾲㸵᭶の一᪥体験入学のに参加者全体にステージ発ࡣた、中学生にᑐし࡚ࡲࠋ࠸たࡁ࠸の取組を進め࡚ࡇ
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を実際にぢ࡚࠸た࠸ࡔたり、生徒にࡼる体験ᤵ業を実施したりし࡚、本校の実㊶のᵝ子をឤ࠸࡚ࡌたࡇࡃࡔ

とがでࡁたࠋᑡしࡘࡎで࠶ࡣるが、中学生にᑐし࡚ࡶ本校の活動を࿘▱、ᬑཬで࠸࡚ࡁるとឤࡌる一方で、

小学生ᑐ㇟にしたࡶのࡼり機会がᑡ࠸࡞ので、ḟ年度ࡶᘬࡁ続ࡁ中学生への発信の部分をᙉࡃし࡚ࡃ࠸ᚲせ

が࠶ると⪃࠸࡚࠼るࠋ 
 ② ㏆㞄高校との連携 
  年度ࡶ地元の高校ࡔけでࡃ࡞ࡣ┴ෆに広ࡃኌをけ࡚、┴ෆ各地ࡽ本校の発⾲会で発⾲し࡚࠸た࠸ࡔたࠋ

ྠに校の発⾲会におࡶ࡚࠸本校生徒が発⾲する機会を࠸た࠸ࡔたࠋᑡしࡘࡎで࠶ࡣるが地ᇦの高校間で

の課㢟研究に㛵するࢵࢿト࣡ークがで࠶ࡘࡘࡁる࡞࠺ࡼࡌྠࠋテー࣐でࡶ㐪࠺ษり口で分ᯒ、⪃ᐹし࡚ࡃ࠸

めとࡌࡣ地ᇦの高校をࡶḟ年度௨㝆ࠋるࡁとがでࡇࡃ࠸࡚ࡗが高めྜ࠸おࡤけ࠸࡚ࡗが広がࡉとの㠃ⓑࡇ

し࡚᭦࡞る連携の拡大、ࢵࢿト࣡ークのᙉ化を進め࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 
連࡞鶴ᒸ高とのල体的࡚࠼るので、ᑗ᮶をぢᤣ࠸࡚ࡗ࡞とにࡇた、数年後に鶴ᒸ高等学校と統ྜするࡲ  

携を検ウし࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 
 
㹁㸫ջ ◊✲ᡂᯝの♫の㑏ඖⓎಙ㸦ᡂᯝのබ⾲࣭ᬑཬ㸧 

（１）目ᶆ 
鶴南ゼミ発⾲会を実施し、㏆㞄の学生や一⯡ᕷẸへ広ࡃ研究成果をබ⾲、ᬑཬし࡚ࡲࠋࡃ࠸た、「科学技術

の発展」を「地方創生」、「地ᇦ活ᛶ化」に⧅ࡆるための取組を地ᇦの高校・企業・⮬体と連携し࡚進めるࠋ 
（２）௬ㄝ 

㹟 鶴南ゼミ発⾲会を㏻࡚ࡌコミュニケーション能力、プࣞゼンテーション能力が高ࡲるࡔけでࡃ࡞、࿘ᅖの

Ⰽ࡞ࠎ研究にゐࢀ、やりとりをするࡇとでᖜ広࠸ど野と探究ᚰが㣴ࢀࢃるࠋ 
㹠 研究成果を発信し、社会に還元するᡭ法を地元企業やの高校と༠ാし࡚開発するࡇとで、地ᇦのᢪ࠼る

課㢟や問㢟に目を向け、外部に発信するࡇとࡶでࡁる、ᖜ広࠸ど野をᣢࡇࡘとがでࡁる࠺ࡼに࡞るࠋ 
㹡 「࢚ࢧンス」が「アントࣞプࣞナー」に࠸に⤖ࡃࡘࡧを、ㄪᰝ・研究するࡇとで、地ᇦのᢪ࠼る課

㢟や問㢟を発ぢしゎỴする「『地方創生』に㈨する࣋ࣀーションシステムのᵓ築」に࡞ࡘがる⪃࠼方や

ጼໃを㌟にࡘけるࡇとがでࡁるࠋ 
（３）実㊶と成果 

㹟 実㊶ෆᐜ 
Ａ「鶴南ゼミ中間発⾲会」 

   㹟 実施᪥  ௧元年１㸮᭶１㸮᪥（木） 
   㹠 会 ሙ  山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校 鶴⩧会㤋 
   㹡 外部参加者 

本校運営指導委員３ྡ、᮶㈱㸶ྡ、鶴南ゼミ外部指導者１㸲ྡ、┴ෆ高校教員１㸮ྡ、 
┴ෆ高校生１３ྡ、一⯡参加者２㸳ྡ（ಖㆤ者ྵむ）、ྜィ㸵３ྡ 

   㹢 当᪥の᪥⛬ 
    １３㸸㸲㸳㹼１㸲㸸㸮㸳 開会⾜事 
    １㸲㸸１㸮㹼１㸲㸸㸳㸮 ࣏スࢱー発⾲（➨１グࣝープ）２３テー࣐ 
    １㸲㸸㸳㸮㹼１㸳㸸３㸮 ࣏スࢱー発⾲（➨２グࣝープ）２３テー࣐ 
    １㸳㸸３㸮㹼１㸴㸸１㸮 ࣏スࢱー発⾲（➨３グࣝープ）２３テー࣐ 
    １㸴㸸１㸳㹼１㸴㸸㸲㸳 㛢会⾜事 
   㹣 実施ෆᐜ 
    発⾲者ࡣ本校２学年生徒全員１㸷㸵ྡࠋ㸴᭶の地㟈

のᙳ㡪で体育㤋が用でࡎࡁ、鶴⩧会㤋を会ሙとし

たため校生徒の発⾲を࡞しにしたᙧで実施ࠋテー

࣏ＳＳ探究３㸵、ＨＳ探究３２のྜィ㸴㸷のࡣ数࣐

スࢱー発⾲を本校鶴⩧会㤋に࡚⾜ࡗたࠋ㸴㸷のテー

のグࣝープに分け、各ࡘを２３、２３、２３の３࣐

グࣝープにおࡣ࡚࠸「発⾲㸲分、㉁２分、⛣動１

分」のࢧクࣝを㸳ᅇ⧞り㏉し、ẖᅇ、進⾜ಀが指

♧をฟし࡚全体を動すと࠺࠸ᙧで進め࡚ࡗ࠸たࠋ 
Ｂ「鶴南ゼミ全体発⾲会」 

   㹟 実施᪥  ௧２年２᭶㸴᪥（木） 
   㹠 会 ሙ  山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校 体育㤋 鶴⩧会㤋 
   㹡 外部参加者 

本校運営指導委員㸲ྡ、᮶㈱㸵ྡ、鶴南ゼミ外部指導者１㸮ྡ、高校教員２㸶ྡ、 
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┴ෆ高校生１㸮２ྡ（ࡕ࠺㸲㸴ྡࡣ発⾲者）、一⯡参加者㸲㸲ྡ（ಖㆤ者ྵむ）、ྜィ１㸷㸶ྡ 
   㹢 当᪥の᪥⛬ 
     㸷㸸３㸮㹼 㸷㸸㸳㸮 開会⾜事 
     㸷㸸㸳㸳㹼１㸮㸸㸲㸮 ࣏スࢱー発⾲（➨１グࣝープ）２㸶テー࣐ 
    １㸮㸸㸲㸮㹼１１㸸２㸳 ࣏スࢱー発⾲（➨２グࣝープ）２㸶テー࣐ 
    １１㸸３㸮㹼１２㸸１㸳 ࣏スࢱー発⾲（➨３グࣝープ）２㸶テー࣐ 
    １３㸸１㸳㹼１３㸸㸳㸳 ࣋ࢹート大会Ỵ（１年生） 
    １㸲㸸㸮㸳㹼１㸳㸸㸲㸳 ステージ発⾲㸺㸵テー࣐㸼 
    １㸳㸸㸳㸮㹼１㸴㸸１㸳 㛢会⾜事 
   㹣 実施ෆᐜ 

発⾲者ࡣ本校２学年生徒全員１㸷㸵ྡと外部

高校生㸲㸴ྡࠋ༗๓࣏ࡣスࢱー発⾲を本校体育

㤋に࡚⾜ࡗたࠋテー࣐数ࡣＳＳ探究３㸶、ＨＳ

探究２㸷、山ᙧ┴❧加ⱱỈ⏘高等学校３、山ᙧ

┴❧ᗉෆ㎰業高等学校１、山ᙧ┴❧㓇田ᮾ高等

学校１、山ᙧ┴❧㓇田ග㝠高等学校３、㓇田南

高等学校㸴、山ᙧ┴❧ᮾᱜ学㤋高等学校３のྜ

ィ㸶㸲でࡗ࠶たࠋ㸵㸲のテー࣐を２㸳、２㸳、

２㸲の３ࡘのグࣝープに分け、各グࣝープにお

の「発⾲・㉁㸵分、グ入・⛣動２分」ࡣ࡚࠸

♧クࣝを㸳ᅇ⧞り㏉し、ẖᅇ、進⾜ಀが指ࢧ

をฟし࡚全体を動すᙧで進めたࠋ༗後ࡎࡲࡣ、

年度にᘬࡁ続１ࡁ年生にࡼる࣋ࢹート大

会Ỵᡓが本校鶴⩧会㤋に࡚⾜ࢀࢃたࠋᅇの

᪥本のᩆᛴ㌴の用を」ࡣ࣐ートのテー࣋ࢹ

有ᩱ化するࡁで࠶るࠋ㠀ࠋ「生徒達ࡣヨྜを㔜ࡡるẖに学⩦し、ෆᐜを充実ࡏࡉ、Ỵᡓࡣⓑ

⇕した㆟ㄽが⧞り広ࢀࡽࡆた᭱ࠋ後に会ሙに࠸る全員のᢞ⚊にࡼり⫯ᐃഃの１年１組がඃしたࡑࠋの

のྜ࣐ＨＳ探究３テー、࣐ＳＳ探究㸲テーࡣ数࣐テーࠋたࡗ࠸࡚ࡗࡘ࠺鶴⩧会㤋でステージ発⾲にࡲࡲ

ィ㸵テー࣐の発⾲がࡗ࠶たࠋプࣞゼンテーションࣇࢯトを用࡚࠸ㄝ明をするᙧで、ࢀࡒࢀࡑのテー࣐ẖ

に「発⾲・㉁・‽ഛと∦けす１２࡚ࡏࢃ࠶࡚分⛬度」で進めたࠋ 
㹠 評価のほⅬ 
㹟 ௬ㄝ㹟に࡚࠸ࡘ 

   ・活動のෆᐜを㐺ษにࡲとめた発⾲࣏スࢱー、発⾲、スラࢻに࠸࡚ࡗ࡞るࠋ 
   ・⮬分達の探究活動の成果、実⩦のෆᐜを理路ᩚ↛と⪺ࡃேに理ゎでࡁる࠺ࡼに発⾲でࡁたࠋ 

 ・⮬分達の探究活動の࠸ࡽࡡをࡃࡼ理ゎし࡚ពḧ的に取り組ࡲࠋࡔࢇた、の探究活動の発⾲を真に

 ࠋた࠸࡚࠸⪺
  㹠 ௬ㄝ㹠に࡚࠸ࡘ 
   ・地元企業や地ᇦのの高校と連携するࡇとがでࡁたࠋ 
   ・地元企業と連携した探究活動におࡑ、ࡣ࡚࠸の企業のニーࢬにᛂ࠼るࡇとがでࡁたࠋ 
   ・校と連携した探究活動におࡣ࡚࠸、お࠸のᚓព分野を活し࡞がࡽ研究を進め࡚ࡇࡃ࠸とがでࡁた

 ࠋ
   ・外部と㛵ࢃるࡇとで探究ᚰの向上、ど野の拡大を図るࡇとがでࡁたࠋ 
  㹡 ௬ㄝ㹡に࡚࠸ࡘ 
   ・地ᇦのᢪ࠼る課㢟をᢅ࠺㛵ಀ機㛵と連携するࡇとがでࡁたࠋ 
   ・地ᇦのᢪ࠼る課㢟をᢅ࠺探究活動におࡣ࡚࠸㛵ಀ機㛵と㐺ษに連携し࡞がࡽ進め࡚ࡇࡃ࠸とがでࡁたࠋ 
   ・『地方創生』を⮬分⮬㌟の問㢟とし࡚⪃࠼るࡇとがでࡁる࠺ࡼにࡗ࡞たࠋ 
㹡 ௬ㄝの検証 
㹟 ௬ㄝ㹟に࡚࠸ࡘ 
中間発⾲で࠸た࠸ࡔたෆᐜ、発⾲の方に࡚࠸ࡘのᵝ࡞ࠎពぢをᄮしࡑの後の探究活動に活すࡇとが

で࠸࡚ࡁるࠋ全体発⾲会でࡣෆᐜの深化と発⾲ᡭ法の向上がぢࢀࡽるࡶのがከࡗたࡲࠋた、各発⾲にࡘ

ゎ、ࡕに問をᣢࡽࡉ、ࡁ⪺各発⾲を主体的にࡣとࡇのࡇࠋたࡗ࡞やり取りが活発に、ࡃの㉁問がከ࡚࠸

Ỵし࠺ࡼとするጼໃが㣴ࡁ࡚ࢀࢃたためࡔと⪃ࢀࡽ࠼るࡽࢀࡇࠋのࡇとࡽ௬ㄝ㹟ࡣṇ当ᛶが高࠸とゝ࠼

るࠋ 
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㹠 ௬ㄝ㹠に࡚࠸ࡘ 
一年度の中間発⾲会ࡽ校生徒の発⾲機会を設けたࠋ年度ࡣ地㟈のᙳ㡪で十分࡞会ሙス࣌ースを☜

ಖでࡗ࡞ࡁたために中間発⾲会ࡣ⮬校生徒のࡳの発⾲としたが、全体発⾲会で࣏ࡣスࢱー発⾲で㸴校１

㸵テー࣐の校発⾲がࡗ࠶たࡲࠋた、校の発⾲会への参加ࡶ年度にᘬࡁ続ࡁ┴ෆ３ࡘの高校で発⾲す

る機会をᚓたྠࠋୡ௦の高校生の研究交流がでࡁたࡇとࡣ研究成果のᬑཬと࠺࠸ពと研究ෆᐜ、研究ᡭ

法の研㛑と࠺࠸ពでࡶ有ព⩏でࡗ࠶たとゝ࠼るࡽࢀࡇࠋのࡇとࡽ௬ㄝ㹠ࡣṇ当ᛶが高࠸とゝ࠼るࠋ 

 
 
 

㹡 ௬ㄝ㹡に࡚࠸ࡘ 
   地ᇦ活ᛶ化ゼミの中で年度テー࣐としたのࡣ㥐๓活ᛶ化、地ᇦをᨭ࠼るᮍ᮶の研究者ၨ発、ே口᥎⛣の

研究でࡗ࠶たࠋのテーࡶ࣐すࡄに⟅࠼がฟるࡶ࡞࠺ࡼのでࡃ࡞ࡣ、目的を達成でࡁた࠺がࡽࢃ

の中で生徒一ே一ேが地ᇦの課㢟を⮬分の問㢟ࡑࠋたࡁで࠸継ࡁをᘬ࣐後㍮達にテーࡃḟに続、ࡲࡲ࠸࡞

とし࡚しࡗりとᤊ࠼、探究活動を⾜ࡇ࠺とがで࠸࡚ࡁるࠋ生徒のෆ㠃の充実ࡣ発⾲ෆᐜに࡚ࢀ⾲ࡶおり、

外部のコンテストで発⾲し、᭱ඃ⚽賞を࠸た࠸ࡔた取組ࡗ࠶ࡶたࡽࢀࡇࠋのࡇとࡽ௬ㄝ㹡のṇ当ᛶࡣ高

 ࠋる࠼とゝ࠸
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
 ① 発⾲ෆᐜの充実 
  年度ࡣ㸲᭶に２・３年ྜྠゼミの間を設け࡚上学年ࡽの継ᢎの充実を目指したࠋと࡚ࡶ良࠸機会ࡗࡔ

たと࠺࠸ኌがከࡃ、ḟ年度௨㝆ࡶ続け࡚ࡁ࠸たࠋ࠸しし、アンケートㄪᰝ、ࢹーࢱ㞟ィ、࣏スࢱーస成、

プࣞゼンの方等ࡣ当事者達がᚲせᛶをឤࡌたとࡁにࢱムリーにアࣂࢻスを࠼ࡽࡶる࡞࠺ࡼ体ไにࡣ

ពで、十分に継ᢎで࠺࠸とࡃ࠸のを目指し࡚ࡶ࠸で᭦に良࠸継ࡁ上学年の成果と課㢟をᘬ、ࡎࡽお࡚ࡗ࡞

 ࠋる࠶౫↛とし࡚課㢟でࡶとࡇ࠸のがከࡶ࡞十分ࡣ࡚࠸ࡘた、先⾜研究のㄪᰝにࡲࠋ࠸࡞࠼ゝࡣると࠸࡚ࡁ
 ② 外部発⾲機会の増加 
  校外で発⾲した生徒のឤ等をＳＳＨ㏻信等で広め࡚࠸ࡣるが、実際に⤒験し࡚ࡁた生徒が一␒ኚ化、成長

し、⮬分達の探究活動や発⾲ᡭ法の向上に࠸࡚ࡆ࡞ࡘるࠋ㝈ࢀࡽたண⟬の中、でࡁる㝈りከࡃの生徒に外部

での発⾲機会を࠼るᕤ夫をし࡚ࡇࡃ࠸とがᚲせで࠶るࠋ 
 
㹁㸫ռ Ꮫ࣭◊✲ᐊࢆゼၥࡿࡍ◊ಟ㸦⌮ᩘࢼ࣑ࢭー㸧のᣑ 

（１）目ᶆ 
連携する大学の༠力のୗ、理数科の生徒をᑐ㇟に「理数セミナーϨ」（ᐑᇛ研修）「理数セミナーϩ」（ࡘ

科学にᑐする⯆㛵ᚰを、࡚ࡌ༞業生との交流等を㏻、ࢀ研修）を実施し、᭱先端技術や⅏ᐖ⯆にゐࡤࡃ

高め、ᑗ᮶の科学技術の発展を担࠺高࠸ᚿをᾰ㣴するࠋ 

（２）௬ㄝ 
㹟 ᭱先端の施設でぢ学、ㅮ⩏体験をཷけるࡇとで、科学にᑐする⯆㛵ᚰ、探究ᚰがࡽࡉに高ࡲり、主体的

に科学に㛵ࢃるே㈈育成にࡆ࡞ࡘるࡇとがでࡁるࠋ 
㹠 ⿕⅏地⯆の⌧≧を研修するࡇとにࡼり、⯆ᨭや㜵⅏・安全にᑐし࡚主体的に㛵࠺ࢁࢃとするே㈈育

成にࡆ࡞ࡘるࡇとがでࡁるࠋ 
㹡 ྎ㏆㑹や㤳㒔ᅪ㏆㑹で学ࡪ༞業生との交流を㏻し࡚進路を⪃࠼る一助とするࡇとがでࡁるࠋ 

（３）実㊶ 
㹟 学⩦ィ画 
ア 科目ྡ ࢼ࣑ࢭᩘ⌮ࠕーϩࠖ（⌮ᩘ⛉㸰ᖺ⏕ᑐ㇟㸸ᖹᡂ㸱㸯ᖺ㸱᭶㸯㸶᪥㹼㸰㸮᪥㸧 

 ーϨࠖ㸦⌮ᩘ⛉᪂㸰ᖺ⏕ᑐ㇟㸸ᖹᡂ㸱㸯ᖺ㸲᭶㸰㸱᪥㹼㸰㸳᪥㸧ࢼ࣑ࢭᩘ⌮ࠕ      

 ᙧែ   「事๓学⩦Ѝ実⩦Ѝ事後学⩦Ѝ成果発⾲」     

 ෆᐜ  大学、研究施設等を訪問し࡚のㅮ⩏・施設ぢ学・体験実⩦、本校༞業生との交流 ࢘    
 
 
 

校で発⾲ 
H29 年度 H30 年度 R1 年度 
加ⱱỈ⏘ 加ⱱỈ⏘ 

ᮾᱜ学㤋 
㓇田ᮾ 

加ⱱỈ⏘ 
ᮾᱜ学㤋 
㓇田ᮾ 

３テー10 ࣐ テー࣐ 㸳テー࣐ 

校ࡽの発⾲ 
Ｈ29 中間 Ｈ29 全体 Ｈ30 中間 Ｈ30 全体 㹐１全体 
加ⱱỈ⏘ 
ᗉෆ㎰業 

加ⱱỈ⏘ 
鶴ᒸᕤ業 
㓇田ග㝠 
㓇田ᮾ 

加ⱱỈ⏘ 
㓇田ᮾ 
㓇田南 

加ⱱỈ⏘ 
ᗉෆ㎰業 
鶴ᒸᕤ業 
㓇田ග㝠 
ᮾᱜ学㤋 
᪂ᗉᮾ 

加ⱱỈ⏘ 
ᗉෆ㎰業 
㓇田ᮾ 

㓇田ග㝠 
㓇田南 

ᮾᱜ学㤋 
㸳テー࣐ 㸷テー࣐ 㸶テー10 ࣐ テー17 ࣐ テー࣐ 
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 ーϩࠖ 㸺᪥⛬㸼ࢼ࣑ࢭᩘ⌮ࠕ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5:45 鶴岡南高校集合 6:30 起床 6:30 起床

6:00 鶴岡南高校出発 7:00 散歩 7:00 散歩

山形道 7:30 7:30

↓ ～ ～

東北道 8:30 8:30

（途中昼食） 9:15 バス移動 9:00 バス移動

↓ 9:30 筑波大学到着 9:30

常磐道 9:45 ～

↓ ～ 11:00

13:15 11:40 12:00

～ 11:50 ～

17:00 ～ 12:30

移動 12:50 常磐道

17:30 宿舎到着 13:15 ↓

18:30 ～ 東北道

～ 16:20 ↓

19:45 16:30 バス移動 山形道

20:00 18:30 ↓

～ ～ 18:30 鶴岡南高校着

22:30 19:45

23:00 消灯 20:00

～

21:00

21:00

～

22:30

23:00 消灯

研修のまとめ
学習
入浴

施設見学・講義
筑波大学

『筑波大学紹介』
『計算科学研究センター』

『中央図書館』

昼食（バスの中）

施設見学
高エネルギー加速器研究機構

『放射光科学研究施設』
『Bファクトリー実験施設』

『超電導リニアック試験施設』 昼食（筑波大学学食で昼食）

研究施設見学・講義
『医学医療系研究室等見学』

加藤光保　教授
『セグウェイ試乗』

夕食（諸連絡）
入浴等

夕食（諸連絡）
入浴等

研修のまとめ
学習
入浴

本校卒業生との交流

施設見学・体験
筑波宇宙センター

３月１８日（月） ３月１９日（火） ３月２０日（水）

朝食（諸連絡） 朝食（諸連絡）
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入浴・研修のまとめ・学習
(19:30～20:30)　本校卒業生との交流

入浴・研修のまとめ・学習

消灯 消灯

研修のまとめ・学習
(17:15～17:45)　移動
(17:45)　宿舎到着

(18:00～18:50)　夕食・諸連絡 (18:00～18:50)　夕食・諸連絡
(18:30)　鶴岡南高校到着

(15:30～16:15)　移動
ᐑᇛ大学ኴⓑ䜻䝱ン䝟ス出発

東北道
↓

山形道
↓

(16:30～17:00)
䠠▱ⓗ電Ꮚᅇ㊰ᕤ学[ᕝཪ・㜿㒊]研究室

(16:30～17:00)
䠟ᛂ⏝光ᕤ学[ᯇᾆ・᱒㇂]研究室(16:15)　宿舎到着

(14:30～15:00)䠞ᛂ⏝電Ẽエネルギー䝅
ス䝔䝮[ὠ⏣]研究室

(14:40～15:30)
䜻䝱ン䝟ス見学

(14:40～15:30)
䜻䝱ン䝟ス見学

(14:40～15:30)
䜻䝱ン䝟ス見学

(14:30～15:30)
施設見学

（ᡞඛ生）

(14:30～15:30)
施設見学
（ᡞඛ生）

(15:10～15:40)䠞ᛂ⏝電Ẽエネルギー䝅
ス䝔䝮[ὠ⏣]研究室

(15:10～15:40)
䠝䝥䝷䝈䝬⌮ᕤ学[㔠Ꮚ・加藤]研究室

(15:50～16:20)
䠟ᛂ⏝光ᕤ学[ᯇᾆ・᱒㇂]研究室

(15:50～16:20)
䠠▱ⓗ電Ꮚᅇ㊰ᕤ学[ᕝཪ・㜿㒊]研究室

昼食（学食）
(12:00～12:45)　学食体験

(12:15～12:55)
ኴⓑ䜻䝱ン䝟ス䜈移動

(12:45)　⚟室䜻䝱ン䝟ス䜈移動 (12:45)　㟷ⴥ山䜻䝱ン䝟ス䜈移動

 (13:10～14:40)
講義

食⏘業学⩌(▼ᕝඛ生)
(13:30～14:20)　医学㒊ᶍᨃ講義　（ྜྷᮧඛ生）

(13:30)ᕤ学㒊電Ẽሗ≀⌮ᕤ学科(㟷ⴥ山䜻䝱ン䝟ス)到着
　電Ꮚሗ䝅ス䝔䝮・ᛂ≀系1ྕ館(D10)๓で校舎

(13:50～14:20)大学学㒊学科ㄝ᫂(ᯇᾆඛ生)
２⌜⦅ᡂで施設見学

(14:30～15:00)
䠝䝥䝷䝈䝬⌮ᕤ学[㔠Ꮚ・加藤]研究室

(10:30～11:20)
䜻䝱ン䝟ス見学

䠐⌜⦅ᡂでᶍᨃ⸆ᒁ見学䚸研究室見学（３０ศ交௦で） (10:40～11:10)ᛂ⏝▱⬟䝋フトウェア[Ⳣ
・㜿㒊]研究室

ᶍᨃ⸆ᒁ見学
（ᕤ藤ඛ生）

ᶍᨃ⸆ᒁ見学
（ᕤ藤ඛ生）

研究室見学
（Ọ⏣ඛ生䚸
㐍藤ඛ生䚸
బ䚻ᮌඛ生）

研究室見学
（Ọ⏣ඛ生䚸
㐍藤ඛ生䚸
బ䚻ᮌඛ生）

(11:15～11:45)高ḟどぬሗ䝅ス䝔䝮[ሷ
入・ᰩᮌ・᭮]研究室

(11:30～11:45)
㉁ᛂ⟅䚸まとめ (11:20～12:15)

昼食(学食)

東北医科⸆科大学ᑠᯇᓥ䜻䝱ン䝟ス着
(9:35

～10:20)
１⌜䠖講義
（ୗ山ඛ生）

(9:35
～10:20)
２⌜䠖実験
（大㇂ඛ生）

大学ᴫせㄝ᫂　（ඵⓒᯈඛ生）

(10:00～10:30)
講義

業構学⩌㻌(▼ෆඛ生)

(10:35
～11:20)
１⌜䠖実験
（大㇂ඛ生）

(10:35
～11:20)
２⌜䠖講義
（ୗ山ඛ生）

(10:30～10:40)ఇ᠁

(10:30～11:20)
䜻䝱ン䝟ス見学

(10:30～11:20)
䜻䝱ン䝟ス見学

流体科学研究ᡤ２ྕ館
䠑㝵䛂大講義室䛃集合

電Ẽ㏻ಙ研究ᡤ䝻䝡ー到着

(9:00～9:50)
イント䝻䝎ク䝅䝵ン

大学ㄝ᫂

(9:15～9:25)　䜺イ䝎ンス
(9:00～9:10)ᒎ♧室見学

(9:15～10:30)　講義
（㜿㒊ඛ生）

鶴岡南高　出発
(7:00～7:40)　朝食・諸連絡 (7:00～7:40)　朝食・諸連絡

山形道
↓

東北道
↓

‽ഛ䚸学習等 ‽ഛ䚸学習等

(8:20)移動 (8:15)移動
(8:50)東北大学ᕤ学㒊∦ᖹ䜻䝱ン䝟ス到着 (8:50)ᐑᇛ大学大䜻䝱ン䝟ス到着

䠐月２３日（火） 䠐月２䠐日（水） 䠐月２䠑日（ᮌ）
起床 起床

㌟ᨭᗘ䚸‽ഛ䚸学習等 ㌟ᨭᗘ䚸‽ഛ䚸学習等

鶴岡南高　集合
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㹠 評価のほⅬ 

ア ࣏ࣞート 

・事๓学⩦㺂事後学⩦で活動のෆᐜを㐺ษにࡲとめた࣏ࣞートを書࠸࡚࠸るࠋ 
 ࠋたࡁ発⾲でࡃりやすࢃ、たࡲ 

 㛵ᚰ・ពḧ・ែ度     

      ・各活動の࠸ࡽࡡをࡃࡼ理ゎし࡚ពḧ的に取り組ࢇで࠸るࠋ 

 ⾲発 ࢘    

      ・⮬分の実⩦での取り組ࡳを、⪺ࡃேにࡃࡼ理ゎでࡁる࠺ࡼに発⾲でࡁたࠋ 

㹡 ௬ㄝの検証 

年度３᭶に⾜ࢀࢃた「理数セミナーϩ（ࡤࡃࡘ研修）」

実施後に生徒がᥦฟした࣏ࣞートをぢると、高ࢠࣝࢿ࢚

ー加㏿器研究機ᵓでのᨺᑕග研究や⣲⢏子原子᰾研究、

⟃Ἴ大学でのィ⟬科学研究、⟃ἼᏱᐂセンࢱーでの「ࡁ

た大ࡗ࠸リアと࢚運用⟶ไ室やᏱᐂ㣕⾜ኈ㣴成「࠺ࡰ

の設ഛをࡑ、研究設ഛ・カ⦎設ഛを実際にぢ࡚࡞り

用したᖜ広࠸先端研究のㄝ明を⪺ࡇࡃとで、科学技術を

広࠸ど野でぢࡘめる㈗㔜࡞機会とࡗ࡞た࠺ࡼで࠶るࠋ 
本校༞業で⟃Ἴ大学་学་⒪⣔教ᤵの加ࡣた、年度ࡲ

藤ගಖ先生の研究室を訪問する機会を࠸たࡁࡔ、グࣝー

プに分࡚ࢀがࢇ研究の一部分を体験࠸࡚ࡏࡉた࠸ࡔ

たࠋᑓ㛛用語がከࡃ理ゎが㏣࠸࠸࡞部分が࠶り࡞が

ー法でࢯジグࡽ࡚ࡗ学校にᡠࠋる࠶で࠺ࡼ大ኚឤ㖭をཷけた、ࢀ実験方法や設ഛにゐ࡞ࢁ࠸ࢁ࠸、ࡶࡽ

ᅇの実験ෆᐜをり㏉るࡇとで、ࡽࡉに理ゎを深めるࡇとがでࡑ、ࡁの後の学⩦にࡶ効果が⾲ࢀた࠺ࡼで࠶

るࠋ 
年度㸲᭶に⾜ࢀࢃた「理数セミナーϨ（ᐑᇛ研修）」実施後の生徒࣏ࣞートࡣࡽ、⮬分の進路㑅ᢥのᖜ

が広がࡗたり、大学に進学した࠸と࠺࠸Ẽᣢࡕが一ᒙᙉࡗ࡞ࡃたりとᑗ᮶の⮬分の進む方向ᛶに㛵し࡚大ࡁ

とで、科学ࡇるࢀ研究施設や研究ෆᐜにゐ࡞ࠎᵝࡣ࡚࠸ᮾ大学におࠋたࢀࡽࡳࡃᙳ㡪をཷけた生徒がከ࡞

技術のᅾり方やࡑの果たすᙺとࡗ࠸た部分で大่⃭࡞ࡁをᚓるࡇとがでࡁたࠋᮾ་科⸆科大学にお࡚࠸

実⩦施設のぢ学を㏻し࡚、་࡞め、研究室ぢ学やᶍᨃ⸆局体験、高度ࡌࡣのᶍᨃㅮ⩏を࡚࠸ࡘ研究にࢇがࡣ

⒪に㛵する▱㆑を広ࡆるࡇとがでࡁたࠋᐑᇛ大学におࡣ࡚࠸㟈⅏⤒験を㋃࠼ࡲた地ᇦ㜵⅏力の向上や㣗の㔜

せᛶに࡚࠸ࡘのᶍᨃㅮ⩏をཷㅮしたࢀࡇࠋを機会に、ࡘ࠸㉳ࡇる࠸࡞ࡽࢃ⮬↛⅏ᐖに࡚࠸ࡘ真に⪃࠼

るととࡶにഛの大ษࡉを学ࡔࢇと࠺࠸生徒がከࢀࡽࡳࡃたࠋ 
ࡣ༞業生と交流する間を設け、本校༞業生で⟃Ἴ大学・ᮾி大学をࡶ࡚࠸のセミナーにおࡽࡕ、し࡚ࡑ

大、ࡁる学生をᣍ࠸めとした㛵ᮾᅪの大学（理数セミナーϩ）、ᮾ大学（理数セミナーϨ）で活㌍し࡚ࡌ

学生活、ㅮ⩏や研究ෆᐜ、高校生௦の学⩦や生活に࡚࠸ࡘ体験ㄯを中ᚰにヰをし࡚࠸た࠸ࡔたࠋ本校生徒

࡞る機会と࠼⪄とを✚ᴟ的にࡇ分の進路の⮬ࡣ࡚ࡗり、生徒にと࡞交流会と࡞㉁問がฟ࡚、活発ࡃከࡶࡽ

 ࠋるࢀࡽ࠼⪄たとࡗ
 ࠋるࢀࡽ࠼⪄ると࠸࡚ࡁ達成でࡡおおむ、࡚࠸にお࡚௬ㄝ㹟・௬ㄝ㹠・௬ㄝ㹡す、ࡽとࡇのࡽࢀࡇ

（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
「理数セミナーϨ（ᐑᇛ研修）」にࡣ࡚࠸ࡘ᮶年度ࡶ年度とྠᵝの᪥⛬で⾜ࡽࡉ、࠸に効果的に࡞る࠺ࡼ

にィ画を進め࡚ࡲࠋࡃ࠸た、௧元年度の「理数セミナーϩ（ࡤࡃࡘ研修）」（௧２年３᭶１㸶᪥㹼２㸮᪥）

にࡣ࡚࠸ࡘ山ᙧ┴❧㓇田ᮾ高等学校の理数探究科２年生とのྜྠ開ദとࡇ࠺࠸とで‽ഛを進め࡚࠸る１ࠋ᪥

目の研修をコース㑅ᢥไにしたり、ᐟ⯋で一⥴に課㢟研究発⾲会や༞業生との交流会を⾜ࡗたりするࡇとで、

２校で⾜࣓࠺リࢵトを活した取組をィ画し࡚࠸るࠋ実施後、本校༢⊂開ദとྜྠ開ദにおける生徒のព㆑

のኚ化࡞検証を⾜ࡁ࠸࡚ࡗたࠋ࠸ 
 
㹁㸫ս Ꮫ࣭ᴗ㐃ᦠࡓࡋ◊✲ᐇ⦼ࢆ㐍㊰ᣦᑟά⏝ࡵࡓࡿࡍの◊✲ 

（１）目ᶆ 
探究活動で取り組ࡔࢇෆᐜを⮬㌟の進路Ỵᐃに活し、㐺ษに進路㑅ᢥがでࡁる生徒を育成するࡽࡉࠋに、

⮬㌟の活動の成果をＡ㹍入ヨに活用し進学する生徒を拡大ࡏࡉる高大᥋続の研究を、大学と༠ാで⾜ࡲࠋ࠺

た、地元の研究施設や企業の研究機㛵等と生徒との⧅がりをＳＳＨの活動を㏻ࡼ࡚ࡌり深化ࡏࡉ、生徒が大

学༞業後に、ＳＳＨで㛵ࢃりをᣢࡗた地元企業や研究機㛵がᑵ⫋先と࡞るࡇとや、地方創生、地方の活ᛶ化

にᐤするே材育成に⧅がる生徒のキャリアᙧ成にᙺ❧ࡘ取組に⧅ࡃ࠸࡚ࡆ研究を⾜ࠋ࠺ 
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（２）௬ㄝ 
㹟 探究活動をࡌࡣめとするＳＳＨのㅖ活動に࡚ࡗࡼᙧ成ࢀࡉた研究ពḧや▱㆑、研究成果にࡼり、Ａ㹍入ヨ

や᥎⸀入ヨのྜ᱁者が拡大するࠋ 
㹠 探究活動をࡌࡣめとするＳＳＨのㅖ活動に࡚ࡗࡼᙧ成ࢀࡉた研究ពḧや▱㆑にࡼり、地元企業や研究機㛵

がᑵ⫋先の㑅ᢥ⫥の一ࡘに加ࢃるࠋ 
（３）実㊶と成果 

年にᘬࡁ続ࡁ、探究活動で取り組ࡔࢇෆᐜや成果を活用した、Ａ㹍入ヨにࡼり大学に進学する生徒を育成

するࡇとがでࡁたࠋල体的にࡣ、Ａ㹍入ヨのᑐ⟇とし࡚、探究活動で学ࡔࢇ方法ㄽや⤖ㄽをࡶとに、ᚿᮃ理

⏤や入学後の研究ィ画等を理路ᩚ↛と⾲⌧するࡇとがでࡁる࠺ࡼに指導を⾜ࡗたࡲࠋた、大学༞業後の研究

活動やᑵ⫋先に㛵し࡚ࡣ、地元でのᑵ業をࡶぢ㏻した⫋業ほを☜ㄆࡏࡉ、ᑵ⫋先の㑅ᢥ⫥の一ࡘとし࡚⪃࠼

るࡇとがでࡁたࠋ 
⌧⾜入ヨไ度᭱後の年のため、年度௨上に㞴化したとᛮࢀࢃる大学の入ヨにお࡚࠸国බ❧でྜࡣィ１１ྡ

が１２᭶ࡲでにྜ᱁し࡚࠸るࠋෆヂࡣ、ᮾ大学のＡ㹍ϩᮇで１ྡᩥࡣ、ᕤ１ྡのィ２ྡがྜ᱁でࡁたࠋ

に、山ᙧ大学㎰２ྡࠋᘯ๓大学㎰学生科学１ྡ、㟁Ẽ㏻信大学情報理ᕤ１ྡ、᪂₲大学ಖ１ྡࠋᮾி学

ⱁ大学１ྡ、ᶓ国❧大教育１ྡ、᪂₲┴❧大ே間生活１ྡ、国際教㣴大１ྡࠋ山ᙧ大学㎰学部、ᘯ๓大学

㎰学生科学部にྜ᱁した生徒ࡣゼミ活動で、山ᙧ大学㎰学部の༠力のୗ「Ỉ✄の高 㞀ᐖに㛵する研究」

を⾜࡚ࡗおりࡽࢀࡑの活動が、進路Ỵᐃに大࡞ࡁ⨨を༨めたࡶのとᛮࢀࢃるࠋ㟁Ẽ㏻信大学情報理ᕤ学部

にྜ᱁した生徒ࡣゼミ活動で鶴ᒸ高ᑓの༠力のୗ「㉸㡢Ἴスピーカーを用࠸た㡢ሙ創成」に㛵する研究を⾜

とࡇのとするࡶ࡞ពᛮをᙉᅛ࠺࠸と࠸りたࢃた㡢㡪システムの研究開発にᑗ᮶㛵ࡗ࠶の⯆ࠎおり、元࡚ࡗ

がでࡁ、Ａ㹍入ヨでࡑ、ࡶのពḧを評価ྜ࡚ࢀࡉ᱁し࡚࠸るࡲࠋた、本校ＳＳＨの大࡞ࡁ≉ᚩの一ࡘで࠶る、

理⣔ᩥ⣔に㛵ࡎࡽࢃ全生徒が探究活動に取り組む中、年にᘬࡁ続ࡁ、ᮾ大学ᩥ学部にྜ᱁者した生徒ࡣ、

๓年度の鶴南ゼミ全体発⾲の中で᭱ඃ⚽賞をཷ賞した生徒でࡗ࠶たࡑࠋののテー࣐が「川端ࠋࢇࡉዲࡳの

り、川端ᗣ成のస࠶の検証で࡚࠸ࡘるዪᛶീにࢀ川端ᗣ成సရ中にᥥ࠺࠸㸟㸟」と࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼プ教ࢱ

ရをテー࣐にした研究を大学でࡶ深め࡚ࡁ࠸た࠸と࠺࠸ᚿᮃ動機をୗに、大学のＡ㹍ヨ験をཷけ࡚ྜ᱁をし

るが、地࠶ㄽでࡣとࡇたࡗ英語の学⩦や探究活動を㡹ᙇ、ࡣ᭦に、国際教㣴大学にྜ᱁した生徒ࠋる࠸࡚

元の㓇田 に、外国のほගクࣝーࢬ⯪が入 した際に、外国のほගᐈにᑐし࡚英語でほගෆをする࣎ラン

テアに参加した⤒験やࡑの体験をୗに大学入学、᭦にࡣ入学後にᣮᡓした࠸事を明☜にᚿᮃ動機とする

のࡶたࡗとでྜ᱁に⧅がࡇすㅖ活動を生ࡔࢇに、ＳＳＨで取り組࠺ࡼのࡇࠋたࡁとがでࡇとでྜ᱁するࡇ

がከ数ぢࢀࡽたࠋ 
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
  国බ❧、⚾❧をྵめ࡚、Ａ㹍入ヨの取ᢅ࠸が、ᚿᮃ理⏤や活動実績のࡎࡽ࡞ࡳ、入学後の研究活動にᚲせ࡞

学力の評価ࡶ大ࡃࡁᙳ㡪するഴ向がฟ࡚ࡁたため、探究活動と教科指導でのᛮ⪃力やุ᩿力、⾲⌧力等をព

㆑ࡏࡉたＳＳＨにおける探究活動、ᬑẁのᤵ業の㉁的向上や生徒への情報ᥦ౪と指導体ไの☜❧がᮃࢀࡲるࠋ

ᑗࡏࡉ分野を発ぢ࡞ࠎる、ᵝ࠸࡚ࡆた、継続し࡚キャリア教育の᥎進と、地元企業や研究機㛵が成果を上ࡲ

᮶活㌍でࡁるሙをព㆑ࡏࡉるࡇとのᚲせᛶが高ࡃ࡚ࡗ࡞ࡃるࡶのとணࢀࡉるࢀࡑࠋとྠに、地ᇦや᪥本、

ୡ⏺がᢪ࠼る課㢟発ぢやゎỴのために᭦࡞る高度࡞ᛮ⪃力がせㄳࢀࡉる࠺ࡼに࡞ると⪃ࢀࡽ࠼るࠋ 
 ⛣でのＡ㹍・᥎⸀入ヨྜ᱁者数の᥎ࡲࢀࡇͤ
全体（ᕥḍࡣ国බ❧大学、ྑḍࡣ⚾❧大学） 
 Ｈ２㸲 Ｈ２㸳 Ｈ２㸴 Ｈ２㸵 Ｈ２㸶 Ｈ２㸷 Ｈ３㸮 㹐１ 

理⣔ 
１㸮 １㸶 ２１ １３ １㸷 １㸵 １㸷   １㸵 

㸵 ３ １２ 㸴 １㸵 㸲 １１ ２ １２ 㸵 １㸲 ３ １３ 㸴 １㸲 ３ 

ᩥ⣔ 
３ ３ １㸮 １２ 㸲 １１ １㸲   １１ 

１ ２ ２ １ 㸶 ２ 㸴 㸴 㸮 㸲 㸲 㸵 ３ １１ 㸶 ３ 

ྜィ １３ ２１ ３１ ２㸳 ２３ ２㸶 ３３ ２㸶 
ᮾ大学Ａ㹍（ᕥḍࡣϩᮇ、ྑḍࡣϪᮇ） 

  Ｈ２㸲 Ｈ２㸳 Ｈ２㸴 Ｈ２㸵 Ｈ２㸶 Ｈ２㸷 Ｈ３㸮 㹐１ 

理⣔ 
３ 㸵 㸷 㸲 㸵 㸶 ３ ２ 

３ 㸮 㸲 ３ 㸳 㸲 ３ １ 㸳 ２ ３ 㸳 ２ １ １ １ 

ᩥ⣔ 
㸮 㸮 㸲 㸮 㸮 㸮 １ ３ 

㸮 㸮 㸮 㸮 １ ３ 㸮 １ 㸮 㸮 㸮 㸮 １ 㸮 １ ２ 

ྜィ ３ 㸵 １３ 㸲 㸵 㸶 㸲 㸳 

��



Ｄ ＳＳＨ事業を᥎進するための評価・検証方法の研究 

連携する大学の研究者の指導のࡶと、┴ෆ外の連携する高校の༠力をᚓ࡞がࡽ、組⧊ࢿ࣐ジ࣓ントやカリキ

ュラムࢿ࣐ジ࣓ントのᡭ法を用࡚࠸評価・検証法の研究を進めるࡇとで、ᐈほ的にＳＳＨ各事業の成果を検

証し、研究の改善に⧅ࡆるࡇとがでࡁるࡲࠋた、教ᖌ⮬㌟の指導力・学校力の向上に⧅ࡆるࡇとがでࡁるࠋ 

Ｄ㸫⑭ ホ౯᳨࣭ドἲの◊✲㹑㹑㹆ᴗࢆຠᯝⓗ㐠Ⴀࡵࡓࡿࡍの◊✲㸦ᴗのホ౯㸧 
（１）目ᶆ 

ᐈほ的にＳＳＨ事業を評価する方法に࡚࠸ࡘ研究し、研究開発のෆᐜ・⤖果の事๓・事後の評価にࡼる検証

を⾜࠸、事業改善にࡲࠋࡃ࠸࡚ࡆ࡞ࡘた、教育ᕤ学・学⩦科学࡞ᑓ㛛ᐙの研修をᐃᮇ的にཷけ、本校にྜ

࠸࡚ࡆ⧄プにࢵり、教ᖌの指導力向上・ᤵ業改善、学校力アࡼとにࡇ研究を進める࡚࠸ࡘたᤵ業評価法にࡗ

 ࠋࡃ

（２）௬ㄝ 
㹟 組⧊ࢿ࣐ジ࣓ントやカリキュラムࢿ࣐ジ࣓ントのᡭ法を用࡚࠸評価・検証法の研究を進めるࡇとで、ᐈほ

的にＳＳＨ各事業の成果を検証し、事業の改善にࡆ࡞ࡘるࡇとがでࡁるࠋ 
㹠 組⧊ࢿ࣐ジ࣓ントやカリキュラムࢿ࣐ジ࣓ントのᡭ法を用࡚࠸評価・検証法の研究を進めるࡇとで、教ᖌ

⮬㌟の指導力の向上に࡞ࡘがり、学校力の向上にࡆ࡞ࡘるࡇとがでࡁるࠋ 
（３）実㊶ 
 㹟 ෆᐜ 
ୗグのィ画⾲の㏻り、࣏ࣞートや⮬ᕫ評価シートおࡧࡼアンケートㄪᰝを⾜࠸࡚ࡗるࠋたࡔし、ࡣࢀࡇ大

の㒔度、教員・生徒の事業評価や⮬ᕫ評ࡑのᤵ業・活動の中でࠎの事業や᪥ࡘ一ࡘり、一࠶のでࡶ࡞ࡲ

価、➨三者ࡽの評価を㋃࡞࠼ࡲがࡽ㹎ＤＣＡࢧクࣝにࡣ࡚࠶め࡚事業改善を࠸࡚ࡗࡣるࠋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ① 学校設ᐃ教科『探究』 学校設ᐃ科目「鶴南ゼミ（基礎）」の評価の実㊶ 
  １年生徒全員ᑐ㇟の「鶴南ゼミ（基礎）」に࡚࠸ࡘ、各科目で「㛵ᚰ・ពḧ・ែ度」「ᛮ⪃・ุ᩿・⾲⌧・技

能」「▱㆑・理ゎ」の３ほⅬに㛵する活動ෆᐜに༶した評価項目をస成し࡚࠸ࡽࡶ、各科目３間（࣋ࢹー

トのࡳ㸴間）のㅮᗙ⤊後にㅮᗙ担当者が評価を⾜ࡗたࡲࠋた、１年間の探究活動⤊後にࡣ生徒の⮬ᕫ

評価࠸⾜ࡶ、生徒の活動の検証を⾜ࡗたࠋ 
② 学校設ᐃ教科『探究』 学校設ᐃ科目「鶴南ゼミ（探究）」の評価の実㊶ 

  ２年生徒全員ᑐ㇟の「鶴南ゼミ（探究）」に࡚࠸ࡘ、研究に㛵する㸳項目と研究⤒㐣報࿌࣏ࣞート（学

年ᮎ１ࡣ年間の研究せ᪨）をࡶとに、学ᮇࡈと各ゼミ担当教員が評価を⾜ࡗたࡲࠋた、１年間の探究活

動⤊後にࡣ生徒の⮬ᕫ評価࠸⾜ࡶ、生徒の活動の検証を⾜ࡗたࠋ 
 ③ 鶴南ゼミ中間発⾲会・全体発⾲会における生徒発⾲の評価の実㊶ 

１㸮᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ中間発⾲会、２᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ全体発⾲会に࡚、評価の指ᶆ（㈨ᩱＤ㸫 

鶴岡南高校　ホ౯・᳨ド計⏬

中᪪ 鶴南䝊䝭（ᇶ♏・᥈究）のホ౯ἲ䛻䛴䛔䛶のཎసᡂ

ୗ᪪ 鶴南䝊䝭（ᇶ♏・᥈究）のホ౯ἲのỴᐃ　・　SSH業ホ౯のᣦᶆの☜ㄆ䛆⫋ဨ㆟䛻䛶䛇

中᪪ SSHᇶ♏アン䜿ートの実施

ୗ᪪ 鶴南䝊䝭（᥈究）の⤒㐣ሗ࿌䝺䝫ート㓄ᕸ・ᅇ

䠓月 中᪪ 鶴南䝊䝭（ᇶ♏・᥈究）の１学ᮇホ౯

８月 中᪪ SSHᇶ♏アン䜿ート⤖ᯝ集計స業䛚䜘䜃ศᯒ

９月 ୗ᪪ 中㛫発⾲䛻䛚䛡䜛䝫スター発⾲ホ౯䝅ート・教ဨホ౯䝅ート・䜚㏉䜚䝅ート・ྛ✀アン䜿ートのసᡂ

１０月 中᪪ 中㛫発⾲での䝫スター発⾲ホ౯䝅ート・教ဨホ౯䝅ート・䜚㏉䜚䝅ート・ྛ✀アン䜿ートの実施・集計・ศᯒ

１１月 中᪪ 鶴南䝊䝭（᥈究）の⤒㐣ሗ࿌䝺䝫ート㓄ᕸ・ᅇ

１２月 ୖ᪪ 鶴南䝊䝭（ᇶ♏・᥈究）の２学ᮇホ౯

中᪪ 体発⾲䛻䛚䛡䜛䝫スター䠃ス䝔ー䝆発⾲ホ౯䝅ート・教ဨホ౯䝅ート・䜚㏉䜚䝅ート・ྛ✀アン䜿ートのసᡂ

ୗ᪪ SSHព㆑ㄪᰝの実施（JST䜘䜚㏦䜙䜜䛶䛟䜛）

ୖ᪪ 体発⾲䛻䛚䛡䜛䝫スター䠃ス䝔ー䝆発⾲ホ౯䝅ート・教ဨホ౯䝅ート・䜚㏉䜚䝅ート・ྛ✀アン䜿ートの実施・集計・ศᯒ

中᪪ ሗ࿌書のまとめసᡂ䚸鶴南䝊䝭（ᇶ♏）の⮬ᕫホ౯䝅ート㓄ᕸ・ᅇ

３月 ୖ᪪ 鶴南䝊䝭（ᇶ♏・᥈究）の学ᖺᮎホ౯

　䈜発⾲䛻䛚䛡䜛教ဨホ౯䛻䛴䛔䛶の校ෆ研修䜢⾜䛖（１０月ୖ᪪䛛２月ୖ᪪）䛆ᖺᗘ᪂つ䛇

１月

２月

䠐月

䠒月

��



ー発ࢱス࣏』た࠸クを用ࢵリࣈ用し࡚స成した『発⾲会り㏉りシート』（㈨ᩱＤ㸫２）やࣝーࡶ（１

⾲評価シート』（㈨ᩱＤ㸫㸲）をస成し用するࡇとで、発⾲会を㏻し࡚探究活動の⮬ᕫ評価・ᕫ評価を⾜

を教員（㈨ᩱＤ㸫㸳）『ー発⾲・ステージ発⾲教員評価シートࢱス࣏』の発⾲会に࡚ࡘに、２ࡽࡉࠋたࡗ

にࡼる評価ࡗ⾜ࡶたࠋ中間発⾲会後ࡽ全体発⾲会๓にけ࡚、教員評価シートを改良したࡇと࠶ࡶり、

年度２ࡣ᭶の全体発⾲会๓に評価に㛵する校ෆ研修を⾜࠸、評価項目やẁ㝵に࡚࠸ࡘ教員間で目⥺ྜ

 ࠋたりしたࡗ⾜のពぢ交を࡚࠸ࡘク⾲や方法にࢵリࣈをしたり、ࣝーࡏࢃ
 ④ 基礎アンケートㄪᰝの実施 

  ＳＳＨ事業開ጞ๓のព㆑ㄪᰝとし࡚ＳＳＨ基礎アンケート（㈨ᩱＤ㸫㸵）を㸴᭶１１㹼２１᪥のᮇ間に 

１・２・３年生ᑐ㇟に実施したࠋ✚ࢀࡉたࢹーࢱをࡶとに、生徒の⯆・㛵ᚰ・学⩦ពḧ等、ព㆑の

ኚᐜに࡚࠸ࡘ分ᯒ・検証を⾜࠸、各部㛛の事業の⥲括と改善を⾜ࠋ࠺ 
  ⑤ 中間発⾲会・全体発⾲会⤊後の生徒・教員・外部にᑐするアンケート実施 

  １㸮᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ中間発⾲会、２᭶に⾜ࢀࢃる鶴南ゼミ全体発⾲会に参加したಖㆤ者・校の

教員や生徒・外部指導者をᑐ㇟に発⾲会に㛵するアンケートを実施・分ᯒし、生徒の活動を検証するࠋ 
 ⑥ 㹅㹎Ｓテストの実施 
  一年度ࡲで⾜࠸࡚ࡗた本校⊂⮬のＳＳＨテストを、ࡼりᐈほᛶを㔜どすると࠺࠸ほⅬࡽẸ間業者にࡼる、

問㢟発ぢ・ゎỴにᚲせ࡞ᛮ⪃力等を るྠෆᐜのアセス࣓ントテストに⨨ࡁ࡚࠼実施したࠋ 
 ⑦ ༞業生㏣㊧ㄪᰝの実施 
  年度にᘬࡁ続ࡁ༞業生㏣㊧ㄪᰝを実施したࠋᑐ㇟ࡣᖹ成２㸳年度༞業生（大学㝔修ኈ課⛬修をᐃ）お

り㉁問ࡼにࡁがࡣ年度とྠᵝの ࡣ実施方法ࠋᖹ成２㸵年度༞業生（大学学部༞業をᐃ）としたࡧࡼ

項目にᅇ⟅し࡚࠺ࡽࡶ方法、ࡲたࡑࡣの ࡣがࡁにグ㍕し࡚࠶る㹏㹐コーࡽࢻ㹵㹣㹠上で㉁問項目にᅇ

⟅し࡚࠺ࡽࡶ方法に加࡚࠼Ｓ㹌Ｓを用し࡚ྠ⣭生に拡ᩓし࡚࠺ࡽࡶ方法ࡶ用࠸たࠋ 
㹠 評価のほⅬ 

  本校ＳＳＨ事業の評価の指ᶆに基࡙ࡁ各✀アンケートをస成し、実施⤖果を分ᯒするࡲࠋた、１᭶に生

徒・ಖㆤ者・教員に実施し࡚࠸る㹈ＳＴࡽのＳＳＨព㆑ㄪᰝの⤖果を分ᯒし、本校ＳＳＨ事業の評価、

検証を⾜ࠋ࠺ 

 㹡 ⤖果・分ᯒ・⪃ᐹ・௬ㄝの検証 

ア 鶴南ゼミ中間発⾲会と全体発⾲会の後に２年生にᑐし࡚⾜ࡗた「り㏉りシート」の⤖果（㈨ᩱＤ

㸫３）をぢると、す࡚の項目で中間発⾲会後ࡼりࡶ全体発⾲会後の࠺が㸳（達成で࠸࡚ࡁる）

や㸲（達成のために、すでに実⾜に⛣すࡇとがで࡚ࡁおり、達成ࡲで࠶と一Ṍのとࢁࡇに࠸࡚ࡁる）

のྜが上᪼したࡲࠋた、年度ࡑࡣの㸳と㸲のྜが年度ࡼりࡶ高್࠸で᥎⛣し࡚࠸るࠋ全体

発⾲会後の数್でぢ࡚ࡳると、年度ࡣおおむࡡ㸵㸮㹼㸶㸮㸣ྎࡗࡔたが、年度ࡣከࡃの項目で

㸷㸮㸣௨上とࡗ࡞たࡇࠋの２年間でᩥゝࡣኚ࠸࡞࠸࡚࠼が、ᅇ⟅方法をኚ࡚࠼数್グ入ࡽ当࡚ࡣ

、ししࠋる࠸࡚࠼⪄とࡔのせᅉࡘた１࠼とが⤖果にᙳ㡪をࡇた࠼る方法にኚࡏࡉるᩥゝを㑅ᢥࡲ

生徒が達成ឤ・‶㊊ឤを࡚ࡗࡶ活動にບࡇࡔࢇとࡶ事実で࠶りࡑのⅬࡣ大࠸に評価でࡁるࠋ 
年度の課㢟の１ࡘでࡗ࠶た࠙先⾜研究ࡽ学ࠚࡪにࡣ࡚࠸ࡘ、年度当ึに３年生ࡽゼミ活動を

ጞめるに࠶た࡚ࡗのアࣂࢻスを࠺ࡽࡶ間を設ᐃし、ࡣࡎࡲ㌟㏆࡞とࢁࡇでの先⾜研究をព㆑ࡉ

࡞ࡣ向上したのでࡶとで、生徒のព㆑ࡇ࠺⾜先⾜研究をព㆑し࡚ࡶスࣂࢻ教員の指導やアࠋたࡏ

課㢟設ᐃ、研究ィ画、分ᯒ・⪃ᐹ等の、ࡁ࠸࡚ࡗのෆᐜの充実を図ࡑࡣḟ年度ࠋるࢀࡽ࠼⪄と࠸

ෆᐜを深化でࡁる࠺ࡼに取り組ࢇでࡁ࠸たࠋ࠸ 
「࠙ ᢈุ的ᛮ⪃力 ࡇ㸽」の⮬ᕫ評価がたࡁとがでࡇ問Ⅼを㐺ษに㉁問する、ࡁ⪺㸸発⾲ෆᐜをࠚ

の中でࡣ一␒ప࠸が、年ࠎ上᪼ࡣし࡚࠸るࠋ㝈ࢀࡽた㉁問間で࠶るため、㉁問した࠸が㉁問でࡁ

たࡁ先㍮の発⾲にᑐし࡚㉁問がで」ࡣ１年生のり㏉りアンケートでࠋ࠸࡞ࡃ࡞ᑡࡶる生徒࠸にࡎ

ࡣとᅇ⟅した生徒『たࡗ࡞ࡁ㉁問で、ࡎࡽࢃ࠸࠸ࡤࢀఱを㉁問す』にᑐし࡚࠸問࠺࠸と「

全体発⾲会後で 22.9%（๓年度 45.1%）でࡗ࠶たࡗ࠸࠺ࠋたⅬにὀ目し࡚発⾲を⫈け࠸࠸ࡤの

とࡇ࠺࠸とࡣ理ゎで࠶ࡘࡘࡁるとᛮ࠺ので、≀理的に㉁問する間を増やす࡞ḟ࡞る⟇を⪃࡚࠼

ḟ年度ࠋる࠶る部分がࡁ改善でࡔࡲࡔࡲࡣ࡚࠸ࡘのᅇ⟅の方にࡑた、㉁問のෆᐜやࡲࠋ࠸たࡁ࠸

の課㢟とし࡚取り組ࢇでࡁ࠸たࠋ࠸ 
⪄たとࡗ࠶大ኚ効果がࡣࢀࡇ、たがࡗ⾜２᭶の全体発⾲会๓に評価に㛵する校ෆ研修をࡣ年度   

࡚࠸ࡘに࡞࠸クのほⅬの㐪ࢵリࣈとやࣝーࡇる࠸࡚ࡗ先生方が評価するに実際にᅔࠋる࠸࡚࠼

ពぢ交するࡇとで、共㏻ㄆ㆑を☜ㄆしたりࣝーࣈリࢵク⾲の改善にࡆ࡞ࡘたりでࡁたࠋ実際先生

方ࡶࡽ「研修会でほⅬのពがࡑ、࡚ࡗࢃのࡇとをᛕ㢌に発⾲会で評価で࡚ࡁ良ࡗた」「教

員の␗動࠶ࡶるので、ẖ年⾜࠸࡚ࡗたࡔけると࠶りがた࡞「࠸のពぢがฟたࡇࠋのࡇとを㋃࠼ࡲ、

ḟ年度の評価法を⪃ࡃ࠸࡚࠼ととࡶに、ࡇの⤒験を生徒への指導にࡁ࠸࡚ࡆ࡞ࡘࡶた࠸（㈨ᩱＤ㸫

 ࠋ（１２

��



ᖹ成２㸵年度㹼௧元年度の㐣年度ẚ㍑を分ᯒする中で、本校、ࡣ࡚࠸ࡘ基礎アンケートの⤖果に ࢘

のＳＳＨでの取り組ࡳや理科・数学に㛵する能力やセンス向上にᑐし࡚、大࡞ࡁᮇᚅをᢪ࡚࠸入学

し࡚ࡃる生徒が年ࠎ増加し、年度ࡣ 45.2%にࡶ上ࡗた（㈨ᩱＤ㸫㸷）ࡃࡌྠࠋ教員のព㆑ㄪᰝの

⤖果をࡳると、学⩦指導せ㡿ࡼりࡶ発展的࡞ෆᐜに࡚࠸ࡘ㔜どしࡲしたと࠺࠸問࠸にᑐし࡚͆ 大

ኚ㔜どした 、͇͆ やや㔜どした͇とᅇ⟅した教員が 86.1%（年度 80.5%）にࡶ上ࡗたࡲࠋた、生徒

の科学技術にᑐする⯆・㛵ᚰ・ពḧ、学⩦にᑐするព㆑に㛵し࡚͆大ኚ増した͇のྜࡶ上᪼し

指導ෆᐜ・実施ෆᐜを検、ࡽが࡞ࡌព㆑のኚᐜを⫙でឤ࡞ࡁ生徒の๓向ࠋる（㈨ᩱＤ㸫１㸮）࠸࡚

ウしＳＳＨ事業に携࠸࡚ࡗࢃると⪃ࢀࡽ࠼るࠋḟ年度ࡶᘬࡁ続ࡁ生徒・ಖㆤ者・地ᇦの方ࠎのᮇᚅ

にᛂࢀࡽ࠼る࡞࠺ࡼ㨩力࠶る取り組ࡳを、ࡑし࡚、教員がពḧ的に取り組めるᡭ❧࡚を⪃࠼、実㊶

し࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 
ࡁとがでࡇのᛮ⪃力（ᢈุ的ᛮ⪃力・༠ാ的ᛮ⪃力・創㐀的ᛮ⪃力）を るࡘ３ࡣ㹅㹎Ｓテストで ࢚  

るࠋ年度ࡼり取り入ࢀたテストで࠶り、年度の１年生と年度の２年生の数್のኚ化をࡳると、

高校ẁ㝵で目指したࣝ࣋ࣞ࠸とし࡚設ᐃ࠸࡚ࢀࡉるＡẁ㝵のே数がᴫࡡ増加し࡚࠸るࡇとがࢃ

る（㈨ᩱＤ㸫㸶）ࠋ≉に༠ാ的ᛮ⪃力の上᪼⋡が高ࡃ、ゼミ活動やྎ‴進路研修等の活動を㏻し࡚、

者との㛵ࢃりྜ࠸に࡚࠸ࡘの理ゎを深め࠸࡚ࢀࡽるので࠸࡞ࡣと⪃ࢀࡽ࠼るࠋ一方、創㐀的ᛮ

⪃力にࡣ࡚࠸ࡘ年度の評価が良ࡗたࡇと࠶ࡶるが、年度ࡲ࠶ࡽりኚ化がぢࡗ࡞ࢀࡽたࠋ

ᅇの⤖果を学校全体で共有し、指導にᙺ❧࡚࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 
ࡣるが⤖果的に࠸用し࡚ేࡶＳ㹌Ｓࠋたࡗ࠶数でྠࡰ年度とࡣ年度の༞業生㏣㊧ㄪᰝのᅇ⟅数 ࢜  

すると大学㝔への進ุ᩿ࡽࢱーࢹたࡗࡲでの３年間で㞟ࡲࢀࡇࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽᚓࡣ効果࡞ࡁり大ࡲ࠶

学⋡ࡣ理⣔を中ᚰに全国ᖹᆒࡼりࡶ高࠸数್がᚓ࠸࡚ࢀࡽるࡇとがࢃるࡲࠋた、高校௦に⤒験した

ＳＳＨに㛵ࢃるの࡞࠺ࡼ活動が大学におけるの࡞࠺ࡼ活動にᙺに❧ࡗたのㄪᰝでࡣ、鶴南ゼミの

探究活動が大学での研究活動に（52.5%）、ࡲた、鶴南ゼミの発⾲会に㛵ࢃる活動が大学での研究発⾲に

（61.6%）ᙺに❧ࡗたと⟅࠼た༞業生がከࡗたࠋ᭦に理数科の生徒ࡣ理数セミナーが進路Ỵᐃに

（63.8%）ᙺに❧ࡗたと⪃࠸࡚࠼るྜが高ࡣࡽࢀࡇࠋ࠸本校のＳＳＨとし࡚の取組が一ᐃの成果をᣲ

 （㈨ᩱＤ㸫１１）ࠋる࠼るとゝ࠶との証ᕥでࡇる࠸࡚ࡆ
（㸲）ḟ年度へ向け࡚の課㢟 
㹟 学校設ᐃ教科『探究』の学校設ᐃ科目「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」の評価法に࡚࠸ࡘ、先生方

のពぢを࠸た࡞ࡁࡔがࡽ改善を続け࡚ࠋࡃ࠸ 
b 本校のＳＳＨの方㔪や取り組ࡳにࡑ࡚࠸ࡘの㒔度全体で☜ㄆし、ྍ能࡞㝈り教員間で目⥺ྜࡏࢃをした上

で、生徒・教員がとࡶに成長を実ឤでࡁる࡞࠺ࡼ探究活動の深化・ᤵ業の改善・評価法をᘬࡁ続ࡁ検ウ・実

㊶し࡚ࠋࡃ࠸ 
 c ༞業生㏣㊧ㄪᰝࡣḟ年度௨㝆ࡶ継続ணᐃࡔがᅇ⟅⋡を上ࡆるためのᡭ❧࡚を検ウするࠋ 
 
㹂㸫տ㐠Ⴀᣦᑟጤဨの㛤ദ 

  ௧ඖᖺᗘ ➨㸯ᅇ ᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

（௧元年 㸵᭶ 㸳᪥開ദ ෆᐜูࡣῧ㈨ᩱ） 

  ௧ඖᖺᗘ ➨㸰ᅇ ᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

（௧２年 １᭶２２᪥開ദ ෆᐜูࡣῧ㈨ᩱ） 

 

㹂㸫րሗ࿌᭩のసᡂ 

  報࿌書のస成を⾜࠸、校ෆでࡲとめたḟ年度に向けた改善Ⅼをࡶとに後のィ画を⪃するととࡶに、ࡈ༠

力を࠸た࠸࡚࠸ࡔる࿘㎶の連携校や༠力校、大学や研究室にお㓄りし、ࡈពぢやࡈ指導を࠸た࡞ࡁࡔがࡽ、

᭦࡞る事業の改善と成果のᬑཬにດめるࠋ 

 

��



㛵ಀ㈨ᩱ
㸳㸫㸯

山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校教育課⛬⾲

全日制 校長名

第二学年 計

文系 理系 文系 理系

ᅜ ㄒ ⥲ 合 ○ 4 5 5 5 (a) は選択群を表す。

現 代 文 Ｂ 4 5 4
古 典 Ｂ 4 6 5
国 語 探 究 0,1
ୡ ⏺ ྐ 䠝 a○ 2 2 2 0,2 0,2
ୡ ⏺ ྐ 䠞 a○ 4 2 2 0,3,5 0,5
日 本 ྐ 䠝 b○ 2 0,2 0,2
日 本 ྐ 䠞 b○ 4 2* 2* 　　3* (b)3 　　3* 0,3,5 0,5
ᆅ ⌮ 䠝 b○ 2  2*  2* 0,2 0,2
ᆅ ⌮ 䠞 b○ 4 0,3,5 0,5
⌧ ௦ ♫  ○ 2 2 2 2
倫 理 2 0,3
政 治 ･ 経 済 2 0,3
現 代 社 会 探 究 1

SS ᩘ 学 䈜 ○ 5 14,１７ 18

SS ≀ ⌮ 䈜 ○ 2 2 2,8

SS  学 䈜 ○ 4    2* 4    4* 8

SS 生 ≀ 䈜 ○ 2 3,6 2,8
2* 1+2

SS ᆅ 学 䈜 ○ 2 3,6

体 ⫱ ○ 7～8 2 7 7
保  ○ 2 1 2 2
㡢 ᴦ 䊠 ｃ○ 2 0,2,3 0,2
⨾ ⾡ 䊠 ｃ○ 2 0,2,3 0,2
音 楽 Ⅱ 2 0,3
美 術 Ⅱ 2 0,3
䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンⱥㄒ䊠 ○ 3 3 3 3 (b) は選択群を表す。

コミュニケーション英語Ⅱ 4 4 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 3
英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 4 4
英 語 探 究 0,3
ᐙ ᗞ ᇶ ♏ ○ 2 2 2 2

ሗ・科学䝁ン䝢䝔ン䝅ー䈜 ○ 2 2 2

鶴南䝊䝭（ᇶ♏）䈜 ○ 1 1 1 1
鶴南䝊䝭（᥈究）䈜 ○ 1 1 1

○ 3 0 1 1
31 93 93
31 93 93

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 1 3 3

生徒会活動

５５分

ὀ）科┠の䝂䝅ック体䛿ᚲᒚ修科┠で䛒䜛䚹䛯䛰䛧䚸㼍㻌㻘㻌㼎㻌㻘㻌㼏䛿䛭䜜䜙の科┠䛛䜙୍䛴㑅ᢥ䛩䜛䛣と䜢ព䛩䜛䚹䈜䛿㻿㻿㻴研究㛤発㛵連䚹

課程 学科 普通科 　　　　　石　川　　真　澄　　　　印

教

科
科 目

必履
修科
目○

 標準単
位数

第一学年
第三学年

備考
文系 理系

国
語

3 2 2 2 国語探究は学校設定科目（H25年度開
設）3 3 3 2

(a)1

地
理
歴
史

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」

か「地理B」、または「世界史B」と「日本史

A」か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目と

Ｂ科目は時期を分けてまとめて学習する。

（Ａ→Ｂ→Ａの順)

３年次の選択 * は、２年次の科目を継続し

て履修する。(b) は選択群を表す。

公
民

(b) は選択群を表す。
現代社会探究は学校設定科目（H26年度
開設）(b)3

1

数
学

6 6 3+(b)3 7

理
科

保
体

2 2 3 3
1 1

英語探究は学校設定科目（H27年度開
設）4 3

1年次の * はその中から１科目を選択
(a）、(b) は選択群を表す。
(b)選択では、音楽Ⅱ・美術Ⅱはそれぞれ
に対応するⅠを付した科目を履修した後
に履修できる。

外
国
語

4

SS物理・SS化学・SS生物・SS地学は学校設
定科目（H24年度開設）
＊はいずれかを選択
3年次文系理科はSS生物、SS地学の選択
で２年次選択した科目を２単位、選択しな
かった科目を１単位履修する。
３年次理系理科選択*は２年次の科目を継
続して履修する。

SS数学は学校設定科目(H24年度開設)
３年次文系の(b) は選択群を表す。

芸
術

2* (a)1

 (b)3

2

4

家
庭

情
報

情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

2 2
(b)3

2

探
究 1 1

教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （２ｈ） 　　　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　86ｈ
２年　116ｈ
３年　71ｈ

31 31
最   低 31 31 31 31

総合的な学習の時間 0 0 1 1
【選択について】
(a） は、そのグループから１科目選択。
但し、芸術の２年次の選択は、１年次の科
目を継続して履修する。
(b) はそのグループから２教科２科目選
択。但し、地歴は、2･3年で履修したものと
は別の科目を選択する。芸術は、1年次の
Ⅰの科目を継続して履修する。
ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

総
計

最   高 31 31

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間

特
別
活
動

1 1 1 1

1～３年　４ｈ

入 学 式   〔４  月〕  １・３ 年 （２ｈ）
球技大会  〔６ 月〕  １～３年 （１日）
創立記念日〔７月〕　１～３年（３ｈ）
南   高   祭  〔７月〕   １～３年（２日）

防 災 訓 練 〔５・10月〕１～３年（２ｈ）
激　励　会〔12月〕１～３年（３ｈ）
卒   業   式  〔３月〕    ２･３年（２ｈ）
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全日制

ᅜ ㄒ ⥲ 合 ○ 4

現 代 文 Ｂ 4

古 典 Ｂ 4

ୡ ⏺ ྐ 䠝 a○ 2 2

ୡ ⏺ ྐ 䠞 a○ 4 2

日 本 ྐ 䠝 b○ 2

日 本 ྐ 䠞 b○ 4 2* 　　3*

ᆅ ⌮ 䠝 b○ 2  2*

ᆅ ⌮ 䠞 b○ 4

⌧ ௦ ♫  ○ 2

体 ⫱ ○ 7～8

保  ○ 2

㡢 ᴦ 䊠 㼏○ 2

⨾ ⾡ 䊠 㼏○ 2

䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンⱥㄒ䊠 ○ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 4

コミュニケーション英語Ⅲ 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

英 語 表 現 Ⅱ 4

ᐙ ᗞ ᇶ ♏ ○ 2

ሗ・科学䝁ン䝢䝔ン䝅ー䈜 ○

⌮ ᩘ ᩘ 学 䊠 ○ 5

⌮ ᩘ ᩘ 学 䊡 ○ 9

理 数 数 学 特 ㄽ 2～6

⌮ ᩘ ≀ ⌮ ○ 2～6

⌮ ᩘ  学 ○ 2～6 　　2* 4 　　4*

⌮ ᩘ 生 ≀ ○ 2～6 　　4䈜

⌮ ᩘ ᆅ 学 ○ 2～6

ㄢ 㢟 研 究 1～2

鶴南䝊䝭（ᇶ♏）䈜 ○ 1

鶴南䝊䝭（᥈究）䈜 ○ 1

ۑ 1

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動

生徒会活動

ὀ）科┠の䝂䝅ック体䛿ᚲᒚ修科┠で䛒䜛䚹䛯䛰䛧䚸㼍㻌㻘㻌㼎㻌㻌㻘㻌㼏㻌䛿䛭䜜䜙の科┠䛛䜙୍䛴㑅ᢥ䛩䜛䛣と䜢ព䛩䜛䚹䈜䛿㻿㻿㻴研究㛤発㛵連䚹

2

山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校教育課⛬⾲

課程 学科 理数科 校長名 　　　　　石　川　　真　澄　　　　印

教

科
科 目

必履修
科目○

標準
単位数

第一学年 第二学年 第三学年 計 備　　考

0,2

0,5

地
理
歴
史

0,2

2 4

2 2 4

国
語

5 5

保
体

2

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」
か「地理B」、または「世界史B」と「日本史A」
か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目とＢ科
目は時期を分けてまとめて学習する。（Ａ→
Ｂ→Ａの順)
３年次の選択 * は、２年次の科目から１科
目を継続して履修する。

0,5

0,2

0,5

1 1 2

公
民

2 2

2 3 7

1年次の * はその中から１科目を選択。
0,2

外
国
語

3 3

芸
術

2*
0,2

4

2 2 4

4

3

情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

3

2 2

家
庭

2 2

理
数

5 5

2 2,8

情
報

2 2

２・３年次の理数数学Ⅱ・数学数学特ㄽは
分㔝䛤とまとめて学習する。4 5 9

3 2 5

最   低 31 31 31 93

２年次の理科の選択 * は１科目を選択す
る。

３年次の理科の選択 *は、２年次の科目を
継続して履修する。2 2,8

0,4 ３年次の理科の選択䈜は１科目を選択す
る。

4,8

1

1

1

1
教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間 ５５分

ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

1～３年　４ｈ 新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （２ｈ） 　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　86ｈ

　２年　１１6ｈ
３年　７１ｈ

入 学 式   〔４  月〕  １・３ 年 （２ｈ）
球技大会  〔６ 月〕  １～３年 （１日）
創立記念日〔７　月〕　１～３年（３ｈ）
南   高   祭  〔７月〕   １～３年（１日）

防 災 訓 練 〔５・10月〕１～３年（２ｈ）
激　励　会〔12月〕１～３年（３ｈ）
卒   業   式  〔３月〕    ２･３年（２ｈ）

特
別
活
動

1 1 1 3

総合的な学習の時間 0 0 1 1

総
計

最   高 31 31 31 93

探
究

�2



㸳㸫㸰 ௧ඖᖺᗘᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯࢫーࣃーࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧーࣝ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

ձ ௧ඖᖺᗘ ➨㸯ᅇᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯࢫーࣃーࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧーࣝ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

௧元年㸵᭶㸳᪥（㔠） 
１㸳㸸㸮㸮㹼 

ฟᖍ者 
運営指導委員 

山ᙧ大学㎰学部長 ᯘ田ග♸、ᮾ大学大学㝔ᕤ学研究科教ᤵ 安藤晃、鶴ᒸᕷᙺᡤ企画部部長 㜿部真一 
鶴ᒸ高等学校長 㕥木理夫 

山ᙧ┴教育ᗇ高校教育課 
主任指導主事 㧘ᶫ俊彦、指導主事 Ḉ₶ 

山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校 
校長 石川真澄、教㢌 砂田智、事務部長 安達泰浩、長谷川晃、三浦晋、五十嵐雄大、木村築、三宅国彦、

青山Ṋ、木村良二、安野浩夫、齋藤恵美、猪口俊二、佐藤清輔、鏡雄一、齋藤雅子、後藤広、菅原恭子 
１ 開会 
２ 山ᙧ┴教育委員会ᣵᣜ（高校教育課 主任指導主事 㧘ᶫ俊彦） 
３ 山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校長ᣵᣜ （石川真澄 校長） 
㸲 委員⤂ 
㸳 運営指導委員長㑅ฟ 
㸴 ༠㆟ 
 ࡚࠸ࡘでのＳＳＨ事業にࡲࢀࡇ（１）
（２）年度のＳＳＨ事業に࡚࠸ࡘ 
（３）㉁ཬࡧ運営指導委員ࡽのࡈ指導ࡈ助ゝ 
安藤㸸๓ᅇ全体発⾲会ࡶぢ࠸࡚ࡏࡉた࠸ࡔたࠋ鶴ᒸ南高校のＳＳＨが活発に活動し࡚࠸るࠋ鶴おⳫ子⚍をࡌࡣめ

とする地ᇦ連携ࡣ㠀ᖖに㠃ⓑ࠸ヨࡳで効果的ࡶ࡞のがฟ᮶࡚࠸ると実ឤしたࠋ 
ＳＳＨ全体の事業ぢ┤しが㈈務┬ᩥࡽ科┬に⥲括ㄪᰝ書とࡶ࠺࠸のが࠸࡚ࡗࢃࡲるࠋ㈈務┬ࡣＳＳＨを

全↛理ゎし࡚おࡲ、ࡎࡽとࡶに評価し࡚࠸るとࡣᛮ࠸࡞࠼が、ࡶ࠺࠸࠺ࡇのがฟ࡚し࠺ࡲとᩥ科┬ࢀࡑࡣ

にᚑࡗたᑐᛂをࢀࡉるࡑࠋ࠺ࢁࡔの中でࡣＳＳＨ活動で学力向上ࡣぢࢀࡽる、キャリアᙧ成に効果的࡞

の、理⣔進学⋡が全↛上が࠸࡞࡚ࡗ、継続をᕼᮃする高校が㸶㸳㸣࠶࠸ࡽࡄるが、⮬❧で࡞ࡃ࡞ࡁるの

で࠸࡞ࡣ、小中学校へのᬑཬ活動をㅻ࠸࡚ࡗるが実際࡞ࢇࡑࡣにከ࠸࡞ࡃ、≀ရを㈙࠺とࡁに全国でẚ

一方で中ࠋる࠸࡚ࢀࡽࡆとがᣲࡇ࡞ࠎᵝ࡞、る࠶ケースが࠺㐪ࡶ３ಸࡶ㔠㢠と２ಸ࠺㈙ࡽると業者

間評価の際にࡇのࡶ࡞࠺ࡼのにᑐし࡚鶴ᒸ南高校とし࡚࠺࠸࠺ࡇ㈉⊩をした࠸と࠺࠸方向ᛶを♧し、ࢀࡇ

ラࣂラࣂ評価指ᶆが各校でࡣࡘ一࠺ࡶࠋる㺃㺃㺃࠸࡚ࢀࢃ࠸ࡽ┬の㈈務ࡽࢀࡇースとし࡚࣋での実績をࡲ

で࠶るᩥࡣࢀࡇࠋ科┬が学校ẖに評価の指ᶆをᕤ夫し࡚ࡲࡳしࡑࠋ࠺ࡻの中で良࠸方法を探すと࠺࠸のࡶ

ＳＳＨの目的࡞のでࣂࠋ࠸࡞ࡣラࣂラに࡚ࡗ࡞当↛ࡔがⰍࠎと⮬分のとࢁࡇに㒔ྜが࠺ࡼ࠸࠸に評価し

リシー࣏としたࢇࡕࡁࡶ評価方法に㛵し࡚࠺࠸࠺ࡑ、おり࡚ࢀࢃにゝ࠺ࡼのࡑ࡞㸽࠸࡞ࡣるので࠸࡚

とࢹࣅ࢚ンス࣋ースの教育の評価࡞でⰍࠎと大学ࡶ⥾めけ࠸࡚ࢀࡽる、とࡇ࠺࠸と࠶ࡶるࢇࡕࡁࠋと

生徒のアンケートの⤖果やࣝーࣈリࢵクの⤖果と生徒の成績の㛵ಀᛶ、活動のከࡉと実際の⤖果との㛵ಀ

ᛶ࡞Ⰽࡇ࡞ࠎとがྍ能で࠶り、ࡇ࠺࠸࠺ࡑとをや࠸ࡽࡶ࡚ࡗたࠋ࠸地ᇦ連携が㠀ᖖに活発に࡚ࡁ࡚ࡗ࡞

進学実績や㞴㛵ࠋる࠶でࢁࡇと࡞のが地ᇦにᐦ╔した高校のᅾり方とし࡚大事࠺࠸活発にฟ᮶るとࠋる࠸

校へのࢳャࣞンジと࠺࠸ヰの中でⰍ࡞ࠎពで大学ࡶ入ヨのᅾり方や高大᥋続に㛵し࡚検ウし࡚࠸るࠋ

当↛山ᙧ大学ࡶし࡚࠸るࠋ高校と連携した事業を⾜࠸、入学後に༢化すると、≉Ⰽの࠶る活動をした

学生をＡ㹍入ヨで᥇ࡃ࠸࡚ࡗと࠺࠸動ࡣࡁ加㏿し࡚ࡑࠋࡃ࠸の際にࡤ࠼海外⤒験ࡣ㒔会でࡃࡼ࡞ࢇࡳࡣ

⤒験し࡚࡚࠸࡚ࡁ≉Ⰽとし࡚࠸࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃⷧࡣるが、ࢀࡇを⤒࡚⮬分の࠺࠸࠺能力がアࢵプし࡚࠸る

のを主ᙇでࡁると、地ᇦの中で大ே達とᴦしࡃやりࡲしたでࡑ࡚ࡃ࡞ࡣの⤒験を㉳業ࡲでᣢࡃ⾜࡚ࡗ

とࡁ✺ᢤけた⤒験をし࡚ࡁたと࠺࠸のが㠀ᖖにりに࡞るとᛮࢀࢃるࢇࢁࡕࡶࠋ基本的࡞学力がಖ証ࡉ

能力を♧すࡶの࠺࠸クのཷ賞者とࢵリンピ࢜が科学࠸࡞ᦂるがࡣースとし࡚࣋↛当ࡣの࠺࠸ると࠸࡚ࢀ

る࠸࡚ࢀࡉースで評価࣋実績ࡶりࡼ高校のෆ⏦書ࠋる࠸ぢ࡚ࡶࢁࡇと࠺࠸࠺ࡑので࡞ンスࢹࣅ࢚のࡘとࡦ

と࠺࠸㠃ࢃ࠸࡞ࡶけでࠋ࠸࡞ࡣ各大学で⊂⮬の評価をし࡚࠸るࠋᮾ地༊ࡣⱝᡭがῶ࡚ࡁ࡚ࡗおり大学と

し࡚࠸࠸ࡣ子がし࠸、取りྜ࠸のࡇ࡞࠺ࡼと࠶ࡣるࠋ能力をఙࡤす教育をし࡚しࠋ࠸ 
㜿部㸸鶴ᒸᕷがࡽࢀࡇఱで評価ࢀࡉるのと࠺࠸と中学校高校ẁ㝵で生徒にാࡁけをし、ࡇの鶴ᒸࡣᑗ᮶⮬

分が生活をするのに良࠸とࡔࢁࡇとឤ࠸ࡽࡶ࡚ࡌᅇᖐし࡚࠺࠸࠺ࡑ、࠺ࡽࡶⅬが⮬体の評価ࢀࡉるⅬで 

��



３㸳ṓのே口がࡽ中で２㸳ṓ࠸࡞ࡽࡲே口ῶᑡがṆࡣめࡘ一ࠋ࠸たࡁ࠸し࡚ࡤのⅬをఙࡘ௨ୗ三ࠋる࠶

㌿ฟࡼり㌿入がⱝᖸከࢀࡇࡐ࡞ࠋ࠸が㉳࠸࡚ࡗࡇるのの分ᯒをするࡘ２ࠋめࡣ国ໃㄪᰝの⤖果、ᑵ業ே

数に༨める研究者のྜがከ࠸のࡣᮾ地༊でࡣྎ（㸮㸬２㸵㸣）、┒ᒸ（㸮㸬２㸵㸣）にḟ࠸で鶴ᒸ

（㸮㸬２㸣）が➨３に入࠸࡚ࡗるࡑࠋし࡚⚟ᓥ、⛅田、ࡁࢃ࠸と続ࠋࡃ࠸࡚࠸大㒔ᕷの中に鶴ᒸが入ࡗ

᠕⩏ሿ大学の≉ู研究生と助ᡭのไ度が２㸮１ࡣめࡘ３ࠋ࠸たࡁ࠸し࡚ࡤᑡしఙ࠺ࡶのⅬをࡇ、࡚࠸࡚

１年度ࡼりጞ࠸࡚ࡗࡲるࠋ高校生のẁ㝵で助ᡭに࡞り、᠕に進学し、修ኈをฟ࡚年ࡌࡣめ࡚鶴ᒸの࣋

ンࢳャー企業にᑵ⫋した方が࠸るࠋ㠀ᖖにᮃࡲしࣝࢹࣔ࠸で࠶るࡗ࠸࠺ࡇࠋたᙧで中学高校ẁ㝵でാࡁ

けをし、ᑗ᮶⮬分のே生をけ࡚࠸࠸ࡶと࠺࠸とࢁࡇにし࡚ࡃ࠸のがᡃࠎの責任で࠶るࡗ࠸࠺ࡑࠋた組

㎰業３㸮㸮൨、山ᙧ┴一、全国でࡣ鶴ᒸࠋ࠸࠸ࡤࢀࡁとがでࡇࡃ࠸࡚ࡗを学校ẁ㝵で学校の先生方とసࡳ

３㸮、ᕤ業ࡣ山ᙧ┴３ࡔが加価್をࡘけるࡇとに⚽で࡚࠸るࠋ㠀ᖖにࣂランスのとࢀた㒔ᕷで࠶るࠋ

の上でࡑࠋ࠺とᛮࡤࢀけࡔた࠸生徒を㠀育࡚࡚࠺࠸と࠺ࡇ࠸࡚ࡗの地༊を担ࡇで教育の分野でᑗ᮶ࡇࡑ

鶴ᒸの一␒の≉ᚩで࠶る㸲ࡘの学術機㛵と連携をし࡞がࡽ南高の取組ࡳが⣲ᬕࡽし࠸と࠺࠸評価に⤖ࡧ

 ࠋ࠺るとᛮ࡞のが一␒の評価に࠺ࡽࡶけ࡚ࡘ
㕥木㸸中高一㈏、ྜేがỴᐃしＳＳＨに㛵し࡚ࡶࡲでูࡣの学校のࡇとと࠺࠸ព㆑がࡗ࠶たが、高ࡲࢀࡇࡣ

でࡼり✚ᴟ的に㛵ࢃるᚲせが࠶るとឤ࠸࡚ࡌるࠋ高ࡣ⥲ྜ的࡞学⩦の間、探究の間をぢ┤しヨ⾜㘒

ㄗし࡚࠸るとࢁࡇで࠶り、ᑗ᮶的に連携を深め࡚ࡁ࠸たࠋ࠸中高一㈏、ＳＳＨ３ᮇ目のࡇとで࣏ントに

ࡽが࡞たりをやり࠶のࡑが࠺とᛮࡔスケジューࣝのㄪᩚ等大ኚ࡞࡞ࡣのࡶ࡞ල体的ࠋ中学校ࡣるの࡞

中高一㈏に࡞࠺ࡼࡃ࠸࡚ࡆ࡞ࡘᙧが࠸࠸の࡞とᛮࠋ࠺地ᇦ、校との連携ࡣⰍ࡞ࠎᙧで取り組ࢇで࡚࠸

参⪃に࠸࡚ࡗࡽࡶ࡚ࡏࡉるࡦࠋとࡘ㉁問、２・３年のྜྠゼミ࠸ࡽࡄࢀࡣの間で⾜࡞ࢇ、࡚ࡗෆᐜ

で࡞ࢇ効果がࡗ࠶たのࠋ 
佐藤㸸１間ࠋ㸲᭶の࢞ダンスのḟの間３ࠋ年生が年度ᡤᒓし࡚࠸たゼミに⾜࡚ࡗヰをするᙧែ࠶ࠋとࡣ

ゼミの担当の先生にお任ࡏしたࠋᴫࡡと࡚ࡶ参⪃にࡗ࡞たと࠺࠸ពぢࡗࡔたࠋゼミに࡚ࡗࡼே数つᶍが㐪

 ࠋたࡗ࡞り、᮶年度௨㝆実施の際の課㢟と࠶とがࡇ࠺࠸たりとࡗ࡞たり、㊊りࡗので間がవ࠺
猪口㸸㩭度のゼミ３ࠋ年生ࡣ年度加ⱱỈ⏘高校やỈ⏘学会で発⾲したࠋᵝࠎアࣂࢻスを࡚ࡗࡽࡶおり、生徒

࠸良࡞࡞たがࡗࡔ１間ࠋた࠸とがฟ᮶࡚ࡇスするࣂࢻとを２年生にアࡇのࡑ࡚࠸࡚࠼明☜にぬࡣ

間ࡗࡔたࠋ 
ᯘ田㸸中間ࣄアリングのෆᐜ等の㏻▱ࡣ᮶࡚࠸るの㸽 
Ḉ㸸年１１᭶ࣄࡽアリングスࢱートࡔが年度ࡣ㸵㸵校がࣄアリングのᑐ㇟で、࡞りࣄアリングのᮇ間

が長࡞ࡃるࢀࡇࠋがの࠺ࡼにᙳ㡪するの分࠸࡞ࡽが年ࡔと１㸮᭶࠸ࡽࡃに㏻▱が᮶࡚࠸るࠋ 
ᯘ田㸸ࣄアリングのෆᐜࡣ㸽 
Ḉ㸸２ᮇ目の実施に࡚࠸ࡘのࣄアリングで࠶るࠋḟの３ᮇ目を目指したࣄアリングとཷけṆめ࡚࠸るࠋの事

業ෆᐜがの࠺ࡼに良、࠸の࡞࠺ࡼ課㢟が࠶るとࡇ࠺࠸とに加࡚࠼、ḟ࠺ࡇした࠸とࡇ࠺࠸とをฟ

し࡞が࠸ࡽけࠋ࠸ࡼࡤࢀ㐣ཤのࣄアリングෆᐜや校の情報を㞟め࡞がࡽ進め࡚ࡁ࠸たࠋ࠸ 
ᯘ田㸸のⅬでの࠸ࡽࡄ達成し࡚࠸るのとࡇ࠺࠸とに加࡚࠼、後のࡇとに࡚࠸ࡘὀᩥがฟ࡚ࡃる࠺ࡇࠋ

ᚲࡃを♧し࡚おるの࠸にኚ化し࡚࠺ࡼのるが数್等でල体的にࢃࡣの࠺࠸たとࡗとをやࡇたࡗ࠸

せが࠶るࠋ᪥࠺࠸࠺ࡑࡣヲし࠸分ᯒがࡗ࡞たのでࡑの࠶たりをや࡚ࡗし３ࠋ࠸ᮇ目に࠸࡚ࡗࡶ࠺

ࡣࢀࡑ、るが࠶るとࡲጞࡽた中高一㈏のヰで᭱㏿で௧㸴年度ࡗ࠶ࡽ㕥木先生るが、先࠶でࡃ

 㸽るのࡲᙧでጞ࡞࠺ࡼの
石川㸸㸲᭶ࡑࡽの委員会が❧ࡕ上がり、ල体的࡞とࠋࡽࢀࡇࡣࢁࡇ本┴のᮾᱜ学㤋のを⪃࠼ると᪂１年生

が入ࡃ࡚ࡗる年、ࢀࡑが௧㸴年㸲᭶ࡑࠋのとࡁ中学２、３年ࣈࡣランクࡑࠋし࡚外進ไの生徒が高校に

᪂１年生とし࡚入ࡃ࡚ࡗるࠋ 
ᯘ田㸸௧㸴年࠺࠸࠺ࡑࡽ動ࡁに࡞るのでࡇࡑࡤࢀ࠶をぢᤣ３࡚࠼ᮇ目を⪃࠼るとࡇ࠺࠸とがᚲせࠋ中学との

連携をぢᤣ࠼たᙧでの、３ᮇ目の㏵中ࢀࡑࡽがጞࡲるがࢀࡑが≉Ⰽに࡞るとᛮࠋ࠺鶴ᒸの₯ᅾ的࡞㨩力

ᑵ⫋する際、ࡁ⾜㒔会の大学にࠋる࠶ᚲせが࠺ࡽࡶ࡚ࡗቃの㨩力を高校生に分⎔↛⮬࡞㇏ࠋ࠸ࡁ大ࡣ

に鶴ᒸにᡠ࠺ࡽࡶ࡚ࡁ࡚ࡗと࠺࠸㜿部部長のヰࡗࡔたがࡑのためにࡣ࠶る企業がの࠸ࡽࡃ㨩力的

とࡇ࠺࠸と࠶ࡶるがむし࣋ࢁンࢳャーと先端研が⭾ࢇࡽでࡃ࠸際に鶴ᒸࡽ࡞でࡣで鶴ᒸࡗࡔたࡽやࢀ

鶴ᒸで生活でࢁࡇたとࡗ育ࢀࡲ生、࡚ࡳ࡚ࡗ⾜大学でవᡤにࠋと生活⎔ቃࢀࡑࠋとが大事ࡇ࠺࠸とࡔ࠺ࡑ

が鶴ࡔࢁࡇると࠸࡚ࡗ、鶴ᒸᕷの全体のィ画をやࠋとが大事ࡇ࡞࠺ࡼる࠼とᛮ࠸が一␒良ࢀࡑࡽ࡞るࡁ

ᒸの㨩力が࠸ࡥࡗ࠸ワࡗࡲた㈨ᩱで࠶るࠋே口ῶᑡ࡞ཝし࠸≧ἣࡶた࠶ࢇࡉࡃるࡽࢀࡇࠋのࡶのを探究

活動に用でࡁる、࠶るࡣ࠸鶴ᒸᕷのィ画に高校生がពぢを㏙ると࡞࠺ࡼ࠺࠸企画ࡶ࡚ࡗ࠶ࡶ良࠸ので

企ࡶとࡇたࡗ࠸࠺ࡑࠋる࠶ࡶとࡇ࠺࠸とがฟ᮶るとࡇ鶴ᒸの㨩力を発ぢするࡽとࡇ࠺࠸࠺ࡑࠋ࠸࡞ࡣ
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画の中で⪃ࠋ࠺ࡣ࡚ࡳ࡚࠼ 
㜿部㸸鶴ᒸᕷࡣ┴教委に中高一㈏校ࡣ௧㸴年度、㐜࠺ࡼ࠸࡞ࢀにとゝ࠸࡚ࡗるࠋ地ᇦの≉ᛶを活し࡚ࡃ࠸と

活ࡃࡲ࠺をࡽࢀࡇ、り࠶の学術機㛵でࡘ㸲ࡣとࡇるࢀࡶりࡼ鶴ᒸが地ᇦࠋる࠸せᮃし࡚ࡶとࡇ࠺࠸

用し࡚ࡇࡃ࠸とで≉Ⰽをฟすと࠺࠸のが࣏ントࠋ統ྜするのࡔࡲࡣ先ࡔがࡽⰍࡇ࡞ࠎとを‽ഛし࡚

一方で地元ᅇᖐࠋ࠺るとᛮ࡞るⅬにࢀࡉ評価ࡣの࠺࠸ると࠸高校がᇦ外の高等教育機㛵と連携し࡚ࠋࡃ࠸

と࠺࠸㠃でࡣാࡁた࠸ሙᡤ、事が࡞けࡤࢀ⮬分達で事をస࠺ࡽࡶ࡚ࡗし３ࠋ࠸࡞年๓ࣅࡽジࢿス

プランコンテストをや࠸࡚ࡗるࠋ南高、高ࡽ参加し࡚࠸࡚ࡗࡽࡶるࠋ᭦に拡大し࡚ࡁ࠸た࠸とᛮࠋ࠺

ᯘ田先生ࡗ࠶ࡽた高校生にࡼるᕷᨻのィ画సりࡣ㔜せࡇ࡞とࡔとᛮ࠺ので㠀実⌧し࡚ࡁ࠸た࠸とᛮ

 ࠋ࠺
安藤㸸㈈務┬ࡽＳＳＨ２ࡣ年で࠸ࡼのでࡣ㸽と࠺࠸ពぢがࡗ࠶たࠋ⮬❧で࡞ࡃ࡞ࡁるࠋ一方でᶍ範校をస࡚ࡗ

る࡞地ᇦの中でᶍ範校とࡣ３ᮇ目ࠋる࠸࡚ࢀࢃゝࡶとࡇ࠺࠸と࠺ࡣᙧで࡞࠺ࡼ進める࡚ࡗ⩦をぢࢀࡑ

ே口ῶの中で高等教育理数教育をコアとしࠋる࠶ほⅬで࡞大事ࡃࡈのがす࠺࠸をᵓ築するとࣝࢹࣔ࡞࠺ࡼ

た࡞࠺ࡼ教育先進ࣔࣝࢹを࠺࠸࠺ࡇとࢁࡇで展開し࡚ࡣࢀࡇ、ࡃ࠸高校༢⊂でࡣで࡚ࡃ࡞ࡁ地ᇦ、⾜ᨻ、

企業とࡶ連携し࡚教育ࣔࣝࢹをᵓ築すると࠺࠸のࡣと࡚ࡶ㨩力的２ࠋᮇ目で㊊がりをࡘけ３ᮇ目でやる

と࠺࠸のࡣと࡚࠸ࡼࡶとᛮࠋ࠺中間評価ࡽ後༙にけ࡚ࡶ࠺࠸࠺ࡑのを増やし࡚ࡃ࠸と࠺࠸のࡣ良ࠋ࠸ 
石川㸸ＳＳＨと࠺࠸どⅬの中で地方創生に㛵ࢃるཤ年の鶴おⳫ子⚍࡞の社会科学的ࡶ࡞のࡣの࠺ࡼに評価ࡉ

 㸽の࡞とࡇ࠸࠸࡚ࡗやࡣとࡇ㎸むࡕどⅬをᣢ࡞࠺ࡼのࡇ㸽るのࢀ
安藤㸸ࢹー࢚ࢧࢱンス、ＡＩࡣᖖにฟ࡚ࡃるࠋ分㞳問ࡎࢃにࡇの教育を࠺入ࢀ㎸むが問࠸࡚ࢀࢃるࠋ社会

科学の中でＡＩやࢹー࢚ࢧࢱンスがᚲせと࡚࠸࡚ࢀࡉᚑ᮶の࠶࠺ࡇる࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡࡽ࠶࠺ࡇ、ࡁと࠸

㐨と࠸とが᪂しࡇ࠺࠸にすると࠺ࡩ࠺࠸࠺ࡇの᥎ㄽでࡽࢁࡇと࡞ンス的ࢹࣅ࢚ࢱーࢹ、ࡃ࡞ࡣ㆟ㄽで࠺

し࡚⪃ࢀࡽ࠼る、と࠺ࡼ࠺࠸に１ࡘの科学のୡ⏺で࠶るࡑࠋの࡞࠺ࡼ実㊶のሙとࡇ࠺࠸とでᤊ࠼るのがࡦ

とࠋࡘ共ྠ研究の中でฟ࡚ࡁた⣲材をၟရ化し࡚りฟすと࠺࠸ᙧែ࠶ࡣるが社会科学の地ᇦのே口ῶに

ᑐし࡚࠺ᑐ⟇をすると࠺࠸࠺効果が࠶ると࠺࠸とࢁࡇでࡶᚑ᮶の発と㐪ࡶ࠺のがồめ࠸࡚ࢀࡽ

るࢹࠋーࢱを３ࡘ㸲ࡘと࠺࠸࠺ࡇ࡚ࡗഴ向が࠶るとするのがࡃࡼやる方法ࡗࡔたが、᭱㏆ࢹࡣーࢧࢱ

ࢧࢱーࢹのが࠺࠸けฟすとࡘをぢる࠶ഴ向が࠺࠸࠺の中でࡑࠋる࠶㝈に↓ࡣࢱーࢹと࠺࠸ンスと࢚

ＳＳＨ活動の中でࡶどⅬ࠺࠸࠺ࡑるが࠸ᶍ⣴し࡚ࡶの教育の方を大学でࡑࠋる࠸࡚ࡗ࡞ンスの方法に࢚

ࡑ理数活動の中でࠋ࠸࡞ࡣとでࡇ࠺࠸と࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀけ࡞࠼理科、数学で問㢟をᤊࡽࡔＳＳＨࠋᚲせࡣ

の広がりとし࡚ࡽࢀࡑの問㢟をᤊ࡚࠼し࠸と࠺࠸流ࢀで࠶るࠋ 
ᯘ田㸸鶴ᒸᕷのィ画のヰࡔと⥲ྜィ画全体ࡔと社会科学的ࡶ࡞のが大࠸ࡁがಶูのィ画ᨻ⟇、ࡤ࠼㣗ᩥ化の中

に࢚ࢧࡣンスがた࠶ࢇࡉࡃるࠋࡲで⤖ࡃࡘࡧとᛮࡗ࡞࠼たࡇとが⤖ࡃࡘࡧとࡇ࠺࠸とが大事ࡃ࠸ࠋ

ントࣄࡶに࣐での鶴南ゼミでのテーࡲࢀࡇࠋる࠶ࢇࡉࡃたࡣのࡶるࡁがでࢳアプロー࡞科学的↛⮬ࡶでࡽ

どⅬ、᭱⤊的に地方創生࡞大事ࡶの࠺࠸と࠺ࡇ࠸け࡚ࡘࡧ⤖࡚ࡗや࠺ಶูの研究をࠋる࠶ࢇࡉࡃたࡣ

にᙺ❧ࡶ࡞࠺ࡼࡘのを࡞ࢇࡳで㞟࡚ࡗࡲ⤠りฟす、連⤖ࡏࡉるࢹࡑࡇࢀࡑࠋー࢚ࢧࢱンスのࡦとࡘで࠶

るࡑࠋのプロセスを大事にし࡚᭱⤊的にࡗ࠸࠺ࡑたࡶのをసࡃ࠸࡚ࡗと࠺࠸の࠸ࡼࡶ࡚ࡗ࠶ࡶとᛮࠋ࠺ 
㜿部㸸３年๓のࣅジࢿスプランコンテストで᭱ඃ⚽賞を取ࡗたのࡣ高ᑓの生徒で࢘ࢻࣈに㛵連し࡚企業とࢱア

ࢵアࢱ企業とࠋる࠶ࡶ方法࠺࠸分ᯒするとࢱーࢹンスで࢚ࢧの㤶りを࢘ࢻࣈࠋたࡗࡔࡳプした取組ࢵ

プするとࡔ࠺࠸けでࡃ࡞学究的࡞深ࡳを探ࡃ࠸࡚ࡗ方法࠶ࡶる࢜ࠋリ࢚ンࣔࣝࢱーࢱーࡣዪᛶに㓄៖した

会社で࠶るࠋ㔜࠸Ⲵ≀をᣢた࠸࡞ࡏと導⥺等を科学的ุ᩿࡞で㓄៖し࡚࠸るとのࡇとࠋ学術、先進的企

業とのࢱアࢵプᵝࣄ࡞ࠎントが鶴ᒸᕷにከ࠶ࡃるࠋ 
安藤㸸ＳＤ㹅㹱ࡣキー࣡ーࢻで࠶るࠋ⮬分達ࡇ࡞ࢇࡣとがฟ᮶るのとࡇ࠺࠸とを⪃ࡏࡉ࠼るのࡶテー࣐㑅ࡧ

でࡣ効果的で࠶るࠋ研究動機とし࡚ＳＤ㹅㹱の中のࡇのテー࣐にᑐし࡚ࡣ⮬分達࠸࡚࠼⪄࠺ࡇࡣると࠺࠸

の࠸࠸ࡣㄝ明で࠶るࠋෆᐜにࡶ࡚࠸ࡘ高度ࡶ࡞のをồめ࡚࠸るࢃけでࡃ࡞ࡣ、ࡶࡤ࠼のが࠸࡞発展㏵上

国でᙺに❧ࡶࡘのをసるに࠺ࡣする、等と࠺࠸アプローࡶࢳ㠃ⓑࠋ࠸ 
ᯘ田㸸ண⟬書に࡚࠸ࡘのㄝ明をお㢪࠸したࠋ࠸ 
佐藤㸸鶴南ゼミに㛵ࢃるࡶのࡣ大体３㸮㸮ࠋᅇࡇࡇを๐ࡗたࠋ生徒の᪑㈝大体１㸮㸮ࡶࡇࡇࠋ๐ࡗた

がࡣࡇࡇ参加者に⮬ᕫ㈇担を課すࡇとにしたࠋ 
ᯘ田㸸後ࡶண⟬๐ῶのྍ能ᛶ࠶ࡣる㸽 
Ḉ㸸ྍ能ᛶ࠶ࡣるࠋ 
安藤㸸ཷ┈者㈇担とࡇ࠺࠸と࠶ࡣるࠋ 
㜿部㸸一ᚊྠ࡞ࡌの㸽 
Ḉ㸸継続校ࠋࡌྠࡣ有㆑者会㆟でࡶ㍍㔜をࡘけるࡁと࠺࠸ពぢࡗ࠶ࡶたࡔ࠺ࡼが、⌧ẁ㝵でࡲࡇࡑࡣでにࡣ
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ࡽ࡞ࡤࢀけ࡞࠸検ウし࡚ࡶとし࡚┴ࠋたࡗ࠶ࡶពぢ࠺࠸とࡁるし࡚ࡗ࠶ࡶのᨭ┴ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳

 ࠋ࠸࡞
㜿部㸸鶴おⳫ子⚍ࡣ地ᇦ㈉⊩で࠶る࠺࠸࠺ࡑࠋ取組ࡳにࡣ࡚࠸ࡘ㓄当がࡶ࡚ࡗ࠶良࠸とᛮࠋ࠺ 
ᯘ田㸸実際に࠺࠸࠺ࡇ取組ࡳを⾜࠺とࡁに外部ࡽのᨭをࡇ࠺ࡽࡶとྍࡣ能㸽 
㜿部㸸鶴おⳫ子⚍ࡣ書ࡁ方にࡣ࡚ࡗࡼ᥇ᢥに࡞るࠋ 
ᯘ田㸸࠺࠸࠺ࡑ組ࡳを中に入ࢀࡽࢀるのでࡤࢀ࠶✚ᴟ的にࡇ࠺࠸࠺ࡑとをやるの࠶ࡶりと࠺࠸ឤࡌがするࠋ 
石川㸸鶴おⳫ子⚍ࡣＳＳＨの⤒㈝でࡃ࡞、鶴ᒸᕷࡽᨭを㡬࡚࠸進めたࠋ 
安藤㸸ࡣࡽࢀࡑ高校の先生でࡃ࡞、企業にᑐし࡚㢦がࡃ方等がやࡗた࠺がࠋ࠸ࡼ 
ᯘ田㸸後ࡶண⟬ࡣ大事ࠋᕤ夫し࡚Ⰽ࡞ࠎとࡽࢁࡇฟし࡚࠺ࡽࡶと࠺࠸どⅬが大ษࠋお࠸がやࢀるとࡣࢁࡇ

連携し࡚やࡃ࠸࡚ࡗと࠺࠸事業の進め方が大事ࡇࠋの࠶たり３ࡶᮇ目に向け࡚検ウし࡚࠺ࡽࡶとࠋ࠸ࡼ 
㸵 連⤡ 
㸶 㛢会 
 
 

ղ ௧ඖᖺᗘ ➨㸰ᅇᒣᙧ┴❧㭯ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯࢫーࣃーࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧーࣝ㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

௧２年１᭶２２᪥（Ỉ） 
１㸳㸸㸮㸮㹼 

ฟᖍ者 
運営指導委員 
ᮾ大学大学㝔ᕤ学研究科教ᤵ 安藤晃、鶴ᒸᕷ❧鶴ᒸ➨一中学校長 菅原ᘯ 
山ᙧ┴❧鶴ᒸ高等学校長 佐㈡ோ 

山ᙧ┴教育ᗇ高校教育課 
主任指導主事 小山彦、指導主事 Ḉ₶ 

山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校 
校長 石川真澄、教㢌 砂田智、事務部長 安達泰浩、小松範明、三浦晋、五十嵐雄大、木村築、三宅国彦、 
青山Ṋ、木村良二、安野浩夫、池田雅明、齋藤恵美、猪口俊二、佐藤清輔、鏡雄一、青山尽、齋藤雅子、 
後藤広、菅原恭子 

１ 開会 
２ 山ᙧ┴教育委員会ᣵᣜ（高校教育課 主任指導主事 小山彦） 
３ 山ᙧ┴❧鶴ᒸ南高等学校長ᣵᣜ （石川真澄 校長） 
㸲 委員⤂ 
㸳 運営指導委員長㑅ฟ 
㸴 ༠㆟ 
（１）年度のＳＳＨ事業報࿌ 
（２）᮶年度のＳＳＨ事業ィ画 
（３）㉁ཬࡧ運営指導委員ࡽのࡈ指導ࡈ助ゝ 
菅原㸸㸴᭶に中高の校長会が鶴ᒸ南高校で⾜１、ࢀࢃ年生の鶴南ゼミ（基礎）のᤵ業を参ほしたࠋ広報ㄅ等で▱

࡚ࡗ分で課㢟を設ᐃし、課㢟ゎỴを図⮬ࠋたࡌとឤ࡞たࡗ࡞ࡽࢃと࠸࡞ࡳたが、実際にぢ࡚࠸ࡣ࡚ࡗ

ࡗࢃ㞺ᅖẼがఏ࠺࠸ると࠸࡚ࡗ分達でや⮬、ࡃ࡞ࡣるので࠸࡚ࢀࡉࡽやࠋたࡗࢃࡃࡼとするጼが࠺ࡇ࠸

た課㢟にࢀࡉᤵ業の中で設ᐃࠋる࠶のがࡶ࠸㞴し࡞࡞ࡣ分で課㢟を設ᐃするの⮬ࡣ中学校でࠋたࡁ࡚

ᑐし࡚࡞ࢇࡳで▱恵をฟし࡚課㢟ゎỴを図࠺ࡇ࠸࡚ࡗとするሙ㠃、ࡺࢃ࠸る探究ᆺの学⩦ࡣ本校でࡶ増࠼

がぢるの࠸とをし࡚ࡇ࡞ࢇ実際に、࠸࡞ࡽࢃࡃࡼ、ᤵ業をぢ࡚本校の先生方にヰをしたがࠋる࠸࡚

全中学の校長ࡣ㸴᭶の校長会ࠋが大事ࡃ࠸共有し࡚࠺中高の先生方でࠋたࡗ࠶がࢁࡇと࠺࠸と࠸࡞࠼

が㞟࠸࡚ࡗࡲたので࠸ࡼ機会ࡗࡔたࠋ中学校でࡣ学校⾜事に㛵連し࡚⥲ྜ的࡞学⩦の間にお࡚࠸主体的

中高一㈏校ࠋたࡌるとឤ࠸でࢇ教育課⛬を組࡚࠸⨨り学力に㔜Ⅼをࡼࡣ高校でࠋ࠸活動をするሙྜがከ࡞

がで࡚ࡁ連携をする上でࡣやりやす࠸し、ࡇの࡞࠺ࡼ活動がで࠸ࡼࡤࢀࡁとᛮ࠺ 
佐㈡㸸２Ⅼ㉁問が࠶る１ࠋⅬ目ࠋ外部での発⾲に࡚࠸ࡘ⥲参加グࣝープ数、ே㑅の方、ෆᐜࡣ鶴南ゼミの発

⾲会とྠࡶࡌの࣏、࠺スࢱーと࣡ࣃー࣏ントのᑐᛂࡣの࠺ࡼにし࡚࠸る、にࡁ⪺࡚࠸ࡘたࠋ࠸

２Ⅼ目ࠋ評価に࡚࠸ࡘ理⣔の評価ࢀࡇࡣでࡶ࠸ࡼし࠸࡞ࢀがᩥ⣔の発⾲にぢࢀࡽる、高校生のឤᛶに基

 ࠋ࠸࡞ࡣኌ࠺࠸と࠸ࡽ評価し࡙ࡣでࢀࡇࡣた発⾲にᑐし࡚の評価࠸࡙
佐藤㸸グࣝープ数３ࡣ㸮ࠋ࠸ࡽࡄே数ࡣの㸷㸮ேࠋ࠸ࡽࡄ科学部とし࡚の参加、᠕先端研≉ู研究生とし࡚ 
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の参加とࡶ࠺࠸のࢇྵࡶで࠸るࠋே㑅ࡣ中間発⾲会の発⾲をぢ࡚先生方がỴめ࡚࠸るࠋෆᐜࡣ鶴南ゼミの

発⾲会とྠࡶࡌので、࣏スࢱー、࣡ࣃー࣏ントにࡑࡣの㒔度ᑐᛂし࡚࠸るࠋ 
安藤㸸発⾲するグࣝープࡣ理数科とᬑ㏻科㛵ಀࡃ࡞㑅ࢇで࠸るのࠋ理数科と科学部ࡣከ࡞ࡃるのࠋ 
佐藤㸸生徒の発⾲ෆᐜや外部発⾲会のᛶ㉁等຺ࡶし࡞がࡑࡽの㒔度㑅ࢇで࠸るࠋ 
鏡 㸸評価にᩥࠋ࡚࠸ࡘ⣔の評価にࡣ࡚࠸ࡘ௨๓ࡽヰ㢟にࡣ上が࡚ࡗおり、ࡑのࡇとを加し࡚や࡞࠸࡚ࡗ

け࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀとᛮ࠸ࡣ࡚ࡗるᩥࠋ⣔ࡶ理⣔ࡶおおࡶ࡞࠺ࡼࡌྠࡑࡼのをసࡽ࡚ࡗ理⣔用、ᩥ⣔用とし

をࡃ࠸࡚ࡗにᢅ࠺ࡼの࡚࠸ࡘに࡞取りࡳ௬ㄝ等、実験、ㄪᰝ、㈨ᩱのㄞࠋる࠸࡚࠼⪄と࠸たࡁ࠸࡚

度の⫋員研修会で目⥺ྜࡏࢃをし࡚ࡁ࠸たࠋ࠸高校生のឤᛶの評価と࠺࠸のࡣ㞴しࡇ࠸とで࠶ࡣるが、

大ษࡔとᛮ࠺のでᘬࡁ続ࡁ࠸࡚࠼⪄ࡁたࠋ࠸ 
佐㈡㸸ᩥ⣔の取り組むᖜࡣ広ࠋ࠸評価⾲に⦡࡚ࢀࡽし࠺ࡲと生徒の⮬⏤࡞発をࡪࡘすࡇとに࡞ࡘが࡚ࡗしࡲ

 ࠋる࠶ࡶ能ᛶྍ࠺
安藤㸸ᩥ理共㏻ࡇ࡞ととし࡚ࡣ発⾲をするࡇとにࡲ、࡚ࡗࡼたࡣ研究を㏻࡚ࡌ生徒が࠺成長でࡁたが評価の

中に入ࡃ࡚ࡗる࡞࠺ࡼ項目❧࡚がで࠸࡚ࡁるとࠋ࠸ࡼࡤ࠼本ேが課㢟にᑐする探究度を࠺や࡚ࡗ増や

とがでࡇの評価項目で評価する࡚࠸ࡘ等をプࣞゼン力にたࡗ࠸࡚ࡗឤᛶが育࠸ࡽࡃの、とした࠺ࡑ

 ࠋ大事ࡶの࠺࠸とࡃ࠸Ⅼをᕤ夫し࡚࠺࠸と࠸࡞ࡃࡲ࠺ࡣでࢀࡇ࡚ࡳ࡚ࡗた、一度やࡲࠋるࡁ
菅原㸸評価シートࡣ事๓に生徒にᥦ♧し࡚࠸るࠋ 
鏡 㸸教員用のࡶのࡣ㸳ほⅬ㸳ẁ㝵、生徒ྠኈの┦評価シートࡣほⅬࡣ教員用とྠࡌ㸳ほⅬでẁ㝵を３ẁ㝵に

したࡶのを用し࡚࠸るࠋ生徒にࡣ生徒ྠኈの┦評価シートを㸴᭶にᥦ♧し࡚࠸るࠋ 
菅原㸸生徒ྠኈの┦評価、⮬ᕫ評価、先生方の評価をの࠺ࡼにᢅ࠸࡚ࡗる教࡚࠼しࠋ࠸ 
鏡 㸸発⾲会での発⾲を評価するࡶのとし࡚ࡣ┦評価、教員の評価、参加者ࡽのᢞ⚊が࠶るࠋ⮬ᕫ評価ࡣ鶴

南ゼミ活動全体の評価の参⪃㈨ᩱにし࡚࠸るࠋ 
菅原㸸先生方の評価と生徒達の評価のࠋ࠸࡞ࡣࣞࢬ 
鏡 㸸担当教員ẁ㝵でࡑの部分をぢ࡚࠸るࡶし࠸࡞ࢀが、全体でࡣᢕᥱし࡚ࠋ࠸࡞࠸たࡔ⮬ᕫ評価のⅬ数ࡣ全

体でࡣ㞟ィし࡚おり、中間評価のẁ㝵でࡣ年ࡼりࡶ上が࠸࡚ࡗるࠋ全体発⾲会の数್ࡶぢ࡚、中間ࡽ

ののࡧや年度とのẚ㍑を⾜࠺ணᐃで࠶るࠋ 
菅原㸸ฟࢀࡉた評価に࡚࠸ࡘ生徒が⣡ᚓで࠸࡞ࡁと࠺࠸ሙྜ࠶ࡣるࠋ 
猪口㸸⮬分達がやࡁ࡚ࡗたࡇとを発⾲の中で十分にఏ࠼るࡇとがでࡎࡁ、外部の方ࡽ指ࡣࢀࡑ」、ࢀࡉやࡗた

 ࠋたࡗ࠶ࡣ事࠺࠸をした、と࠸ᛮ࠺࠸のに㺃㺃㺃」と࡞とࡇ
安藤㸸先生方の評価にお、࡚࠸のࣞࣝ࣋で㸳をࡘける、３をࡘけるとࡇ࠺࠸との共有化ࡣ大ኚで࠶るࠋ全体の

 ࠋするのࡣプのために評価⮬体を高めにする等の┬会、ពぢ交等ࢵアࣝ࣋ࣞ
鏡 㸸度２᭶に⾜࠺研修会でࡣពぢ交࠸⾜ࡶ、ฟ࡚ࡁたពぢで改良を加ࡃ࠸࡚࠼ணᐃで࠶るࠋ発⾲会が⤊ࢃ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚࠼⪄ࢁࡇのとࡣの┬会等のሙࡽ࡚ࡗ
安藤㸸教員評価シートのぢ┤しࡣ間をおࡎにやࡗた方がࠋ࠸ࡼ 
佐㈡㸸鶴ᒸ南高ࡣ探究活動をࡌࡣめとし、ᵝ࡞ࠎሙ㠃で地ᇦを≌ᘬし、活㌍し࡚おり、௧㸴年度に鶴ᒸ南高

とྜేに࡞る鶴ᒸ高ࡶ㡹ᙇ࠸࡞ࡽと࠸け࠸࡞とᛮ࠸࡚ࡗるࠋ鶴ᒸ高ࡣ⌧ᅾ３年生の㸵᭶に課㢟研究の

発⾲会を設ᐃし࡚おり、鶴南の２᭶と࡚ࣞࢬࡣおり、ᅇࡶ参加ࡣ㞴し࠸≧ἣで࠶るేྜࠋのࡇとを⪃࠼

ると௧㸳年度鶴ᒸ高入学生ࡣ௧㸴年度でྜేした学校の高校２年生に࡞るのでࡑのࡶࡘりで‽ഛ

がᚲせで࠶るࠋ探究活動のテー࣐にࡣ࡚࠸ࡘ鶴南生の発力が活ࢀࡉ、㠃ⓑࡶ࡞࠺ࡑのがከ࠸とឤࡌる

が、研究ᡭ法࠶ࡣりがࡶ࡞ࡕのがከ࠸ので、ࡑの部分ࡶ高校生ࡽし࠸㠃ⓑ࠸発がฟ࡚࡚ࡁしࠋ࠸ 
安藤㸸すでにỴ࠸࡚ࡗࡲるྜే、中高一㈏校での取組と࠺࠸のࡣＳＳＨ３ᮇ目の目⋢の一ࡘと࡞るとᛮࡇࡑࠋ࠺

での中高一㈏校とのᕪู化を࠺するࠋ中学生をᕳࡁ㎸ࢇで、中学生にࡶ高校生にࡶプラスに࡞る

 ࠋ࠸し࡚࠼⪄りࡃࡗࡌࡽが࡞校の事を参⪃にしࠋるࡁ活動がで࡞ࢇ
菅原㸸ＳＳＨをやࡗࡼ࡚ࡗた、進路㑅ᢥや生ࡁ方にᫎ࠸࡚ࢀࡉる、と生徒が実ឤするࡇとが大ษࡔとᛮ࠺が、

生徒ࡣの࠺ࡼにឤ࠸࡚ࡌるࠋ 
佐藤㸸生徒ࡣ校ෆで⾜ࢀࢃる各活動がＳＳＨ事業ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࢃࡣ࠺鶴南ゼミ、ྎ‴進路研修がＳＳＨ

事業で࠶るࡇとࡣㄆ㆑し࡚࠸る࠺ࡼにᛮࠋ࠺༞業生㏣㊧ㄪᰝを⾜࠸࡚ࡗるが、༞業生が大学で研究をする

とࡁにゼミの⤒験がᙺに❧ࡗたと࠺࠸ኌࡣከࠋ࠸ᅾ学中に࡞ࢇᛮ࠸をᣢ࠸࡚ࡗるのࠋ࠸࡞ࡽࢃࡣ 
石川㸸ゼミࡣ校ෆ外の活動全࡚ྵめ࡚ᴦし࠸࡚ࡗ⾜ࡃるࠋ大学進学に࠶たࡶ࡚ࡗゼミの活動でテー࣐とし࡚ࡁた

࠸࡚࠼ので、ＳＳＨの取組が生徒の進路Ỵᐃにᙳ㡪を࠸ከࡣる生徒࠸࡚ࡗとᛮࡤࢀけ࠸࡚ࡆ࡞ࡘとをࡇ

ると評価でࡁる部分࠶ࡣるࠋ 
安藤㸸数࠶るＳＳＨ事業の中で⮬分にと࡚ࡗ一␒ンࣃクトがࡗ࠶た事業ࡣఱࡲ、た、⮬分が成長したとᛮ࠼
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た事業ࡣఱ、と࠺࠸アンケートを生徒にᑐし࡚やࠋ࠺ࡣ࡚ࡳ࡚ࡗ先生がᛮ࠸࡚ࡗるࡇととࡣ㐪ࡶ࠺

のがで࡚ࡃるࡶしࠋ࠸࡞ࢀ 
Ḉ㸸鶴ᒸ南高校ࡣ全員が課㢟研究に取り組ࢇで࡚࠸、当たり๓のࡇととし࡚活動し࡚࠸るࠋＳＳＨに指ᐃࢀࡉ

࡚恵ࢀࡲた⎔ቃに࠸るが、ࡑの中に࠸ると恵࠸࡚ࢀࡲるとㄆ㆑で࠸࡞ࡁと࠺࠸㠃࠶ࡶるのでࠋ࠸࡞ࡣ大

学に⾜ࡁ、⮬分とࡣ㐪ࡗた高校の⎔ቃを▱るࡇとでࡌࡣめ࡚ࡑの࠶りがたࡳをり㏉るࡇとがでࡁるࠋ安

藤先生ࡗ࠶ࡶࡽた࠺ࡼに、後、生徒が⮬分の成長を実ឤでࡁる評価法やアンケートをసࡇࡃ࠸࡚ࡗと

がでࡁるとࠋ࠸ࡼ┴とし࡚ࡶ┴ෆ指ᐃ３校の中で良࠸評価法等を共有し࡞がࡽ進め࡚࠸けࡤࢀ良࠸と⪃࠼

 ࠋる࠸࡚
安藤㸸年度࣋ࢹࡽートをጞめ࡚࠸るが、先生方ࡣの࠸ࡽࡃ入し࡚࠸るのࠋ 
佐藤㸸ෆᐜにࡣとࢇ入しࠋ࠸࡞ 
安藤㸸生徒が者のヨྜ等をぢ࡚成長でࡁる࡞࠺ࡼሙ㠃࠶ࡣるのࠋ 
佐藤㸸クラスෆのヨྜと学年ෆでのヨྜをఱヨྜࡣぢるࡇとがでࡁるࠋ 
安藤㸸英語を用࠸た発⾲で、発⾲ࡃࡲ࠺ࡣするが、㉁にࡃࡲ࠺ᑐᛂで࠸࡞ࡁሙ㠃をぢるࡇとが࠶るࠋ英語がで

、をᩚ理し࠼⪄と┦ᡭの࠼⪄分の⮬ࡣート࣋ࢹࠋࡔ࠺ࡼ࠸࡞ࡽࡲとࡲが࠼⪄分の⮬࡚ࡃ࡞ࡣので࠸࡞ࡁ

担当者のࡣ࡚࠸ࡘた、先⾜研究のㄪᰝにࡲࠋ࠺るとᛮ࠶トࣞーニングで࠸ពで良࠺࠸がりをసると࡞ࡘ

ᚓᡭᚓᡭࡶ㛵ಀするとᛮ࠺が࡞࡞㞴し࠸部分が࠶るとᛮࠋ࠺大学ࡔとㄽᩥ検⣴をし࡚ㄪᰝをし、ࡳ

ࡑるが、高校ẁ㝵で本当に࠶がࢀ流࠺࠸る、とࢃのが࠺࠸ると࠸で㆟ㄽをし࡚ࣝ࣋のࣞ࠸ࡽࡄの࡞ࢇ

の࠸࠸た方がࡗ方法ㄽをసఱࠋ࠸が㞴しの࡞が㐺ษ࠸ࡽࡃの、り࠶ࡶとࡇ࠺࠸とでồめるのࡲࡇ

࠺࠸るとࡏージに㍕࣌ーム࣍生徒の研究をࡣ࡚࠸ࡘとにࡇ࠺࠸た、発信・連携のᙉ化とࡲࠋ࠸࡞ࢀしࡶ

ࠋる࡞ᐜ᫆にࡶ先⾜研究の検⣴ࡤࢀࡏージに㍕࣌ーム࣍各校が生徒の研究をࠋ࠸し࡚ࡗ࠸࡚ࡗやࡶとࡇ

外部発⾲のグࣝープỴᐃにࠋる࡞にࡳ㠀ᖖにບࡣの࠺࠸るとࢀࡉ分の研究が発信⮬ࡶ࡚ࡗた、生徒にとࡲ

、たࡲࠋ࠸し࡚ࡆ࠶࡚ࡏࡉ⾲ᡤで発࡞ࠎⰍࡤࢀ࠶たが、機会がࡗࡔとࡇるとの࠸先生方が㑅⪃し࡚࡚࠸ࡘ

鶴南の≉ᚩࠋる࠶大ษでࡶとࡇ࠺࠸とࡃ࠸を発信し࡚るࡁけ成長でࡔࢀ࡚ࡗࡼとにࡇࡃ⾜の高校にࡑ

とし࡚ຮᙉࡔけでࡃ࡞ᵝ࡞ࠎ活動を㏻࡚ࡌே間ᛶを育࡚る学校ࡔとࡇ࠺࠸とが㨩力のアࢵプに࡞ࡘがるࠋ

ᑐ外的࡞発⾲活動ࡶ外ࡽぢ࠼る活動の一ࡘで࠶るࠋฟࡏるࣝ࣋ࣞ࡞࠺ࡼで࠸࡞ࡣとᛮࡶ࡚࠼発⾲した生

徒にとࡣ࡚ࡗ成長のࢳャンスで࠶ると࠺࠸ぢ方をし࡚ࡗ࠸た࠺が良ࠋ࠸ 
   ྎ‴の高校とጜጒ校のᥦ携にࡔ࡚࠸ࡘがẖ年ྎࡽࡽࡕࡇ‴に⾜２、ࡁ年に一ᅇྎ‴ࡽࡕࡇࡽへ᮶ると

 ࠋの࡞༠ᐃ࠺࠸
石川㸸ࢀࡑを࣋ースにし࡚にྍࡶ能ᛶの࠶るࡇとを୧校で探ࡃ࠸࡚ࡗணᐃで࠶るࠋ 
安藤㸸ᕪ࠸࡞ࡶのでスカプ等でᐃᮇ的࡞交流を続け࡚ࡃ࠸とࡇ࠺࠸とࡶ良࠸のでࠋ࠸࡞ࡣ 
石川㸸ᘓ国高⣭中学ࡣ川す高校とおⲔをテー࣐にした共ྠ研究を⾜࠸࡚ࡗるࠋࡑࡤ࠼の࡞࠺ࡼ共㏻する研究

テー࣐をᣢ࡚ࡗ活動でࡤࢀࡁ㠃ⓑ࠸とᛮࠋ࠺ 
安藤㸸᭱ึࡣ先生方が主導で、共㏻テー࣐で企画を‽ഛし࡚参加生徒をເ࡚ࡗ進め࡚ࠋ࠺ࡣ࡚ࡳ 
   地元企業との連携にࡣ࡚࠸ࡘᘬࡁ続ࡁや࡚ࡗ࠸࡚ࡗしࠋ࠸研究でࡶ⏘学連携とࡇ࠺࠸とでや࠸࡚ࡗるが、

教育でࡶ⏘学連携ࡣ有効ࡔとᛮࠋ࠺ 
㸵 連⤡ 
㸶 㛢会 
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㸳㸫㸱 デーࡧࡼ࠾ࢱཧ⪃㈨ᩱ 

（㈨ᩱＤ㸫１） 
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ീ

ෆ
ᐜ

研
究
㛤
発
の
┠
ᶆ
と
の
ᑐ
ᛂ

・
本
校
生
ᚐ
の
実
ែ
䛻
༶
䛧
䛯
教
ᮦ
䜔
ᣦ
導
ἲ
䜢
㛤
発
䛧
䚸
教
⫱
䛻
ά
䛛
䛩
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ᢏ
⾡
の
発
ᒎ
䜢
ᢸ
䛖

・
⮬
↛
科
学
䜔
♫

科
学
の
ᇶ
本
ⓗ
䛺


䜢
ᖜ
ᗈ
䛔
ศ
㔝
䛻
䜟
䛯
䜚
▱
䛳
䛶
䛔
䜛
䚹

ᖜ
ᗈ
䛔
᥈
究
ᚰ
䜢
㌟
䛻
䛴
䛡
䜛

・
ᇶ
♏
ⓗ
䛺
科
学
⏝
ㄒ
䜢
ぬ
䛘
䚸
科
学
ᢏ
⾡
䛻
㛵
䛩
䜛
ᩥ
❶
䛜
⌮
ゎ
出
᮶
䜛
䚹

ᖜ
ᗈ
䛔
᥈
究
ᚰ
䜢
㌟
䛻
䛴
䛡
䜛

・
᥈
究
ά
動
䜢
㏻
䛧
䛶
䚸

体
ⓗ
䛻
ㄢ
㢟
䜢
発
見
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᖜ
ᗈ
䛔
᥈
究
ᚰ
䜢
㌟
䛻
䛴
䛡
䜛

・
実
験
䚸
ㄪ
ᰝ
⤖
ᯝ
䜢
㋃
ま
䛘
䛶
䝺
䝫
ー
ト
䜢
స

ᡂ
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᖜ
ᗈ
䛔
᥈
究
ᚰ
䜢
㌟
䛻
䛴
䛡
䜛

・
ㄢ
㢟
䜢
ศ
ᯒ
䛧
䚸
ゎ
Ỵ
᪉
ἲ
䜢
䜏
䛴
䛡
䚸
ㄢ
㢟
ゎ
Ỵ
䛻
ྥ
䛡
䛶
⾜
動
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᖜ
ᗈ
䛔
᥈
究
ᚰ
䜢
㌟
䛻
䛴
䛡
䜛

・
研
究
ෆ
ᐜ
䜢
ᰂ
㌾
䛻
発
ᒎ
・
ᛂ
⏝
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᖜ
ᗈ
䛔
᥈
究
ᚰ
䜢
㌟
䛻
䛴
䛡
䜛

・
研
究
ᡂ
ᯝ
䜢
校
ෆ
䛰
䛡
で
䛺
䛟
බ
ⓗ
䛺
ሙ
䛻
䛚
䛔
䛶
発
⾲
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ᢏ
⾡
の
発
ᒎ
䜢
ᢸ
䛖

・
ᅜ
㝿
科
学
ᢏ
⾡
䝁
ン
䝔
ス
ト
䛻
ཧ
加
䛩
䜛
ព
ḧ
䜢
ᣢ
䛳
䛯
生
ᚐ
䜢
⫱
䛶
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ᢏ
⾡
の
発
ᒎ
䜢
ᢸ
䛖

・
電
Ꮚ
䝕
バ
イ
ス
䛻
䜘
䜛

ሗ
の
᳨
⣴
᪉
ἲ
䜢
▱
䜚
䚸
ṇ
☜
䛺

ሗ
䜢

集
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ⓗ
䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
の
ఙ
㛗
䚸
䠥䠟

䠰
ά
⏝
⬟
ຊ
䜢
㌟
䛻

䛡
䜛

・

ሗ
➃
ᮎ
機
器
の

䛔
᪉
䜢
ぬ
䛘
䚸
ᵝ
䚻
䛺
ά
動
の
中
で
ຠ
ᯝ
ⓗ
䛻

⏝
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ⓗ
䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
の
ఙ
㛗
䚸
䠥䠟

䠰
ά
⏝
⬟
ຊ
䜢
㌟
䛻

䛡
䜛

・
ᩘ
್
・
ᩘ
㔞
䝕
ー
タ
の
ฎ
⌮
・
ศ
ᯒ
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ⓗ
䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
の
ఙ
㛗
䚸
䠥䠟

䠰
ά
⏝
⬟
ຊ
䜢
㌟
䛻

䛡
䜛

・
䝕
䝆
タ
ル

䛥
䜜
䛯
䝕
ー
タ
䜢
ᵝ
䚻
䛺
䝒
ー
ル

で
㐺
ษ
䛻
ฎ
⌮
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ⓗ
䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
の
ఙ
㛗
䚸
䠥䠟

䠰
ά
⏝
⬟
ຊ
䜢
㌟
䛻

䛡
䜛

・

ሗ
の
᥈
⣴
䚸

集
䚸
㑅
ᢥ
䚸
ά
⏝
䚸
発
ಙ
䛜
出
᮶
䜛
䚹

科
学
ⓗ
䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
の
ఙ
㛗
䚸
䠥䠟

䠰
ά
⏝
⬟
ຊ
䜢
㌟
䛻

䛡
䜛

・
ⱥ
ㄒ
で
研
究
ෆ
ᐜ
䜢
ま
と
め
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᅜ
㝿
ⓗ
䛺
ど
㔝
䜢
䜒
䛱
ୡ
⏺
で
ά
㌍
䛩
䜛

・
ᅜ
㝿
交
流

業
䜢
㏻
䛧
䛶
䚸

ᅜ
の
ᩥ

・
習
័
䜢
⌮
ゎ
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᅜ
㝿
ⓗ
䛺
ど
㔝
䜢
䜒
䛱
ୡ
⏺
で
ά
㌍
䛩
䜛

・
ⱥ
ㄒ
䛻
䜘
䜛
┦
ᡭ
の
ព
見
䜢

ᑀ
䛻
䛛
䛴
せ
Ⅼ
䜢
ᢲ
䛥
䛘
䛶
⪺
䛟
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᅜ
㝿
ⓗ
䛺
ど
㔝
䜢
䜒
䛱
ୡ
⏺
で
ά
㌍
䛩
䜛

・
ㄽ
⌮
ⓗ
䛻
≀

䜢
⪃
䛘
䜛
䛣
と
䛜
で
䛝
䚸
䜟
䛛
䜚
䜔
䛩
䛔
ㄝ
᫂
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᅜ
㝿
ⓗ
䛺
ど
㔝
䜢
䜒
䛱
ୡ
⏺
で
ά
㌍
䛩
䜛

・

の
高
校
等
と
連
ᦠ
䛧
䚸
ᑠ
・
中
学
生
䛻
⌮

ᩘ
の
ᴦ
䛧
䛥
䜢
ఏ
䛘
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᆅ
ᇦ
䜔
日
本
䚸
ୡ
⏺
䛜
┤
㠃
䛩
䜛
ㄢ
㢟
䜔
ၥ
㢟
䜢
発
見
䛧
ゎ
Ỵ
䛩
䜛

・
ᅜ
ෆ
䜔
ᆅ
ᇦ
⏘
業
で
起
䛣
䛳
䛶
䛔
䜛
䛣
と
䜢
⌮
ゎ
䛧
䚸
㐍
㊰
㑅
ᢥ
䛻
䛔
䛛
䛩
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᆅ
ᇦ
䜔
日
本
䚸
ୡ
⏺
䛜
┤
㠃
䛩
䜛
ㄢ
㢟
䜔
ၥ
㢟
䜢
発
見
䛧
ゎ
Ỵ
䛩
䜛

・
ᑗ
᮶
の
⫋
業
ほ
䜢
⫱
ᡂ
䛧
䚸
㐍
㊰
ព
㆑
䜢
高
め
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᆅ
ᇦ
䜔
日
本
䚸
ୡ
⏺
䛜
┤
㠃
䛩
䜛
ㄢ
㢟
䜔
ၥ
㢟
䜢
発
見
䛧
ゎ
Ỵ
䛩
䜛

・
ᑓ
㛛
ⓗ
䛺
研
究
機
㛵
䜔
大
学
の
᭱
ඛ
➃
の
研
究
䛻
ゐ
䜜
䚸
⌮
系
ศ
㔝
の
ど
㔝
䜢
ᗈ
䛢
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᆅ
ᇦ
䜔
日
本
䚸
ୡ
⏺
䛜
┤
㠃
䛩
䜛
ㄢ
㢟
䜔
ၥ
㢟
䜢
発
見
䛧
ゎ
Ỵ
䛩
䜛

・
科
学
ᢏ
⾡
と
日
常
の
♫

と
の
㛵
連
ᛶ
䜢
⌮
ゎ
䛧
䚸
㐍
㊰
㑅
ᢥ
䛻
ά
䛛
䛩
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

ᆅ
ᇦ
䜔
日
本
䚸
ୡ
⏺
䛜
┤
㠃
䛩
䜛
ㄢ
㢟
䜔
ၥ
㢟
䜢
発
見
䛧
ゎ
Ỵ
䛩
䜛

・
ᵝ
䚻
䛺
⤒
験
䜢
㏻
䛧
䛶
㣴
䜟
䜜
䛯
ຊ
䜢
⮬
ᕫ

ホ
౯
䛧
䚸

ᚋ
䛻
ά
䛛
䛩
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

・
᥈
究
ά
動
䜔
㻿
㻿
㻴

業
䛻
䛚
䛡
䜛
ᡂ
ᯝ
䜢
ᐈ

ほ
ⓗ
䛻
ホ
౯
䛩
䜛
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

・
ホ
౯
䛧
䛯
ෆ
ᐜ
䛛
䜙
ㄢ
㢟
䜢
見
䛴
䛡
䚸
ᨵ
ၿ

䜈
ྥ
䛡
䛶
ྲྀ
䜚
⤌
䜐
䛣
と
䛜
出
᮶
䜛
䚹

研
究

㛤
発

の
┠

ⓗ

到
㐩

┠
ᶆ
㻔ホ

౯
の
ほ
Ⅼ
㻕

䠝
⌮
ᩘ
ᡯ
⬟
䜢
ఙ
㛗
䛥
䛫
䚸
研

究
機

㛵
・
大

学
・

業
⮬

体
等
と
連
ᦠ

䛧
䛯
᥈

究
ά

動
の
῝

発
ᒎ
䛻
ྥ
䛡
䛯
研

究

学
校

設
ᐃ

科
┠

の
䜹
リ
䜻
䝳
䝷
䝮
実

㊶
と
ᨵ

ၿ
䛻

䜘
䜚
高

ᗘ
䛺
研

究
䜔

᥈
究

ά
動

の
⣲

ᆅ
と
䛺
䜛
☜

䛛
䛺
▱

㆑
䜢
系

⤫
ⓗ

䛻
ᐃ

着
䛥
䛫

䜛
䛣
と
䜢
┠

ᣦ
䛩
䚹

ᖜ
ᗈ

䛔
䝔
ー
䝬
で
䚸
研

究
ᡤ

・
大

学
・


業
・
⮬


体

等
と
連

ᦠ
䛧
䛯
᥈

究
ά

動
䛻
ྲྀ

䜚
⤌

䜐
䛣
と
で
䚸

科
学

䛻
ᑐ

䛩
䜛
᥈

究
ᚰ

䜢
高

め
䚸
ᆅ

ᇦ
䜔

日
本

䚸
ୡ

⏺
䛜

┤
㠃

䛩
䜛
ㄢ

㢟
䜢
発

見
䛧
ゎ

Ỵ
䛩
䜛
⬟

ຊ
䜢
㌟

䛻
䛴
䛡
䛯
科

学
ᢏ

⾡
の

発
ᒎ

䜢
ᢸ

䛖
高

䛔
ᚿ

䜢
ᣢ

䛳
䛯
『
ே

㈈
』
の

⫱
ᡂ

䜢
┠

ᣦ
䛩
䚹

䛂
㻿
㻿
科
┠
䛃
の
㛤
設
と
教
ᮦ
㛤
発
䚸
ᣦ
導
ἲ
䜔
ホ
౯
᪉
ἲ
の
研
究


校
生
ᚐ
䛜
ྲྀ
䜚
⤌
䜐
᥈
究
ά
動
『
鶴
南
䝊
䝭
』
の
῝

・
発
ᒎ

᥈
究
ά
動
『
鶴
南
䝊
䝭
』
䛻
䛚
䛡
䜛
『
ᆅ
᪉

生
』
ศ
㔝
の
㛤
設
と
ᣑ
大

科
学
㒊
ά
動
の

実
と
発
ᒎ
䚸
高
ᗘ
・
ඛ
➃
研
究
䛻
ྲྀ
䜚
⤌
䜐
生
ᚐ
の
⫱
ᡂ

ᅜ
㝿
科
学
ᢏ
⾡
䝁
ン
䝔
ス
ト
等
䜈
の
生
ᚐ
の
ཧ
加
ᩘ
䚸
入
㈹
ᩘ
の
ቑ
加
䛻
ྥ
䛡
䛯
ྲྀ
⤌

䠠
䠯
䠯
䠤

業
䜢
᥎
㐍
䛩
䜛
䛯
め
の

ホ
౯

・
᳨

ド
᪉
ἲ
の
研
究

連
ᦠ

䛩
䜛
大

学
の

研
究

⪅
の

ᣦ
導

の
䜒
と
䚸
┴

ෆ
እ

の
連

ᦠ
䛩
䜛
高

校
の

༠
ຊ

䜢
ᚓ

䛺
䛜

䜙
䚸
⤌

⧊
䝬
ネ
䝆
䝯
ン
ト
䜔

䜹
リ
䜻
䝳
䝷
䝮
䝬
ネ
䝆
䝯
ン
ト
の

ᡭ
ἲ

䜢
⏝

䛔
䛶
ホ

౯
・
᳨

ド
ἲ

の
研

究
䜢
㐍

め
䜛
䛣
と

で
䚸
ᐈ

ほ
ⓗ

䛻
䠯
䠯
䠤
ྛ


業

の
ᡂ

ᯝ
䜢
᳨

ド
䛧
䚸

研
究

の
ᨵ

ၿ
䚸
教

ᖌ
の

ᣦ
導

ຊ
の

ྥ
ୖ

䚸
学

校
ຊ

の
ྥ

ୖ
䛻
䛴
䛺
䛢
䜛
䛣
と
䜢
┠

ᣦ
䛩
䚹

ホ
౯
・
᳨
ド
ἲ
の
研
究
と
䠯
䠯
䠤

業
䜢
ຠ
ᯝ
ⓗ
䛻
㐠
Ⴀ
䛩
䜛
䛯
め
の
研
究

・
㻿
㻿
㻴
䝔
ス
ト
の

校
と
の
ẚ
㍑
ศ
ᯒ
の
実
施

・
ಶ
䚻
の
ྲྀ
⤌
䛻
䛚
䛡
䜛
ア
ン
䜿
ー
ト
䚸
学
習
䝺
䝫
ー
ト
等
䛻
䜘
䜛
᳨
ド

・
㐠
Ⴀ
ᣦ
導
ጤ
ဨ
䛻
䜘
䜛
ホ
౯

・
卒
業
生
䜈
の
㏣
㊧
ㄪ
ᰝ

・
᪤
Ꮡ
の
本
校
⊂
⮬
ㄪ
ᰝ
䛻
䜘
䜛
᳨
ド

䠞
科
学
ⓗ
䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
䜢
ఙ

㛗
䛧
䚸
䠥䠟

䠰
ά
⏝
⬟
ຊ
と
䝁
䝭
䝳
ニ
䜿
ー
䝅
䝵
ン
⬟

ຊ
の

ྥ
ୖ
䚸
ⱥ
ㄒ
ຊ
ྥ
ୖ
の
䛯
め
の

研
究

本
校

生
ᚐ

の
実

ែ
䛻
༶

䛧
䛯
⊂

⮬
教

ᮦ
䚸
学

校
設

ᐃ
科

┠
の

䜹
リ
䜻
䝳
䝷
䝮
㛤

発
䛻
䜘
䜚
䚸


䛶
の

生
ᚐ

の
科

学
ⓗ

䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
䜢
ఙ

㛗
䛥
䛫

䚸
䠥䠟

䠰
機

器
䜢
ά

⏝
䛩
䜛
⬟

ຊ
䚸
䝥
䝺
䝊
ン
䝔
ー
䝅
䝵
ン
⬟

ຊ
䜢
ྵ

䜐
䝁
䝭
䝳
ニ
䜿
ー
䝅
䝵
ン
⬟

ຊ
䜢
ྥ

ୖ
䛥
䛫

䜛
䛣
と
䜢
┠

ᣦ
䛩
䚹

ᾏ
እ

の
高

校
と
の

⥅
⥆

䛧
䛯
研

究
ෆ

ᐜ
等

の
交

流
䛻
䜘
䜚
䚸
グ
䝻
ー
バ

ル
䛺
ど

㔝
䜢
⫱

䜏
䚸
ୡ

⏺
で
ά

㌍
䛩
䜛
『
ே

㈈
』
の

⫱
ᡂ

䜢
┠

ᣦ
䛩
䚹

学
校
設
ᐃ
科
┠
䛂

ሗ
・
科
学
䝁
ン
䝢
䝔
ン
䝅
ー
䛃
の
㛤
設
と
䜹
リ
䜻
䝳
䝷
䝮
㛤
発

䠥䠟
䠰
機
器
䜢
ά
⏝
䛩
䜛
⬟
ຊ
䚸
䝁
䝭
䝳
ニ
䜿
ー
䝅
䝵
ン
⬟
ຊ
の
⫱
ᡂ

ⱥ
ㄒ
ຊ
の
ྥ
ୖ
と
ᾏ
እ
の
高
等
教
⫱
校
と
の
交
流
䚸
連
ᦠ
の
ᣑ
大

研
究
ᡂ
ᯝ
の
♫

䜈
の
㑏
ඖ
と
発
ಙ

䠟
⌮
ᩘ
体
験

実
の
䛯
め
の

䝥
䝻
グ
䝷
䝮
㛤

発
䛻
䜘
䜚
ᗈ
䛔
ど
㔝
䜢
ᣢ

䛳
䛯
⌮

ᩘ
系

ே
㈈
䜢
⫱
ᡂ
䛩
䜛
研
究


業

・
⮬


体

と
の

連
ᦠ

䜢
ᙉ


䛧
䛯
䜻
䝱
リ
ア
教

⫱
䜔

ᑠ
・
中

・
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（㈨ᩱＤ㸫２） 

  令和元年度 鶴南ゼミ全体発表会  振り返りアンケート 

 

 （質問１～１３は１つ選択する形式です） 

質問１：あなたの所属ゼミを教えて下さい。（選択肢省略） 

質問２：【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見することができましたか？ 

□ 達成できている。 

□ 達成のために、すでに実行に移すことができており、達成まであと一歩のところにきている。 

□ 達成のために何をすればよいかわかっていて、実行に移すことができている。（実行に移そうとしている） 

□ 達成のために何をすればよいかわかっているが、実行には移すことができていない。（実行の準備ができていない） 

□ 達成のために何をすればいいかわからない。 

 ※以下、質問３～１３の選択肢は質問２と同じです。 

質問３：【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・

事柄を理解することができましたか？ 

質問４：【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設定をすることができましたか？ 

質問５：【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立てることができましたか？ 

質問６：【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・研究計画を立てることができましたか？ 

質問７：【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめることができましたか？ 

質問８：【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法則性を検討し、仮説の検証を行うことができま

したか？ 

質問９：【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明することができましたか？ 

質問１０：【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問することができましたか？ 

質問１１：【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表できましたか？ 

質問１２：【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図を選択することができましたか？ 

質問１３：【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができましたか？ 

 （質問１４～１６は記述式による回答です） 

質問１４：各自もらったコメントの中で、印象に残ったもの・これからの活動に役立ちそうなもの・後輩に伝

えたいことなどがあったら、ここに入力してください。 

質問１５：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分の発表・活動の良かったところや改善すべきだっ

たところなどについて入力してください。 

質問１６：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分自身成長できたと感じた部分はありますか？下の

項目から選び、その内容を具体的に書いて下さい。（複数でも構いません） 

【知識・技能・思考力・判断力・表現力・興味・関心・主体性・協調性・人間性・その他】 

 

ͤ鶴南ゼミ中間発⾲会でྠࡰࡶᵝのࡶのを用したࠋ 
入力・㞟ィࡣ Benesse でᥦ౪し࡚࠸る Classi を用ࡗ⾜࡚࠸たࠋ 
 

 

 

 

 

��



（㈨ᩱＤ㸫３）  

 

 

ͤ（㈨ᩱＤ㸫２）の㑅ᢥ⫥に࡚࠸ࡘ、「達成で࠸࡚ࡁる」を『㸳』、「達成のために、すでに実⾜に⛣すࡇとがでࡁ

࡚おり、達成ࡲで࠶と一Ṍのとࢁࡇに࠸࡚ࡁる」を『㸲』、「達成のためにఱをす࡚࠸࡚ࡗࢃ࠸ࡼࡤࢀ、実

⾜に⛣すࡇとがで࠸࡚ࡁるࠋ（実⾜に⛣࠺ࡑとし࡚࠸る）」を『３』、「達成のためにఱをす࡚ࡗࢃ࠸ࡼࡤࢀ

࠸࠸ࡤࢀを『２』、「達成のためにఱをす「（࠸࡞࠸࡚ࡁ実⾜の‽ഛがで）ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡁとがでࡇす⛣ࡣるが、実⾜に࠸

 ࠋる࠸㞟ィし࡚࡚࠼᭰ࡳを『１』にㄞ「࠸࡞ࡽࢃ

 

 

＜２年生振り返りシートによる自己評価の結果＞

5 4 ５と４の計 5 4 ５と４の計

①【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見す
ることができる。

52.6% 18.7% 71.3% 76.8% 17.1% 93.9%

②【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究
等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・事柄を理解
することができる。

49.7% 28.7% 78.4% 77.2% 12.8% 90.0%

③【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設
定をすることができる。

66.9% 19.2% 86.1% 81.8% 11.0% 92.8%

④【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立て
ることができる。

55.2% 23.3% 78.5% 82.9% 9.4% 92.3%

⑤【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・
研究計画を立てることができる。

50.6% 20.3% 70.9% 72.4% 19.9% 92.3%

⑥【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめ
ることができる。

50.6% 24.4% 75.0% 75.6% 16.7% 92.3%

⑦【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法
則性を検討し、仮説の検証を行うことができる。

33.7% 33.1% 66.8% 63.0% 26.0% 89.0%

⑧【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明す
ることができる。

59.3% 25.0% 84.3% 73.5% 22.7% 96.2%

⑨【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問
することができる。

35.5% 21.5% 57.0% 50.6% 13.3% 63.9%

⑩【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の
反応を意識して発表できる。

44.8% 33.7% 78.5% 62.8% 31.7% 94.5%

⑪【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図
を選択することができる。

64.5% 21.5% 86.0% 76.7% 18.3% 95.0%

⑫【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができる。 39.0% 34.3% 73.3% 57.5% 33.5% 91.0%

中間発表会後
（５・４のみ表示）

全体発表会後
（５・４のみ表示）

��



（㈨ᩱＤ㸫㸲） ͤ鶴南ゼミ中間発⾲会でྠࡰࡶᵝのࡶのを用したࠋ 

ˋԧΨ年ࡇ ᰋҤἎἱμ˳ႆᘙ˟ ἯἋἑーႆᘙ評価シート 

 （   ）グࣝープ ࣏スࢱー␒ྕ（   ） 

ほⅬ・ᑻ度 Ϫ ϩ Ϩ 

࠙研究ෆᐜと設ᐃ理⏤ࠚ 課㢟やテー࣐の設ᐃが㐺ษで、ࡑの

設ᐃ理⏤ࡶ明☜で࠶るࠋ 
課㢟やテー࣐を設ᐃし、設ᐃ理⏤を

㏙࠸࡚るࠋ 
課㢟やテー࣐、設ᐃ理⏤がࡲ、࠸࡞

たࢃ、ࡣりにࠋ࠸ࡃ 

࠙研究の௬ㄝࠚ ௬ㄝ等ࡶ᰿ᣐととࡶに❧࡚࡚ࢀࡽ

 ࠋる࠸
௬ㄝ等࠸࡚ࢀࡽ࡚❧ࡣるࠋ ௬ㄝ等が❧࡚ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ 

࠙研究方法ࠚ ௬ㄝ等を検証するための十分࡞実

験やㄪᰝを⾜࠸࡚ࡗるࠋ 
௬ㄝ等を検証するための実験やㄪ

ᰝを⾜࠸࡚ࡗるࠋ 
検証するための研究方法が㐺ษで

 ࠋ࠸࡞ࡣ

࠙実験・ㄪᰝ⤖果ࠚ 
࠙分ᯒ・⪃ᐹࠚ 

」数の実験・ㄪᰝの⤖果ࡽ⥲ྜ的

に法๎ᛶを検ウし、௬ㄝの検証を⾜

 ࠋる࠸࡚ࡗ

実験・ㄪᰝの⤖果がࡲとめࡑ、ࢀࡽ

 ࠋる࠸を基に法๎ᛶを検ウし࡚ࢀ
実験・ㄪᰝ⤖果を♧し࡚࠸るが、㐺

ษࡉをḞ࠸࡚࠸るࠋ 

࠙後の展ᮃや⤖ㄽࠚ ⤖ㄽや課㢟、後の展ᮃが明☜に㏙

 ࠋる࠸࡚ࢀࡽ
⤖ㄽや課㢟、後の展ᮃが㏙ࢀࡽ

 ࠋる࠸࡚
⤖ㄽ・課㢟・後の展ᮃが㏙ࢀࡽ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚

࠙プࣞゼン力ࠚ 
ͤྑの項目のࡕ࠺、達成で

 ࠋでᅖむۑる␒ྕを࠸࡚ࡁ

 ࠋる࠸り、⫈⾗のᛂをព㆑し࡚発⾲し࡚࠶ヰし方で࠸取りやすࡁ⪺ １

２ 発⾲者のព図がఏࢃるグラࣇや⾲、図࡞を㑅ᢥし࡚࠸るࠋ 

３ ㉁問にᑐし࡚㐺ษ࡞ᅇ⟅をし࡚࠸るࠋ 

コ࣓ント  

 Ӑぢ学者情報ӑ （   ）年 ⏨子・ዪ子 ྡ๓（              ） ͤ↓グྡで࠸ࡼࡶ 
 

（㈨ᩱＤ㸫㸳） 
㸺中間発⾲会（１㸮᭶）の教員評価シート㸼

 

�2

令和元年度 ２年鶴南ゼミ中間発表会 ポスター発表 教員評価シート 

 （   ）グループ ポスター番号（    ）                             評価者：（               ） 

観点・点数 ５ ４ ３ ２ １ 

【研究内容と設定理由】 
課題やテーマの設定が適切

で、その設定理由も明確で

ある。 
（５と３の中間） 

課題やテーマを設定し、設

定理由を述べている。 
（３と１の中間） 

課題やテーマ、設定理由がな

い、または、わかりにくい。 

【研究の仮説】 
仮説等も根拠とともに立て

られている。 
（５と３の中間） 仮説等は立てられている。 （３と１の中間） 仮説等が立てられていない。 

【研究方法】 
仮説等を検証するための十

分な実験や調査を行ってい

る。（行おうとしている） 
（５と３の中間） 

仮説等を検証するための実

験や調査を行っている。（行

おうとしている） 
（３と１の中間） 

検証するための研究方法が

適切ではない。 

【実験・調査結果】 
【分析・考察】 

複数の実験・調査の結果か

ら総合的に法則性を検討

し、仮説の検証を行ってい

る。（行おうとしている） 

（５と３の中間） 

実験・調査の結果がまとめ

られ、それを基に法則性を

検討している。（検討しよう

としている） 

（３と１の中間） 

実験・調査結果を示している

（示そうとしている）が、適

切さを欠いている。 

【今後の展望や結論】 
結論や課題、今後の展望が

明確に述べられている。 
（５と３の中間） 

結論や課題、今後の展望が

述べられている。 
（３と１の中間） 

結論・課題・今後の展望が述

べられていない。 

【プレゼン力】 
※右の項目のうち、達成でき

ている番号を○で囲む。 

１ 聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表している。 
２ 発表者の意図が伝わるグラフや表、図などを選択している。 
３ 質問に対して適切な回答をしている。 

※評価後はＳＳＨ評価担当のかがみまで提出をお願いします。（すぐに集計に入るので、閉会式終了後すぐくらいまでに提出をお願いします。） 



㸺全体発⾲会（２᭶）の教員評価シート㸼 

 
 
（㈨ᩱＤ㸫㸴） 㸺鶴南ゼミ中間発⾲会・全体発⾲会の教員評価のⅬ数㸼 

  
 
 
 
 
 
 
 

ᖹᆒⅬ ᶆ‽೫ᕪ ᖹᆒⅬ ᶆ‽೫ᕪ

研究ෆᐜと設ᐃ⌮⏤ 5 3.44 0.708 3.6 0.732

研究の௬ㄝ 5 3.2 0.847 3.38 0.794

研究᪉ἲ 5 3.29 0.837 3.38 0.817

実験・ㄪᰝ⤖ᯝ・ศᯒ・⪃ᐹ 5 3.25 0.817 3.33 0.71

ᚋのᒎᮃ䜔⤖ㄽ 5 3.39 0.764 3.45 0.712

䝥䝺䝊ン１（ヰ䛧᪉） 3 1.26 1.481 1.26 1.482

䝥䝺䝊ン２（グ䝷フ䜔図） 3 1.13 1.453 1.2 1.47

䝥䝺䝊ン３（㉁ၥ䜈のᅇ⟅） 3 1.29 1.485 1.06 1.434

合計 34 20.25 20.66

‶Ⅼ
㻾1中㛫発⾲ 㻾1体発⾲

��

令和元年度 ２年鶴南ゼミ全体発表会 ポスター発表・ステージ発表 教員評価シート 評価者：（            ） 

（   ）グループ ポスター番号（    ） ／ ステージ発表番号（     ） 

観点・点数 ５ ４ ３ ２ １ 

【研究内容と設定理由】 

探究活動として適切な課

題やテーマを設定してお

り、その設定理由も適切

である。 

探究活動として適切な課

題やテーマを設定してお

り、その設定理由も述べ

ている。 

課題やテーマを設定し、

設定理由を述べている。 

課題やテーマ、設定理由

を述べてはいるが、わか

りにくい。 

その課題やテーマを設定

した理由がわからない。 

【研究の仮説】 

先行研究などを踏まえな

がら検証可能な仮説等が

立てられておりその内容

も適切である。 

先行研究などを踏まえな

がら検証可能な仮説等が

立てられているが、不十

分な点がある。 

検証可能な仮説等が立て

られている。 

仮説等が立てられてはい

るが、検証不可能であ

る。 

仮説等が立てられていな

い。または、仮説等がテ

ーマとはかけ離れてい

る。 

【研究方法】 

仮説等を検証するための

実験や調査を行ってお

り、その方法に回数や種

類など十分な工夫が見ら

れる。 

仮説等を検証するための

実験や調査を行ってお

り、その方法に回数や種

類など多少の工夫が見ら

れる。 

仮説等を検証するための

実験や調査を行ってい

る。 

仮説等を検証するための

実験や調査を行っている

が、十分とはいえない。 

仮説等を検証するための

実験や調査としては適切

ではない。 

【実験・調査結果】 
【分析・考察】 

実験・調査の結果及び分

析から総合的に法則性を

検討することで仮説の検

証を行っており、満足い

く内容である。 

実験・調査の結果及び分

析から総合的に法則性を

検討し、仮説の検証を行

っている。 

実験・調査の結果がまと

められ、それを基に法則

性を検討している。 

実験・調査結果を示して

いるが、分析・考察が適

切さを欠いている。 

実験・調査結果を示して

いない。分析・考察もな

い。 

【結論や今後の展望】 

結論や今後の展望が明確

に述べられており、先行

研究になり得る内容であ

る。 

結論や今後の展望が明確

に述べられている。 

結論や今後の展望が述べ

られているが、内容に飛

躍している部分がある。 

結論やまとめ・課題や今

後の展望のどちらか一方

しか述べられていない。 

結論やまとめ・課題や今

後の展望が一切述べられ

ていない。 

【プレゼン力】 
※右の項目のうち、達成でき

ている番号を○で囲む。 

１  聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表している。 
２  発表者の意図が伝わるグラフや表、図などを選択している。 
３  質問に対して適切な回答をしている。 

コメント（あれば）  

※評価後はＳＳＨ評価担当のかがみまで提出をお願いします。（すぐに集計に入るので、閉会式終了後すぐくらいまでに提出をお願いします。） 



66+ᇶ♏ࢣࣥート��

ࢆࠉࡿࡲࡣ࡚࠶࠼⟆ートの㉁ၥのࢩࢡー࣐⏝⟆ᅇࠉͤ
ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾሬࡃ㖄➹㸦㹆㹀௨ୖ㸧࡛㯮ࡸ㸦㯮࣭㟷㸧ࣥ࣌ーࣝ࣎ࠉࠉ

㹏㸯㸬ᛶูࠉ①ࠉࠉࠉࠉ⏨ᛶࠉ②ࠉࠉࠉࠉࠉዪᛶ

Ϩࠉ⛉Ꮫᢏ⾡ᑐࡿࡍព㆑㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏㸰㸬科学技術にᑐし࡚⯆・㛵ᚰが高࠸方ࡔとᛮࡲ࠸すࠋ

࠸㠀ᖖに高ࠉ① ࠸高ࠉ② ࠸࡞ࡃり高ࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ高ࡃ全ࠉ④

㹏㸱㸬科学技術に㛵する᪂⪺グ事・㞧ㄅ・書⡠をㄞࡲࡳすࠋ

ㄞむࡃࡼࠉ① ㄞむࠎࠉ② ࠸࡞ࡲりㄞࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡲㄞࡃ全ࠉ④

㹏㸲㸬「᭱先端技術」とゝࢀࢃるࡶのに࡚࠸ࡘ、実際に㛵ࡳ࡚ࡗࢃた࠸とᛮࡲ࠸すࠋ

ࡶ㠀とࠉ①
࠸たࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

ࡤࢀ࠶機会がࠉ②
࠸たࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

りࢃ㛵ࢀࡑࠉ③
����た࠸とᛮ࠸࡞ࢃ

りࢃ㛵ࡃ全ࠉ④
����た࠸࡞ࡃ

࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏㸳㸬科学技術に㛵する学⩦分野で、⯆をᣢࡶࡘのを㑅ࢇでࠋ࠸ࡉࡔࡃ（」数ᅇ⟅ྍ）

理≀ࠉ① 化学ࠉ② ≀生ࠉ③ 地学ࠉ④ 数学ࠉ⑤

㹏㸴㸬科学技術に㛵する分野で、⯆をᣢࡶࡘのを㑅ࢇでࠋ࠸ࡉࡔࡃ（」数ᅇ⟅ྍ）

ቃ⎔ࠉ① ーࢠࣝࢿ࢚ࠉ② 材ᩱࠉ③ 生科学ࠉ④ ーࢱコンピューࠉ⑤
����科学

ேᕤ▱能ࠉ⑥ ㄆ▱科学ࠉ⑦ Ᏹᐂᕤ学ࠉ⑧ （ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ）ࠉのࡑࠉ⑨

ϩࠉᅜ㝿ὶ㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏㸵㸬国際交流事業にࡼる外国訪問や、外国ேの࣍ームステのཷけ入ࡲ、ࢀたࡣ、国ෆにおける、

ᩥ化交流࣋ント࡞に参加したࡇとが࠶りࡲすࠋ

る࠶ࡶఱᅇࠉ① る࠶ࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏㸶㸬外国のேと会ヰするࡇとにᢠが࠶りࡲすࠋ

る࠶り࡞ࠉ① る࠶ࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏㸷㸬国際交流事業にࡼる外国訪問や、外国ேの࣍ームステのཷけ入ࡲ、ࢀたࡣ、国ෆにおける、

ᩥ化交流࣋ント࡞に後参加し࡚ࡁ࠸た࠸とᛮࡲ࠸すࠋ

ࡶ㠀とࠉ①
࠸たࡁ࠸し࡚ࠉࠉ

ࡤࢀ࠶機会がࠉ②
࠸たࡁ࠸し࡚ࠉࠉ

したࢀࡑࠉ③
࠸࡞ࢃとᛮ࠸ࠉࠉ

࠸࡞ࡃしたࡃ全ࠉ④ ࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

、࡚ࡗにకࢀࡑࠋしたࡲり࡞事業ᑐ㇟校に『（6XSHU�6FLHQFH�+LJK�VFKRRO）+66』ࡣり、鶴南ࡼ年度ࠉ

ࠋる࡞た実験や探究活動がྍ能にࡗ࡞࠼⾜でࡲࠉ①
ࠋる࠼ྜࢀとゐࠎ方࡞先端で活㌍するⴭྡ᭱ࠉ②
ࠋるࡁ海外の学校との国際交流がでࠉ③

とࡗ࠸たࡇとをᰕとした、ⓙの探究ᚰ・ዲወᚰを後ᢲしするᵝ࡞ࠎ活動が学校生活の中に入ࡲࡁ࡚ࡗすࠋ
活動をࡼりࡶ࠸ࡼのにし࡚ࡃ࠸ために、ᐃᮇ的にⓙࡽアンケートや活動に㛵するឤ等をとりた࠸と
ࠋすࡲし࠸がࡡ༠力をおࡈ、すのでࡲ࠸࡚࠼⪄
、すのでࡲ࠸とᛮ࠸とで、ព㆑ㄪᰝアンケートをとりたࡇ࠺࠸年度の66+事業開ጞとࡣᅇ、࡚ࡉ
ୗグの㉁問事項に⟅ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼

Ϫࠉሗᶵჾのά⏝࣭᥈✲άື㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏��㸬問にᛮࡗたࡇとにᑐし࡚⮬分࡞りに⪃࠺ࡼ࠼とし࡚࠸るࠋ

る࠸し࡚ࡶࡘ࠸ࠉ① る࠶ࡶとࡇするࠉ② り⮬分でࡲ࠶ࠉ③
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

分で⮬ࡃ全ࠉ④
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

㹏��㸬問にᛮࡗたࡇとにᑐし࡚、,QWHUQHWや携ᖏ࡞を用し࡚ㄪたࡇとが࠶りࡲすࠋ

ࡶࡘ࠸ࠉ①
る࠸用し࡚ࠉࠉ

ࡶとࡇ用するࠉ②
る࠶ࠉࠉ

࠸࡞り用しࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞用しࡃ全ࠉ④

㹏��㸬科学技術にに㛵ࢃる情報機器やࣇࢯトを用し、ィ や分ᯒをおࡗ࡞ࡇたࡇとが࠶りࡲすࠋ

用ࡃࡼࠉ①
る࠸し࡚ࠉࠉ

とࡇ用したࠉ②
る࠶がࠉࠉ

り用したࡲ࠶ࠉ③
࠸࡞とがࡇࠉࠉ

とࡇ用したࠉ④
࠸࡞がࠉࠉ

࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏��㸬数学・理科のᤵ業にお₇、࡚࠸⩦や実験・ほᐹを㏻し࡚⮬分࡞りに᪂た࡞問をᣢࡘ⤒験をしたࡇとが࠶りࡲすࠋ

る࠶ࡃࡼࠉ① る࠶ࡁࡁとࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④ ࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏��㸬数学・理科の問㢟₇⩦にお࡚࠸、⮬分࡞りの᪂た࡞ゎ法をᛮ࠸ࡘ࠸た⤒験をしたࡇとが࠶りࡲすࠋ

る࠶ࡃࡼࠉ① る࠶ࡁࡁとࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④ ࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏��㸬実験・ほᐹ⤖果ࡽ共㏻Ⅼ・┦㐪Ⅼを指するࡇとがでࡲࡁすࠋ

るࡁでࠉ① るࡁややでࠉ② ࠸࡞ࡁりでࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡁでࠉ④

㹏��㸬実験・ほᐹ⤖果をࡶとにし࡚問Ⅼを上ࡆるࡇとがでࡲࡁすࠋ

るࡁでࠉ① るࡁややでࠉ② ࠸࡞ࡁりでࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡁでࠉ④

㹏��㸬ḟの機器のࡕ࠺࠼るࡶのを全࡚㑅ࢇでୗࠋ࠸ࡉ

トࢵࢿーࢱンࠉ① トࣇࢯープロ࣡ࠉ② トࣇࢯ⟭ィ⾲ࠉ③ ント࣏ー࣡ࣃࠉ④ カ࣓ラࣝࢱジࢹࠉ⑤

ー࣓ーࣝࢱコンピューࠉ⑥

ϫࠉ㹑㹑㹆㛵㐃⾜ࡸᤵᴗ࡛௨ୗのຠᯝ➼ᮇᚅࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

㹏��㸬理科・数学・先端科学等のおࡶし࡞࠺ࡑࢁ取り組ࡳや、探究活動に参加でࡁるࠋ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬理科・数学に㛵する能力やセンスの向上にᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬理⣔学部の進学にᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬大学進学後のᚿᮃ分野探しにᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

へ続ࡃ

㹏��㸬ᑗ᮶のᚿᮃ⫋✀探しにᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬国際ᛶの向上にᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬情報機器を活用する能力やプࣞゼンテーション能力の向上にᙺ❧ࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

Ϭࠉ㐍㊰㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏��㸬⌧ẁ㝵での進路ᕼᮃを１ࡘ㑅ࠋ࠸ࡉ࡞ࡧ

理⣔ࠉ① ⣔ᩥࠉ② 体育⣔ࠉ③ ⱁ術⣔ࠉ④ ᮍᐃࠉ⑤

㹏��㸬ᑗ᮶、の࡞࠺ࡼ⫋業にᑵࡁた࠸Ỵࡲ࠸࡚ࡗࡲすࠋ

りࡁࡗࡣࠉ①
����Ỵ࠸࡚ࡗࡲる

ࡡおおむࠉ②
����Ỵ࠸࡚ࡗࡲる

りࡲ࠶ࠉ③
����Ỵ࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ

ࡃ全ࠉ④
����Ỵ࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ

㹏��㸬ᑗ᮶、の࡞࠺ࡼ⫋業に一␒ࡁࡘた࠸と⪃ࡲ࠸࡚࠼すࠋ

大学・බ的研ࠉ①
究機㛵の研究者ࠉࠉ

企業の研究者ࠉ②
技術者・ࠉࠉ

技術⣔のබ務員ࠉ③ 中学校・高等ࠉ④
・学校の理科ࠉࠉ
数学教員ࠉࠉ

་ᖌ（ṑ科་ᖌࠉ⑤
（་ྵむ⋇・ࠉࠉ

ᖌ⸆ࠉ⑥ ㆤᖌ┳ࠉ⑦ のࡑࠉ⑧
理数⣔の⫋業ࠉࠉ

のࡑࠉ⑨
⣔の⫋業ᩥࠉࠉ

ᮍᐃࠉ⑩

㹏��㸬㹏��で①理⣔を㑅ࡔࢇேに㉁問ですࠋ大学で一␒ᑓᨷした࠸分野ࢀࡣですࠋ

理学部⣔ࠉ① ᕤ学部⣔ࠉ② ་学・ṑ学部⣔ࠉ③ 学部⣔⸆ࠉ④ ㆤ学部⣔┳ࠉ⑤

㎰学部⣔ࠉ⑥
（་ྵむ⋇）ࠉࠉ

生活科学ࠉ⑦
ᐙᨻ学部⣔・ࠉ

教育学部⣔ࠉ⑧
（理数ᑓᨷ）ࠉࠉ

の理⣔ࡑࠉ⑨ ᮍᐃࠉ⑩

㹏��㸬㹏��で②ᩥ⣔を㑅ࡔࢇேに㉁問ですࠋ大学で一␒ᑓᨷした࠸分野ࢀࡣですࠋ

学部⣔ᩥࠉ① ேᩥ学部⣔ࠉ② 教育学部⣔ࠉ③
（⣔ᑓᨷᩥ）ࠉࠉ

法学部⣔ࠉ④ 学部⣔ၟ・῭⤒ࠉ⑤

外国語学部⣔ࠉ⑥ 社会学部⣔ࠉ⑦ 国際㛵ಀ学部⣔ࠉ⑧ のᩥ⣔ࡑࠉ⑨ ᮍᐃࠉ⑩

ϭࢣࣥࠉート࡛⪺ࡓࢀෆᐜ௨እ࡛㭯ᒸ༡㧗ᰯᮇᚅ࠸ࡓࡳ࡚ࡗࡸࠊࡸࡇࡿࡍ
άື࣐ࠊࡤࢀ࠶ࡀ࡞ーࢩࢡートの㠃⏤⮬᭩ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸

（㈨ᩱＤ㸫㸵） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ��



（㈨ᩱＤ㸫㸶） 㹅㹎Ｓテストの⤖果（H30 １年生ЍR1 ２年生の⥲ྜ⤖果をᢤ⢋） 

 

 

（㈨ᩱＤ㸫㸷） ＳＳＨ基礎アンケートの⤖果（一部ᢤ⢋） 

 
 
 
 
 

 
 

ᖺᗘ

学ᖺ

ᅇ

䝁ース・科┠

ཷ験ேᩘ

ホ౯（ேᩘ） ༢⣧ ⣼✚ ༢⣧ ⣼✚ ༢⣧ ⣼✚ ༢⣧ ⣼✚ ༢⣧ ⣼✚ ༢⣧ ⣼✚

S 1 1 1 1 3 3 4 4

㻭 61 62 81 81 31 32 82 82 96 99 95 99

B 130 192 110 191 143 175 101 183 92 191 87 186

㻯 4 196 191 21 196 7 190 4 195 5 191

D 196 191 196 1 191 1 196 191

191

高校2ᖺ生

㻞㻜㻝㻤㻌㻳㻼㻿㻙㻭 㻞㻜㻝㻥㻌㻳㻼㻿㻙㻭

༠ാ_⥲合 ༠ാ_⥲合

2019

196 191

2018

高校1ᖺ生

196

高校1ᖺ生 高校2ᖺ生

㻞㻜㻝㻤㻌㻳㻼㻿㻙㻭 㻞㻜㻝㻥㻌㻳㻼㻿㻙㻭

㐀_⥲合 㐀_⥲合

2018 2019

㻞㻜㻝㻤㻌㻳㻼㻿㻙㻭 㻞㻜㻝㻥㻌㻳㻼㻿㻙㻭

ᢈุ_⥲合 ᢈุ_⥲合

2018 2019

196 191

高校1ᖺ生 高校2ᖺ生

Q14䠖ᩘ学・⌮科のၥ㢟₇習䛻䛚䛔䛶䚸⮬ศ䛺䜚の᪂䛯
䛺ゎἲ䜢ᛮ䛔䛴䛔䛯⤒験䜢䛧䛯䛣と䛜䛒䜚ま䛩䛛䚹

Q15䠖実験・ほᐹ⤖ᯝ䛛䜙ඹ㏻Ⅼ・┦㐪Ⅼ䜢
ᣦ䛩䜛䛣と䛜で䛝ま䛩䛛䚹

䛂䜘䛟䛒䜛䛃・䛂と䛝䛹䛝䛒䜛䛃と⟅䛘䛯生ᚐの合のኚ 　　䛂で䛝䜛䛃・䛂䜔䜔で䛝䜛䛃と⟅䛘䛯生ᚐの合のኚ

䠤29ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠮1ᖺ　3ᖺ生 䠤29ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠮1ᖺ　3ᖺ生

38.0䠂　䊻　44.4䠂 71.4䠂　䊻　78.1䠂

Q16䠖実験・ほᐹ⤖ᯝ䜢䜒と䛻䛧䛶
ၥⅬ䜢䛒䛢䜛䛣と䛜で䛝ま䛩䛛䚹

　　䛂で䛝䜛䛃・䛂䜔䜔で䛝䜛䛃と⟅䛘䛯生ᚐの合のኚ

䠤29ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠮1ᖺ　3ᖺ生

65.6䠂　䊻　67.9䠂

䠤27ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠤28ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠤29ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠤30ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠮1ᖺ　1ᖺ生

35.6䠂　　　㻌䊻　㻌　　34.8䠂　㻌　　䊻　㻌　　39.5䠂　㻌　　䊻　㻌　　42.9䠂　　　䊻　　　45.2䠂

Q18䠖SSH㛵連⾜䜔授業で䚸
⌮科・ᩘ学・ඛ➃科学等の䛚䜒䛧䜝䛭䛖䛺ྲྀ䜚⤌䜏䜔᥈究ά動䛻ཧ加で䛝䜛䛣と䛻ᮇᚅ䛧䛶䛔䜛

　　䛂ከ䛟䛒䜛䛃と⟅䛘䛯生ᚐの合のኚ

䠤27ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠤28ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠤29ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠤30ᖺ　1ᖺ生　䊻　䠮1ᖺ　1ᖺ生

20.8䠂　　　㻌䊻　㻌　　30.3䠂　㻌　　䊻　㻌　　32.3䠂　㻌　　䊻　㻌　　31.4䠂　　　䊻　　　35.0䠂

Q19䠖SSH㛵連⾜䜔授業で䚸
⌮科・ᩘ学䛻㛵䛩䜛⬟ຊ䜔センスのྥୖ䛻ᙺ❧䛴䛣と䛻ᮇᚅ䛧䛶䛔䜛

　　䛂ከ䛟䛒䜛䛃と⟅䛘䛯生ᚐの合のኚ

66+ᇶ♏ࢣࣥート��

ࢆࠉࡿࡲࡣ࡚࠶࠼⟆ートの㉁ၥのࢩࢡー࣐⏝⟆ᅇࠉͤ
ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾሬࡃ㖄➹㸦㹆㹀௨ୖ㸧࡛㯮ࡸ㸦㯮࣭㟷㸧ࣥ࣌ーࣝ࣎ࠉࠉ

㹏㸯㸬ᛶูࠉ①ࠉࠉࠉࠉ⏨ᛶࠉ②ࠉࠉࠉࠉࠉዪᛶ

Ϩࠉ⛉Ꮫᢏ⾡ᑐࡿࡍព㆑㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏㸰㸬科学技術にᑐし࡚⯆・㛵ᚰが高࠸方ࡔとᛮࡲ࠸すࠋ

࠸㠀ᖖに高ࠉ① ࠸高ࠉ② ࠸࡞ࡃり高ࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ高ࡃ全ࠉ④

㹏㸱㸬科学技術に㛵する᪂⪺グ事・㞧ㄅ・書⡠をㄞࡲࡳすࠋ

ㄞむࡃࡼࠉ① ㄞむࠎࠉ② ࠸࡞ࡲりㄞࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡲㄞࡃ全ࠉ④

㹏㸲㸬「᭱先端技術」とゝࢀࢃるࡶのに࡚࠸ࡘ、実際に㛵ࡳ࡚ࡗࢃた࠸とᛮࡲ࠸すࠋ

ࡶ㠀とࠉ①
࠸たࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

ࡤࢀ࠶機会がࠉ②
࠸たࡳ࡚ࡗࢃ㛵ࠉࠉ

りࢃ㛵ࢀࡑࠉ③
����た࠸とᛮ࠸࡞ࢃ

りࢃ㛵ࡃ全ࠉ④
����た࠸࡞ࡃ

࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏㸳㸬科学技術に㛵する学⩦分野で、⯆をᣢࡶࡘのを㑅ࢇでࠋ࠸ࡉࡔࡃ（」数ᅇ⟅ྍ）

理≀ࠉ① 化学ࠉ② ≀生ࠉ③ 地学ࠉ④ 数学ࠉ⑤

㹏㸴㸬科学技術に㛵する分野で、⯆をᣢࡶࡘのを㑅ࢇでࠋ࠸ࡉࡔࡃ（」数ᅇ⟅ྍ）

ቃ⎔ࠉ① ーࢠࣝࢿ࢚ࠉ② 材ᩱࠉ③ 生科学ࠉ④ ーࢱコンピューࠉ⑤
����科学

ேᕤ▱能ࠉ⑥ ㄆ▱科学ࠉ⑦ Ᏹᐂᕤ学ࠉ⑧ （ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ）ࠉのࡑࠉ⑨

ϩࠉᅜ㝿ὶ㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏㸵㸬国際交流事業にࡼる外国訪問や、外国ேの࣍ームステのཷけ入ࡲ、ࢀたࡣ、国ෆにおける、

ᩥ化交流࣋ント࡞に参加したࡇとが࠶りࡲすࠋ

る࠶ࡶఱᅇࠉ① る࠶ࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏㸶㸬外国のேと会ヰするࡇとにᢠが࠶りࡲすࠋ

る࠶り࡞ࠉ① る࠶ࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏㸷㸬国際交流事業にࡼる外国訪問や、外国ேの࣍ームステのཷけ入ࡲ、ࢀたࡣ、国ෆにおける、

ᩥ化交流࣋ント࡞に後参加し࡚ࡁ࠸た࠸とᛮࡲ࠸すࠋ

ࡶ㠀とࠉ①
࠸たࡁ࠸し࡚ࠉࠉ

ࡤࢀ࠶機会がࠉ②
࠸たࡁ࠸し࡚ࠉࠉ

したࢀࡑࠉ③
࠸࡞ࢃとᛮ࠸ࠉࠉ

࠸࡞ࡃしたࡃ全ࠉ④ ࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

、࡚ࡗにకࢀࡑࠋしたࡲり࡞事業ᑐ㇟校に『（6XSHU�6FLHQFH�+LJK�VFKRRO）+66』ࡣり、鶴南ࡼ年度ࠉ

ࠋる࡞た実験や探究活動がྍ能にࡗ࡞࠼⾜でࡲࠉ①
ࠋる࠼ྜࢀとゐࠎ方࡞先端で活㌍するⴭྡ᭱ࠉ②
ࠋるࡁ海外の学校との国際交流がでࠉ③

とࡗ࠸たࡇとをᰕとした、ⓙの探究ᚰ・ዲወᚰを後ᢲしするᵝ࡞ࠎ活動が学校生活の中に入ࡲࡁ࡚ࡗすࠋ
活動をࡼりࡶ࠸ࡼのにし࡚ࡃ࠸ために、ᐃᮇ的にⓙࡽアンケートや活動に㛵するឤ等をとりた࠸と
ࠋすࡲし࠸がࡡ༠力をおࡈ、すのでࡲ࠸࡚࠼⪄
、すのでࡲ࠸とᛮ࠸とで、ព㆑ㄪᰝアンケートをとりたࡇ࠺࠸年度の66+事業開ጞとࡣᅇ、࡚ࡉ
ୗグの㉁問事項に⟅ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼

Ϫࠉሗᶵჾのά⏝࣭᥈✲άື㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏��㸬問にᛮࡗたࡇとにᑐし࡚⮬分࡞りに⪃࠺ࡼ࠼とし࡚࠸るࠋ

る࠸し࡚ࡶࡘ࠸ࠉ① る࠶ࡶとࡇするࠉ② り⮬分でࡲ࠶ࠉ③
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

分で⮬ࡃ全ࠉ④
࠸࡞࠼⪄ࠉࠉ

㹏��㸬問にᛮࡗたࡇとにᑐし࡚、,QWHUQHWや携ᖏ࡞を用し࡚ㄪたࡇとが࠶りࡲすࠋ

ࡶࡘ࠸ࠉ①
る࠸用し࡚ࠉࠉ

ࡶとࡇ用するࠉ②
る࠶ࠉࠉ

࠸࡞り用しࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞用しࡃ全ࠉ④

㹏��㸬科学技術にに㛵ࢃる情報機器やࣇࢯトを用し、ィ や分ᯒをおࡗ࡞ࡇたࡇとが࠶りࡲすࠋ

用ࡃࡼࠉ①
る࠸し࡚ࠉࠉ

とࡇ用したࠉ②
る࠶がࠉࠉ

り用したࡲ࠶ࠉ③
࠸࡞とがࡇࠉࠉ

とࡇ用したࠉ④
࠸࡞がࠉࠉ

࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏��㸬数学・理科のᤵ業にお₇、࡚࠸⩦や実験・ほᐹを㏻し࡚⮬分࡞りに᪂た࡞問をᣢࡘ⤒験をしたࡇとが࠶りࡲすࠋ

る࠶ࡃࡼࠉ① る࠶ࡁࡁとࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④ ࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏��㸬数学・理科の問㢟₇⩦にお࡚࠸、⮬分࡞りの᪂た࡞ゎ法をᛮ࠸ࡘ࠸た⤒験をしたࡇとが࠶りࡲすࠋ

る࠶ࡃࡼࠉ① る࠶ࡁࡁとࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④ ࠸࡞ࡽࢃࠉ⑤

㹏��㸬実験・ほᐹ⤖果ࡽ共㏻Ⅼ・┦㐪Ⅼを指するࡇとがでࡲࡁすࠋ

るࡁでࠉ① るࡁややでࠉ② ࠸࡞ࡁりでࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡁでࠉ④

㹏��㸬実験・ほᐹ⤖果をࡶとにし࡚問Ⅼを上ࡆるࡇとがでࡲࡁすࠋ

るࡁでࠉ① るࡁややでࠉ② ࠸࡞ࡁりでࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡁでࠉ④

㹏��㸬ḟの機器のࡕ࠺࠼るࡶのを全࡚㑅ࢇでୗࠋ࠸ࡉ

トࢵࢿーࢱンࠉ① トࣇࢯープロ࣡ࠉ② トࣇࢯ⟭ィ⾲ࠉ③ ント࣏ー࣡ࣃࠉ④ カ࣓ラࣝࢱジࢹࠉ⑤

ー࣓ーࣝࢱコンピューࠉ⑥

ϫࠉ㹑㹑㹆㛵㐃⾜ࡸᤵᴗ࡛௨ୗのຠᯝ➼ᮇᚅࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

㹏��㸬理科・数学・先端科学等のおࡶし࡞࠺ࡑࢁ取り組ࡳや、探究活動に参加でࡁるࠋ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬理科・数学に㛵する能力やセンスの向上にᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬理⣔学部の進学にᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬大学進学後のᚿᮃ分野探しにᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

へ続ࡃ

㹏��㸬ᑗ᮶のᚿᮃ⫋✀探しにᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬国際ᛶの向上にᙺ❧ࠋࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

㹏��㸬情報機器を活用する能力やプࣞゼンテーション能力の向上にᙺ❧ࡘ

る࠶ࡃከࠉ① る࠶ᑡしࠉ② ࠸࡞りࡲ࠶ࠉ③ ࠸࡞ࡃ全ࠉ④

Ϭࠉ㐍㊰㛵࡚ࡋ㉁ၥࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼⟆

㹏��㸬⌧ẁ㝵での進路ᕼᮃを１ࡘ㑅ࠋ࠸ࡉ࡞ࡧ

理⣔ࠉ① ⣔ᩥࠉ② 体育⣔ࠉ③ ⱁ術⣔ࠉ④ ᮍᐃࠉ⑤

㹏��㸬ᑗ᮶、の࡞࠺ࡼ⫋業にᑵࡁた࠸Ỵࡲ࠸࡚ࡗࡲすࠋ

りࡁࡗࡣࠉ①
����Ỵ࠸࡚ࡗࡲる

ࡡおおむࠉ②
����Ỵ࠸࡚ࡗࡲる

りࡲ࠶ࠉ③
����Ỵ࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ

ࡃ全ࠉ④
����Ỵ࠸࡞࠸࡚ࡗࡲ

㹏��㸬ᑗ᮶、の࡞࠺ࡼ⫋業に一␒ࡁࡘた࠸と⪃ࡲ࠸࡚࠼すࠋ

大学・බ的研ࠉ①
究機㛵の研究者ࠉࠉ

企業の研究者ࠉ②
技術者・ࠉࠉ

技術⣔のබ務員ࠉ③ 中学校・高等ࠉ④
・学校の理科ࠉࠉ
数学教員ࠉࠉ

་ᖌ（ṑ科་ᖌࠉ⑤
（་ྵむ⋇・ࠉࠉ

ᖌ⸆ࠉ⑥ ㆤᖌ┳ࠉ⑦ のࡑࠉ⑧
理数⣔の⫋業ࠉࠉ

のࡑࠉ⑨
⣔の⫋業ᩥࠉࠉ

ᮍᐃࠉ⑩

㹏��㸬㹏��で①理⣔を㑅ࡔࢇேに㉁問ですࠋ大学で一␒ᑓᨷした࠸分野ࢀࡣですࠋ

理学部⣔ࠉ① ᕤ学部⣔ࠉ② ་学・ṑ学部⣔ࠉ③ 学部⣔⸆ࠉ④ ㆤ学部⣔┳ࠉ⑤

㎰学部⣔ࠉ⑥
（་ྵむ⋇）ࠉࠉ

生活科学ࠉ⑦
ᐙᨻ学部⣔・ࠉ

教育学部⣔ࠉ⑧
（理数ᑓᨷ）ࠉࠉ

の理⣔ࡑࠉ⑨ ᮍᐃࠉ⑩

㹏��㸬㹏��で②ᩥ⣔を㑅ࡔࢇேに㉁問ですࠋ大学で一␒ᑓᨷした࠸分野ࢀࡣですࠋ

学部⣔ᩥࠉ① ேᩥ学部⣔ࠉ② 教育学部⣔ࠉ③
（⣔ᑓᨷᩥ）ࠉࠉ

法学部⣔ࠉ④ 学部⣔ၟ・῭⤒ࠉ⑤

外国語学部⣔ࠉ⑥ 社会学部⣔ࠉ⑦ 国際㛵ಀ学部⣔ࠉ⑧ のᩥ⣔ࡑࠉ⑨ ᮍᐃࠉ⑩

ϭࢣࣥࠉート࡛⪺ࡓࢀෆᐜ௨እ࡛㭯ᒸ༡㧗ᰯᮇᚅ࠸ࡓࡳ࡚ࡗࡸࠊࡸࡇࡿࡍ
άື࣐ࠊࡤࢀ࠶ࡀ࡞ーࢩࢡートの㠃⏤⮬᭩ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸

（㈨ᩱＤ㸫㸵） 
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（㈨ᩱＤ㸫１㸮） 教員のព㆑ㄪᰝ⤖果（一部ᢤ⢋） 
㸺ᖹ成３㸮年度㸼 

 

 
㸺௧元年度㸼 

 

 

ၥ4　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻䛚䛔䛶䚸学習ᣦ導せ㡿䜘䜚䜒発ᒎⓗ䛺ෆᐜ䛻䛴䛔䛶㔜ど䛧ま䛧䛯䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

6 14.6% 27 65.9% 7 17.1%

1 2.4% 0 0.0% 41 100.0%

大ኚ㔜ど䛧䛯 䜔䜔㔜ど䛧䛯 㔜ど䛧䛺䛛䛳䛯
1

䠪 䠳
計

↓ᅇ⟅ ↓ຠ

2 3 14.6%

65.9%

17.1% 2.4% 0.0%
1
2
3
䠪

䠳

ၥ6　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻ᑐ䛩䜛⯆・㛵ᚰ・ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

8 19.5% 31 75.6% 1 2.4% 0 0.0% 1 2.4%

0 0.0% 0 0.0% 41 100.0%

ၥ7　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻㛵䛩䜛学習䛻ᑐ䛩䜛ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

7 17.1% 31 75.6% 1 2.4% 0 0.0% 2 4.9%

0 0.0% 0 0.0% 41 100.0%

䜒と䜒と高䛛䛳䛯

↓ຠ

䜔䜔ቑ䛧䛯

䠳
↓ᅇ⟅ ↓ຠ

4 5

䜒と䜒と高䛛䛳䛯

䠳

ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

計

1 2 3

2 31 4 5
䜟䛛䜙䛺䛔䜔䜔ቑ䛧䛯 ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

䠪

計

大ኚቑ䛧䛯 䜟䛛䜙䛺䛔

↓ᅇ⟅

大ኚቑ䛧䛯

䠪 19.5%

75.6%

2.4% 0.0% 2.4% 0.0%0.0%
1
2
3
4
5
䠪
䠳

17.1%

75.6%

2.4%0.0% 4.9% 0.0%0.0%
1
2
3
4
5
䠪
䠳

ၥ㻠　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻䛚䛔䛶䚸学習ᣦ導せ㡿䜘䜚䜒発ᒎⓗ䛺ෆᐜ䛻䛴䛔䛶㔜ど䛧ま䛧䛯䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

10 23.3% 27 62.8% 6 14.0%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

2 3

䠪 䠳
計

↓ᅇ⟅ ↓ຠ

大ኚ㔜ど䛧䛯 䜔䜔㔜ど䛧䛯 㔜ど䛧䛺䛛䛳䛯
1

23.3%

62.8%

14.0% 0.0%0.0%
1
2
3
䠪

䠳

ၥ6　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻ᑐ䛩䜛⯆・㛵ᚰ・ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

13 30.2% 21 48.8% 2 4.7% 3 7.0% 4 9.3%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

ၥ7　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻㛵䛩䜛学習䛻ᑐ䛩䜛ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

13 30.2% 23 53.5% 1 2.3% 1 2.3% 5 11.6%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

䠪
計

大ኚቑ䛧䛯 䜟䛛䜙䛺䛔

↓ᅇ⟅

大ኚቑ䛧䛯 䜔䜔ቑ䛧䛯 ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

䠪

2 31 4 5
䜟䛛䜙䛺䛔

2 3

䠳
↓ᅇ⟅ ↓ຠ

4 5

䜒と䜒と高䛛䛳䛯

䠳

ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

計

1
䜒と䜒と高䛛䛳䛯

↓ຠ

䜔䜔ቑ䛧䛯

30.2%

48.8%

4.7%

7.0%
9.3% 0.0%0.0%

1
2
3
4
5
䠪
䠳

30.2%

53.5%

2.3%
2.3%

11.6% 0.0% 0.0%
1
2
3
4
5
䠪
䠳
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（㈨ᩱＤ㸫１㸮） 教員のព㆑ㄪᰝ⤖果（一部ᢤ⢋） 
㸺ᖹ成３㸮年度㸼 

 

 
㸺௧元年度㸼 

 

 

ၥ4　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻䛚䛔䛶䚸学習ᣦ導せ㡿䜘䜚䜒発ᒎⓗ䛺ෆᐜ䛻䛴䛔䛶㔜ど䛧ま䛧䛯䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

6 14.6% 27 65.9% 7 17.1%

1 2.4% 0 0.0% 41 100.0%

大ኚ㔜ど䛧䛯 䜔䜔㔜ど䛧䛯 㔜ど䛧䛺䛛䛳䛯
1

䠪 䠳
計

↓ᅇ⟅ ↓ຠ

2 3 14.6%

65.9%

17.1% 2.4% 0.0%
1
2
3
䠪

䠳

ၥ6　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻ᑐ䛩䜛⯆・㛵ᚰ・ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

8 19.5% 31 75.6% 1 2.4% 0 0.0% 1 2.4%

0 0.0% 0 0.0% 41 100.0%

ၥ7　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻㛵䛩䜛学習䛻ᑐ䛩䜛ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

7 17.1% 31 75.6% 1 2.4% 0 0.0% 2 4.9%

0 0.0% 0 0.0% 41 100.0%

䠪
計

大ኚቑ䛧䛯 䜟䛛䜙䛺䛔

↓ᅇ⟅

大ኚቑ䛧䛯 䜔䜔ቑ䛧䛯 ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

䠪

2 31 4 5
䜟䛛䜙䛺䛔

2 3

䠳
↓ᅇ⟅ ↓ຠ

4 5

䜒と䜒と高䛛䛳䛯

䠳

ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

計

1
䜒と䜒と高䛛䛳䛯

↓ຠ

䜔䜔ቑ䛧䛯

19.5%

75.6%

2.4% 0.0%2.4% 0.0%0.0%
1
2
3
4
5
䠪
䠳

17.1%

75.6%

2.4%

0.0% 4.9% 0.0%0.0%
1
2
3
4
5
䠪
䠳

ၥ㻠　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻䛚䛔䛶䚸学習ᣦ導せ㡿䜘䜚䜒発ᒎⓗ䛺ෆᐜ䛻䛴䛔䛶㔜ど䛧ま䛧䛯䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

10 23.3% 27 62.8% 6 14.0%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

2 3

䠪 䠳
計

↓ᅇ⟅ ↓ຠ

大ኚ㔜ど䛧䛯 䜔䜔㔜ど䛧䛯 㔜ど䛧䛺䛛䛳䛯
1

23.3%

62.8%

14.0% 0.0%0.0%
1
2
3
䠪

䠳

ၥ6　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻ᑐ䛩䜛⯆・㛵ᚰ・ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

13 30.2% 21 48.8% 2 4.7% 3 7.0% 4 9.3%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

ၥ7　䠯䠯䠤のྲྀ⤌䛻ཧ加䛧䛯䛣とで䚸生ᚐの科学ᢏ⾡䛻㛵䛩䜛学習䛻ᑐ䛩䜛ពḧ䛿ቑ䛧䛯とᛮ䛔ま䛩䛛䚹（ᅇ⟅䛿１䛴䛰䛡）

13 30.2% 23 53.5% 1 2.3% 1 2.3% 5 11.6%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

䠪
計

大ኚቑ䛧䛯 䜟䛛䜙䛺䛔

↓ᅇ⟅

大ኚቑ䛧䛯 䜔䜔ቑ䛧䛯 ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

䠪

2 31 4 5
䜟䛛䜙䛺䛔

2 3

䠳
↓ᅇ⟅ ↓ຠ

4 5

䜒と䜒と高䛛䛳䛯

䠳

ຠᯝ䛜䛺䛛䛳䛯

計

1
䜒と䜒と高䛛䛳䛯

↓ຠ

䜔䜔ቑ䛧䛯

30.2%

48.8%

4.7%

7.0%
9.3% 0.0%0.0%

1
2
3
4
5
䠪
䠳

30.2%

53.5%

2.3%
2.3%

11.6% 0.0% 0.0%
1
2
3
4
5
䠪
䠳
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䠑䠉䠐

ㄢ㢟研究䝔ー䝬୍ぴ
䝔ー䝬 䝊䝭 䝔ー䝬 䝊䝭

1 㡪䛝䛩䛞䜛䟿　ト䝷イアングル ≀⌮㻭 41 日本のാ䛝᪉ၥ㢟䜢ୡ⏺とẚ㍑ ♫

2 バイ䜸䝭䝯䝔䜱クス䛻ᇶ䛵䛔䛯ス䝬䝩䜿ース　䡒䡁䡎䠊䝲䝰リ䠃䝦䝡 ≀⌮㻭 42 鶴岡の発ᒎの䛯め䛻䈈 ♫

3 㐠動᪉⛬ᘧとᩘ್計算䜢⏝䛔䛯䝪ールの㐠動の⪃ᐹ ≀⌮㻭 43 ඖྕ䛳䛶䛔䜛䜣䠛 ♫

4 グ䝷ス䜢䜜㻍 ≀⌮B 44 䝥リンセスで見䜛ୡ⏺と௦ ♫

5 光の速䛥䚸䛹の䛟䜙䛔䛛䜟䛛䜚ま䛩䛛㻫 ≀⌮B 45 南高䛺䛟䛺䛳䛱ま䛖䛳䛶䜘 ♫

6 䜒䛿䜔⋤ෙ ≀⌮B 46 䛣䜜䛛䜙の♫と㻸㻳B㼀 ♫

7 ␗䛺䜛㨶✀での㒊ẖの『㻷್』の⤒日ኚ䛻䛴䛔䛶 学㻭 47 䜔䜛Ẽ㻿㼣㼕㼏㼔のᢲ䛧᪉䛿䛣䛖䛰　～䛣のまま䛨䜓䚸⚾䚸䜔䜙䛺䛔䛰䛡䛰䚹～ ♫

8 㻳㼛㼛㼐㻌㻿㼙㼑㼘㼘㻌䜘䛡ス䝥䝺ー 学B 48 ඃᰂ᩿䛿䛹䛣䛛䜙᮶䜛の䛛 ♫

9 ⚾䛿↝䛝䛯䛟䛺䛔䛛䜙䚹 学B 49 䛒䛺䛯䛿㻡㻡ศ㛫集中で䛝ま䛩䛛䠛 ♫

10 䜘䛖䛣䛭䚸ま䛰▱䜙䛺䛔ト䝬トのୡ⏺䜈　～ト䝬トの⓶と䝬イク䝻ク䝷ッ䜻ング䛻䛴䛔䛶～ 生≀㻭 50 䝷イ㯏⏿䛜♧䛩䛣と ᅜㄒ

11 高ᕊのⰼ䜢䛴䛟䜚䛯䛔䛳䟿 生≀㻭 51 ຌ義　䡂䡁䠽䡐䠊䠝䡊䡅䡉䠽䡈䡏～᭱大ከᩘの᭱大ᖾ⚟～ ᅜㄒ

12 ⨾䛧䛔䛴䜔ጲ䜢Ᏺ䜜䟿䟿䟿䟿䟿 生≀㻭 52 䇿ₔ⏬の⚄ᵝ䇿ᡭሯの䝯ッセー䝆　～䝤䝷ック・䝆䝱ック䜘䜚～ᨵ ᅜㄒ

13 㻏㻌䛰䛰䛱䜓㇋と᰿⢏⳦の┦㛵ಀ 生≀㻭 53 Ụᡞᕝ歩の㢌の中䜢な䛝䛯䛔䟿 ᅜㄒ

14 ⸆䛜ຠ䛛䛺䛔䟿䠛㻌～⸆⪏ᛶ⳦の༴㝤ᛶ䛻䛴䛔䛶～ 生≀㻭 54 ḷ䜛～ᜊᚰの⾲䛧᪉～ ᅜㄒ

15 ス䝬䝩Ỵ῭䛜ᆅᇦάᛶ䛻䛴䛺䛜䜛䛳䛶䝩ント䠛 生≀B 55 光※Ặ䛂䛣䛖䛔䛖Ꮚ䛜ዲ䛝䛺䜣で䛩䛃 ᅜㄒ

16 ᒃ㓇ᒇ㣧め䛺䛟䛶䜒⾜䛡ま䛩 生≀B 56 භ᮲㝔のኟ⛅　～※Ặ䛜ឡ䛧䛯⨾ዪ㐩とᅄᏘの⏫～ ᅜㄒ

17 㥐๓ᨵ㐀計⏬～ま䜣まルー䝮▱䛳䛶ま䛩䛛䟿䠛～ 生≀B 57 ᛷ㟋䚸☾Ⰻのᚰのኪ᫂䛡～ṧ䜛䛿⏨の㧳䜀䛛䜚～ ᅜㄒ

18 㥐๓䛰䝶䟿高校生ဨ集合䟿䟿 生≀B 58 Ụᡞᚚ本ᑠᄋ　の ᅜㄒ

19 鶴岡㥐๓ᨵ㐀計⏬～ウ䝏䜙䛜㥐๓ኚ䛘䛱䜓䛳䛯䟿䠛～ 生≀B 59 鶴南生䚸䛹䜣䛺䜻䝱ッ䝏䝁䝢ー䛜䛚ዲ䛝䠛 ᅜㄒ

20 科学のᏊ　～㼟㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻌㼣㼕㼠㼔㻌㼥㼛㼡～ 生≀B 60 ⱝ⪅ゝⴥのᑗ᮶䛿䚸 ᅜㄒ

21 ᗉෆのⱝ⪅ேẼ䜢⥔ᣢ䛩䜛䛯め䛻 生≀B 61 䝏ア⏨２～ບま䛧の᰾ᚰ䛻㏕䜛～ ᅜㄒ

22 䛒䜏䛰䚸本Ẽ出䛩䜘 ᩘ学 62 䛔ศ䛡䚸で䛝䛯௬ྡ䠛 ᅜㄒ

23 ⏥Ꮚᅬ䛻䛔䛟᪉ἲ ᩘ学 63 ṇ䛧䛔日本ㄒႅ䜜ま䛩䛛䠛ႅ䜙䜜ま䛩䛛䠛～⌧௦日本ㄒ䛻䛚䛡䜛䜙ᢤ䛝ゝⴥ～ ᅜㄒ

24 センター試験ゎ䛛䛫䛶䜏䛯䠘実㊶⦅䠚 ᩘ学 64 㼃㼑㻌㼣㼕㼘㼘㻌㼐㼑㼘㼕㼢㼑㼞㻌㼠㼔㼑㻌㼏㼔㼍㼞㼙㻌㼛㼒㻌㼀㼟㼡㼞㼡㼛㼗㼍㻍　～㼃㼔㼍㼠㻌㼍㼞㼑㻌㼀㼟㼡㼞㼡㼛㼗㼍㻓㼟㻌㼕㼟㼟㼡㼑㼟䠛～ ⱥㄒ

25 ࿘⋡ ᩘ学 65 ୡ⏺䜢䛻䛩䜛䛂┿⌔の⪥㣭䜚のᑡዪ䛃のㅦ䛻㏕䜛䚹 ⱁ⾡

26 東ி䝕䜱䝈ニー䝷ン䝗　᭱㐺ᕠᅇ㊰ ᩘ学 66 月の光　～䝗䝡䝳ッ䝅ーの⛎め䛯ᛮ䛔～ ⱁ⾡

27 ኟ䛻㞵䛜㝆䜙䛺䛛䛳䛯䜙䛿大㞷䛻䛺䜛の䛛 ᩘ学 67 䝆䝤リのཎⅬ䛳䛶䠛～䝘ウ䝅䜹㡢ᴦ䛻㏕䜛～ ⱁ⾡

28 鶴南㫽ே㛫䝁ン䝔スト　䛭の２ ᩘ学

29 䝻ングセ䝷ー䛚ⳫᏊの⛎ᐦ ᐙᗞ

30 食䛻䜘䜛➇ᢏ⪅の㌟体స䜚の䝃䝫ート ᐙᗞ 1 動䛟㔠ᒓ䟿䠛～バイ䜸䝯タルのேᕤ➽⫗䜈のᛂ⏝～ ≀⌮㻭

31 生ま䜜月䛜䛒䛺䛯の㐠䜢ᕥྑ䛩䜛䟿䠛 体⫱ 2 保⫱ไᗘのㄢ㢟ゎỴ䛻ᣮᡓ　～Ꮚ⫱䛶⎔ቃのᨵၿ䛻ྥ䛡䛶～ ♫

32 㔝⌫のᢞ⌫動స䛻䛚䛡䜛᭱㔜せ㒊 体⫱ 3 㻻㼞㼥㼦㼑㻘㻌㼎㼑㻌㼍㼙㼎㼕㼠㼕㼛㼡㼟 生≀㻭

33 䝆䝱ン䝥のྍ⬟ᛶ㼽 体⫱ 4 ᩥ䛯䛱の䝟クリᝨ　ኴᐓ⦅ ᅜㄒ

34 日本䛿䚽䚽䛜ᚓព䟿 体⫱ 5 ᑠᝨᫍの⮬㌿の᥎  ᆅ学

35 ス䝫ー䝒㞀ᐖのண㜵の䛯め䛻 体⫱ 6 㻸㼑㼠㻓㼟㻌㼑㼚㼖㼛㼥㻌㼡㼟㼕㼚㼓㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㼍㼚㼐㻌㼓㼑㼠㻌㼎㼑㼠㼠㼑㼞㻍 ⱥㄒ

36 ⭡➽䛻䛚䛡䜛ト䝺ーニング動సの㐪䛔 体⫱ 7 水生生≀䜢⏝䛔䛯⒴研究䜈のア䝥䝻ー䝏 ඛ➃研

37 㐠動๓のウ䜷ー䝭ングアッ䝥 体⫱

38 䛂᥋ᆅ䛃のイ䝅䜻で㊊䛜速䛟䛺䜛䠛 体⫱ 䈜　␒ྕ　䛿䝯ンバー䛻⌮ᩘ科の生ᚐ䜢ྵ䜐䜒の

39 䛣䜜䛛䜙の日本のアイ䝗ルീ ♫

40 㨱ே䝠ット䝷ーのᝏ㨱ⓗ₇ㄝᢏἲ～␒እ⦅～ ♫

ス䝔ー䝆発⾲
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実
施
項
目
 

担
当

責
任

者
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
）

 

Ａ
 

①
「
Ｓ
Ｓ
科
目
」
の
改
善
と
教
材
開
発
、
指
導
法
や
評

価
法

等
の

研
究

 
木

村
良

二
（

数
学

科
主

任
）

 

小
松

範
明

（
理

科
主

任
）

 

②
全
校
生
徒
が
取
り
組
む
継
続
し
た
探
究
活
動
『
鶴
南

ゼ
ミ

』
の

深
化

・
発

展
 

青
山

尽
 

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
基
礎
）
 

五
十

嵐
雄

大
（

１
学

年
担

任
）

 

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
探
究
）
 

三
浦

晋
（

２
学

年
担

任
）

 

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
発
展
）
 

長
谷

川
晃

（
３

学
年

担
任

）
 

③
探
究
活
動
『
鶴
南
ゼ
ミ
』
に
お
け
る
『
地
方
創
生
』

分
野

の
開

設
と

拡
大

 
佐

藤
清

輔
 

④
科
学
部
活
動
の
充
実
と
発
展
、
高
度
・
先
端
研
究
に

取
り

組
む

生
徒

の
育

成
 

三
宅

国
彦

（
科

学
部

顧
問

）
 

⑤
国

際
科

学
技

術
コ
ン

テ
ス

ト
等
へ

の
生

徒
の
参

加
数

、
入

賞
数

の
増

加
に

向

け
た
取
組
 

長
谷

川
晃

（
理

数
科

担
任

）
 

三
浦

晋
（

理
数

科
担

任
）

 

Ｂ
 

⑥
「
情
報
・
科
学
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
開
設
と
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

 
木

村
良

二
（

情
報

科
主

任
）

 

⑦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

能
力

の
育

成
 

安
野

浩
夫

（
図

書
情

報
課

長
）

 

⑧
英
語
力
の
向
上
と
海
外
の
高
等
教
育
校
と
の
交
流
、

連
携

の
拡

大
 

池
田

雅
明

（
２

学
年

英
語

科
）

 

齋
藤

恵
美

（
２

学
年

英
語

科
）

 

Ｃ
 

⑨
鶴
南
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
 

木
村

築
（

進
路

課
長

）
 

⑩
小

中
学

校
で

の
理
数

体
験

充
実
と

高
等

学
校
間

で
の

理
数

体
験

を
共

有
す

る

た
め
の
研
究
 

鏡
雄

一
（

数
学

科
主

任
）

 

小
松

範
明

（
理

科
主

任
）

 

⑪
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
と
発
信
 

佐
藤

清
輔

 

猪
口

俊
二

（
図

書
情

報
課

）
 

⑫
大
学
・
研
究
室
を
訪
問
す
る
研
修
（
理
数
セ
ミ
ナ
ー

）
の

拡
充

 
鏡

雄
一

（
理

数
科

主
任

）
 

⑬
大
学
・
企
業
と
連
携
し
た
研
究
実
績
を
進
路
指
導
へ

活
用

す
る

た
め

の
研

究
 

猪
口

俊
二

（
３

学
年

主
任

）
 

Ｄ
 

⑭
評
価
・
検
証
法
の
研
究
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
効
果
的
に

運
営

す
る

た
め

の
研

究
 

鏡
雄

一
 

Ｓ
Ｓ
Ｈ

事
業

企
画

本
部

 

統
括

責
任

者
 

石
川

 
真

澄
（

校
長

）
 

Ｓ
Ｓ
Ｈ

運
営

企
画

委
員

会
 

［
委

員
長

 
 

砂
田

 
 

智
］

 

［
副

委
員

長
 

安
達

 
泰

浩
］

 

各
プ
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ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
 

Ｓ
Ｓ
Ｈ

運
営

事
務

局
員

 

Ｓ
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Ｈ
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事

務
局

 

運
営

企
画

委
員

 
佐

藤
 

清
輔

 

運
営

企
画

委
員

 
鏡

 
 

雄
一

 

運
営

企
画

委
員

 
青

山
 

 
尽

 

運
営

企
画

委
員

 
齋

藤
 

雅
子

 

運
営

企
画

委
員

 
後

藤
 
 

広
 

事
務

補
助

員
 

 
菅

原
 

恭
子
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